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付 
耳 か ら 覚え る 日 本 語 能力 試験 


語 切 トレ ー ニ ング 


言葉 は 世界 を 広げ ます 。 義 く 、 話 す 、 読 む 、 書 く 、 ど の 分 野 で も 、 知 っ て いる 言葉 の 数 が 多 
けれ ば 多い ほど 、 そ れ が 力 と な り ます 。 

で は 、 言 葉 を 知 あ と いう の は どう いう こと で し ょ うか 。 聞 いたり 読 ん だ り し た と き に 記 味 が 
わか る と いう の は も ちろ ん で す が 、 そ れ だ け で は 十分 で な いと 考え ます 。 そ の 言葉 を 使っ て 話 
し た り 普 いた り で き て 初め て 、 そ の 言葉 が 本 当 に 身 に つい た と 言え る で し ょ う 。 

「 こ の 名 詞 は 「 す る 」 を つけ て 使え る の か ? 」「 い っ し ょ に 使う 助詞 は ? 」「 他 の どん な 言葉 と 
いっ し ょ に 使え る の か ? 」「 意 味 の 範囲 は ? 「 窓 ガラ ス が 破れ る 」 と 言え る の か ? 」「 こ の 言葉 
が 使え る 場面 は ? 普 く と き に 使っ て も いい の か ?」 

ふつ う の 評 半 は 、 あ まり これ ら の 疑問 に こたえ て くれ ませ ん 。 本 書 は 日 本 語 能 力 試 験 N3 レベ 
ル の 勉強 を な さる 方 が 、 そ の レベ ル の 言葉 を 覚え 、 そ し て 使え る よう に な る こと を 願っ て 作り 
まじ た 。 


ほん し ょ 


本 書 の 構成 

1 高調 別に な っ て いま す 。 各 ユニ ッ ト の 中 で は 、 な る べく 関連 の ある 語 を 近く に 置く よう に し 
まし た 。 反対 の 意味 の 言葉 、 自 動詞 と 他動詞 は 並ん で いま す 。 

2 雑 易 度 を 3 段階 に 分 け て あり ます 。 ス テッ プ が 上 が る ほど 上 難し く な り ま す 。 

3 一 っ ひと つの 言葉 に 例文 と 、 英 語 、 中 国語 、 訳 が つい て いま す 。 た だ し 、 多 く の 訪 
味 が ある 場合 に は 、 全 部 の 訳 が つい て いな いこ と も あり ます 。 

よく ひと まとまり に な っ て 使わ れる 表現 ) を 重 祝 し 、 本 に は な る 
べく 多く の 情報 を 盛り 込む よう に し まし た 。 

5 2 種類 の 練習 問題 が つい て いま す 。 I は 、 学 ん だ こと が 身 に 付い て いる か どう か を 確認 する 
問題 、 は 日 本 語 能 力 試 験 と 同じ 形式 の 問題 で す 。 

6 分 野 ご と の 言葉 を 集め た 「 コ ラム (1~ 22)」 を 作り まし た 。 

※ CD に は ユニ ッ ト に ある 見 出し 語 と 最初 の 例文 が 入っ て いま す 。 た だ し 、 ユ ニッ ト 6、11 の 
カタ カナ 語 は 入っ て いま せん 。 コ ラム や 「 ま と め 」 に ある 言葉 も 入っ て いま せん 。 


4 コロ ケー ショ ン ( 


勉強 の アド バイ ス 
1 知っ て いる 言葉 で も 、 例 文 と 連語 を 読ん で 、 使 い 方 を 確認 し まし ょ う 
意味 は つと は 限り ませ ん 。 知 ら な い 意味 が あっ た ら 、 い っ し ょ に 覚え まし ょ う 。 


日 本 語 は 語 葛 の 多い 言語 で す 。 対 状 語 、 類 状 語 、 合 成語 、 関 連語 を 見 て 、 言 葉 の 数 を 増やし 
まし ょ う 。 
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記号 、 表 記 な ど に つい て の 注意 


CD を 聞き な が ら 亀 絢 す る と 効 条 的 で す 。 日 、 耳 、 さ ら に 口 を 使っ た ほう が よく 覚え られ ま 
すか ら 、 聞 くだ け で な く 、 声 を 出し て リ ビ ー ト し まし ょ う 

CD の 使い 方 は 他 に も いろ いろ 考え られ ます 。 例 えば 、 電 車 の 中 な ど で 聞 いて 覚え る 、 何 ペ 
ー ジ か 勉強 し た ら 、 そ の 部 分 を 聞い て 、 す ぐに 意味 が わか る か どう か 確認 する 、 な ど で す 。 
練習 問題 1 で 自分 の 力 を チェッ ク し まし ょ う 。 少 し レベ ル が 高い 問題 も ありま す が 、 く り 返 
すう ち に 力 が つき ます 。 練習 問題 は 日 本 語 能力 試験 と 同じ 形式 の 問題 で すか ら 、 受 験 する 
方 は 、 直 前 に も う 一 度 や っ て みて くだ さい 。 

な る べく 、 漢 字 も いっ し ょ に 覚え まし ょ う 。 


少な く と も 、 読 め る よう に し まし ょ う 。 
引 が チェ ッ ク リ スト に な っ て いま す 。 確 認 の た め に 利用 し て くだ さい 。 


© 連語 よく ひと まとまり に な っ て 使わ れる 表現 

合成 語 他 の 語 と くっ つい て 、 一 つ に な っ た 言 和 

対義語 反対 の 意味 の 言葉 

類義語 意味 が よく 似 て いる 言葉 

関連 の ある 言葉 

福 肝 的 な 表現 

(を ) 名 詞 (動詞 ひめ イ 形 容 詞 ひめ ナナ 形容 負 (人) 視 剛 
< 自 > 自動 詞 。 < く 他 > 他 動詞 

倒れ る ノラ 倒す ガ ノ ヲ は それ ぞ れ の 動詞 が 自動 詞 ノ 他動詞 で ある こと を 表す 


で 対義語 で ある こと を 表す 


記 電 注意 する 助詞 を 表す 
338 りゅう こう 流行 スル fashion, fad, spread (of disease) 衝 生 知生 


① ・ 新 し い 流行 ・ 湾 行 の 服 ・ 落 震 の 間 で ブロ グ が 湾 行 し て いる 。 
を 取り 入れ る 、_ を 追う 回 - 語 、 遅れ 。 数 は や り 、 ブ ー ム 
① の 意味 の 連語 ここ に 見 出し 語 が 入る つ 流 行 を 追う 
(の ・ イ ン フ ル エ ン ザ が 流行 する 。 
回 ①② 大 メル [ 関 ①② は や る 172 て | 本寺 172 番 に 「 は や る 」 が ある | 


見 出し 語 と 品詞 が 違う の で 、 類 義 語 で は な く 関連 語 に な っ て いる 


固 回 = 回 


④ 例文 で は 、N3 レベ ル 以 上 と 思わ れる 漢字 と 固有 名 詞 に ふり が な が つけ て あり ます 。 た だ し 練習 問題 
で は 、 そ の ふり が な を は ず し た 言葉 も 多く あり ます 。 


C 


本 書 で 勉強 する 方 へ 


Unit 01 


"02-09 


Unit 02 


10~17 


cp 
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Unit 03 


co 


18~21 


名 詞 Am… os 


コラ ム 1 あい さ つ 
コラ ム 2 家族 の 呼び 方 

練習 問題 1 コー7! 

コラ ム 3 人 を 表す 言葉 (年 齢 別 ) 
練習 問題 1 72~120 
練習 問題 1~120.. 


動詞 A …: oa 


コラ ム 4 学校 

コラ ム 5 職業 を 表す 言葉 
練習 問題 1 121~170 
コラ ム 6 助数詞 ・ 順 番 
コラ ム 7 体 の 部 分 の 言葉 
練習 問題 1 171~220 
練習 問題 121 ~ 220 


まとめ 連用 名 詞 221~258 


形容 詞 A < 


コラ ム 8 数 字 ・ 計 算 


練習 問題 1 259~298 


"4 259 ~ 208 … 


65 


まとめ イ 形 容 詞 十 ま る ご め る 299~310 


コラ ム 9 教科 ・ 科 目 


69 


32 


40 


50 
52 


...54 


58 


Unif 05 


cp 


Unit 06 


Unit 07 


co 


29~36 


37~40 


名 詞 B… …… 311 一 410 


練習 問題 1 311-370 


練習 問題 1 371~410 
練習 問題 311~410 


動詞 B … … 411 ~ 510 


コラ ム 10 単位 95 
コラ ム 11 一 中 「 ち ゅ う 」 と 「 じ ゅ う 」97 
練習 問題 1 4211 480.… 
コラ ム 12 駅 ・ 列 還 1o5 
コラ ム 13 お金 に 関係 する 言葉 107 


練習 問題 1 2461~510 


練習 問題 41ー510 os sta ara 


カタ カナ A Katakana < を ht B11 ~ 550 32 


コラ ム 14 パソ コン LM を 4 


練習 問題 1 511-550.. 


形容 詞 B Me ws 


コラ ム 15 公共 の 施設 127 
練習 問題 1 551~590 
練習 問題 1 B 259~298/551~590 


...70 


..78 


86 
88 


90 


… 118 


4 551~590 - 


120 


128 
130 


Unit 08 副詞 A… = 


41-44 


S91 一 635 132 


コラ ム 16 時 の 表現 139 
練習 問題 1 591~635 ao 140 


Unit 09 名 詞 Ce sn 636 一 715 142 


” 45<50 
コラ ム 17 ジャ ン ル 147 
練習 問題 1 636--675 148 
コラ ム 18 郵便 
練習 問題 1 876-715 156 
練習 問題 636-715 158 


Unit 10 動詞 Cw… 716 一 795 im 


cp 


51-58 
コラ ム 19 位置 を 表す 言葉 167 
練習 問題 1 716-753. レ ーー 168 
コラ ム 20 衣食 住 「 衣 」 177 
練習 問題 1 754-795.……… 用 178 
練習 問題 716-795 180 


Unit 11 カタ カナ B eeew ze 796 一 835 ie2 


練習 問題 1 796-835.… at 
練習 問題 カタ カナ A・B 511~550 ノ 796~835 190 


Uni 12 


"59-62 


語 業 索引 


まとめ 料理 の 動詞 836-845.……… ーー 192 


コラ ム 21 衣食 住 「 食 」 193 
副詞 連 体 詞 ・ 接 続 詞 

Verbs 。 藩 潤 千 、 Prenominal AdjectivalseConjunctions / 進 体 拘 ・ 達 招 殺 / 記 刻 外 " 状 旬 
846 ~ 880 ei 194 
コラ ム 22 衣食 住 「 住 」 201 

練習 問題 1 846-880.… 202 


練習 問題 TaA.B、 運 詞 591~635/846~880.… 204 


da RG iiss en gaya hid ejay FEL 206 


Un 01 王 較 に Pe 


1 だ ん せい 男性 mm タチ 4 
ジ じ ょ せ い 女性 woman 支社 。 云 チノ 4 . 抽 和久 

・ 理 想 の 盟 性 ノ 女 性 | と 結婚 する 。 ・「 あ の | 〇 女性 〇 女 の 人 /x 女 | は だ れ で すか 」 
[ 賠 ] 男女 、 性 別 

3 れい 高齢 Mit ii 

・ 祖母 は 高齢 だ が 、 ま だ と て も 元気 だ 。 
回 者 、 化 社会 
4 と し うえ 年 上 elder / 征 大 。 和 長大 / を 害 . 1 す 
上 の 友だち 
年 長 半 年 下 
5 


(は 私 は より ノ の | 三 つ 年 上 だ 。 


め う え 目 上 superior 共生 : 上 本 ン 多 人 
・ 目 上 の 人 に は 散 語 で 話し た ほう が いい 。 
自 下 
6 せん ば い 先輩 senior ブ 章 音 : ( 売 吉 公司 釣 ) 同 事 ノ 人 明 
7 こう は い 後輩 jai の 
・ 皿 邊 さん と 私 は 同じ E だ が 、 職 場 で は 
8 じょう し  . ab EZ 
・ 上 司 に 相談 し て か ら 決定 する 。 
対 部 下 ( 図 同僚 
9 あい て 相手 other person, opponent 和 寺 方 。 諸手 。 対生 ノ サ 本 
・ 坦 ま の 昌 見 で 話す ・ 今 度 の 試合 の 相手 は 強 そ うだ 。 
回 言 - 相談 
10 し りあ い 知り 合い AR RN 
・ 知 9 合い 合い に 息子 の 就職 を 頼む 。 


し ん ゆう 


類 知人  ( 図 友だち 、 友 人 、 親 友 


11 ゆう じん 友人 friend 生玉 。 友信 〒 
・「 田中 さん を 知っ て いま すか 」「 ええ 、 学 生 時 代 の 友人 で す 」 
友だち 図 親友 、 知 り 合い 
12 な か 仲 relations / 革 / 和 el 
・ 私 は 出 本 さん と 伸 が いい 。 
が いい 悪い 回 一 間 、 良し 
13 せい ね ん が っ び 生年 月 日 date of birth 占 生 年 月 3 
月 日 を 記入 する 。 


許 生 日 
14 た ん じょう 誕生 スル birth ズ 出 生 、 肖 生 ノ 理 肖 
① ・ 新 し い 命 の 誕生 を 祝う 。 ・ 結 婚 2 年 目 に 子ども が 8 


year, age / 年 一 年 : 年 紀 ノ 恒 Ho] 
を 立て る 。 

回 が 始ま る 終わ る 、_ が 明け る 、_ が 過ぎ る 回 _ 明 け 
② ・ 交 は 年 より 着く 見 える 。 

_ を と る 回 ( ぉ ) 寄り 舌 年 齢 


16 し ゅ っ し ん 出身 origin, homeland 出身 : 苦 偶 ノ き 

・「 ご 出身 は どちら で すか 」 「 東 京 で す 」 ・ 私 は | 東京 / 東 京 大 学 …| (の ) 出 身 で す 。 
回 - 地 、_ 科 、[ 名 / 掌 校 名 …] 出身 
17 こき ょ う 故郷 hometown // 才 多才 補 グ 哉 汗 

・ 仕 帯 が 忙し く て 、 も う 何 年 も 政 郷 に っ て いな い 。 


類 ふる さと 


18 せい ちょ う 成長 スル growth プ 虐 大 、 革 大: 秋 基 だ 分社 
① ・ 子 ども の 成長 を 喜ぶ 。 ・ り っ ぱな 大 人 に 成長 する 。 育つ 478 
② ・ 事 業 の 成長 ・ 経 済 が 大 きく 成長 し た 。 

回 言 度 経済 、 累 
19 せい じん 成人 スル adult プ 衣 分 

・ 日 本 で は 二 十 歳 以上 の 人 を 成人 と いう 。 ・ 皿 子 は 成人 し て 働い て いる 。 
回 ええ 半 未成 年 
20 ご うか く 合格 スル passing, acceptanee プ 才 基 及 格 。 才 上 ン 和 人 


21 し ん が く 進学 スル going to a higher school 井 学 ご 計 
・ 子 ども の 進学 に つい て 考え る 。 ・ 大 党 す る 。 


リ っ 


た い が く 退学 スル expulsion, dropping out ズ 避 学 ノ 司 
人 学 の 理由 を 説明 する 。 ・ 病 気 で 大 学 を 退学 し た 。 
_ 届 、_ 処分 申 退 (2) スル 


し ゅ うし ょ く 就職 スル getsing employed, finding employment / 就 此 。 参 か エ 

り ょ こ うがい し e ete う Li 

・ 旅 行 会 社 に 
か つっ どう 


回 活動 、 試験 、 難 半 退職 z ッ 履 麻 書 


24 た いし ょ く 退職 スル resignation, retirement 選 到 : 地価 ノ 避 羽 
・ 母 の 介護 の た め 、 妃 職 を 決め た 。 ・ 長 年 勤め た 会 社 を 退職 し た 。 
| 定年 、 を 鞭 就 職 スル 類 辞職 (の スル 


25 し つぎ ょ う 失業 スル unemployment / 失 半 プ 3 
・ 会 社 が 倒産 し て 失業 し た 。 


り っ 


回 _ 率 、 者 、 保険 [ 賠 く び 、 リ スト ラ 


26 ざん ぎょ う 残業 ( ラ ) ス ル overtime work か 導 社 


・ 


残業 が 多く て 疲れ た 。 


回 代 、_ 時 間 
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・ 外 国 で 4 


せい か つ 生活 ( ヲ ) ス ル 
計 を 送 ・「 もう 日 本 の 』 
生活 す る の は 数 し い 。 ・ 了 の 


Hife だ 生 沙 、 着 昌子 44 半 


に 慣れ まし た か 」 
を 観 祭 す る 。 


_ が 苦し いら 楽 だ 、| 楽 し い ズ 苦し い ノ / 豊 か な …| _ を 送る 


っ こん ね ん を 


費 、 学 生 _、 社 会 、 結 婚 _、 年 金 


< 
類 暮らし 746 


つう きん 通勤 スル 


・ 私 は 毎日 1 時 則 か け て 通 協 し て いる 。 


っ うい ん 


ー 時 間 | 関 通学 メル 、 通 院 メ ル 


commuting (to work) ご 上 下 班 ご きせ 


が くれ き 学歴 


3 


ー が 高い @ 低 い 、_ を つけ る 回 高 - 


educational background 学 訪 / 計 当 


・ 学歴 が 高く で も 、 実 力 が ある か どう か は わか ら な い 。 
・ 子 ども に いい 学歴 を つけ きせ た いと 思う 親 が 多い 。 


be 
社会 
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きゅう りょう 給料 


上 会 社 か ら 給料 を も ら う 。 


- 目 時 給 、 月給 


salar Pay プ エ 汗 。 韻 ホン 写 足 
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・ き ょ う 、 会 社 の 人 と の 面接 
・ 先生 が 学生 を 面接 する 。 


めん せつ ラ 面 接 ( ヲ ) ス ル 
ミ あ る 。 


interview 画 款 プ 半 


・「 で は ここ で 、10 


ー 試験 、 官 
きゅう けい 休憩 ( ヲ ) ス ル 


た あん 


の 休 矯 で す 」 
_ を と る 回 時 間 、_ 室 


break 休息 / 理 刈 


・「 玉 晶 の 目的 は 観光 で す 」 


か ん こう ラ 観光 ( ヲ ) ス ル 


り ょ こ う 


tourism。sightseeing 現地 渡 


週 、 京 都 を 観光 し て まわ っ た 。 
_ 旅行 、_ 地 、 パス 、[ 地 名 ] + 観光 ( 例 . 京都 観光 ) 


せき 


きこ く 帰国 スル 


・ 今 度 の 正月 に は 燈 国 する つも り だ 。 


returning to one's country お 回. 


回国 間切 
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35 


きせ い 帰省 スル returning to one's hometown 者 、 回 家 家 未 


・ お 隻 に は ふる さと に 帰省 する 日 本 人 が 多い 。 


記 4 
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・ 毎 日 忙し く て 方 宅 2 


きた く 


going home 回 家 導電 


遅い 。 
ー 時 間 


さん か 参加 ( ヲ ラ ) ス ル participation / 参 か / 符 外 


・ ボ ラン ティ ア 活 重 に 参 加 す る 。 


回 者 時 不参加 ( 〇 不参加 だ x 不参加 する ) 
38 し ゅ っ せき 出席 スル attendance 再 信 。 全 か 人 
39 けっ せき 欠席 スル absence プ 村 席 。 昧 表 。 不 本 アン 人 付 
に 前 M ・ 授 業 を 欠席 する 。 
橋 き ん は 今度 の 同窓 会 は | 次 席 だ 欠席 する | そう だ 。 
回 者 許 
40 ちこ く 遅刻 ( ラ ヲ ) ス ル arriving late 返 末 2 祝 


・ 床 坊 し て 授業 に 遅刻 する 。 ・ 面 接 で は 1 分 の 遅刻 も 許さ きれ な い 。 


けし ょ う 化粧 ( ヲ ) ス ル makeup ご を 半 計 人 


・「 あ な た は 毎日 、 お 化粧 に 何 分 ぐら いか け て いま すか 」 


_ を 落と す 、_ が 濃い ら 薄 い 回 品類 メイ ク ヴ スル 口紅 


・ 私 は 計算 が 許 手 だ 


けい さん ラ ヲ 計 算 ( ラ ヲ ) ス ル calculation 一 朱 学 舌 芝 壮 算 列 儲 
・ 旅行 に いくらか か る か 計算 する 。 


eo 


( 賠 。 電 箇 く 電子 式 卓 上 計算 機 
43 けい か ぐ く ヲ 計 画 ス ル plan / 填 記 プ 刻 記 


・ 来年 の 計画 を 立て る 。 ・ 提 休 み に は 富士 山 に 登る ろう と 計画 し て いる 。 


ー を 立て る 類 プラ ン 


44 せい こう 成功 スル ジレ アグ の: トコ 
45 し っ ぱい 失敗 スル の の | 


成功 する 。 ・ 実 験 は 大 成功 だ っ た 。 


46 じゅ ん び ラ 準備 ( ヲ ) ス ル preparation 流下 
・ 引 っ 越し の 進 備 が 終わ っ た 。 ・ 会 議 の 資料 を 進 備 する 。 
類 ラ 用 意 ( う ) メ ル 
せい り ラ ヲ 整 理 ( ラ ヲ ) ス ル organizing, arrangement; disposal / 半 王 ン 人 可 
) ・ 資 料 の 整理 ・ 勉 強 の 前 に 机 の 上 を 整理 する 。 


・ 不 要 品 の 整理 ・ 引 っ 越し の 前 に 、 十 い 物 を 整理 する 。 


ちゅ う も ん ニ + ラ 注文 ( ヲ ) ス ル order; request プ 打 約款 (系): 逆 ネ ノ 務 邊 
注文 の 品 が 届く 。 で コー ヒー を 注文 する 。 ・ 番 府 に 木 を 注文 する 。 


回 = を つけ る 
49 ちょ きん ラ 貯 金 ( ラ ヲ ) ス ル savings depositing / 侍 き , 存 共 2 守 
・ 貯金 が 端 える 。 ・ 銀 行 に ボー ナス を 財 金 する 。 
_ を お ろ す 、_ を 引き 出す 回 通帳 、 親類 預金 
50 て つや 徹夜 ( ラ ) ス ル staying up all night / 遂 定 、 基 府中 、 半 介 き 
・ 徹 度 が 続く 。 ・ 徹 夜 で 勉 強 す る 。 ・ き ょ う は 徹夜 だ 。 ・ 仕 事 で 役人 夜 を する 。 
51 ひっ こ 引っ 越し ( ヲ ) ス ル move / 幅 を ノ al 


ら 横 浜 へ 引っ 越し する 。 


・ 引 っ 越し を 手伝う 。 ・ 東 齋 
( 動 ) 引っ 越す 


52 し ん ちょ う 身長 body height 往 高 ご 私 。 有 
・ 身 長 を 滑る 。 ・ 兄 は 身長 が 高い 。 
回 が 高い っ 低い 、 が 伸び る 音 
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53 た いじ ゅ う 体重 body weight / 体 ン 列 る 
・ 体 音 を 測る 。 ・ 交 の 体重 は 60 キロ だ 。 
_ が 多い ら 少 な い 、_ が 増え る 6 減る 回 _ 計 太る ら や せる 


54 けが injury / 価 5 全休 ノダ 対 。 半 仙 
・ 小 さき な けが ・ 転 ん で 足 に けが を し た 。 
回 を する 、_ が 治る ・ を 治す 回 大 、_ 人 還 きず 、 や けど 、 骨 


party 会 。 款 会 ご 列 、 馬 引 


な 2 うな と 
、 宴 、 誕 生日 、 ク リス マス _ 、 同 窓 _ 


hobby interest: taste 信人 趣味 、 品 味 判 可 


② ・ 彼 女 は いつ も 趣味 の いい 服 を 着 て いる 。 
回 が いい る 悪い 


57 きょう み 興味 interest ン 共 趣 /3 
・ 私 は 歴史 に 興味 が ある 。 ・ 小 さ な 子ども は 何 に で も 興味 を 持つ 。 
= が ある ら な い 、=_ を 持つ 回 深い 類 関 必 


58 お も いで 思い 出 memory 回 紀 ノ ネ 9 
・ 子 ども の ころ の 思い 出 。 ・ 日 本 で 
いい 思い 出す sy 148 


- 山 に 傘 っ た の は 、 い い 思 い 測 だ 。 


59 じょう だ ん 冗談 joke 克 笑 。 先 務 / き 呈 
・ 冗談 を 言っ た ら 、 み ん な が 本 気 に し た 。 
ー を 言う 冗談 する 


60 も く て き 目的 purpose 昌 約 の 
・ 日 本 に 来 た 是 的 は 大 学 へ の 入学 だ 。 


回 _ 地 還 目標 
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61 や くそ く ラ 約 束 ( ヲ ) ス ル promise、appointment 約定 。 的 会 グ 征 寺 
・ 彼 と 結婚 の 約束 を し た 。 東 し て 別れ た 。 
・ 約 東 の 時 間 に 間に合う か どう か 
回 を 守る っ ら 算 る 


62 お し ゃ べり お し ゃ べり ( ヲ ) ス ルン ナ NECA 季 天 。 区 徐 : 健 法 。 信 滋 洛 。 


⑪ ・ 授 業 中 に 隣 の 人 と お し ゃ べり し て いて 、 先 生 に 怒ら れ た 。 


( 動 ) し ゃ べ る 
② [ひけ 形 ) お し ゃ べり な ] ・ お し ゃ べり な 人 ・ あ の 人 は お し ゃ べり だ 。 
63 えん り ょ 遠慮 ( ラ ヲ ) ス ル Teves TWSIGIDNS を ええ : 碑 訓 : 済 タ ー グ 針谷 音 , 全 


・「 遊 央 し な いで 食べ て くだ さい 」 ・ 上 司 に 違 歳 し て 、 自 分 の 意見 が 言え な か っ た 。 


・「 こ こ で は た ば こ は ご 卸 慮 くだ さい 」 


64 が まん ラ 我慢 ( ヲ ) ス ル cmdurance patienee る 
・ 痛 く て も が まん する 。 ・ 眠 い の を が まん し て 和 勉 強し た 。 
回 強い w272 


65 めい わく 迷惑 スル ノ ナ nuisance 診 類 、 打 北 列 . 基 区 香 , 介 介入 
人 に 信 距 を か け て は いけ な い 。 ・ 夜 中 に 騒が れ て 迷惑 する 。 ・ 迷 惑 な 人 


きん じ ょ 


ー が か か る ・=_ を か ける 較 近所 _ 


66 き ぼ ぽう ラ 希 望 ス ル hope, wish / グ 名 加 ノ 居 加 
ey et ・ 私 は ふる さと で の 就職 を 希望 し て いる 。 
回 - 類 望み 図っ 望む 739 


あい さ つ Greeting / 拉 叶 プ 和久 


・ 家 を 出る と き 「 行 っ て きま す 」 一 行っ て らっし ゃ い ] 
・ 家 に 帰っ た と き 「 た だ いま 」 一 「 お 帰り (な さい )」 
・ ほか の 人 が いる 部 
・ ほか の 人 が いる 
・ ほか の 人 の * ま し ます 」 
・ ほ か の 人 の 3 て 、 変 関 に だ れ も い な いと き 「 ご めん くだ さい ] 
・ 贅 る と き 「 お 休み な さい 」 
・ あ や まる と き 「 突 礼 し まし た 」 「 す み ま せ ん 」 「 ご めん な さい ] 

- か た い 表 現 一 ー や わら か い 表 現 
[その 他 ]・( 人 を 待た せ た と き ) 「 お 待た せ し まし た 」 ・「 お 元気 で すか 」 一 「 お か げき まで (元気 で す )」 


67 ゆめ 夢 dream 人 : 学 想 和 
1 ・ き の う 、 こ わい 夢 を 見 た 。 

回 _ を 見 る 、 か ら さ め る 
ふう ・「 あな た の 将来 の 夢 は 何で すか 」 

名 _ が ある ら な い 、_ を 持つ 、 が か な う ・_ を か な える 


68 さん せい 賛成 スル agreement, support プ 覚 表 。 円 詩 
・「 失 茂 の 人 は 手 を 源 げ て くだ ぃ い 」 
・ 私 は その | 肌 案 意見 | に | 准 成 だ / 准 成す る | 。 

回 間 見 鞍 反対 えッ 

69 は ん た い 反対 スル opposite, opposition 相反 及 叶 LdH 


a ・ プ ラス の 反対 は マイ ナス だ 。 
回 件 
② ・ 彼 の 意見 に は 反対 だ 。 ・ 提 委 


いり 9 ん 


回 見 園 閉 成 y 


肥 対 する 。 


70 そう ぞう ラ 想像 ( ヲ ) ス ル imagination 町 。 琶 


人 と 和 cu 和 >。 ・m の を 穫 + る . 
_ が っ < 回 _ カ 


& 


71 どり ょ く 努力 ( ヲ ) ス ル cmort カン な 当 


・ 一生 懸命 、 肥 力 を する 。 
回 _ を 重ね る 、 が 実る 回 _ 家 
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Family プ 家 攻 寺 
そ ふ 祖父 
そ ぼ 祖 生 
お し じ 
お ば 
あ に 見 
あ ね 姉 
お と うと 第 
いも うと 価 
⑳ お っ と 夫 
し ゅ じん 主人 
⑳ っ ま 雪 
か な い 家内 
10 むす こ 息子 
11 も すめ 娘 


( ) に あて は まる 言葉 を 書き まし ょ う 。 


4 


私 の 家 


る と つの の こら ー 栖 


お じい さん 
お ば あさ ん 
お じき さん 
お ば さん 


< 


oe を 
ほか の 人 の 家 : 


( お か あさ ん ) 
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BU 


ww — 


( 授業 (  ) 欠席 する 。 
大 学院 (  ) 進学 する 。 ノ 高校 (  ) 退学 する 。 
友だち (  ) お し ゃ べり し て 楽し か っ た 。 

て つや (  ) 勉強 する 。 
スポ ー ツ 大 会 ( 。 ) 参加 する 。 
彼ら は その 実験 ( 。 ) 成功 し た 。 

あの 学生 は 進学 ( 。 ) 希望 し て いる 。 

10. 私 は 田中 き ん の 意見 (  ) 正成 で す 。 

11. 約束 の 時 間 (  ) 層 刻 し て し まっ た 。 

12. お な か の 痛み (  ) が まん し て 走っ た 。 
13. 下田 さん は 山林 さん ( 。 ) 伸 ( ) ぃ us 
14. 私 は 歴史 (  ) 興味 ( ) ある 。 


ら o ココ の Mn の 


II 「 す る 」 が つく こと ば に 〇 を つけ な さい 。 


お し ゃ べり 
じょう だ ん 


きょう み けい さん し ゅ っ し ん し ゅ み 
せい り た ん じょう つう きん どり ょ く 


把 正しい こと ば を ( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


A 

が 【〔【 大 きい 高い 強い 〕。 

画 を 【 立て る 作る みつ ける 〕。 
年 を [ すぎ る と る ふえ る 〕。 

きゅう けい を 【〔 作る と る 休む 〕。 

案 し い 生活 を 【 いき る と る お くる 〕。 


めい わく を 【 や る させ る か ける 〕。 


ちょ きん 


を [ あず ける お ろ す つむ 〕。 
体重 が [ の びる ふえ る ふと る 〕。 
し ん 5 

身長 が [ の びる ふえ る や せる 〕。 


ら の No Rw や = 


新年 会 を 【 あく あけ る ひら く 〕。 


・ やく そく を 【 言う こわ す や ぶる 〕。 


年 が ( あけ る は じ ま る ひら く 〕 と 2011 年 だ 。 


1. 小林 きん は 私 より 〔 年 上 日 上 上 司 〕 で す 。 


.「 ご 【〔 た ん じょう び し ゅ うし ょ く し ゅ っ し ん 〕 は どちら で すか 」 
. あの 人 は と て も [ お し ゃ べり お は な し じょう だ ん 〕 だ か ら 、 だ いじ な こと 


は 話し た く あ り ま せん 。 
か ら 落 ち て [ ぴょ うき きず けが や けど 〕 を し て し まい まし た 。 


.・ ふる さと に 【〔 きこ く きせ い きた く 〕 する 。 


) に 下 か ら え らん だ 語 を 書い て 、 一 つの こと ば に し な さい 。 


) 2. 多 力 ( ) 3. 親 料 ( ) 
) 5. 化粧 ( ) 6. 退職 ( ) 
) 8. 帰宅 ( ) ) 


家 金 時 間 地 日 費 品 率 カ 


V 反対 の 意味 の こと ば を 書き な さい 。 


CN の = 


ら ( ) 2.7 ) 
) 4. ) 
) 6 ) する 
) 8. ) 


) 2. きょう み ( ) 
) 4. し りあ い ( ) 
) 6. と し ( ) 


か ん し ん ち じ ん た ん じょう び ね ん れい ふる さと よう い 
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(  。) に 入る こと ば を 下 か ら えら ん で 書き な さい 。 


1.「 日 本 へ 来 た ( ) は 何で すか 」 


w 
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-「 引 っ 超 し の ( ) は も う 終 わり まし た か 」 


い に も っ 


「 ま だ で す 。 今 、 荷 物 を ( ) し て いる と ころ で す 」 

私 の ( ) は 読 千 で す 。 

「 和 桂 さ ん の 結婚 ( ) が どん な 人 か 、 知 っ て いま すか 」 

焼き 肉 定 E 食 を ( ) し た の に 、 焼 き 魚 定 食 が 出 て きた 。 
最近 は 中 学生 で も ( ) を する 女の子 が 増え て いる 。 

ダイ エッ ト し た い の だ が 、 甘い も の ) する の は つら い 。 

( ) が み の っ て 、 国 立 大 学 に 合格 する こと が で きた 。 

10 年 後に 私 が どう な っ て いる か 、 ぜ ん ぜん ( ) が つか な い 。 
第 は 子ども の ころ の ( ) が か な っ て 、 サ ッ カ ー 選 手 に な っ た 。 
の 国 の 経済 は 10 年 で 大 きく ( J た 
ド 記 試験 は だ いじ ょ うぶ だ と 思う が 、( ) が 


あい て が まん きょう み けし ょ う し ゅ み 
じゅ ん び せい ちょ う せい り そう ぞう 
ちゅ う も ん どり ょ く めん せつ も < く てき ゆめ 


と ako こと ビ 。 pAnu< っ 


人 を 表す 言葉 (年齢 別 ) 


者 
elderly person ご 老年 人 ご マ 選 井 


middle-aged and older 中 老年 中 念 半 ェ 寺 
5 な 


申 年 
middle age 年 すき 


youth 年 のせ 

少 逢 少女 

childboy/girl 徹子 / 少年 / 少 云 グ o ト ol / そ ネ ヨ / ネ ヨ 
お 

幼児 


People (by age group) 


老人 


若者 


※ 少 年 は 男子 だ け を 指す 場合 と 男女 両方 を 指す 場合 が ある 


人 (不同 年 甘 ) / 久 時 (9 


uA 


ーー や わら か い 表 現 
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72 た いよ う 太陽 ann 大 向 / 可 
・ 舌 陽 が 苑 っ て 、 明 か く な っ た 。 
回 が 算 る っ 沈む 、 が 出る 。 類 日 地球 、 月 、 星 


73 ちきゅう 地球 earth 地球 
・ 地球 の 環境 が 悪化 し て いる 。 


ほし 


回 _ 油 嘩 化 太陽 、 月 、 星 


74 お ん ど 温度 temperature ン 肖 を 
・ 温度 を 潮 る 。 
_ が 高い ら 低い 、_ が 上 が る や 下がる ・_ を 上 げ る 下げ る 


気温 、 体 温 、 温度 

75 し つど 湿度 humidity / 肖 上 
・ 今 年 の 提 は 特に 湿度 が 高い 。 ・ き ょ う は 湿度 が 60% で 茶 し 号 い 。 

回 が 高い ら 低 い ( 図 湿 気 、 燕 し 甘い :z565 


76 し っ け 湿気 being bumid, moistare 湊 包 全 
ロ 日 本 の 自 は 湿気 が 多い 。 
し っ と いっ し 
回 が 多い ら 少 な い 湿度 、 除 湿 ( ぅ ) スル 、 蒸 し 暑い を 565 


77 つゆ 梅雨 Sm 
・6 月 か ら 7 月 は 梅雨 の 時 期 だ 。 
回 に 入る っ が 明け る 回 - 入 りら 明け  [ 出 物 十 前線 


78 か び mold プ 胡 / 登 革 ] 
・ 概 遇 の 時 期 は か び が は え や すい 。 
_ が は える sz 480 


暖房 heater プ 識 和 邊 和 。 供 葉 ご 思 叶 


a 
が きい て いて 暖か い 。 
hg3 


_ を つけ る 消す 、_ を 入れ る 、_ を 止め る 、 が きく 閑 冷房 、 ク ー ラ ー 


回 
エア コン 、 ヒ ー タ ー、 ス トー ブ 


ほ を つけ る 。 ・ こ の 部 屋 は 
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か わ 皮 skin, hide 友信 人 革 


・| く だ も の / や さい ノ 動 物 …| の 度 ・ り ん ご の 皮 を むい て 食べ る 。 


_ を むく 回 も (けが わ ) 


か ん 年 can 幸子 。 寺 拓 ズ 娠 . す 生 


・ お か し を カン に 入れ て 保存 する 。 


_ づめ 、_ ビー ル 、 ド ラム びん 、 び ん づめ 、 ペ ッ ト ボ トル 


が めん 画面 Screen 各 、 外 計 計 


・ パ ソコ ン の 画面 を ずっ と 見 て いる と 、 日 が 疲れ る 。 


・ テ レビ の 番組 を 見 る 。 ・ 新 聞 の 番組 棚 


(radio/TV) program / (た 持 。 も 培 衝 ) 外 
訂 


ば ん ぐみ 番組 


テレ ビ _、 ニ ュー ス _ 、 歌 _、 バ パラ エ ティ ー 


1 


きじ 記事 


article (newspaper/magazine) 扱 半 ご 人 


・ こ の 記事 に よる と 、 日 本 に 住む 外国 人 が 増え て いる そう だ 。 


し ん ぶん 


新聞 、 雑 誌 


きん じ ょ 近所 neighborhood 


・ 放 所 の 人 と は 仲良 くし た ほう が いい 。 ・ 私 は よく 近所 の 公園 


ふき ん ちか 


付近 、 近 く 


けい さ つ 警察 police / 切 癌 グ 3 


・ 自 岐 車 を 和 ま れ た の で 、 贅 察 に 届け た 。 


し ょ みん 


一 黄 、 官 | 関 ) 警官 、 お まわ りさ ん 、 交 1 


ほん 


は ん に ん 犯人 criminal 牧人 ご 員 


・ 事 作 の 犯人 。 ・ 犯 人 を つか まえ る 。 


・ バ ス に 乗っ て か ら 小 


こ ぜ に 小銭 small hange 李 化 ご 
小銭 が な いこ と に 気がつき 、 と て も 困っ た 。 
I100 10 …| 円 生 重任 (お ) 札 類 細か い お 金 e560 
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(©, 08_ 
89 ごちそう ニ + ラ ご ち そ う ス ル 
・ 家 族 み ん な で ご ち そ う を 食べ て 、 宙 多 の 誕生 日 を 祝っ た 。 
・ チ ン さ ん が 私 た ち に 手作り の ギョ ー ザ を ご ち そ うし て くれ た 。 
ご ち そ うに な っ た 。 
[ 剛 ] (あい さ つ ) 「 ご ち そ うさ ま ] 
90 さく し ゃ 作者 writer artist 作者 谷 電 
・ 小説 詩 / 絵 ン 彫 刻 …| の 作者 ・「 ハ ムレ ッ ト ] の 作者 は シェ イク スピ ア で す 。 
[ 剛 ] 筆者 、 著 者 
91 さく ひん 作品 ork (of artliterature) / 体 各 / 詩 秋 
・ 学 生 の 作品 を ロビ ー に 展示 する 。 
回 文学 、 義 術 _ 
92 せい ふく 制服 uniform プ 仙 展 列 芋 。 喜 革 
・ 日 本 の 中 学校 に は 制服 の ある 学校 が 多い 。 
彫 和 務 ユニ フォ ー ム 
93 せん さい 洗剤 detergent A it A 


feast: treating to (a meal) / 令 業 : 清 客 , 其 符 中 引 モ 
1 可 層 


① 


bottom プ 成 、 診 部 。 深 短 叶 
・ 箱 の 底 が 抜け る 。 ・ コ ッ プ の 底 ・ 江 の 底 に も ぐる 。 
・ あ の 人 は 心 の 底 で は 何 を 考え て いる か わか ら な い 。 
95 ちか 地下 underground, basement プ 地 ンス 
・ 大 都市 は 地下 の 開発 が 進ん で いる 。 ・ 地 下 2 階 、 地 8 階 の ビル 
回 鉄 _、 _ 街 園地 地 
96 て ら 寺 temple / 訓 、 す 防 ブ る 
・ 位 に まい る お まい りす る | 。 


(闘神 粧 、 工 
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97 どう ろ 道路 road の 間 、 全 務 。 公 癌 だ 條 呈 
・ 省 店 が 込む 。 ・ 日 本 で は 、 車 は 省 路 の 左 備 を 走る 。 
6 うち の 前 を 高速 道路 が 走っ て いる 。 

回 半 革 天道 


98 さか 坂 hill, slope 琉 。 圭 弄 / エ 2. 肖 得 . 可 


3 


oF tt ae og < 
回 急 な _ つゆ る や か な _、_ を 上 る の 下る 回 _ 道 上り @ 下 り 


(OO ざか ) 


99 けむ り 煙 smoke / 向 | 
・「 火 事 の と き は 、 煙 に 注意 し て 逃げ ば て くだ さい 」 ・ た ば この 煙 は 体 


園 湯気 


100 は い 灰 ash / 胡 巴 
・ た ば この 灰  ・ 紙 が 燃え て 灰 に な る 。 

回 - 唱 名 

101 は ん 判 seal / 国 六 。 独 姜 ノ な 
・ 番 類 に 判 を 押す 。 


ん か ん 


回 を 押す 、 を つ < 類 は ん こ 、 印 、 印 鑑 


102 めい し 名 刺 calling card, visiting card る オン 紀 音 


名刺 を 交換 する 。 ・ パ バー ティー で 会 っ た 人 に 名 刺 を 配っ た 。 
回 _ 換 


103 めん き ょ 免許 license 反落 の 軸 計 
・ レ スト ラン を 開く に は 、 調 理 師 の 免許 が 必要 
回 を と る 、 を 与え る 回 運転 、 中 計 医師 、 証 


104 お お く 多く many /$ 1 
・ オ リン ピッ ク に は |O 〇 多く の ノ x 多 い の x 多 い | 国 が 参加 し た 。 
近く 、 遺 く 


105 ぜん は ん 前 半 frst half ノ 基部 分 、 上 導電 中 


106 こう は ん 後半 second half 大半 部 分 。 下 半 坦 / 半 叶 


えい が 


・ 映画 の 前 半 は た いく つ だ っ た が 、 後 羊 は お も し ろか っ た 。 
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107 さい こう 最高 highest; best; really プ 業 高 : 療 高 湖 。 項 吉 到 双 
0) ・ 是 ・ この 誠 は きのう 、 開 店 以 玉 最高 の 売り 上 げ を 記録 し た 。 

回 最高 + [名 詞 ]、[ 名 詞 ] 最高 
う ・ 宝 くじ が 当たっ て 、 最 高 の 気分 だ 。 ・ き ょ う の 試 合 は 最高 
区 ①@ 最 低 


る ・ こ 


だ 


っ た 。 


108 きい て い lowest: worst: disgusting 業 低 : 基 作 清 。 落 基 到 旬 


諸 ①② 最高 
③ ・ 前 いも の いじ め を する な ん て | 最低 だ 最低 の 人 だ | 。 


109 さい し ょ 最初 first プ 業 科 、 弁 地 、 第 一 人 トン 選 条 

110 さい ご 最後 last, end (of the line) 藤 古 、 其 束 、 基 挟 一 條 到 キ 
最初 に ひら が な を 、 次 に カタ カナ を 勉強 し た 。 

・ 日 本 に 来 た な ば か り の ころ 、 最初 は 何 も わ か ら な か っ た 。 

・「 あ と か ら 米 た 人 は 多 の 最後 普 ん で くだ きい ] 

・ 最 後 の 出勤 日 に 花 東 を も ら っ た 。 


111 じ ど う 自動 automation 邊 効き 
・ こ の ドア は 自動 だ か ら 、 考 で 開け な く て も いい 。 


2 し ゅ どう 


回 ドア 、 販売 機 、 全 ( 例 . 全 自 動 洗たく 機 )、_ 的 な 革 手 


112 し ゅ る い 種類 type, kind 者 。 衝 英 グ 年 
・ 公園 に は いろ いろ な 種類 の 花 が ある 。 ・ 形 容 詞 に は 2 種類 ある 。 
回 が 多い ら 少な を い 、_ が 豊富 だ 回 [数字 ] + 種類 種 


113 せい か く 性 格 personality, character / 愉 絡 。 風 衝 グ 鉛 計 
・ あ の 人 は 性 格 が いい の で 、 み ん な に 好 か れ て いる 。 
・ 前 る い ノ まじ め な ノ お と な し い ノ 積極 的 な …| 性 格 

回 が いい 重い 類 性 質 
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114 せい し つ property: disposition 性 護 。 特 点 : 析 格 ノ 社 
- 羊 は お と な し い 人 性 質 の 動物 だ 。 
の ・ 人 は 持っ て 生ま れ た 性 質 を な か な か 変え られ な い 。 


がく 
類 


115 じゅ ん ば ん 順番 NR 
・ 発表 の 順 稚 を 決め る 。 ・ 大 き v bar oe 


6 品 か ら 央 番 
が くる 、_ を 待つ 類 順 、 順 序 | 関 | 番 


116 ば ん 番 (epW) turn; wetching over 絡 開 次 序 : 看守 
① ・ 次 は 私 の 番 だ 。 

_ が くる 、 を 待つ  [ 図 ] 順番 
⑫ ・ 座 を 離れ た 人 の 荷物 の 番 を する 。 ・ 隣 の 人 に 蟹 守 番 を 頼む 。 

回 _ を する 回 軸 - 


117 ほう ほう 方 法 method, way 放流 
・ い い 方 法 を 探す 。 ・ い ろ い ろ な 試 
円 が ある ない 類 手段 


で や っ て みる 。 


118 


回 電気 、 家 電 、 プ ラス チッ ク _ [名 詞 ] + 製 ( 例 . 日 本 製 、 プ ラス チッ ク 製 ) 


119 ね あがり 値上がり メル price rise 休 格 上 漆 、 湊 件 健 9| る 合 .| 分 
・ 信 品 の 値上がり  ・ 石 油 が 値上がり する 。 
対 値下がり スル 値上げ ( ヲ ) ス ル ぷ 値下げ ( ヲ ) スル 


120 な ま 生 raw, draft (beer) ” 生 / せ すえ . 届 
・ 逢 の 魚  ・ 肉 を 生 (の まま ) で 食べ る 。 
回 野 葉 、_ 談 、 肉 、 物 ビー ル 、 ご み 
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名 詞 A 72 ~ 120 
Unit 01 ea 


1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 


オリ ン ピ ッ ク に は 多く (  ) 国 (  ) 参加 する 。 
この 野菜 は 生 (  ) 食べ られ る 。 

きょう は 今 まで の 人 生 で 最高 ( 。 ) 日 だ 。 

最初 (  ) この ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
きのう は 先輩 (  ) ご ち そ う (  ) な っ た 。 


wR = 


1 「 す る 」 が つく こと ば に 〇 を つけ な さい 。 
か び ご ち そ う じゅ ん ば ん ね あがり めん き ょ 
相 正しい こと ば を ( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


温度 を [ し か る は か る みがく )。 

か び が 【[ うま れる で きる は える )。 
くだ も の の 上 度 を 【 つく や ぶる むく 〕。 
さか を 【 あげ る の ほる の る 〕。 

だ ん ほう を 【[ いれ る お す は る 〕。 
荷物 の 番 を [ する と る 見 る )。 

判 を [ お す つけ る ぬる 〕。 
めん き ょ を 【 つか まえ る つか む と る 〕。 
し つど が 〔 高い 強い 深い )。 

し っ けが 〔 あぁ あさい すく な い よわ い 〕。 


o ら o No UN Rw や ご 


ら 


MV ( ) に 下 か ら え らん だ 語 を 書い て 、 一 つの こと ば に し な さい 。 
1. 新聞 ( ) 2. テレ ビ ( ) 3. 電気 ( ) 


は ん ば いき 


4.( ) づめ 5.( ) 道路 6.( ) 販売 機 


か ん きじ こう そく じ ど う せい ひん ば ん ぐみ 


V 反対 の 意味 の こと ば を 書き な さい 。 


せん は ん 


。 前半 wt ) 人 る ( ) 
3. 値上がり ら ( ) 4. ら ( ) 
5. 制服 ら ( ) 6. 太陽 が の ぼる 太陽 が ( ) 
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o ささ の の m = co や = 


ら の o の au Rw や = 


) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


「 こ の 絵 の ( ) を 知っ て いま すか ] 

「 た ば こ を 吸っ て も いい で す が 、( ) を 落と さき な いで くだ さい 」 
この 魚 は 海 の ( ) の ほう に すん で いる 。 

k ) し まし ょ う 。 

滑 よ ご れ は ( ) で 洗わ な いと 、 な か な か 落ち な い 。 

(自動 販売 機 の 前 で ) 「 あ 、( ) が な い 。100 幅 貸し て くれ る ?」 
天気 予報 に よる と 、 もうすぐ (。) が 明け る そう だ 。 

この 第 物 の ( ) は 駐 事 場 に な っ て いる 。 

うち の ( ) に は 有名 な ( ) が ある 。 


きん じ ょ けむ り こ ぜ に 。 さく し ゃ せん ぎ い 
そこ ちか つゆ て ら は い 


目 訴 地 へ 行く ( ) は いろ いろ ある 。 
あの スー バー は 商品 の ( ) が 多い 。 - 
この アバ ー ト は 棒 南 に な る と ( ) が ひど く て 明る 。 
どろ ぼう に 入ら れ た の で 、( ) に と どけ た 。 
この スト ー プ は 地 伏 が 起こ る と ( ) 的 に 消え る よう に な っ て いる 。 
族 生 日 に は 母 が いつ も ( ) を 作っ て くれ る 。 
初め て 会 っ た 人 に は ( ) を 渡し て あい さ つ し まし ょ う 。 
じゃ ん けん で スピ ー チ の ( ) を 決め た 。( ) は チン 
きん だ っ た 。 

a ) の 家 に どろ ほう が 入っ た 。( ) は まだ つか まっ て 
いな い 。 
( ) は 太陽 より は 小さ い が 、( ) より は 大 きい 。 


けい さ つ ごち そう きい し ょ し っ け じ ど う 
じゅ ん ば ん し ゅ る い ちきゅう つき 
は ん に ん ほう ほう めい し ゆう じん 
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名 詞 A 
| 練習 問題 
1 (  ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、a・b・C・d か ら 一 つえ ら び な さい 。 


1. 娘 が ( ) し て 一 人 暮らし を 始め た 。 


a 年 齢 b 高齢 c 大 人 d 成人 
2. 父 は 昨年 、 定 年 ( ) し た 。 
a 退 b 辞職 c 失業 d 残業 
に 橋 脱 は よく ( ) を 言っ て 、 み ん な を 笑わ せ て いる 。 
a お し ゃ べり b は な し で じょう だ ん d うわ き 
4. この 運動 の ( ) は 腕 の 力 を 強く する こと で す 。 
a 方法 b 目的 c 意味 d 希望 
5. この 絵 は ピ カ ソ の 若い ころ の ( ) で す 。 
a 作物 b 製品 c 商品 d 作品 
6. この 自動 販売 機 で は 1 万 円 ( ) は 使え ませ ん 。 
a 金 b 玉 CS d こう か 
7. 毎日 急 な ( ) を 上 っ た り 下 っ た り し て いる の で 、 足 が じょう ぶ に な っ た 。 
a さか b ちか c は か d ゆか 
8.「 こ の スー プ 、( ) に お いし いよ 。 食べ て みて 」 
a 最大 b 最高 c いち ば ん d いっ ぱい 
9. 1 の こら 生 を 人 し て ほし い 」 と 、 息 子 は 私 の 作る 弁当 に ( ) を つけ た 。 
a N b 注文 c 希望 d ゆめ 
10. 大 替 で カラ オケ に 行く と 、 な か な か 自分 の 番 が ( )。 
a で き な い b まわ ら な い c 待た な い d こない 
TI に 意味 が 最も 近い も の を 、a・b・cC・d か ら ー つ えら びな さい 。 
1. ひき し ぶり に 引き 出し の 中 を 整理 し た 。 
a あげ た b か た づけ た c な ら べ た d み が い た 
の ET ょ くだ さい 。 
a も ら わ な いで b 持た な c すわ な いで d し ず か に し て 


3. EN 2 な い 。 

a が ん ば っ て も b つと め て も c が まん し て も d き ぼ うし て も 
4. あの 人 は 約 東 を 守ら な いこ と が 多い の で 、 嫌 われ て いる 。 

a 見 な い b 知ら な い c こわ す d や ぶる 
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5. 
a 


いろ いろ な 方 法 を た めし て みた が 、 な か な か や せら れ な い 。 
し ゅ る い b つ ご う c や りか た d ぐあい 


想 つぎ の こと ば の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つえ ら び な さい 。 


1. 


A ご 


2. 
a 
b 
で 
d 


3. 


a 
b 


A eo 


Ao wn» 


5. 


Lo wn 


思い 出 
みん な と 京都 へ 旅行 し て 、 い い 思 い 出 を し た 。 
スピ ー チ コン テス ト に 出場 し た こと は 、 い い 思 い 出 に な っ た 。 
結婚 の 約束 を し た 思い 出 は 、 こ の ゆび わ だ 。 
そん な こと を 言っ た 思い 出 は あり ませ ん 。 


面接 
この 病院 の 面接 時 間 は 午後 3 時 か ら 7 時 まで で す 。 
1 年 で らい 前 に 、 有 名 な 歌 接し た こと が ある 。 
アメ リカ の 大 統領 と 日本 の 総理 大 臣 が 面接 し た 。 
店 長 は きょう は アル バイ ト 和 希望 者 の 面接 で 忙し そう だ 。 


し ゅ み 
祖母 は し ゅ み が 多 く 、 ス ポー ツ も 音楽 も 大 好き だ 。 
祖父 は いく つ に な っ て も 、 新しい も の に し ゅ み が あ る よう だ 。 


私 た ち は も っ と 、 地球 温 忠 化 に し ゅ み を 持た な けれ ば な ら な いと 思う 


今 の 社会 で は 、、 パ ソコ ン を し ゅ み し な けれ ば 、 仕 事 は で き な い 。 


・ 年 


年 が 終わ っ た ら 、 新 し い ア パー ト に 引っ 越す つも り だ 。 
日 本 へ 来 て 、 も う 長 い 年 が すぎ て し まっ た 。 
祖母 は 年 が 高い の で 、 小 さい 字 は 見 に くい と 言っ て いる 。 
退職 し た 父 は 、 急 に 年 を と っ た よう に 見 える 。 


めい わく 
私 は いつ も と な り の 家 か ら め い わく を し て いる 。 
あの 人 は いつ も 食事 の 時 間 に 米 て 、 私 を めい わく させ ます 。 
北野 さん の ミス の せい で 、 私 た ち は み ん な めい わく し た 。 
人 に めい わく の こと を し て は いけ ませ ん 。 
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語 121 ~ 220 
Unit 02 所 屈 駅 


© 10 


121 か わく ガ 湯 く become thirstyiparched Za 98 What 
・ の ど が か わい た 。 
122 か ぐ ラ 喚 で smell 人 、 向 ご 民 
・ に お い を か ぐ 。 
123 た た く ラ 叩 く spank, tap, knock; clap プ 打 、 半年 足 可 中 。 列 中 


1 ・ 子 ども の お し り を た た く 。 ・ 隣 の 人 の 肩 を た た く 。 ・ ド ア を た た く 。 
回 | 3 役 る 


2 ・ ス ピー チ が 終わ っ た の で 、 手 を た た いた 。 


124 な ぐる ラ 殴 る punch プ 下 可 可 中 
・ 教 師 が 生徒 を を まぐ っ て 、 問 


41 に な っ て いる 。 


125 ける ラ ヲ け る kick プ 更 プ 下 中 
- ボール を ける 。 ・ 彼 は 怒る と な ぐっ た り け っ た りす る 。 


ぅ 叩く 


126 だく ヲ 抱 く hold, hug 抱 プ SH 
・ 子 ども を 両手 で し っ か り と 抱く 。 ・ 恋 人 の 肩 を 抱く 。 
127 た お れる < 自 〉 カ 倒 れる fall over collapse 合 。 倒 場 2 


で 木 が 倒れ た 。 ・ 道 で 倒れ て いる 人 を 助け た 。 
う ・ 父 は 働き すぎ て た お れ て し まっ た 。 
128 た お す 〈〉 ラ 倒す knock over; defeat プ 弄 例 。 到 プ 攻 避難 可 中 , 介 中 
① ・ 花 びん を 倒し て 割っ て し まっ た 。 
② ・ ボ クシ ング で チャ ン ピ オ ン を た お し た 。 
・3 対 2 で 日 本 ナー ム が プラ ジル チー ム に た お きれ た 。 
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12 の 9 お きる お こる < 自 〉 ガ 起 きる 起こ る 
・ 交 は 毎晩 遅く まで 起き て いる よう だ 。 


① ・ き ょ う は 8 時 に 起き た 。 


wake up, stay up; oceur arise / 起 床 。 刻 示 : 友 生 | 


ut 清 針 


② ・ き の う 、 教 室 で ちょ っ と し た 事件 が 起き た ノ 起 こっ た | 。 
・ 最近 な か な か や る 気 が 起き な い / 起 こら な い |。 


ラ 起 こす 


130 お こす < 他 > 
① 4 E 
(の 人 で た 起こ し た 
⑧ ・ 軍 基 ノ 事件 ノ 科 題 有 武 判 …| 


wake (someone) up; stand (something) up; cause / 
醤 : 扶 起 未 : 朗 起 / 誠 る 列 中 . 列 征 相 


131 た ず ね る ラ 尋 ね る 
・ 交番 で 等 官 市 役所 まで の 道 を た ず ね た 。 


ask 光司 プ を 


・「 ち ょ っ と お た ず ね し ます が ……」 


132 よぶ ラ 呼 ぶ 

① ・「 名 前 を ! 早 ば れ た ら 送 事 を し て くだ きい] 
② ・| タ クシ ー ン を 呼ぶ 。 
⑧ ・ 私 は 彼 を 「 カ ン ち ゃ ん 」 と 呼ん で いる 。 
④ ・ | 人気 ノ 話題 議論 | を 呼ぶ 。 


call; summon; attract / 相 。 潜 : 局 末 : 株 旋 : 掲 致 。 紳 


一 革 時 中 . 千 可 提 る 泌 叶 


・「 田 中 きん 、 ちょ っ と 出 本 さん を 呼ん で き て くだ さい 」 
・ 東 京 は 音 


『 は 江戸 と 言 ば れ て いた 。 


133 さけ ぶ ガ 叫 ぶ 
・ 大 才 で 叫ん だ が 、 
・ 道 を 歩い て で いた ら 、「 助け て 一 」 と 和貴 
回 中 び 声 (る) が 


Yell / 相 局 / 引 対 呈 


相手 は 気づか ず に 行っ て て し まっ た 。 
声 が 聞こ えた 。 


134 だ まる 
① ・ 先 生 が 質問 し た が 、 
② ・ 授 業 中 だ まっ て 教室 を 出 て は いけ な い 。 


カカ 黙る 


だ れ も 符 えな いで だ まっ て いる 。 


be silent: do without permission / 況 誤 、 不 滋 潜 : 不 本 


幸 呼 富村 半生 る 呈 lr 


・「 う る さい 。 だ まれ 」 


135 か う ラ 飼 う 
・ 何 か ペッ ト を 飼い た いと 思っ て いる 。 


回 包 い 主 えさ 


keep (a pet) 系 。 包 系 | 坪 中 


136 かぞえ る ラ 数 える 
① ・ 数 を 数 える 。 ・「 い す が い くつ ある か 


⑨ ・ こ の 境 は 、 日 本 で 最も 古い 寺 の 一 つ に 


count: number among ご 散 ( 工 ): 迷 筆 上 / 矯 財 . を 外 
EE 


数 えて くだ さい 」 
数 えら れ て いる 。 
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© 11 
137 か わく < 箇 > ガ 乾 く dry ン キ 、 千 粒 プ 中 き 中. 地引 
・ 風 が 強かっ た の で 、 外 に 土 し た 洗たく 物 は すぐ に 緒 い た 。 
・ 間 いた タオ ル で 体 を ふい た 。 ・」| 代 気 ノイ ンク | が 乾く 。 
(名 ) 乾き っ が 速い 遅い 
138 か わか す 〈> ぅ 乾かす dry プ 結 オキ 中 中 
・ ド ライ ヤー で ぬれ た 党 を 芝 か し た 。 
139 た た む ラ 畳 む fold 多聞 作 中 中 
・ 洗 た く 物 を た た む 。 ・ か さき を た た ん で パック グ に 入れ る 。 
140 さそ う ラ 誘う invite 介入 8 四 . き 相 中 
・ 友だち を 誘っ て 喘 画 を 見 に 行っ た 。 ・ 今 度 、 彼 女 を 食事 に 読 お うと 思う 。 
(名 ) 誘い っ を 受け る 断る 
141 お ご る ニ + ラ お ご る treat to (something) / 馬 の 理 引 中 
・ き の う は 後 甘 に 焼き 肉 を お ご っ た 
(名 ) お ご り ( 例 . きょう の 飲み 会 は 課長 の お ご り だ っ た 。) 
142 あず か る ラ 預 か る look after プ ( 供 人) 休 党 中 
・ 旅 行 に 行く 友だち か ら 犬 を 畠 か る こと に な っ た 。 


半 =+ ラ 損 け る 
143 あず ける ニ + ラ 預け る deposit, put in the care of ご 寺 存 。 圭 革 中 


・ 句 行 に お 金 を 貨 け る と 、 利 子 が つく 。 育 園 に 子ども を 質 け て 働く 。 

千 ぅ 預かる 

144 きま る <〉 が 決ま る I 
① ・ 堤 園 の 日 が 決ま っ た 。 ・ み ん な で 話し 合っ て 、 旅 行 の 行き 移 は 北海 道 に 決ま っ た 。 
② ・ 交 は 反 彰 決ま っ た 時 間 に う ち を 出 て 、 決 まっ た 時 間 に 帰 っ て くる 。 

③ ・ 府 衝 ノ 公 勝 / 転 租 …| が 決ま っ た 。 

④ ・( ス ポー ツ で ) | シュ ー ト プン ゴー ルプ サー ビス わざ ぎ … が 決ま る 。 

145 きめ る <⑯〉 ラ ヲ 決 め る ET TT 
進学 か 就職 か 、 早 く 決 め た ほう が いい で す よ 」 

@⑧ OT 

⑧ ・( ス ポー ツ で ) | シュ ー ト ノン ゴー ルン サー ビス ノ わ ぎ …| を 決め る 。 


146 うつ る (< 介 カ 写 る eraitukee (obotoe; (Choio) camze nk 映 : 昧 

① ・ こ の カメ ラ は 賠 い と ころ で も よく 写る 。 

② ・「 この 全 真 、 よ く 写っ て いる ね 」 

(る ) ①② 写り っ が いい る 悪い 、 写 真 。 ( 例 . 私 は 写真 写り が 悪い 。) 

147 うつ す (〈 ラ 写 す abe (photos, capture (oa flmy; copy 哲 昧 : 落 ノ 記 叶 。 

® ・ 全 を 三 す 。 ・ す ば らし い 風 景 を 写真 に 全 し た 。 

② ・ 陸 板 の 字 を ノー ト に 写し た 。 

148 お も い だ す ラ 思 い 出 す remember recall 想 直 ご 作 借 表 四 人 4 谷中 
・ 徹 年 券 に な る と 、 高楼 の 入学 式 を 池 い 出し ます 。 

・ 鶴 れ て いた こと を 急 に 重い 抽 し た 。 

1 人 の 名 前 が な か な か 思い 出せ な い 。 

画 思い 出 ws58 

149 おそ わる ヲ 教 わる learn 全 義 、 珠 …… 学 ガン 前 年 中 
・ こ の 料理 の 作り 方 は 母 | か ら ン に | 教わり まし た 。 

彫っ 教え る 

150 も うし こむ ヲ ラ 申し 込む apply ご 六 介 引 

に 参加 を 申し 込む 。 


・ 恋 人 に 結婚 を 申し 込む 。 


(名 ) 香 
151 ヲ 断 る 
① ・ 頼 まれ た 仕 帯 を 断っ た 。 ・ 借 金 を 申し 込ん だ が 断ら れ た 。 
・「 すみ ませ ん 、 こ の 仕事 は お 断り させ て いた だ きま す | 
② ・ 急 用 が で きた の で 、 先 生 に 断っ て 早退 きせ て も ら っ た 。 
(名 ) ①② 断り っ _ を 言う 、 何 の も な い 
152 みつ か る (< 自 ) ヵ 見 つか る be found; be canght (doing eomnething) 折 列 。 技 基 列 
・ な く な っ た と 思っ て いた 指輪 が 、 ソ ファ ー の 下 | で / か ら | 見 つか っ た 。 
・ 高 校生 の と き 、 た ば こ を 吸っ て いた ら 、 先 生 に 見 つか っ て お こら れ た 。 


fk permission 大 好 : 事 寺 光 好人 科 中 。 


153 みつ ける < 他 〉 ラ 見 つけ る find プ 匠 多加 
・ な く な っ た と 思っ て いた 指輪 を 、 ソ ファ ー の 下 で 見 つけ た 。 
類 ラ 発 見 する 
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154 つか まる < 自 〉 方 捕まる pea caught: hold on to / 装 弥 儲 住谷 中 。 
1 * 称 侍 に 拉 ま っ た 。 
る ・ 電 車 で 立っ て いる と き は いつ も つり 曹 に つか まっ て いる 。 
155 つか まえ る (> ラ 捕 まえ る arrest。catch 的 、 攻 住 ご 中谷 中 
・ 警 社 が 泥 槍 を 捕まえ た 。 ・ 川 で 魚 を 拉 ま える 。 
156 の る < 邊 ガ 乗 る ride 生生 時 中 
・ 秀 朝 、 電 車 に 乗っ て 学校 に 通っ て いる 。 
計 降り る 
157 の せる < 他 > ヲ 乗 せる give a ride, take on 福来 生生 


・ 子 ども を 車 に 乗せ て 、 学 校 ま で 送っ て 行っ た 。 
対 ラ 降 ろ す 


158 お り る ( 演 > カ 降 り る ノ / 下 り る pf of go dow; be shut; receive (approval, ete) /F 


キ 革 下 : 


① ・ 電 車 を 降り る 。 
対 乗る 

② ・2 階 か ら 1 階 に 下り る 。 
8 上 が る 、 の ぼる 


( いら し く 、 シ ャ ッ タ ー の 下り た 店 が 多い 。 
③④ ・ 価 度 も 頼ん で 、 や っ と 話 可 が 下り た 。 


毎 到 ( 妊 本) プ 引 本 中 、 引 避 る 中 


159 おろす < 他 ) ラ 隊 うす 


1D ・( タ クシ ー の 客 が ) 「 あ の 銀行 の 前 で 隆 ろ し て くだ さい 」 
対 ぅ 乗せ る 
う ・ た な の 上 か ら 荷 物 を お ろ す 。 
・「 控 成 の 方 は 手 を 挙げ て くだ さい 。 は い 、 お ろ し て くだ さい] 
矯 ラ | 上 げ る ノ 拳 げ る | 、 ラ 積む sz 204 
③ ・ 銀 行か ら お 金 を お ろ す 。 
諸 預け る 、 ラ 入れ る 上 類 ラ 出す 、 ぅ 引き 出す 
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160 な お る ( 自 〉 ガ 直 る be ftd; ppe 修好 : 牙 正 税 砂 / 台 下村 , 主 可 司 
① ・ こ われ た パソ コン が 直っ た 。 
② ・ 発 章 の くせ が な か な か 直ら な い 。 
161 な お す < 他 〉 直す a 
① ・ こ われ た 時 計 を 皿 す 。 ・ く つ を 直す 。 
(競っ 修理 する 354 
⑫ ・ 先 生 が 作文 を 直し て くれ た 。 
(る を) ①② 置 し ー 手 _( の メル 


④ ・ 日 
162 な お る < 自 > ガ 治 る get better 光信 / 浴 時 
・ な か な か 頭痛 が 治ら な い 。 ・| け が / 病 気 …| が 治る 。 
(名 ) 治り 一 が 早い 肖 い 、_ が 量 い 
163 な お す (> ラ 治す cure, recover プ 洛 二ノ 台 中 中 科 中 
ー「 よ く 体 ん で 早く か ぜ を 治し て くだ さい 」 


例 の よう に 、( ) に 言葉 を 書き まし ょ う 。 


et sk creas EGCHAT? 
学生 ・ 生 徒 の 呼び 方 入学 年 齢 在学 年 数 
る age of entrance number of years 
terms for students 学生 約 机 法 er ier 
や 3 生 作 だ 通 圭 
graduate school / 算 完 生 院 Rt A 
じ に ちり 例 ( (大 学 ) 院生 ) 22 歳 一 2 
university, college 大 学 5 
RDG p ( ) 18 歳 一 4 年 
junior college / 竹 期 大 学 日 
EDT: ② ( ) 18 歳 一 2 年 
Yocational school を 科学 。 5 
重視 豆 ( ) 18 歳 ~ 
high school 高中 記号 入 3) ( ) 15 歳 - 
junior high school " 惣 ; 
る 時 宮 $ ( ) 12 歳 
い 4 か 学 st 
小学 校 $5 ( ) 6 歳 
お > kindergarten, preschool - 効 2 5 i s 
幼稚 団 ル 帳 代理 ( 効 稚 園 児 ) 3 歳 
nursery school / 反 ルル 角 


保育 Pe ( 保育 較 児 ) 0 蔵 - 


※ 学 年 の 言い 方 E、 2 年生 第 答 ① 天 学生 3 短大 3 高校 生 ④ 中 学生 小学 
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164 な く な る < 自 〉 カカ 亡くな る die ませ の 生 6 ト 中 
・ 社長 が 90 歳 で な く な っ た 。 

165 な くす < 他 > ラ 亡 くす lose (someone) プ 玩 了 プ 衣 引 中 介 財 叶 中 
・ 彼 は 子ども の と き 、 交 親 を な くし た 。 

166 うま れる < 自 〉 カ 生 まれ る be bom.be created / 革 生 ノ 本 oh 人 き HH 
・ 先 月 子ども が 生ま れ た 。 2 2 

園 調 生 する ゅ 14 

(名 ) 生ま れ ( 例 . 生ま れ は 北海 道 で す が 、3 歳 の と きか ら 犬 阪 に 住ん で いま す 。) 
ー [名詞] + 生ま れ ( 例 . 〇 〇 年 生ま れ 、 〇 月 生ま れ 、 ア メリ カ 生 まれ 

167 うむ (〈> ラ 産 む / 生 む give birth, create プ 生 、 下 : 二ノ す 叶 , 書 儲 計 中 
・ 装 が 先日 元気 な 女の子 を 産 ・ に わ と り が 卵 を 産む 。 
・ 彼 の 努力 が この 新 記録 を 生ん だ 。 


be っ さん 


( 閲 | 出産 する 


ガ 出 会 う meet (by chance) プ 般 兄 。 表 列 叶 務 列 中 中 中 


時 代 の 友人 | に ノ と | 出会っ た 。 
・ こ こ は 両 親 が 初め て 出会っ た 場所 だ そう だ 。 
(名 ) 出会い 
169 た ず ね る ラ 訪ね る Yisit プ 電 玉生 対 中 
・ 友人 の 家 を 訪ね た 。 ・「 さ きっ き あ な た を 訪ね て 、 お 客 さ ん が いら っ し ゃ いま し た よ 」 


ほう る ん 


回 | ラ 訪 問 ス ル 
170 つき あう ヵ 付き 合う 2 TCR 
① ・ 隣 の 家 の 人 と 親しく 付き 合っ て いる 。 
② ・ 発 週 の 土曜 日 は 上 司 の ゴル フ に 付き 合わ きれ た 。 
・「 仕事 終わ っ た ? じゃ 、 食 事 付き 合っ て 」 
(名 ) 付き 合い っ ①_ が ある な い 、(①②_ が いい の 悪い 
3 ・ 彼 ら は 付き 合っ て 5 年 目 に 結婚 し た 。 
類 ①③ 交 際 す る 
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職業 を 家 す 言葉 Occupations 丈人 


多聞 員 civil servant 色色 抽 / ぞ そる 

会 社員 ommee worker ノ 公 取 拓 人 

教 貞 teacher プ 導 四半 郊 プ 馬 季 

店 中 store clerk 店 用, 信和 抽 。 合 半 中 

駅 員 train station employee 基 孝 抽 。 征 基 工 条項 プ 半 

信 行 山 bank employee 克つ を 

郵便 局員 post ofice employee 部 基 人 商 。 部 委 工 條 人 抽 ご 重 雪 介 和 
客 案 来 務 員 Nightattendant も 原 抽 本 人 会 和香 。 全 半 1 
教師 techer edueetor ン 区 

師 doctor 医 施 、 諾 生生 

美容 師 、 beautician, hairdresser 芳美 表 輝き 人 

油 理 人 eook / 羽 昨 。 事 性 着 ズ 季 司 和 

漁 侯 Wheman / 光 え ノ 91\ 

独 護 師 numwe キン せき 年 

攻 護 士 lawyer 人 克つ 過 を 人 せ 

外 護 士 caregiver cmrer / 和 を めか 豆 ご 


nursery teacher 保育 中 ご 革 信和 
driver / 引 机 。 各誌 中 を せ 久 
politician 雅治 究 ノ 対 対 外 
writer author 信介 


に 


artist, painter / 品 穴 / 填 外 


musician 圭二 室生 引 人 


composer 件 癌 家 プ 3 
architect プ 下 筐 家人 今 電 

察 官 police oficer ご 代 共 、 事 定 谷 

民生 大夫 ノ 包 衝 

Fd reporter, journalist 23% #9 

スポ ー ツ 選 手 、athlete / 迄 各 ノ 会 村人 

singer / 殺 隆 。 末 ント ネ 

driver / コ 槍 、 各 交 邊 プ を ね を 

人 (交尾 ) actoriactress 流下 (寺泊 中 ) 男 年 ( 引 井 中 ) 
療 。 trmiwbos conduetor 素 和 。 用 本 頁 外人 

artisan, craftsman ご する 人 人 、 工 研一 人 4 


で arpenter 末 尼 
詩人 pet/ 生 人 4 
御 業 welFemployment / 不 休 季 命 者 。 不信 アズ 久 99 
ジャ ー ナ リス ト journalist 者 岡 工 佐 者 寺本 呈 
カメ ラマ ン photographer 本 郊外 吸 叶 四 。 付 人 
アナ ウン サー announcer / 栓 香 中 た 持 中 プ e ト + 
エン ジニ ア engineer / エ 胡 郊 ご 斉 邊 引 1 . 外 含 オ 
パイ ロッ ト pilot 行員 。 そ 析 身 基 プ 半 叶 。 到 
ミュ ー ジ シャ ン musician 音 氷 定 。 湊 胡 憲 癌 列 旬 
ピアニスト pianist / 価 最 鶴 ノ 本 oh 克 正 

ダン サー dancer 弄 凶 選 作 

デザ イナ ー designer 徹 寺 郊 - 品 | 


ウェ ー タ ー プ ウェ ー ト レス waiterwaitress ご 男 最 邦 抽 / 云 最 孝 所 廊 引 可 、 列 | 中 相 人 


39 


Unit 02 動 


詞 A 
| 練習 問題 1 


1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。(「 は 」 は 使わ な いこ と ) 
1. 子ども (  ) 車 (  ) 乗せ て 送っ て 行っ た 。 
2. きのう 、 先 輩 (  ) 昼 ご 飯 (  ) お ご っ て も ら っ た 。 
3.「 こ れ (  ) ノー ト (  ) 写し て くだ さい 」 
を ye 
4. この 歌 は 祖母 ( ) 教わっ た 。 
ys tn 
5.「 こ の 日 本 語 (  ) 英語 (  ) 直し て くだ さい 」 
6. 銀 行 ( ) 金 ( ) 錦 け る 。 
7. 恋人 ( ) 絆 秦 ( ) 申し 込ん だ 。 
8. 鳩 木 さん (  ) 映画 ( ) き そ い た いと 思っ て いる 。 
9. 私 は 高校 の ころ か ら 山 田 さん ( ) 付き 合っ て いる 。 
10. 父 は 昨年 84 歳 (  ) 亡くな っ た 。 
11. 弟 は みん な ( 。 ) し ん ちゃ ん (  ) 呼ば れ て いる 。 
12. 10 年 前 に 夫 (  ) 亡くし て か ら 、 一 人 暮らし で す 。 
T 下 の 表 を 完成 させ な さい 。 
自動 詞 | 自動 詞 | 他動詞 
1. た お れる | 5. 乗せ る 
2. 起き る | 6. つか まえ る 
3. うむ | 7. な お る 
| 4. お り る 8. か わく 
相 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
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1 
2 
3 
4. 
5 
6 
7 


。 (タク シー の 進 転 


どこ に 旅行 する か 、 み ん な で 話し 合っ て 


2.「 こ の 写真 、 よ く 【 
3. 引っ 越し た い が 、 な か な か いい アパ ー ト が [ 見 つけ な い 見 つか ら な い 


うつ っ て 


うつ し て 


薬 を 飲ん だ の に 、 頭痛 が [ 治ら な い 


だ さい 」 


.「 先 生 、 こ の 作文 を 〔 


直っ て 


直し て 


( 決め た 決ま っ た )。 
〕 いま すね 。 


治 き な い 〕。 


・ うち の ね こ が 6 ぴき も 子ども を 〔 うま れ た うん だ 〕。 
)「 あ そこ で 【 お り て 
(電車 の 中 で ) 「 あ ぶな いで すか ら 、 つ りか わ に 【 お つか まえ お つか まり 


お ろ し て 〕 くだ さい 」 


〕 いた だ け ま せん か 」 


〕。 


ル 


IT いっ し ょ に 使う こと ば を 下 か ら え ら び な さい 。 こ と ば は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


. に お い を ( )。 


じ こ を ( )。 
せん た く 物 を ( 

名 前 を ( )。 
犬 を ( )。 


科 邊 を ( 0 
か ず を ( )。 
ちゃ ん を ( )。 
ボー ル を ( )。 


の の rm ti 


お こす お り る か う か ぐ か ぞ え る 
ける だ く た た む よぶ 


V いっ し ょ に 使う こと ば を えら びな さい 。(  ) の 数 字 は えら ぶ 数 で す 。 


11. 
12. 


wR = 


. 


o の ma Rw ベビ 


せん た くも の 空気 寺 の ど 〕 が か わく 。(3) 
名 前 タク シー 電車 電話 ] を 呼ぶ 。(2) 

間 自転 車 知 物 木 花 人 〕 が た お れる 。(4) 
問題 目 交 事 麗 計画 子ども 〕 を 起こ す 。(3) 
友人 人 の 家 質問 電話 番号 道 】 を た ず ね る 。(3) 


) に 入る こと ば を 下 か ら えら ん で 、 適 当 な 形 に し て 書き な さい 。 


[楽に 合わ せ て 手 を ( ) くだ さき さい] 

で ( ) カ だ れ も 助 け に き て くれ な か っ た 。 
相手 の 名 前 を な か な か ( ) こと が で き な く て 困っ た 。 
A チ ー ム が 1 対 0 で B チ ー ム を ( )。 


授業 中 に 教室 を 出る と き は 、 先 生 に ( ) か ら 出 な けれ ば な ら な い 


けん か で 、 相手 を ( ) けが を させ て し まっ た 。 
何 を 聞い て も 、 子 ども は ( ) いる だ け で 答え な か っ た 。 
「 ね え 、 あ し た 、 買 い 物 に ( ) くれ な い ?」 


。 私 が 出張 で いな いと き は 、 友人 に ペッ ト を ( ) も ら う 。 
. 萌 、 家 を 出 よ うと し た と き 、 さ いふ が な か な か ( )、 


に な っ た 。 
「 す み ま せ ん 、 た な の 上 か ら 和 荷物 を ( ) くだ さい J 
あの 医者 と ( ) いな か っ た ら 、 私 は 死ん で いた と 思う 。 


遅れ そう 


あず か る お も い だ す お ろ す 
だ だ ぐさ だ まる つき あう 


きけ ぶ た お す 
な で ぐる みつ か る 
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© 14 
171 きく カ 効 く Peek 有数 見 六合 中 , 支 可 <] ) 
・ この 楽 は 頭痛 に よく 効く 。 ・ ク ター ラー が 効い て いな い の か 、 こ の 部 屋 は と て も 覚 い 。 
回 多き 自 - が ある ない 、_ が 強い 前 い ( 例 . この 楽 は 効き 日 が 張 い 。) 
172 は や る ガ は や る psi A) spreads / 流 行 : 延 / 符 弄 娠 中 。 
① ・ こ の 冬 は 赤い 色 が は や っ て いる 。 
(名 ) は や り  [ 関 | ブー ム 
② ・ 今 、 イ ン フ ル エ ン ザ が は や っ て いる 。 
02 
類 ①② 流行 する 338 
173 た つ ガ 経 つ elapse, pass (月 ) 流 剖 財 中 
・ 日 本 へ 来 て か ら 10 年 が 経っ た 。 


74 ま に あ う < 自 > カ 間 に 合う make it on time プ 赴 和 上 。 未 符 玉 受 深 叶 
・ 電車 が 遅れ た が 、 駅 か ら 走 っ て 、 な ん と か 授業 に 関 に 合っ た 。 
175 ま に あ わ せる (.) ラ 問 に 合わ せる finish on time 直上 上 。 儀 …… 林 各 及 愛人 引 叶 
・ レポート を 、 が ん ば っ て 締め 切り に 問 に 合わ せ た 。 
176 が か よう ガ 通 う i Org Pr cn, 
① ・| 学 校 ズ 会 社 ノ 病 院 …| に 通う 。 ・ 毎 週 ビ アノ の レッ スン に 通っ て いる 。 
・ う ち に は 小学 校 に 通っ て いる 子ども が 二 人 い る 。 
通学 スル 、 通勤 xy、 通院 スル 
② ・ い っ し ょ に 働い て いる 間 に 、 彼 女 
| 衝 持 ち / 忌 | が 
177 こむ ガ 込 む be crowded 拉 持 中 
・ | 電車 / 計 ン 道 …| が 込む 。 
固 人 込み 壮 すく 混雑 メ ん sw 347 
178 すれ ちがう ガ す れ 違 う 
1D ・ こ の 道 は せま い の で 、 [が すれ 違う の 【 
・ 上 り 列 車 と 下り 列車 が すれ 違っ た 。 


通う よう に な っ た 。 


other: miss 交代 搾 衣 僧 辻 中 池下 引 . 


② ・ 子 ども を 学校 まで 迎え に 行っ た が 、 す れ 人 違っ て 、 会 えな か っ た 。 
(名 ) ①② すれ 違い 
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179 か か る <m> ヵ 掛 か る Tr 
① ・ こ の サラ ダ に は 何 も か か っ て か っ て いな いよ うだ 。 
⑨ ・ い す に きれ いな カバ パー が か か っ て いる 。 

③ ・ こ の 調査 に は | 時 間 ン 費用 / 人 考 | が か か る 。 
® 

る 


活気 に か か る 。 
・| 陸 勤 ノ ェ ン ジン ノ プ レー キノ 普 楽 ノ ズ 笑 …| が か か る 。 

180 か ける < 科 > ラ 掛 ける ON 

① ・ 料 理 に し ょ う ゆ を か け て 食べ る 。 

④ ・ ふ と ん を か け て 疲 る 。 ・( 林 屋 の 褒 員 が ) 「 カ バー を お か けし ます か 」 

③ ・ こ の スー プ は 時 間 を か け て ゆっ くり 煮 た ほう が お いし い 。 

④ ・ 際 避 ノ 心配 ノ 世 話 / 保 険 / 立 楽 ン エンジン ン プレ ー キ ン ア イロ ン ン パー マン ノ 橋 ノ 
声 …| を か ける 。 

⑧ ・3 に 3 を か ける と 9 に な る 。 "コラ ム 8 | 数 字 ・ 計 算 ] p65 

181 うごく 〈 邊 ガ 動 く FT や Ft 

① ・「 全 覧 を 搬 る か ら 動 か な いで くだ さい 」 

③④ ・ ス イッ チ を 入れ て も 機械 が 動か な い 。 

③④ ・ い な く な っ た 見 を 捜し て ほし いと 言っ て も 、 登 用 は な か な か 動い て くれ な か っ た 。 

④ ・ 今 世界 は すご い ス ピー ド で 動い て い 

(名 ) ①②③④ 動 き ( 例 .・ そ の 昌 は 動き が : 
社会 の 動き に つい て いく の は 天変 だ 

182 うごか す 〈⑯〉 動か す 

① ・ ひ どい けが を し て 、 体 を 動か すこ と も で き な い 。 

④ ・ ス イッ チ を 入れ て 機械 を 動か す 。 

[ で の 力 で 政府 を 動 こと が で きる 。 

④ ・ 一 人 の 人 間 が 歴史 を 動か すこ と も ある 。 


start (an engine), multiply と を した て 
gd、 記 由 . 3 家 8 時 


く て つか まえ られ な か っ た 。 ・ 年 を 取る と 、 


a ine); set in motion 使 … 活 芝 : 
ーー… 拓 特 生計 1 叶 , 凛 包 二 


43 


183 は な れる <) 離れ る 2 
① ・「 危 な いか ら 、 ス トー プ か ら 苑 れ て 遊び な さい 」 ・ 今 、 家 族 と 離れ て 暮らし て いる 。 
・ ふる さと を 見 れ で 、 も う 10 年 に な る 。 
② ・ 縮 と は 4 歳 離 れ て いる 。 
184 は な す < 他 > ラ 離 す move apart; let go 使 …… 高 井村 
・ テ スト の と き は 、 机 を 離し て 並べ る 。 
・ 子 ども と 歩く と き は 、 手 を 離さ な いよ うに し て いる 。 
185 ぶつ か る ヵ ぶ つか る Pe RW 
① ・ 道 で 自 ぶつ か っ て けが を し た 。 
③④ ・ ど こ へ 旅行 する か 、 友 だ ちと 意見 が ぶつ か っ て な か な か 決ま ら な い 。 
①② 衝突 する 349 
③ ・ 仕 事 と デー ト の 予定 が ぶつ か っ て 附 っ て いる 。 


186 ぶつ ける < 他 > ラ ぶ つけ る rash into / 挫 上 。、 必 上 ノ \ 可 対生 
・ 個 皿 し て いて 、 車 を 電柱 に ぶつ け て し まっ た 。 

187 こぼれ る < 自 > ガ こ ぼれ る UM 
・ 手 が ふる えて お 茶 が こぼれ て し まっ た 。 ・ く や し く て 涙 が こぼれ た 。 

188 こぼす 〈 他 ) ラ こ ぼ す Ui id NO 反 …… 電 洒 。 電 油井 可 可 . 924 呈 


・ コ ッ プ を 倒し て 水 を こぼし て し まっ た 。 ・ 福 母 は うれ し さき に 涙 を こぼし て いた 。 
・ 小 きな子 ども は 、 は し が 上 手 に 使え な い の で 、 す ぐ ご は ん を こぼし て し まう 。 
189 ふく ラ ヲ ふ く wipe 畠中 
・ 洋 を ふく 。 ・ ふ きん で テー ブル の 上 を ふく 。 
回 ふき 取る 
190 か た づく <@) ヵ 失 付く TDD タイ 9 の EPR 


tidy, finish, settle 一 華 理 、 匠 拾 : 解決 。 狂 理 列 半 中 。 


191 か た づけ る (< 他 〉 ラ 片 付け る HH 

① ・ 机 の 上 を か た づけ る 。 ・ 洗 っ た 食器 を 食器 棚 に か た づけ る 。 
(名 ) か た づけ 室 228 

② ・ 許 事 ノ 人 


… ト を か た づけ る 。 


192 _ つつむ ヲ ラ 包む wrap /&/4. まる 
・ プ ブレ ゼン ト を きれ いな 紙 | で ノ に | 包む 。 ・ 残 っ た お か し を 包ん で 持っ て 族 る 。 
回 名 み 紙 (名 ) 包み を [開け る 開く ] 


193 は る ラ 張 る put up (a poster); afix / 上 lt 
・ 棋 に ポス ター を 張る 。 ・ は が き に 切手 を 張る 。 


了 半 ラ は が す 
194 なく な る < 自 〉 カ 無 く な る be lost まま 仙 2 


・ 部 屋 の か ぎ が な く な っ て し まっ た 。 ・| 自 信 ノ やる気 記載 食欲 …| が な く な る 。 
195 な くす (〈〉 ラ 無 くす lose 系 。 去 拉 だ 人 中 

・ パ スポ ー ト を な くし て 困っ て いる 。 ・| 自 信 ン やる気 ノ 記 億 食欲 …| を な くす 。 
196 た り る ガ 足 り る be suficient プ え 移す き 引 中 
する の に 全然 足り な い 。 
| 足り な か っ た 。 

・ この 仕事 を する に は 、 彼 女 は 経験 が 足り な い 。 
197 の こる ( 邊 > カ 残 る be left over remain 利信 ン せ 中 

・ 料 理 を 作り すぎ て 、 た くさ ん 残っ て し まっ た 。 

・ 宿題 は 、 あ と 漢字 の 練習 だ けが 残っ て いる 。 

・ この 地方 に は 、 ま だ 農 か な 自然 が 残っ て いる 。 


(名 ) 獲 り 

] 98 の こす 〈 他 > ラ 残 す oi SC PSR4) remains, leave 
・ ご は ん を 残し て し まっ ・ 今 年 も る 、 あ と 二 日 を 残す だ け に な っ た 。 
・ 秋 は 私 た ち に 多く の 財産 を 残し て くれ た 。 


199 くさ る ガ 腐 る rot 、 訪 爆 分 圭 中 、 当 中 
・ 勝 っ た も の を 食べ て 、 お な か を 壊し て し まっ た 。 
・ 生 魚 は 用 り や すい か ら 、 早 く 食べ た ほう が いい 。 
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200 むけ る < 邊 > ガ む ける peel of プ 各 北東 中 
・ 肖 で 旦 焼 け を し て 、 背 中 の 皮 が むけ た 。 
201 むく (⑯ ラ む く peel 者 。 衝 上 2 中 . 外 叶 
・ 炉 物 の 皮 を むく 。 
202 すべ る ガ 滑 る akatership 光 行 、 済 攻 済 人 


① ・ 新 し い ス ケー ト 場 は きれ いで 、 楽 し くす べ る こと が で きた 。 


・ 雨 の 日 は 道 が すべ りや すい の で 注意 し て くだ さい 。 ・ 足 が すべ っ た 。 
・ 陣 が すべ っ て 落ち た 。 ・ 手 が すべ っ て コッ プ を 割っ て し まっ た 。 


203 つも る ガ 積 も る aceumulate 私 。 夫 枯 等 中 
・ き の う 降っ た 雪が 積もっ て いる 。 
父 狼 そう じ を し て いな い の で 、 ほ こり が 積もっ て いる 。 


内 


204 つむ ラ 積 む 280 堆 。 全 : 穫 張 党 
① ・ 机 の 上 に 本 が た くさ ん 積ん で ある 。 ・ レ ン ガ を 積ん で 家 を つく る 。 
② ・ 車 に 和 物 を 積む 。 

対 おろす 159② 
③ ・ 働 いて 経験 を 積む 。 ・ も っ と 練習 を 積ま な く て は な ら な い 。 
205 あく < 自 > ガ 空 く トン 有 油 , 有 族 航 : 
① ・ く っ し た に 究 


炎 が 空い て し まっ た 。 

・「 そ の 席 、 塗 いて いま すか 」 ・( 不 導 屋 で ) 「 塗 いて いる 部 屋 は あり ませ ん か ] 
回 空き 部 屋 、 空 き 地 較 人 空席 (名 ) 空き ー が ある な い 

は 忙し いで す が 、 ら 邊 

回 を き 時 間 
対 ①②③ ふ さがる 
206 あぁ ける (⑯ っ 空け る TA 
① ・ か べ に 突 を 底 け る 。 

対 うふ さ ぐ 
・ 電 車 で お 年 寄り の た め に 褒 を 空け た 。 
③ ・「 今 度 の 土曜 日 、 塗 け て お いて ね 」 
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207 さがる 〈 自 〉 ガ 下 が る に 下 款 ,。 詩 低 : 在 居 授 / 引 可 中 . 電 
① ・ 陣 ノ 光度 値段 / 成 頃 …| が 下がる 。 


間 上 が る 
②④「 間もなく 列 章 が 参り ます 。 自 線 の 内 仙 に 下がっ て お 待ち くだ さい 」 
208 さげ る (<⑯ ラ 下 げ る LC ペー ESAT IRN 
① ・ 脆 ノ 渡 度 / 値 自 普 時 …| を 下げ る 。 

開 上 げ る 
② ・「 お 中 を お 下げ し て も よろ し いで すか 」 
209 ひえ る 〈 自 > ガ 冷 える 2 雄 准 、 涼 伯 部 沈 冷 プ 旬 判 齋 中 。 
① ・ 抹 いと ころ に 長く いた の で 、 手 足 が 冷え て し まっ た 。 


・ ジ ュー ス は 冷え て いな いと お いし く な い 。 

あたたまる (名 ) 冷え 

④ ・「 今夜 は 冷え ます ね ]「 え え 、 温 か いも の が 食べ た いで すね ] 

210 ひ や す 〈 他 〉 ラ 冷 や す PS 電 涼 、 涼 錦 : 使 …… 冷 幕下 放 媒 中 。 

① ・ こ の 東 物 は 冷や し て 食べ た ほう が お いし い 。 ・ 体 を 冷や し すぎ る の は 健康 に よく な い 。 
計 あたため る 


@・ 稚 す る な 。 を 冷や し て も う 一 度 よ く 考え ろ 」 
助 数 過 ・ 順 番 Numeral Classifers. Order 玉林 呈 状 だ 主 邊 人 
介 数 同 ) 数 える と き 、 な ん と 言い ます か ? (  )①ー⑦ に 言葉 を 入れ な さい 。 
パソ コン っ ①( ) ーー けん ( 軒 ) 
CD、 MD ー ⑨( ) ー っ う ( 通 ) 
小さ い 動物 っ る ⑧( ) ー わ ゎ ( 羽 ) 
っ ⑨( ) ー ちゃ く ( 着 ) 
っ St( ) ー ど ( 度 ) か い (回 ) 
~ ©( ) 
マツ LL ) 内 な な の 0 が 
Ny ko ー は く ( 泊 ) 伯 : 3 省 4 自 の 大 。 賠 
久 符 で 合 つま い GO ひき 順 G 赴 @ 株 
並ん で いる も の 、 ラ ン キ ング 一 1 番 (第 ) 1 位 
ゴー ル し た 順番 一 1 着 
くじ ー 1 コ 生 2 
本 一 3 ※2 冊 の 場合 は 上 巻 下 巻 と 言う こと も ある 
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211 さめ る < 自 > ガ 冷 め る get cold: lose passion 実 涼 : ( 閣 抗 ) 許 低 人 中 


1 ・ こ の 料理 は 浴 め る と お いし く な い 。 
② ・ 彼 は 然し や すく 冷め や すい 性 格 だ 。 ・ 若 いこ ろ の 振 い 気持 ち が 浴 め て し まっ た 。 
212 さま す < 季 > ヲ 冷 ます allow (something) to cool 弁 流 。 准 吉舎 中 
・ お 風 千 の お 湯 が 熱く な りす ぎ た 。 少 し 冷まし て か ら 入 ろう 。 
213 も える 〈 自 > と っ burn; be passionate プ 才 の 中 中 中 
k 0 える よう な 太陽 が 沈ん で いく 。 


burn (something): burn with (passion, ete.) / 点 燃 グ 本 


和 を 中 . 本 年 


合 に ファ イト を 燃やし て いる 。 
boil: (bath) is ready; become exeited 否 。 洒 朱 。 


ガ 沸 く を / 召 中 . 芝 叶 中 


① ・ 坦 / 風 回 が わく 。 
② ・ 歌 手 が 登場 し て 会 場 が わい た 。 
わか す <⑯) ラ 沸か す A OO RR RS 
① ・ 陽 出品 | を わか す 。 
②④ ・ お も し ろ い こと を 言っ て 会 場 を わか し た 。 
217 な る ( 箇 ガ 鳴 る rumble; ring 客人 き 本 
・ 雷 が 鳴っ て いる 。 ・ 授 業 中 に 携 * 馬 っ て 先生 に 和 怒ら れ た 。 
218 な ら す (> ラ 鳴 ら す sound (a buzzer) 弁 才 。 体 … 放 寺下 
ー を 鳴ら す 。 
219 や くだ つ / や くに た つ (< 自 ) 役立つ ンカ 役に立つ 
・ イ ンタ ーネット の 情報 は 、 勉 強 や 信 間 | に 役立つ の 役に立つ | 。 
・ 今 度 の 新入 社員 は あま り 役 に 立た な い 。 
220 や くだ て る / や くに た て る ( 3 役立て る / ラ 役に立て る Pt 
・ イ ンタ ーネット の 情報 を 、 勉 強 や 仕事 | に 役立て る / の 役に立て る | 。 
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E22 体 の 部 分 の 言葉 Terms for Body Parts ご 秀才 分 


に まそ (| 


ンー 一 一 ま ゅ げ 
rh 

ーー 一 まぶた 

0 


くち びる 


ひたい (お で こ ) 


に 


ンーY 


指し 指 


手のひら a 
親指 


つま さき 
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171 ~ 220 


I (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 


この 薬 は 腹痛 (  ) よく 効く 。 
走れ ば 8 時 の 電車 ( 。 ) 間に合う だ ろう 。 
この 駅 で 、 上 上 り 列 車 (  ) 下り 列車 が すれ 店 う 。 

「 っ く ぇ え ( ) つく え (  ) も う 少し 離し て 並べ まし ょ う ] 
部 3 ( ) 離れ て 草 らし て いる 。 

私 は 毎週 英会話 の レッ スン (  ) 通っ て いる 。 

「 私 は 目 が 悪い の で 、 よ く 物 (  ) ぶつ か る ん で す ]」 
ふう と う (  ) 了 切手 (  ) 張ら ず に 出し て し まっ た 。 
手 ( 。) すべ っ て 、 コ ッ プ を 落と し て し まっ た 。 

時 間 ( 。 ) た りな く で 、 - 作 区 を 最後 まで 書け な か っ た 。 

11.「 こ の 道具 は 、 何 ( ) 役 ) 立つ の で すか 」 


ら の o の ae oo ご 


= 


I 下 の 表 を 完成 させ な さい 。 


| 自動 記 | 他動詞 | 自動 詞 | 他動詞 
1. うごく | 6. あけ る 

| 2. | か ける 7. ひえ る 

| 3. ぶつ か る 8. さめ る 

| 4. こぼれ る | | 9. も や す 

| 5. むく 10. 鳴る 


相 「 ま す 形 」 が 名 詞 に な る こと ば に 〇 を つけ な さい 。 例 : 空く 空き 


片づけ る 残る こむ は ゃ る 足り る 動く 
すれ ちがう きめ る 冷え る お わく 王 る 。 包む 


TV 正しい こと ば を ( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


1. お 湯 を し も や す あげ る わか す 〕。 
2. プ ザ ー が [ うた う 島 る 島 く 〕。 
。 一歩 後ろ に 【〔 さがる お り る あけ る 〕。 
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V 


VW 


4. 下 か らし ょ う ゆ を 【 か ける つけ る つも )。 
5. 友だち と 意見 が [ まち が う は な れる ぶつ か る )〕。 


いっ し ょ に 使う こと ば を 下 か ら 選 びな さい 。 


を ) が か か る 。 2. ( ) が は や る 。 3. ( 
) が きめ る 。 5. ( ) が も える 。 
st ) を は な す 。 8. ( ) を ふく 。 9 


ささ » = 
の 


コー ヒー あせ あな か ぜ 皮 包み 手 火 


いっ し ょ に 使う こと ば を えら びな さい 。(  ) の 数 字 は えら ぶ 数 で す 。 
時 間 めい わく テレ ビ SR 〕 を か ける 。(3) 


大 きき 温度 成績 人 休息 階段 〕 が 下がる 。(3) 
レジ 家 道 バス 〕 が こも 。(3) 


の am AS oo bo ご ピ 


) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 、 適 当 な 形 に し て 書き な さい 。 


ー ル を 出し て も う 3 日 も ( ) の に 、 ま だ 返 
) も 、 急 に は 止ま れ な い 。 

) いる 。 
の 上 に ジュ ー ス を ( ) よ ご し て し まっ た 。 
ガソリン スタ ンド で は 、 車 の ガラ ス を ( ) くれ る 。 
「 や っ と 仁 事 が ( )。 さ あぁ 、 ee 

3 哉 人 続け て 負け て し まい 、 すっ か り 自 信 を )。 
この 了 肉 は へ ん な に お い が す る 。 ( の いる よう だ 。 
雪 の 日 に 道 で ( ) ころ び 、 けが を し た 。 

子ども が か べ に 頭 を ( ) 泣い て いる 。 
” 「 お 会 いし て お 願い し た いこ と が ある の で す が 」 今度 の 土曜 な ら ( 
いま す よ 」 


LCR ささ の am AR oo いや = 


どら 


あく か ける か た づく くさ る こぼす すべ る 
だ た つ な くす は な れる ふく ぶつ ける 
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1 ( 


1. この アパ ー ト で は 、 大 や ね こ を ( 


動詞 A 
| 練習 問題 
) に 入れ る の に 最も よい も の を 、a・b・c・d か ら 一 つえ ら び な さい 。 


121 ~ 220 


) こと は で き な い 。 


a くら す b 飼う c 入る d まもる 
2. きのう 書い た 書類 が ( )。 ど こ に 行っ た の だ ろう 。 

a さき が さ な い b な お ら な い c つか ま ら な い d 見 つか ら な い 
3. や けど を し た と き は 、 す ぐに 水 で ( ) まし ょ う 。 

a ひ や し b きま し c あたため d さげ 
4. 遠く で か みな り が ( ) いる 。 雨 が 降り そう だ 。 

a な いて b な っ て Ge し で d た た いて 
5. 学生 の ころ 、 よ く 学 校 で 問題 を ( )、 先 生 に 怒ら れ た も の だ 。 

a 生ん で b と いて c 起こ し て d な ぐっ て 
6. 荷物 が 多い の で 、 タ クシ ー を ( )。 

a か けた b 乗せ た c 呼ん だ d 誘っ た 
7. きっ き 駅 前 で ( ) 人 、 ど こ か で 会 っ た こと が ある よう な 気 が す る 。 

a すれ 人 違っ た b 付き 合っ た c 通っ た d 見 つけ た 
8. 出張 の 日 が いと この 結婚 式 と ( ) 困っ て いる 。 

a 近づい て b 出会っ て c 役立っ て d ぶつ か っ て 
9. も う 少 し この 店 で 経験 を ( )、 独 立 し て 自分 の 店 を 持ち た い 。 

a 乗せ た ら b 積ん だ ら c 上 げた ら d 広げ た ら 
10. 私 は 希望 に ( ) 大 学 に 入学 し た 。 

a わい て b わか し て c も や し て d も えて 

II に 意味 が 最も 近い も の を 、a・b・c・d か ら 一 つえ ら び な さい 。 

1.「 小 林 先 生 に 教わっ た こと が あり ます か 」 

a 勉強 し た b た ず ね た c 聞い た d 習っ た 
2. 早く この 仕事 を か た づけ て 、 ゆ っ くり し た い 。 

a 終わ ら せ て b 始め て Cr な くじ で d 残さ き な い で 
3. 1 対 0 で 、 イ ギリ スチ ー ム が アメ リカ チー ム を た お し た 。 

a に 勝っ た _b に 負け た c に や ぶれ た d に 起こ され た 
4 毎年 正月 に は 、 親 戚 の 家 を た ず ね る こと に し て いる 。 

a 質問 する b 訪問 する c 交際 する d 流行 する 
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5. 陸上 の 100 メー トル 走 で 、 世 界 新 記録 が 生ま れ た 。 
a 成長 し た b 成功 し た c 誕生 し た d 出産 し た 


想 つぎ の こと ば の 言い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つえ ら び な さい 。 


1. は や る 

友だち の 結婚 が は や っ て いる の で 、 私 も 早く し た い 。 
最近 か ぜ を ひく 人 が 多く 、 病 院 は どこ も は や っ て 困っ て いる 。 
あの 店 は と て も は や っ て いて 、 い つ 行 っ て も お 客 さ ん で いっ ぱい だ 。 
大 都市 で は 、 ラ ッシュ アワ ー の 電車 は と し て も は や っ て いる 。 


oo ws» 


2. は る 
a ベッ ド に 青い ベッ ドカ バー が は っ て ある 。 
b 「 プ レ ゼ ント な の で 、 き れい な 紙 で は っ て くだ さい ]」 
c 教室 の 壁 に 、 大 き な 時 計 が は っ て ある 。 
d 「 申 し 込み 用 紙 に は 、 必 ず 3 カ ヵ月 以内 に と っ た 


を は っ て くだ さい 」 


3. こぼれ る 
a 食事 を し て いる と き に 飛行 機 が め れ て 、 ス ー プ が こぼれ て し まっ た 。 
b 部 屋 の 中 か ら 、 娘 の ひく ピア ノ の 音 が こぼれ て いる 。 
に お 湯 を 止め る の を 忘れ た の で 、 お ふろ の お 湯 が こぼれ て し まっ た 。 
d 地震 で が ガス 管 が こわ れ 、 ガ ス が こぼれ て いる よう だ 。 


4. あく 
a 平日 の 昼間 の 電車 は と た て も あい て いる 。 
b あと 5 分 あい て いる か ら 、9 時 の 電車 に 問 に 合う だ ろう 。 
c 冷蔵 庫 の 中 が あい て いる 。 あ し た スー パー へ 買い 物 に 行こ う 。 
d か ぎ を 落と し て し まっ た 。 ポ ケッ ト に 穴 が あい て いた の だ 。 


5. 決ま る 
a みん な で 決ま っ た こと は か な ら ず 守っ て くだ さい 。 
b この 試合 に 勝て ば 、 優 勝 が 決ま る 。 
c 結婚 の 約束 が 決ま っ た の で 、 お 知ら せ し ます 。 
d うち の 朝食 は ご 飯 に みそ 汁 と 決ま る 。 
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有名 221 ~ 258 


で た いて き 
1 具体 的 な も の Concrete Objects 基 伯 維 和 地理 健生 


221 か ざり 飾り < ( 動 ) 飾る decoration プ 革 入谷 介 
・ ク リス マス の 館 り を 買っ た 。 


IT も の ご と 、 こ と が ら AbstractThings ご 地 物 あー 生計 。 付 和 


222 あそび 遊び < () 遊ぶ game, play 消 凡 区 休 /o1 
・ か くれ ん ほ は 子ども の 遊び だ 。 
回 [移調 ] + 門 び ( 例 砂遊び 、 水 遊び 、 人 形 郊 が) 


223 あつ まり 集まり < ( 動 ) 集まる gathering を md 
・ あ し た 、 マ ンション の 住人 の 集まり が ある 。 


し 


224 お し え 教え < ( 動 ) 教え る teachings / 準 ノ ト 社 
・ 証 の 教え を 今 で も 思い 出す 。 
225 お どり 踊り < () 久 る meezma 
・ 留学 生 が 各国 の 筐 り を 彼 っ た 。 
類 ダン ス 
226 おもい 思い < ( 動 ) 思う thoughts, feelings / 癌 司 。 屯 旋 ノ 中信 2 を 


・ あ の 人 に 私 の 思い が 届い た 。 
ニー が 届く 、| い や な / 楽 し い …| _ を する 


227 か ん が え 考え < () 考え る thought, idea 電 法 。 間 見 だ 介 介 
・ 私 に いい 考え が ある 。 
ニー が ある 、_ が 浮か ぶ 


228 か た づけ 片づけ < () 片づけ る tidying.disposal 2 を 2.9 
・ 私 は 苦 づ けが 若手 だ 。 
回 後 。[ 剛 か た づけ る ig 


229 てつだい 手伝い < ( 動 ) 手伝う he 
・ 引 っ 越し の 手伝い を する 。 
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230 は た らき 働き < () 働く fnetiom; aetion / エ 性 。 交信 。 区 者 ノ を 、 き 3 
・ 血 溢 の 働き の 一 つ は 、 体 に 栄 佐 を 運ぶ こと だ 。 
・ 彼 の 働き で 計画 が 成功 し た 。 


231 きま り 決ま りく ( 動 ) 決ま る me sz コ 
・ 学 校 で 新しい 決ま り が 作ら れ た 。 


232 さわ ぎ 騒ぎ < () 騒ぐ commotion, trouble プ 少 交 。 補 符 全 和 
・ き の う 、 駅 前 で 監 ぎ が あっ た 。 


233 しらせ 知ら せ < ( 動 ) 知ら せる motifcation.news / 泊 6. i や 2 A 
・ 多 が 入院 し た と いう 知ら せ が あっ た 。 
回 "が ぁ る 、_ が 届く 


234 た の み 頼み < ( 動 ) 頼む Tequest ご 消 ボ 、 胡 ボー 半 時 
・「 あ な た に 頼み が ある ん で す 」 
回 - が ある 、 を 聞く 類 お 願い 


235 つか れ 疲れ く ( 動 ) 疲れ る cme <# 
・ 仕 事 で 疲れ が た まっ て いる 。 
EE 。 が た まる 、_ が と れる 


236 ちがい 違い < ( 動 ) 違う difference 不同 区別 到 | 
・ こ の 二 つ の 譜 い が わか ら な い 。 


237 は じ め 始め < ( 動 ) 始め る beginning プ 韻 入 、 井 坦 玖 合 
・ 本 を 始め か ら 終 わり まで 全 
彫 終わ り 


238 つづ き 続き < ( 動 ) 続く continuation, remainder 大 扶 。 下 え ン 列 侍 
・ 常 く 本 の 綻 き が 読み た い 。 


239 くれ 暮れ < ( 動 ) 暮れ る end (of the year) 日 革 、 ダ ネン 司 ! 
・ 年 の 募 れ は 忙し い 。 


どう し は ん 5 い いみ っ ょ の こ 
想 動詞 本 来 の 意味 が 強く 残っ つて いる も の pressions That Strongly Retain the Verb's Original Meaning 


動 潤 釣 屋 間 徹 勾 肌 地 保 懐 着 釣 河江 和合 信 せ 杏 引 引 可 オオ コ 可 計 せ o} 0 本 久 


240 いき 行き < ( 動 ) 行く going / ま . 攻 ノ ルト セ る . 
241 か えり 帰り < ( 動 ) 帰る | 


・ 旅 行 は 、 行 き は 新幹線 、 如 り は 飛行 機 だ っ た 。 
・ 会 社 の 行き 帰り に コン ビニ に 寄る 。 


回 地名] + 行き ( 例 . 横浜 行き の 電車 ) 
242 いそ ぎ 急ぎ ぐ () 急ぐ www su 
・ 急ぎ の 仕事 入っ た 。 
243 お くれ 遅れ < () 遅れ る delay 中 、 基 大 芝 守 。 章 較 引 1 


回 が 出る 回 時 代 _ 、 流 行 、[ 時 間 ] + 遅れ ( 例 . 10 分 遅れ ) 


244 か し 貸し < () 貸す loan, lending 。 代 上 電 (役務 員 抗 ) プ 則 計 
245 か り 借り < () 借り る debt, borrowing / 拓 下 約 (時 物 。 叫 情 ) の 装 半 。 選 


・ あ の 人 に は 10 万 円 の 貸し が ある 。 ・ 借 り は 返さ な けれ ば な ら な い 。 
・ 試 験 中 は 、 筆 記 用 具 の 貸し 借り は 質 止 され て いる 。 


246 か ち 勝ち く () 勝つ victory ご 表 。 肝 料 ご 人 可 


247 まけ 負け < () 負け る dat 
・ き ょ う の 試 谷 は A チー ム の 勝ち だ っ た 。 ・ 負 けが 続い て 、 い や に な っ た 。 
・ 腔 ち 負け を 気 に せ ず 、 力 いっ ぱい 戦 お う 。 


248 むか え 迎え < ( 動 ) 迎え る picking up we ms 
・ 迎 え の 還 が な か な か 来 な い 。 

回 貼り 

249 は じ ま り 始ま りく () 始ま る beginning 2/8 

250 お わり 終わ りく () 終わ る ea ke 


えい まあ 


・ 映 画 の 始ま り に 問 に 合わ な か っ た 。 ・ 夏 休み は も うす ぐ 区 わり だ 。 


251 も どり 戻り < (@) 戻る retum ノ ョ ネン を 


-「 き ょ う の 戻 り は 3 時 ご ろ に な り ます] 


252 わか れ 別れ < ) 別れ る parting ご 分別 ご 引 叶 
・ 日 本 で は 3 月 は 別れ の 季節 だ 。 


かん 52 う 5 な 


TV 感情 を 表す も の Expressions for Emotions / 太史 衝 六 9 折衝 生音 中 人 


253 よろ こび 喜び < () 喜ぶ WM 
・ 優 勝 で き て 、 普 び で いっ ぱい だ 。 


回 大 スル 


254 た の し み 楽し みく ( 動 ) 楽し む fun 系 二 。 滞 決する を 


・ 来 週 の パー ティ ー | が 楽し み だ / を 楽し み に し て いる | 。 
回 3 に する 


255 わら い 笑い < ( 動 ) 笑う 1aughter の 
= 会 場 に 笑い が 起き た 。 


回 大 _ ( ヲ ) ス ル 


256 おどろき 驚き く (⑳) 敬 く wmae ts 
・ こ の 大 き な 家 が た っ た の 100 万 円 と は 征 き だ 。 


257 いか り 半 り < ( 動 ) 怒る mr ws ws 
・ 尊 人 の ニュ ー ス に 色 り を 感じ た 。 


258 か な し み 悲し み < ( 動 ) 悲し む sadness / 各 人 短 グ 全 青 
・ 愛 犬 を 亡くし た 悲し み が 消 えな い 。 
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ーー 259 298 
Unl 03 2 人 第 


© 18 
259 し あわ せな 幸せ な happy Zi Walet 
・ 詳 せな 人 人生 ・ 涯 せ に 暮らす 。 ・ い い 穴 談 や 友だち が いて 、 私 は 広 せ だ 。 
対 不幸 せな 
(を ) 幸せ ( 合 幸 せ を 求め る 。) 本 幸せ 
260 と くい な 得意 な EEEN EHR 
D ・ 彼 女 は | ギタ ー ノ 作文 / 料 有 得 
・ 私 の 得意 な 教科 は 数 
回 > に する 合 普 手 な 、 不 得意 な 
の ・ 弟 は テス ト で 100 点 を と っ て 得意 に な 
261 に が て な 苦手 な ET GE ET 
D ・ 彼 女 は | ギタ ー ズ 作文 / 料 理 苦手 だ 普 王 な 教科 は 数 学 で す 。 
千 得意 な 
2) ・ 私 は 山本 さん が 苦手 だ 。 ・ チ ー ズ は 、 あ の に お い が ど う も 菩 手 だ 。 
0 ね っ し ん な 熱心 な passionate 才 釣 、 用 神 約 ご 旨 介 1 中 
(認め られ て 昇進 し た 。 ヽ に プロ ボー ズ さ れ て 結婚 し た 。 


\ 


て いる 。 


回 身心 < 団 科 や な 

263 むち ゅ うな 夢中 な GR na 入 達 級 , 基 寺 9 纏 笠 中. 用 介 鉛 
・ 子 ども の ころ 、SF 波 画 に 夢中 に な っ た 。 ・ 彼 は 生ま れ た ば か り の 子ども に 水中 だ 。 
・ 祉 会 人 に な っ た ば か り で 、 毎 日 | 〇 夢中 で メ 夢 中 に | 過ごし て いる 。 
x 夢 中 する 

264 た いく つ な 退屈 な boring / ネ 次 約 ズ 諸 呂 寺 叶 , 信介 
・ ほ か の 観客 は 笑い な が ら 見 て いた が 、 私 に は 退屈 な 喘 画 だ っ た 。 
・ き ょ う は 、 何 も する こと が な く て 退屈 だ 。 

回 信司 < 


(名 ) 選 届 x ( 例 . 校長 先生 


語 が 長く て 退屈 し た 。) 


265 けん こう な 健康 な healthy 第 康 的 祝 S 中 婦中 
・ や も 体 も 代 巣 を 子ども を ? て た い 。 ・ 健 日 運動 を し て いた ら 、 と で も 委 ) 


ふ 9 こう 


対 不健康 な 


に な っ た 。 


苦し い rough; agonizing 半 金 、 詩 葵 、 政 惑 天羽 党 中 
民有 中 


| が 普 し い 。 
LW だ っ た が 、 な ん と か 勝つ こと が で きた 。 
・ そ の 一 家 は 、 後半 し い 時 代 を が ん ば っ て 生き で きた 。 
・ 経営 が うま くい か ず 、 社 長 は 普 し い 立場 に 堅 か れ た 。 
回 普 し き 、 普 し み 、 究 、 聞 き _、 見 、 息 ( 〇 〇 ぐる し い ) 
普 し む ・ ラ 苦し め る 
267 _ へ いき な 平気 な unfazed; brazen ご 供 寺 、 不 介 意 ご 叶 計時 、 計 中 
・ 後 女 は 、 どん な に 悪口 を 言わ れ て も 平気 な 顔 を し て いる 。 
・ 体 力 が ある の で 、10 キロ ぐら い 歩 く の は 平気 だ 。 
・ あ の 人 は IC 平気 で /x 平 気 に | うそ を つく 。 


268 くやし い 悔し い frustrating 誠 揚 きき 中 
・ 休 放 弥 習 し で も うま く で き な く で 、 者 し い 。 
・ た っ た 谷 に 負け て 悔し い 思 い を し た 。 

回 但し さ 

269 うら や まし い envious だ 表 基 の 中 


・ 才能 の 豊か な 人 が うら や まし い 。 

・ 弟 は ゲー ム を た くき ん 持っ て いる 友だち を うら や まし が っ て いる 。 
回 う 5 や まし さ ラ う ら や む 
270 か ゆい itehy 共 プ 中 

・ 理 に 刺さ れ て 昔 が か ゆい 。 
回 か ゆ ゅ ゆ さ 、 か ゆみ 


⑥、 19 
271 お と な し い NN subdhied 老 容 , 規 捉 : 事 復 ズ 間 社 征 呈 , キ キネ 和 寺 
① ・ 彼 は お と な し い 人 だ 。 ・ う ちの 犬 は お と な しく で 、 決し て 人 に ほえ な い 。 
・ 私 が 買い 物 を し て いる 問 、 子 ども は お と な し く 待 っ て いた 。 
③④ ・ こ の 服 は アザ イン が お と な し い の で 、 仕事 に 着 て 行っ て も だ いじ ょ うぶ だ 。 
回 ①② お と な し さ 
272 が まん づ よ い 我慢 強い perseverant プ 香 、 放 導 叶 生 符 人 6| 中 
・ が まん 強い 性 格 ・ チ ャ ンス が や っ て 来る の を が まん 強く 待つ 。 
回 が まん 強 さ 類 し ん ぼう 強い  [ 関 ラ 我慢 (の スル 64 
273 しょ うじ き な 正直 な honest 考 正 喜 ご 4 人 
・ 彼 は 正直 な 人 だ か ら 、 う そ を つく こと が で き な い 。 
・「 ど うし て いた ずら し た の 。 正直 に 話し な きい] 
・ ご ち そ うし て も ら っ た が 、 正 直 (に ) 言っ て 、 あ まり お いし く な か っ た 。 
回 # 菅 < 和 置 な 


274 けち な stingy プ 小 9、 を 埋 約 1 用 き 
・ あ の 人 は と て も けち だ 。 ・ け ちな 人 は 嫌 わ れる 。 
関 ) けち けち する 


275 わが まま な selfish 大 柱 航 引 可 証 o1 四 骸 受 抽 中 
・ わ が まま な | 人 / 性 格 彼女 は わが まま だ 。 ・ わ が まま に ふる まう 。 
(名 ) わが まま ( 例 .・ わが まま を 言う 。 ・ 彼 の わが まま に は みん な 時 っ て いる 。 
・ ペ ッ ト に 人 間 と 同じ ょ うな 暮らし を させ る の は 、 人 間 の わ が まま だ と 思う 。) 
90 で っ きよ る で 才 和議 active, positive 一 秋 撤 胃 。 主 効 地 ご 且 人 | 中 


PP _ が ある ら な い 
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277 し ょ うき ょ く て き な 消極 的 な passive, negative Hii M/F ole 
消 栓 …| ・ 今 の 首相 は 、 教 育 問題 に 消 板前 だ 。 


278 まん ぞ く な 満足 な に で PY で で 
① ・ テ アルバイト だ け で は 満足 な 収入 は 得 ら れ な い 。 ・ が ん ば っ た の で 2 位 で も 満 
対 不満 な 、 不 満足 な 
(名 ) 満足 メル ( 例 」 人 の 2 誠に 十分 3 直し て いる 。 ・ 今 の 仕事 か ら は 満足 が 得 ら れ ない 。) 
茸 ー ル も 満足 に 打 て な い 。 


dissatisfying, discontented 不満 意 / 芝 時 | 


co 


②③ ・ 


279 へ あん な 


・ こ の 小説 は お も し ろか っ た が 、 
対 満足 な 類 不満 足 な 
(名 ) 不満 ( 例 . ・ あ の レス トラ ン の 料理 は 、 味 に 不満 は な い が 量 が 少な い 。 ・ 不 満 ば 
か り 言 っ て いて も 解決 は で き な い 。) 回 = - が ある ら な い 
280 ふ あ ん な 不安 な worrisome, uneasy 不 認 。 不 世 和 の Ha 
・ 最 近 、 体 の 調子 が よく な い 。 回 い 病気 で は な いか と 不安 だ 。 
・ 新 し い 仕事 が な か な か 見 つか ら ず 、 不 交 な 毎日 を 過ごし て いる 。 
対 安心 な 類 心配 な 
(名 ) 不安 ( 例 . 長く 続い た 犬 則 が や ん で 、 や っ と 洪水 の 不 秋 が な く な っ た 。) 
回 = が ある ら な い 
281 た い へ ん な 大 変 な wu 稀 多 的: 戸 事 的 。 短 経 人 / 判 号 上 . 可 再 
① ・ 巴 蒼 て 中 の お 母さん は 天変 だ ま 。 ・ き の う は 和 宿題 が 五 つ も あっ て 大 次 だ っ た 。 


回 天変 


終わ り 方 が ちょ っ と 不満 だ 。 


攻 が あっ た らし い 。 
・ 大 事 な 曽 接 に 遅れ た ら 大 変 だ か ら 、2 飼い で 行こ う 。 
( 吊 _ 自 に ぁ ぅ 


③④ [() 天変 (に )] 592 
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OE 
282 むり な 無理 な ON EC 不 漠 理 的 、 不 合理 的 : 乾 強 地 
① ・ た っ た 100 万 円 で 家 を 建て る な ん て 無理 な 話 だ 。 
・「 無 理 な お 願い と は 思い ます が 、 な ん と か きい て いた だ け な い で し ょ うか ] 
・ 写 日 で 100 ペー ジ の 論文 を 書く の は と て も 無理 だ 。 
② ・ 子 ども に 無理 に 勉強 きせ る の は 逆 効 果 だ 。 


回 無理 や り 

③ [( 名 ) 無理 ]・「 そ ん な に 無理 を し て いる と 病気 に な り ま す よ 」 ・「 い ろ い ろ と ご 無理 
を 言っ て すみ ませ ん 」 

283 ふち ゅ うい な 不 注意 な careless 不 入 的 。 柱 選 伯 、 不 小宮 の 半 池 引 


な 人 ・ 義 れる と 不 注意 な ミス が 多く な る 。 


・ 相 手 を 傷つけ る よう な E 意 に 言っ て し まっ た 。 
回 不信 意 さ (名 ) 不 注意 ( 例 . 私 の 不 注意 | で ノ か ら | 事故 を 起こ し て し まっ た 。) 
284 らく な 楽 な easy 二 展 的 経 松 稚 ご 選 SHS 中 、 居 四 


① ・ も う 歩 し 楽 な 状 ら し が し た い 。 肩こり が ひど い の で マッ サー ジ を し て も ら っ た ら 、 
楽に な っ た 。 ・「 失 敗 し て も 大 丈夫 だ よ 」 と 言わ れ て 、 気 が 楽に な っ た 。 

③ ・ こ の 仕事 は 、 電 話 を 受け る だ け で いい の で と て も 楽 だ 。 
・ 租 手 の チ ー ム は あま り 弧 く な いか ら 、 楽 に 勝て る だ ろう 。 

ふう [( る ) 楽 ]・ 年 を と っ た ら も う 少 し 楽 が し た い 。 

285 めん どう な 面倒 な troublesome / 礎 需 約 ズ 埋 昔 財 羽音 叶 

D ・「 ご 入会 に は めん どう な 手続 き は いり ませ ん 」 ・ 最 近 忙 し い の で 料理 を 作る の が め 
ん どう に な っ た 。 ・ 雨 が 降っ て いる の で 、 出 か ける の が めん どう だ 。 
回 めん どう < くさい 

② [( 名 ) めん どう ]・「 ご めん どう を お か けし て 、 申 し わけ あり ませ ん 」 ・ 測 張 す る と き 

挟 に 子ども の め ee 


286 _ し つれ いな 失礼 な rude 反物 計 不 超常 届 詩 中旬 可 引 中 

① ・ あ いき つ し て も 返事 も し な い 。 な ん て 失礼 な 人 だ ろう 。 
(名 ) 失礼 ( 例 . 客 に 和 失礼 の な いよ うに する 。) 

④ ・「 失 礼 で す が 、 由 下さ ん で いら っ し ゃ いま すか 」 

③ [( 動 ) 失礼 する ] き コ ラム 1 「 あ いさ つ ] p.15 
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287 と う ぜ ん な 当然 な natural, expected 理 所 度 雪 釣 - 組 引 中 
・ お 金 を 借り た ら 、 返 す の が 当然 だ 着 左 し て も 仕 は 続け る の ? 」 [当然 よ 」 
・ あ れ だ け 強 い の だ か ら 、 あ の チー ム は 勝っ て 
(名 ) 当然 ( 例 。 不 合 格 に な っ た 。 勉強 し な か っ た の だ か ら 、 当 釣 の 結果 だ 。) 
類 あたり まえ 400 
(回) 当然 ( 例 。 彼 は 弁護 二 
類 も ちろ ん 621 
288 い が い な 意外 な i A 
① ・ 事 麗 を 調 企 する うち に 意外 な 事実 が わか っ た 。 
・ 彼 が 結婚 し て いて 子ども も いる と は 意外 だ っ た 。 
回 意外 さ 、 意 外 性 … が ある ない 
④ [意外 | に ノ と | ]・ ト マト は 嬢 い だ っ た が 、 い ま 食 べ て みる と 意外 1 に ン と | お いし い 。 
※「 意 外 と 」 は 「 意 外 に 」 の 少し くだ けた 形 。 
類 案外 626 
289 けっ と うな 結構 な on 
① ・「 お 味 は いか が で すか 」 「 大 変 けっ こう で す 」 
・「 こ の 前 は 、 け っ こう な 品 を いた だ き 、 あ り が と う ご ざ いま し た 」 
②③ ・「 打 ち 合わ せ は 月 曜日 の 14 時 か ら で よ ろ し いで すか 」「 は い 、 け っ こう で す 」 
③ ・「 コ ー ヒ ー の お 代わ り は いか が で すか 」「 い え 、 も うけ っ こう で す 」 


に は 詳し い だ ろ う 。) 


④ 【[( 副 ) けっ こう ] 597 


fashy faney 昨 約 、 入 再 。 花 痢 ズ 詩 習 和 叶 okt 
年 


| …| ・ こ の 服 は は で すぎ る 。 


291 じみ な 地味 な plain 相本 普通 。 不 忠 只 全 全 剖 中 
・ 上 みな | 人 / 人 性 格 / 服 化粧 ビデ ザ イン ン 生 活 
・ あ の 人 は 着い の に 、 じ みな か っ こう ば か り し て いる 。 
回 地味 ょ 半 派手 な 
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292 お し ゃ れ な TE 光生 捨 。 学者 琲 宛 : 革 価 洗 売 的 
① ・ 彼 女 は と て も お し ゃ れ だ 。 ・ 彼 は いつ も スー ツ を お し ゃ れ に 着こなし て いる 。 
(名 ) お し ゃ れ 一 を する 
② ・「 駅 前 に お し ゃ れ な レス トラ ン が で きた わ よ 」 
類 し ゃ れ た (名 詞 ) 、 し ゃ れ て いる 
293 へ ん な 変 な weird 寺 柱 的 。 不 対 夫人 9 ご 1 合計 中 
・ 変 な メー ル が 届い た の で すぐ に 消し た 。 ・ 停 電 の 後 、 テ レビ の 面 面 が 変 に な っ た 。 
・ こ の 和牛 乳 は 、 少 し に お い ヵ 
類 お か し い 、 お か し な 
294 ふし き な 不思議 な PMSefk 
① ・ こ の 料 に は 不思議 な 話 が 伝わっ て いる 。 
・ だ れ も い な い 部 屋 か ら 声 が 聞こ えて くる と は 不思議 だ 。 
回 生息 議 さ 
② ・ こ の 車 は タイ ヤ が 古く な っ て いる 。 い つ 事 故 が 起き て も 不思議 で は な い 。 
③ [不思議 | に ノ と |]・ 裳 張 し ゃ すい 性 格 な の に 、 き の う の ス ピー チ は 不思議 | に ノ と | 
緊張 し な か っ た 。 
※「 不 思 議 と 」 は 「 不 思 議 に 」 の 少し くだ けた 形 。 
295 まし な preferable,better ご 交 …… 旦 、 休 料 的 多加 。 中 
・ せ き が ひど か っ た が 、 う が い を し た ら 前 より まし に な っ た 。 
・ 失敗 する か も しれ な い が 、 何 も や ら な いよ り は まし だ 。 
・ 文 間 が 間違い だ ら け だ 。 も う 歩 し まし な も の が 書け な い の だ ろう か 。 


バ 変 だ 


296 むだ な futile, wasteful / 白 労 的 、 洲 介 人 9 プ 民 本 四半 可 測 明 


お 


落ち る と わか っ て いる の に 試験 を 受け る の は 、 む だ な こと だ 。 

・ 必要 な いも の を 買っ て お 金 を むだ に 使っ て し まっ た 。 

回 _ つ うかい 、 話 

(名 ) むだ ( 例 .・ む だ の な いよ うに 給料 を 合い た い 。 ・ 生 活か らむ だ を な くす よう 心 
が け て いる 。 ・ 休 み の 日 に 寝 て ば か り い る の は 時 間 の むだ だ 。 ・ 交 

むだ づか い を し な いよ うに し よう 。) 
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297 じゅ うな 自由 な free プ 佐 意 的 、 和 的: 自 軸 介 符合 
① ・ 張 ちゃ ん が いる の で 、 自 由 な 時 間 が ほとん ど な い 。 
-「 こ こ に ある パソ コン は ご 自由 に お 使い くだ さい 」 
回 - 叶 間 、 ま 。 行動 
® 〔@) 自 昌 ・ つい て どう 湖 え る か は 個人 の 自由 だ 。 ・| 表 現 ノ 言論 
販 由 回 26 あの な い 回 - 玉 業 


298 ふじ ゆう な 不 自由 な ET THT or 


① ・ 旨 ズ 耳 / 足 / 体 …| が 不 自由 な 人 
・ 地 震 で ガス と 電気 が 止ま り 、 し ば らく 不 自由 な 生活 を し た 。 
・ パ ソコ ン が な いと 仕事 を する の に 不 自由 だ 。 


ふ じゅ う 


回 不 自由 さ 


# 


④ 【( 名 ) 不 白 由 え x] ・ 彼 は 、 お 金 に 不 白 出し て いる らし い 。 ・ 長 い 間 海 外 に 住ん で 


いた の で 、 英 語 に は 不 自 由 し な い 。 ・ 病 気 が ち だ が 、 生 


に 不 自由 は な い 。 


8 数 字 ・ 計 算 Numbers, Calculation 一 表 学 : 計 邊 一 計 . 光 人 
な ん と 言い ます か ? な ん と 読み ます か ? 


足し 工 1+1=2 一 1 た す 1 は 2 
引き 算 5- ご 5 ひく 3 は 2 
か 2 4x5=20 一 4 か ける 5 は 20 
割り 算 10+3=3……1 一 10 わる 3 は 3 あま り 1 
314 っ 3 て ん いち よん 
273 一 3 ぶん の 2 
ま \ 和 も 世 1 た いや せ 


「+」: プラ ス 「-」: マ イナ ス  「=」: イ コー ル  「」: 小 数 直 
2、4、6…… ぐう すう (個数 ) 1、3、5…… : き すう (奇数 ) 
ー1、1、2、10、100…… : せい すう (整数 ) 

005、01、02…… : し ょ うす う (小数 ) 

172、2/ 3、3/ (分 数 ) _ 
1、2、3・ 10、11、12…… : 三 け た の 数 字 
805ー810、 804~ 800, う (四捨五入 ) 

1/10 = 1 わり ( 禄 ) = 10 パー セン ト (%) 
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| 形容 詞 A 
6 Un 03 | 練習 問題 I 


1 ( PP 


Step 


259 > 298 


1. 彼女 は 子ども の 教育 ( 

2. 彼 は 仕事 ( ) と て も 積極 的 だ 。 
3. a (  ) 夢 征 だ 。 

4. 生活 (  ) 普 し い 。 

5. 今 の 生活 ( ) と て も 満足 し て いる 。 
6. 会 社 の 給料 ( 不 洪 が ある 。 

7. 英語 ( ) は 1 申し な い 。 

8. 人 ( ) 少し 不 秋 が ある 。 

9. 平気 ( ) 恒 い こと を する 人 が いる 。 


10. 子ども の ころ 親 ( ) めん どう (  ) か けた 。 
Pr 
11. いま 私 が 親 ( 。) めん どう ( ) 見 て いる 。 


正しい こと ば を 〔( ) の 中 か ら ー つ えら びな さい 。 


1. 何 が あっ て も [ 健康 な 平気 な 楽 な 〕 顔 を する 。 
2. 和 思 が 〔[ いた い くる し い つっ らい )。 

8. 私 は あの 人 が 【 じょう ず だ と くい だ に が て だ )。 
4.[ 大 当 な 不 注意 な むり な 〕 目 に あっ た 。 


中 下 か ら A・B の こと ば を えら ん で すべ て 書き な さい 。 


人 人 の 性 格 や た い ど を 表す 形容 詞 : 


0 と 。 ぁ 


B の 気持 ち を 実 す 形 容 詞 : 


意外 。 おとなしい が まん が まん づ よ い くやしい 
8 


普 し いけ ち 高齢 失礼 じみ 消極 前 正直 


た い へ ん と 9 59 う い 


力 不 注 意 楽 わが まま 


66 


「 不 」 の つく こと ば を 回 つえ らん で 〇 を つけ な さい 


外 な A 幸せ な 
福間 な 答 忌 な 沙 手 な 生理 な 業 な 


て きとう めい 


( 。) に 入る こと ば を 下 か ら え ら び 、 適 当 な 形 に し て 書き な さい 。C は 名 詞 の 形 
に し な さい 。 


私 は 喘 の うま い 人 が ( 2 

が ん ば っ た 彼 が 成功 し た の は ( )。 

この 儲 は な に か ( ) に お い が す る 。 

申し 込み に は ( ) 手続 き は いら な い 。 

「 お か わり は いか が で すか 」 「 い え 、 も う ( )」 
何 も や ら な いよ り は 、 や っ て 突 敗 し た ほう が ( 
科学 で は わか ら な い ( ) こと が た くさ ん ある 。 
全然 乏 習 し て いな い の だ か ら 、 試合 に 勝つ の は と て も ( )。 
この 昌 に 刺さ れる と 、 と て も ( )。 


Ao = 


CRL つつ の の Rw 


うら や まし い か ゆい けっ こう と う ぜ ん 
ふし ぎ 。 へ ん まし ちり めん どう 


この 仕事 は や さ し い か ら 、( ) で きる 。 

子ども に ( ) 勉強 きせ る の は よく な い 。 

まず そう だ っ た が 、 食 べ て みる と ( ) お いし か っ た 。 
[に の パン フレ ッ ト は ご ( ) お 持ち くだ さい ] 

試験 の 日 が 近づく に つれ て 、 だ ん だ ん ( ) な っ て きた 。 


の Ao や 


い が い じゅう ふ あ ん むり らく 


この 仕事 は 、( ) が 必要 だ 。 

( ) を 言っ て 、 親 に し か られ た 。 

( ) で 交通 事故 を 起こ し て し まっ た 。 

お 金 の ( ) づか い を し な いよ うに し よう 。 

1 点差 で 負け て し まい 、( ) で いっ ぱい だ 。 

きょう 、 姉 は ( ) を し て で 出かけ て 行っ た 。 


ペ = 


の の rR の 


お し ゃ れ くやし い せっ きょく て き ふち ゅ うい むだ わが まま 


E き 2 周 イ 形容 詞 二 まる / め る 299 ~ 310 


299 “あたたまる < 碧 〉 カ 暖 まる ノ / 温 まる mmmewem auf mel 
・ お 風呂 に 入る と 体 が | 貴 ズ 温 | まる 。 

300 あたため る (< 他 〉 ラ 暖 め る / 温 まる YYarm.heat 提 換 、 介 六 中村 列 填 中 。 可 科 中 
・ エ アコ ン を つけ て 部 屋 を 瞬 め る 。 ・ ス ー プ を 温め る 。 


301 た か まる < 自 〉 ガ 高 まる 


・ 開 待 ノ 人 人気 感情 / 能 カノ 教育 水準 
(名 ) 高まり 
302 た か め る < 他 〉 ラ 高め る 

・ 着 者 は も っ と コミ ュ ニ ケー ショ ン 人 能力 を 高め る 


評価 / 人 気 プ や る 気 ノ 教育 水準 …| を 高め る 。 
303 つよ まる 〈 自 > ガ 強 まる strengthen 線 引 
台 劣 力 は ます ます 普 ま っ て いる 。 
十 ズ 原 ノ 火 ノ カ ノ 拉 れ …| が 薄 ま る 。 
対 幸 ま る 
304 つよ め る 〈⑯〉 ラ 強 め る strengthen, confirm / 色 | 中 
・ 炊 ノ カ ノン 自信 …] を 強め る 。 
対 ラ 表 め る 
305 よわ まる < 邊 ) 吸 ま る sae 


・ 開 れ て いる と が 展 ま っ て 、 か ぜ に か か りや すく な る 。 
・| 冬 ズ 風 ノ カ ノ 勢 カノ 涼 響 …| が 刷 ま る 
敬 強まる 
306 よわ め る 0⑯〉 ラ 毅 め る ZA 
・「 材 料 が や わら か く な っ た ら 、 火 を 毅 め て ゆっ くり 者 込ん で くだ さい ] 
カノ 券 い …| を 簡 め る 。 
千 っ 強め る 
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307 ひろ まる < 自 > カ 広 まる spread プ が 大 。 価 粒 ブ 中 羽 久 中. 藤 青 羽 叶 
・ そ の うわ き は 1 日 で 会 社 中 
・| に の 技術 ノ 仏 教習 横 / 語 …| が 広まる 。 
308 ひろ め る 〈 他 > ラ 広め る トト ビビ 使 …… が が 大. 増大. 推 / ン 選 下 相 中 。 
・ 月 治 時 代 に 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら 夫 団 し た 留学 生 た ち が 、 日 本 に 西洋 文化 を 広め た 。 
的 仏教 ノ う わき …| を 広め る 。 
りな 意味 で 使う こと が 多い 。 大 か る ・ ラ 広げ る 
309 ふか まる < 自 〉 方 深まる deepen か 承 。 支 水中 
・ 子 ども が で き て 、 二 人 の 愛情 は ます ます 深まっ た 。 
k を 人 節 に な っ た 。 
| が 深まる 。 
310 ふか め る < 和 ti> ラ 深め る dea Giliivate Ze, RZ UA 
・ 交 流 を 深め 、 相 手 の 国 の こと を 理解 する こと が 大 切 だ 。 
・「 オ リン ピッ ク を 通 国 と の 友好 関係 を 深め た いと 思い ます ]」 
・ | 交流 友情 理解 …| を 深め る 。 
※ 309、310 は 抽象 的 な 意味 で 使う こと が 多い 。 


教科 ・ 科 目 Subjects, Courses 一 習 : 笠 邊 学科 一 評 半 / 半 生 


し ゃ か い (社会 ) social studies 社会 付記 きん すう (算数 ) arithmetic - 昌 本 
ちり (地理 ) geography 地理 2 すう が く 


mathematics 。 革 学 


れき し (歴史 ) history 一 記 ま お ん が く E) musie / 圭 系 生生 
こう みん (公民 ) civies 会 びじゅつ (美術 ) art / 半 ネネ ノウ 


りか (理科 ) science "理科 
せい ぶつ (生物 ) biology / ま 塊 /3 
ぶつ り (物理 ) physics 物理 
か が く (化学 


こく ご (国語 ) national language, 


ほけ ん た いい く (保健 体育 ) health and physical 
education 保 任 体 胡 
せれ 記入 


か て いか (家庭 科 ) home economics.domestic 
science 家事 水 - 4 半 


chemistry 名 学 - 填 圭 


panese 


1anguage 回答 短 え 革 1 
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Unit 04 a 311~410 


OE 
311 せわ 世話 care, support 県 村 時 ゅ dd.34 

・ う ち で は ペッ ト の 世 店 は 私 の 仕事 ・ 病 人 の 世話 を する 。 

・ 今 度 の 仕事 で は 、 山 本 さん に 大 変 お 世話 に な っ た 。 
回 ー を する 、 ー に な る [ 個 に な り | ます / ま し た |」 (あいさつ ) 
家庭 home, household 角 、 案 入信 
家庭 で は や さ し い お 父さん だ そう だ 。 
、 あ た た か a 
回 Pe 回 4 賠 旨 
313 きょう り ょ く 協力 ( ヲ ) ス ル eooperation 7/1ha 
協力 し て 神 母 の 旬 談 を し た 。 ・「 ア ン ケ ー ト 調 る 
回 - を 来 め る 回 的 
314 か ん し ゃ 感謝 スル gratitude, thank ご 各 導 谷 生 
・ ア ドバイ ス し て くれ た 先輩 に 、 と て も 感謝 し て いる 
回 深 <_ する 
315 (お) れい (お ) 礼 We 
・ お 世話 に な っ た 方 に お 礼 を し た 。 ・ 入 学 祝 の お 礼 に お 保子 を 送っ た 
回 おぉ を する 、( お ) を 言う 
316 (あお) わび (お ) 詫 び 
迷 苔 を か けた 人 に お わび を し た 
回 お を する 、( お ) を 言う ( 動 ) = わび る 


317 お じ ぎ お じ ぎ ( ラ ) ス ル bow 行 、 物 衝 プ 3 
・「 お 客 様 に は て いね い に お じ ぎ を し まし ょ う 」 

回 軽く 深く ノ て いね い に | _ す る 

318 あく し ゅ 握手 (9) スル handshake 1 
・ コ ン サ ー ト で 歌手 と 操 手 し た 。 


en of gratitude/ appreciation 半音 、 導 密 利 。 
せき 
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319 いじ わる ニニ いじわる ( ラ ヲ ) ス ルン ナ spite 革 寺 失語 杯 ル 介 全 芝 人 
・ 好 きな子 に は つい いじ わる し て し まう 。 ・ い じ わ る な 人 


320 いた ずら ニ い た ずら ( ラ ヲ ) ス ルン ナ prank.mischief 9 そえ. る 年 員 ノン な 
・ い た ずら を し て 、 先 生 に 怒ら れ た 。 ・ い た ずら な 子ども 

321 せつ や く ラ 節 約 ( ヲ ) ス ル saving (money, electricity, ete) ノ 光 の 人 9 
・ 生 所 席 の 分 約 ・ 電 気 や 水 を 館 約 する 。 

園 3 浪費 (の メル 類 ぅ 傘 約 (の スル 

322 けい えい ラ 経 営 ス ル management i 


ちち 


・ 人 次 は スー パー を 経営 し て いる 。 


回 者 


323 は ん せい ラ 反省 ( ヲ ) ス ル reflection, remorse 及 者 財 
・1 日 の 友 省 を 日 記 に 草 く 。 
・「 あ な た の せい で 、 み ん な 迷惑 し た ん で す よ 。 少 し は 反省 し な さい 」 


324 じ っ こ う ラ 実 行 スル implementation,practice / 拡 行 。 実 茂 ノ 旬間 


・ こ の 計画 は 実行 が 難し い 。 ・ 作 戦 を 実行 する 。 
回 - ヵ 
325 し ん ぽ ぼ 進歩 スル 


・ 甘 語 を 勉強 し て いる が 、 進 歩 が な い 。 
_ が ある な い 、_ が 速い 遅い 回 的 な ( 例 . 進歩 的 な 考え ) 


326 へ ん か 変化 スル change 支 花 中 人 
・ 大 き な 変 化 ・ 社 会 が 変化 する 。 ・ 周 体 が 流体 に 変化 する 。 
_ が ある ら な い 、_ が 起き る 変わ る 
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327 は っ た つ 発達 スル development プ 表 有朋 寺 : 折 変 大 半 
① ・ 体 や 心 が 発 達する 。 


が 近 づ いて いる 。 
328 た いり ょ く 体力 physical strength / 体 カノ 店 


わか も の 


・ 落 者 の 体力 が 低下 し て いる 。 ・「 た くさ ん 食べ て 、 体 力 を つけ て くだ さい 」 
回 が ある ら な い 、 が っ つく ・ を つけ る 、 が 落ち る 、_ が 向上 する 低下 する 


向 人 科 細 


329 し ゅ つじ ょ う 出場 スル participation (in athletic event) / 出 協 、 なわ ( 比 束 ) 
・ オ リン ピッ ク へ の 出場 が 決ま っ た 。 ・ 條 出場 する 。 


Lr 


回 者 較 出る 

330 か つや く 活躍 ( ヲ ) ス ル 
・ 田 中 選手 の 活躍 を 央 待 する 。 ・ 友 だ ち は 運 動 会 で 

回 た の 

331 きょう そう 競争 ヲ ) ス ル competition 区 79 
・ ど ちら が いい 斑 績 を 取る か 、 友 だ ちと 競争 し た 。 

_ が きび し い 、_ が 激しい 回 _ 率 ( 例 . あの 大 学 は 出 争 率 が 高い 。) 

332 お うえ ん ラ 応 援 ( ヲ ) ス ル cheeringsupport 胡 覆 : あ 導 ご 人 
・ 自 分 の 学校 の チー ム を 応接 する 。 

333 は くし ゅ 拍手 ( ヲ ) ス ル 
・ ス テー ジ の 歌手 に 拍手 を する 。 

ニー を 送る 、 大 き な _、 盛 ん な 

334 に ん き 人 気 popularity の 及 挫 。 人 | 
・ 彼 は クラ ス で 一 番 人 気 が あ る 。 ・ 新 し い ゲ ー ム 機 が 人 気 だ 。 

回 が ある ら な い 、 が 上 が る 下がる 、_ が 出る 、 が な く な る 、 
を 集め る 、 を 呼ぶ 回 大 、 者 
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335 うわ さ うわ さ ( ヲ ) ス ル rumor / 法 答 。 注 す 
・ ク ラス メー ト の うわ さ を し て いた ら 、 そ こ に 本 人 が 現れ た 。 
・ 消 費 税 が 上 が る と いう うわ き が ある 。 

が ある 、_ が 流れ る ・_ を 流す 、_ が 立つ ・_ を 立て る 


336_ じょう ほう 情報 information 符 間 次 江 ご お 叶 
・ テ レビ か らい ろ い ろ な な 情報 を 得る 。 

を 得る 、_ が 入る 、_ が 流れ る ・_ を 流す 、_ を 交換 する 

回 _( 尼 ) 社会 、 交 貫 、 渡 


exchange; replacement 次 摘 : 更 提 ご 務 圭 


337 こう か ん ラ 交 換 ス ル 
見 …| を 交換 する 。 


① ・| プ レモ ゼン トノ 名 刺 ン / 情 
類 ラ や り 取 り ( ヲ ) スル 

② 時 計 の 電池 が 切れ た の で 
類 ヲ 取 り 換え る 


換 し た 。 


338 りゅう こう 流行 スル fashion, fad, spread (of disease) 洗 全 | き 天 


① ・ 導 し い 衣 生 ・ 流行 の 服 ・ 著 者 の 間 で ブロ グ が 流行 し て いる 。 


回 を 取り 入れ る 、_ を 追う 回 _ 語 、 遅れ 類 は や り 、 ブ ー ム 


る ・ イ ン フ ル エ ン ザ が 流行 する 。 
回 ①② 大 _ >  [ 関 ①② は や る 宮 172 


] 


33 の 9 せん で ん ヲ 宣 伝 ( ヲ ) ス ル publicity ご 合 符 ご る 
・ パ ー ゲ ン セ ー ル の 党 伝 が 始ま っ た 。 ・ 新 商品 を テレ ビ で 党 伝 する 。 


4 の ーー csck W ra 
回 が 流れ る ・_ を 流す | 関 ) 広告 、 コ マー シャ ル ノ CM、 ダ イレ クト メー ル 


FIA 
DM 


340 こう こく 広告 advertisement / た を 
・ 断 聞 ン 雑誌 | に 新 製品 の 広告 が の っ て いた 。 


回 が 出る ・ を 出す 、 が 載る ・_ を 載せ る | 関 ] 宣伝 、 コ マー シャ ル /CM 


341 ちゅ う も く 注目 ( ヲ ) ス ル attention 注目 。 美 注 馳 
・ 有 名 歌手 の 針 婚 が 注 是 を 集め て いる 。 ・ 新 し い フ ァ ッ ショ ン に 
回 を 集め る 、_ を 浴び る 
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342 つう や く 通訳 (の スル コーロ 
① ・ 英 語 を 日 本 語 に 通訳 する 。 
ラ 窒 訳 (2) ス ル 、 訳す 字 467 
② ・ 国 際 会 議 の 通訳 に な る 。 ・ 芽 相 の 通訳 を つと め る 。 
343 


ラ 翻 訳 ( ヲ ) ス ル translation 夫 玉 一 叶 当 


・|O 審 訳者 プ 〇 勤 訳 家 / メ 翻 訳 | に な る 。 
回 者 、 家 [ 賠 ヌ 通訳 の スル 、 ラ 訳す 467 
344 で ん ご ん = 伝言 ( ラ 9) スル message プロ 信久 せる 
1 に 伝言 を 残す 。 ・ 欠 訪 し た 人 に 伝言 する 。 
・ か ぜ で 欠席 し た ら 、 先 生か ら 伝言 が あっ た 。 
回 っ += が ある 、 を 残す 回 _ 板 
345 ほう こく ニ ォ ラ 報 告 ( ヲ ) ス ル report / 接 を プッ 


出張 の 報告 ・ 報 告 を まとめ る 。 ・ 学 校 に 試合 の 張 果 を 報告 す る 。 
白き 
346 ろく が ラ 録 画 ( ヲ ) ス ル recording (a video) 舟入 和 き 中 
・ テ レビ 番組 を ビデ オ に 録画 する 。 


ほう そう 


回 放送 [ 剛 3 揚 昔 の ぇ ル 、 ビ デオ (デッキ )、DVD 

347 こん ざさ つ 混雑 スル rowd 沙 大 、 打 拓夫 
・ デ パー ト は 、 大 勢 の 人 で 混 術 し て いる 。 

( 聞 込む ら すく 177、 渡 潮 ス ル 


348 じゅ うた い 渋滞 スル congestion 女 天 衣 、 才 本 八草 
・ 道路 が 小 著 し て いて 、 会 議 に 信 刻 し た 。 
回 交通 [ 剛 込む ら す < 177、 混 雑 メ ル 
349 しょ うと つ 衝突 ( ヲ ) ス ル collision, conflict / 挫 上 : 汗 天 、 ツン る 生 


1 ・ 電車 の 稀 突 の 場面 を 見 た 。 ・ パ ス が トラ ッ ク と 衝突 し た 。 ・ 車 が へ い に 衝突 し た 。 


② ・ ク ラス で 意見 の 衝突 が ある 。 ・ 部 長 と 課長 が 衝突 し て 、 周 囲 が 困っ て いる 。 
( 還 ) ①② ぶつ か る 185 
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350 ひ が い 被害 damage プ 全 守 。 全 本 記 
・ 人 台風 の 被 党 ・ 地 漢 で 大 き な 被 千 が 出る 。 
回 が 大 きい ら 小 さい 、_ を 受け る 与え る 、_ に あう 、_ が 出る 
351 じ こ 事故 aceident / ま 基 ノ 邊 エ 
・ 事 攻 の 放 因 を 調べ る 。 
回 が 起き る ・ を 起こ す 、 に あう 、_ が 発生 する 回 交通 _ 
352 じ け ん 事件 incident, event / 事 件 。 案件 ノ 久 る 
・ 近 所 で 子ども が 次 を と いな く な る と いう 事 作 が あっ た 。 
回 が 起き る ・ を 起こ す 、_ が 発生 する 、_ を 解決 する 
回 名 同 ] + 事件 ( 例 . 殺人 事件 、 洗 難事件) 
353 こしょう 故障 スル malfunction, breakdown / 基 陵 。 出 も 黄 ノ エ オ 
・ 洗 た く 機 が 履 障 し た の で 、 コ イン ラン ドリ ー へ 行っ た 。 
ラ 修 理 (2) スル 、 ヲ 直す を 161 
354 しゅ うり ヲ 修 理 ( ラ ) ス ル | 
・ パ ソコ ン が こわ れ た の で 、 修 理 に 出し た 。 ・ 父 に エア コン を 修理 し て も ら っ た 。 
回 に 員 す う 置 す 161、 故障 メル 


355 て いで ん 停電 スル blackout 件 人 社 
・ 電 が 落ち て 合志 し た 。 
356 ちょ うし 調子 conditionitone MX MF 信和 0M 0 


① ・| 体 機械 …| の 調子 が いい 。 ・ あ の 選手 は 最近 調子 が いい 。 
回 がい いら 量 い 、 が くず れる ・ を くず す 、_ を 上 げ る ら 下 げ る ・ が 上 が る 
下がる 図 好 調 の ) ら 不調 の 、 体 調 

② ・ 仕 事 に 慣れ て 調子 が 上 が っ て きた 。 
回 が 上 が る ら 下 が る 
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357 きん ちょ う 緊張 スル tension 生計 だ 
・ 面接 で は 繁 張 し て 、 う まく 符 え られ な か っ た 。 
・ 試合 の 前 な の で 、 み ん な | 〇 息 張 し て いる ノ /x 
回 _ が と ける 、_ が 高まる 、_ が ゆる む 


358 じしん 自信 confidence 自信 ノ オ 計 名 
・ 体 力 に 自信 が ある 。 
・「 こ の 成 頃 な ら だ いじ ょ うぶ で す よ 。 も っ と 自信 を 持っ て くだ さい ] 


回 が ある ら な い 、_ を 持つ 、_ が な く な る ・_ を な くす 、_ を 失う 、_ が つく ・ 
つけ る 


359 じまん ラ 自 慢 ( ラ ヲ ) ス ル pride, boast 外用 半 如 ご 
・ 自 憎 の 料理 を 作る 。 ・ は 符 に 有名 大 学 に 入っ た 孔子 を 自慢 し て いる 。 
・ 私 は 体 が じょう ぶな の が 自 憶 だ 。 


回 年 


360 か ん し ん 感心 スル イナ dn pene RY 保有 履 : 往 人 替 史 プ 和 社 理 ,2 
① ・ チ ン さ ん の 進歩 の 速 さ に 語 心 し た 。 


の [( け 形 ) 感心 な ]・ 太 郎 若 は よく 親 の 手伝い を する 、 感 心 な 子ども だ 。 
361 か ん どう 感動 スル feeling moved, being touched / 記 区 入党 


・ パ ラリ ン ピ ッ ク を 見 て 、 と て も 距 動 し た 態 動 さ せら れ た | 。 
・ 私 は ピカソ の 絵 に 動 し 、 自 分 も 画家 に な な り た いと 思っ た 。 
回 2 ラー を 受け る ら =_ を 与え る 、 深 く _ す る 回 的 な 


362 _ こう ふん 興奮 スル excitement 共和 。 泊 基き ませ 
・ 試 合 を 見 て いた 観 容 た ち は 、 忠 礁 し て 大 声 を 出し た 。 
363 か ん そう 感想 impression, feeling / 息 直 ノ 社 人 す 


・「 ご 感想 は いか が で すか 」「 す ば らし か っ た で す 」 
回 を 述べ る 
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364 よそ う ラ 予 想 ( ヲ ) ス ル forecast 務 洋 。 預 幸 引 分 

- 半 還る. 
回 が 当たる 外れ る 、 を 立て る 、_ を うら ぎる 回 どぉ り 、_ 外 
類 ラ 予測 (の スル 


専門 specialty グズ キ を キノ を 


回 家 、_ 知識 、 分 野 、 的 な 


366 けん きゅう 研究 (2) スル naar shy ZK AAT 
・ 私 は 大 学 で 日 本 の 政治 を 研究 し て いる 。 
回 者 所 、 会 


367 ちょ うさ ラ 調査 ( ラ ) ス ル investigation, survey 洒 角 季 人 
・ 調 企 を 行う 。 ・ 学 生 の 希望 を 調 相 する 。 
回 [る を 詞 ] + 調査 ( 例 アン ケー ト 調 在 ) 


368 げん いん 原因 cause / 胡 回 
・ 今 、 敬 察 が 事故 の 原因 を 調べ て いる 。 
回 - 棚 敵 結果 理由 


369 けっ か 結果 result だ 半 業 : 替 詞 人 中 
① ・1 位 に な り た か っ た が 、 結 果 は 3 位 だ 
④ ・ 継 済 の 回 化 が 原因 で 、 多 く の 会 社 が 倒産 する 結果 に な っ た 。 


et 
③ ・ 色 力 し た 結果 、 初 め は で き な か っ た こと が 、 で きる よう に な っ た 。 
370 か いけ つ 解決 スル solution 解決 宮入 


・ 大 き な 問題 が 解決 し た 。( 自 ) 
・ ト ラブ ル を 解決 する 。( 他 ) 
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I 


ww = 


LE0 No の mR の 


。 バ イク が へ い ( 


(  ) に 助 調 を 書き な さい 。 


で は 高林 先生 (  ) 大 変 お 世話 (  ) な っ た 。 
衝 帳 し た チー ム (  ) 拓 手 (  ) 送っ た 。 
こわ ね れ た 自転 車 を 修理 ( ) 出す 。 
お 見 洗い の お 礼 (  ) 手紙 を 書い た 。 
スポ ー ツ 大 会 ( 
スピ ー チ 大 会 ( ) 前 員 する 。 
由 国 語 を 日 本 語 ( ) 通訳 する 。 
アン ケー ト 調 在 ( ) 行う 。 a 
新入 社員 が 上 司 (  ) 出張 (  ) 報告 を し た 。 


パー ティ ー で 知り 合っ た 人 ( ) 
) 衝突 し た 。 


和 名刺 ( 。 ) 交換 し た 。 


II 「 す る 」 が つく こと ば に 〇 を つけ な さい 。 


お じ ぎ 。 いじ わる いた ずら 洲 葵 解決 原 剛 
混 釘 専門 応援 人 気 録画 自信 研究 
相 正しい こと ば を 〔( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 

1. 人 あがる つけ る の ぼる 〕。 

2 起こ す 立て る 作る 〕。 

3. 出す つけ る 流れ る )。 

4. あう 起き る 出す )。 

5. える 入る も ら う 〕。 

6. わき を 【 ある 立つ 流す 〕。 

7 集まる 浴び る も ら う 〕。 

8. きび し い 大 きい 強い 〕。 

9. 大 きい 高い . 広 い 〕。 

10. いい 高い 述 い $k 

11. 大 きい 高い 深い 〕。 

12. いい 大 きい 高い 〕。 
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IV (  ) に 下 か ら え らん だ 語 を 書い て 、 一 つの こと ば に し な さい 。 


うそ う と まん ょ そう 


家 外 源 語 話 板 率 


V 意味 が 近い と と ば を 、 下 か ら えら ん で 書き な さい 。 


1. 節約 する ( ) 2. 発達 する ( ) 
3. 交換 する ( ) 4. 変化 する ( ) 
5. 修理 する ( ) 6. 予想 する ( ) 


か わる けん や くす る な お す は っ て ん する 
や り と りす る よそ くす る 


MI ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1 涼 臣 を か けた 手 に ( ) の 語 を 送っ た 。 

2. 新しい 商品 を テレ ビ で ( ) する 。 

3. 外し ぶり に 会 っ た 友だち と 両手 で ( ) を し た 。 
4. 週末 に 見 た 映画 の ( ) を 述べ た 。 

5.「 ア ン ケ ー ト に ご ) を お 願い し ます ] 

6. 大 事 な 試合 の 前 な の で ( ) し て いる 。 

7. 導 ) が 発表 され た 。OO 党 の 勝利 だ っ た 。 
8. ) し た の で 、 真 っ 暗 に な っ た 。 
9. ) を つく り た い 。 

10. 家 の 近 所 で 殺人 ( ) が あっ た 。 

11.。 パソ コン が ( ) し て 使え な く な っ た 。 

12. 悪い こと を し て し まい 、 心 か ら ( ) し て いる 。 


あく し ゅ お わび か て い か ん そう きょう り ょ く きん ちょ う 
こし ょ う けっ か じ け ん せん で ん て いで ん は ん せい 


371 か くに ん ラ 確 認 ( ラ ヲ ) ス ル confirmation 区 状 ご 圭 1 
・ ま ちがい が な いか どう か (を ) 確認 する 。 
ラ 確 か め る sz 464 


372 り よ う ラ 利用 ( ラ ヲ ) ス ル use, exploitation 信用 : 利用: 溢 用 18 
1 ・ 水 不足 な の で 、 水 道 の 利用 を 減ら し た 。 ・ 通 学 に 電車 を 利用 する 。 

回 者 _ 料 ( 金 ) 法 類 使用 スル 
う ・ ト ウ モ ロコ シ は 燃料 に 利用 きれ る 。 


回 再 類 ラ += 活 用 スル 
ふう ・ 人 を だ まし て 利用 する 。 ・ 地 位 を 利用 し て 金もうけ を する 。 


373 りか い ラ 理解 ( ラ ) ス ル understanding 理解 体 束 。 球 解 /9| 記 

の 理解 ・ 内 符 を 深く 理解 する 。 

_ が 速い @ 遅 い ー が 深い 回 か _ 和 中 

② ・ 私 の 上 司 は 、 部 下 に 理解 が ある の で 働き や すい 。 
・ 小 さい 子ども が いる 女性 が 働く に は 周 胃 の 理解 か 
= が ある 、_ が 深い 、=_ を 求め る 回 _ 者 、 不足 


そく 


374 は っ けん ラ 発見 ( ヲ ) ス ル discovery / 衣 中 グ 吉 
大 き な 発 見 ・ 新 し い 種 類 の 動物 を 発見 し た 。 
回 新 、 天 _ 
375 は つめ い ラ 発明 ( ヲ ) ス ル invention 一 委 明 較 
・ ベ ル は 電話 を 発明 し た 。 
新 、 大 、 家 
376 _ か ん けい 関係 スル relationship 系 : 美 験 。 了 殺 : 和英 的 六 列 、 蘭 
① ) チノ 兄弟 …| で す 」 
の ⑥) | に ノ と | は 関係 (が ) な い 。 


・ 部 長 は 不正 事件 に 関係 し て 、 会 社 を 辞め させ られ た 。 
B 衝 
③ ・「 ご 職業 は 」「 建 設 関 係 の 仕事 を し て いま す 」 


ん 


回 [る 詞 ] + 関係 
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377 だ ん た い 団体 group 団体 ノ 羽 
・ 博物 館 で 団体 の チケ ッ ト を 買う 。 
回 旅行 、 割 寺 、 行動 、 政治 、 守 教 。 半 個人 
378 せん き ょ 選挙 election / 基 衝 ノ | 
・1 月 に 選挙 が 行わ れる 。 ・ 選 挙 で 市 長 を 選ぶ 。 ・「 あ し た 、 役 員 の 選挙 を し ます 」 
回 を する 回 _ 運動 、 権 直 控 間接 ー 
379 ぜ い き ん 税金 tax プ 秒 、 税 鉄 計 
・ 年 度 来 に 税金 を 払う 。 
回 を 納め る 、=_ が か か る ・= を か ける 
消費 税 、 所 得 税 、 関税 、 増税 ( ヲ ) ス ル @ 減 税 ( ヲ ) メ ル 、 脱税 ( ヲ ) ス ル 
380 せき に ん 責任 responsibility 胡 任 導 
は あな た の 次 任 で は な い 」 ・ 社 長 は 全 産 の 次 任 を と っ て 辞め た 。 
E を 追及 する 。 
回 = = が ある ら な い 、_ を と る 、_ を 持つ 、_ を 果たす 、_ が 重い 軽い 、_ を 感じ る 
回 者 、 無 な 、_ 感 責任 感 が ある ら な い 、 貢 任 感 が 強い る 毅 い 
書類 form, document 一 支 件 。 江 料 村 半 


疾 を 準備 する 。 ・ 会 議 の 普 類 を 作る 。 


382 だ い め い 題名 title / 臣 中 。 柏 基 / 刻 叶 . 叶 el 理 
・ コ ンタ ー ル に 出す 作品 に 題名 を つけ る 。 
=_ を つけ る 類 タイ トル 818 


383 じょう けん 条件 condition プ 失 条件 ど 生 旬 


・ 運転 免許 を 持っ て いる こと が 採用 の 条件 だ 。 ・ こ の アル バイ ト は 条件 が いい 。 


ひっ ょ う 


_ が ある @ な い 、_ が 合う 、_ が いい の 悪い 回 必要 
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384 しめきり 締め 切り deadline / 取 。 胡 時 和 中 人 

・ レ ポー ト の し め 切 り は 30 日 で す 。 ・ 申 し 込み は あし た が し め 切 り だ 。 
_ が 延び る ・_ を 延ばす 
( 動 ) ぅ 締め 切る ( 例 .「 こ の 講座 の 申し 込み は 、30 人 で し め 切 り ま す )) 


385 きか ん 期間 period 期間 | 社 

・ 申し 込み ノ 体 泉 / 工 事 …| 期間 は 12 月 1 日 か ら 3 日 まで で す 。 
回 (名 軸 + 期間 
386 _ ばい double,- times プ 信 紀 


1 


邊 段 が 倍 に な る 。 
② ・ 太 陽 の 大 きき は 地球 の 約 100 僅 だ 。 
回 [数字 | + 傘 


387 くじ (drawing a) lot / 答 、 反 美 列 中 、 池 
・ スーパ ー で 買い 物 を し て くじ を ひい た ら 、 テ レビ が 当たっ た 。 
回 | に が | 当たる ら は ずれ る 、_ を ひく 室 、 びき 


388 ちか みち 近道 ( ヲ ) ス ル shorteut プ 各 落 、 近 送 敬 登 久 、 可 別 福村 


・ 駅 へ の 近道 を 通る 。 ・ 層 刻 し そう な の で 、 近 道 す る 。 
対 遠回り (スル 回 り 道 (スル 


389 ちゅ うし ん 中 心 camer ノ キャ ン る る 
生活 ・ 有 和議 に 衣 っ て いる 。 


回 4、 


390 あ た り 辺り surroundings, around / 周 国 。 を 右 : 大 的 を 右 プ 選対 
ご 合 


1D ・ あ た り を 見 回 す 。 ・ こ の あたり (= この へ ん ) は 、10 年 前 まで は 林 だ っ た 。 
・ な ん だ か 心臓 の あたり が 誘い 。 

2 ・7 月 の 終わ りあ た り に 旅行 し た い 。 
・「 き ょ う は この あたり (= この へ ん ) で 終わ り に し まし ょ う ] 
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391 まわ り 周り 回 り 
① ・ 池 の 周り を 歩く 。 ・ 腰 (の ) 回 り を 削る 。 
類 周囲 
② ・ 駅 の 周り に は ビル が 多い 。 ・ 周 り の 人 と 信良 くす る 。 ・ 周 り を よく 見 る 。 
身 の 。 類 周囲 周辺 
392 あな 穴 hole / 洒 プ エ 
・ 地 男 に あな を 掘る 。 ・ か べ に あな を あけ る 。 ・ あ な の あい た くつ し た を 捨て る 。 
_ を 掘る 、 が 空く ・ を 空け る 
393 れつ 列 line,row 仏 ・ 笛 列 / 寺 人 
入り 日 の 前 に は 長い 列 が で き て いた 。 ・ タ クシ ー の 列 ・1 列 に 並ぶ 。 
回 ー を 作る 回 [数 字 ] + 列 類 行列 スル 
394 は ば 幅 width, range / 定 度 : 違 度 : 葉 福 、 朋 活 柱 ご 符 、 由 
① ・ 道 の は ば が 広い 。 ・ は ば を 広げ る 。 
回 か 度 いっ 狭い 回 横 、 詩 、 道 
② ・ 値 上 が り の は ば が 大 きい 。 
回 が 大 きい 小さ い 
⑧ ・ 交 際 の は ば が 広い 。 
回 か 度 い っ 狭い 回 広い 類 範囲 
395 は ん い 範囲 scope,extent 芝田 / 消 紳 
・ 試験 の 骨 暑 。・A 社 の 携帯 電話 は 、 電 波 の 届く 秀 囲 が 広い 。 
・ 彼 欠 は 生 味 の 第 時 が い 。 ・「 わ か る 秀 開 で 符 え て くだ さい 」 
連 が 広 広い ら 狭 い 、 ー に 入る @ 入 ら な い 、 _ を 超え る 
回 広 、 内 ら _ 外 、 交際 、 活 動 _、 行 
396 ない よう 内 容 amtent nt tg 
・| 話 授業 本 ノニ ュー ス …| の 肉 符 
・ こ の レポ ー の 形式 は 少し 直し た ほう が いい 。 
が ある や な い 、_ が 濃い 対 形式 天 中 身 397 
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397 な か み 中 身 contentsi gist 時 古 未 避 : 内 堂 プ 引合. 出 き 
) ・ 箱 を 開け て 中 身 を 見 る 。 
・ 語 の 中 身 が 理解 で き な い 。 
回 が ある ら な い 、_ が 濃い 薄い 舌 内 容 396 
398 と くち ょ う 特徴 feature, distinctiveness 特待 ご 革 
商品 の 特徴 を 確か め る 。 ・ 彼 女 は 特徴 の ある 顔 を し て いる 。 
_ が ある ぷら な い 回 的 な 舌 特色 
399 ふつう 普通 ordinary, normal グー 直 : 電通 駒 笑 。 可 旨 
D ・ パ スポ ー ト の 赴 請 に は 1 週間 ぐ らい か か る の が ふつ うだ 。 
[( 硬 )]・ 私 は ふつ う 、 朝 食 に は パン を 食べ る 。 ・ ふ つう (は )、 会 社員 は 入 間 に 働く 。 
② 「 田 第 さん っ て 、 ち ょ っ と 変じ ゃ な い ?」「 そ う ? ふつ う の 人 だ と 思う けど ] 
400 あたり まえ 当たり 前 mal ンタ な 
・ そ ん な ひど いこ と を され た ら 、 怒 る の が あたり まえ だ 。 
類 当然 287 
401 に せ 偽 fake グ 貸 。 集 軍 プ 外 ト 外 . 品 季 
・ に せ (の ) 信行 員 に だ まさ れ て お 人 金 を 取ら れ た 。 
回 _ 物 、 者 、 札 本 物 
402 べつ 別 トド 不同 , 有 民族 分 井 分 別 可 号 。 
D 「 系 は 「 ご は ん 」 と は 別 (の ) も の だ 。 


・ 人 と 生 和 は 別 だ 。 ・ 別 の 意見 を 述べ る 。 


る の 


回 人 、 物 

の ・ 次 訪 者 に は 別 ・ 男 性 と 女性 を 別に 調査 する 。 
回 > に する 回 性 、 年 齢 、 国 。 類 別々 

403 こく せき 国籍 nationality 回 符 ご 革 
・ 私 は ずっ と アメ リカ で 供 らし て いる が 、 国籍 は 日 本 だ 。 


回 を 取る 
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404 とう よ う 東洋 the East, the Orient 生 沼 、 オン を 
405 せい よう 西洋 the West the Occident 区 半 、 責 人 
回 人 、 量 壇 化 導電 アジ ア 、 飲 米 


406 こく さい 国際 international 回 本 / 革 
・ 日 本 企業 の [で の トラ ブル が 国際 発展 し た 。 


AA ご うこ くれ ん oc4 309364 だ いて # 内 ew 
回 連合 > 国連 、_ 結婚 、 交流 、 問題 、 的 な z588、_ 化 スメル 、_ 性 ( 例 . 


回 際 


か な 学校 ) 


407 し ぜん 自然 nature / 大 自然 : 自然 : 才 鍼 ご 電 。 信 店 


① ・ 山 や 海 へ 行っ て 、 上 自然 の 中 で 過ごす 。 
回 _ 舞 境 、 像 散 美人 エ 

②③ 【[( ナ 形 ) 自然 な ]・ 好 き な 人 と いっ し ょ に いた いと 思う の は 、 自 然 な こと だ 。 
対 不 自然 な 

⑬ [自然 に グズ と ]・ 意 地 が 硬い 人 は 、 自 然 | に と | 、 友 だ ち が 少 な く な る 。 


408 けし き 景色 aenery まる ンタ 
・ 初 め て 日 本 の 山 に 行っ た 。 す ば らし い 景 色 だ っ た 。 


ふう けい こう けい 


類 風景 [ 関 光景 


409 し ゅ うき ょ う 宗教 religion 室 半 ご 生 豆 
・ 世界 に は いろ いろ な 宗教 が ある 。 
( 較 イ スラ ム 教 、 キ リス ト 教 、 仏 教 、 ユ ダ ヤ 教 、 信 じ る 740 


410 あい ラ 愛 スル love 生生 叶 絆 中 
然 / 国 …| を 愛し て いる 。 ・ 神 へ の 功 
回 - 情 読書 、 国 心 、 半 憎しみ ラ 憎 む 
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I ( 


K 肉 の : 番 類 (  ) 準備 する 。 
。 地球 は 太陽 ( 。 ) 中 心 (  ) まわ っ て いる 。 

。 植物 を 燃料 (  ) 利用 する 。 

. 駅 ( ) の 近 汗 ( ) 通る 。 

。 レ ポー ト の し め 急 り (  ) 延び て よかっ た 。 

。 私 は あの 事件 ( 。 ノ  ) は 関係 な い 。 


Ao = 


の の mw 


II 「 す る 」 が つく こと ば に 〇 を つけ な さい 。 
* 光電 醒 欄 用 明科 


Ws 長い 広い 深い )。 

2. 長い 広い 深い 〕。 

3. こい 長い 深い 〕。 

4. か か る か ける お さめ る 〕。 
5. 入れ る する と る 〕)。 

6. くじ を 【〔 足す と る ひく )。 

7. あな を 〔 あく 作る ほる )。 

8. 列 を 【〔 する 作る 並べ る )。 

9. 題名 を 〔 お く つけ る は る 〕。 


1. 発明 ( ) 2. に せ ( ) ) 
4. 選挙 ( ) 5. 国際 ( ) ) 
人 。 家 権 感化 札 


Y 「 が ある る が な い 」 と いっ し ょ に 使え る こと ば に 〇 を つけ な さい 。 


か ん けい きい に ん を か みな 


関係 まわ り 国際 次 作 条件 確認 中 身 特徴 
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Y 反対 の 意味 の 言葉 を 書き な さい 。 


1. 愛す る @( ) 
3. 団体 ゅ ( ) 
5. 内容 @( ) 


VI 意味 が 近い こと ば を 、 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1. 景色 ( ) 2. 特徴 ( ) 
4. まわ り ( ) 5. あたり まえ ( 


3. 利用 ( 
) 


し よう と う ぜ ん と くし ょ く ふう けい し ゅ うい 


WW ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1. パー ゲン の ( ) は 8 月 10 日 か ら 15 日 まで で す 。 

2. こ の (  ) は 、 以 商 は 森 だ っ た 。 

3. こま っ て いる 人 を 助け る の は 、( ) の こと だ 。 

4. チケ ッ ト を ( ) で 買う と 、 安く な る 。 

5. どん な ( ) を 信じ る か は 個人 の 自由 だ 。 

6. 試験 の ( ) は 35 ペー ジ か ら 60 ペー ジ ま で で す 。 

7. 子ども の ころ 、( ) の 国 に あこ が れ て いた 。 

8. クリ スマ ス の 夜 は 、 レ スト ラン の 料金 が ( ) に な り ま す 。 


せい よう だ ん た い ば い 


あたり あたり まえ きか ん し ゅ うき ょ う 


は ん い 
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名 詞 B ーー 
Unit 04 練習 問題 Rl i 


I (  ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、a・b・C・d か ら ー つ えら びな さい 。 
1. 親 の 手伝い を よく する 子ども を 見 て 、( ) し た 。 


a 感想 b 予想 c 感心 d 興奮 
2. 交 察 が 事故 の 原因 を ( ) し て いる が 、 ま だ わか ら な いこ と が 多い 。 
a 人 研究 b 確認 c 理解 d 調査 
3. スポ ー ツ 選手 の 筋肉 は ( ) し て いる 。 

a 発達 b 発展 c 発生 d 発想 
4. ( ) の 日 は 朝 6 時 に 起き て いる 。 

a 普 b 当然 c あたり まえ d も ちろ ん 
5. 年末 ( 。 ) に 選挙 が ある だ ろう 

a まわ り b あたり c へ ん d お わり 
6. 新聞 記者 が 、 他 社 の 記者 と 事件 の ( ) を 交換 し て いる 。 

a うわ さき b 情報 c 広告 d 宜 伝 
7.「 期 末 試 験 の ( ) が どこ か 、 教 えて くだ さい ]」 

a 内 容 b 幅 c 範囲 d 中 身 
8. パス ポー ト の 写真 と 本 人 を 比べ る と 、 ま る で ( ) 人 だ 。 

a 別 b に せ c 国際 d 西洋 
9. この 国 は ( ) が 高い 。 

a 税金 b 増税 c 減税 d 脱税 
10. 病院 へ 行っ て か ら 、 足 の ( ) が よく な っ た 。 

a 体調 b 好調 c 不調 d 調子 

I に 意味 が 最も 近い も の を 、a・b・c・d か ら 一 つえ ら び な さい 。 


1. 迷惑 を か けた 相手 に お わび を し た 。 
a お れい を し た  b あや まっ た  c よろ こん だ  d お じ ぎ を し た 
み 。 イン フル エン ザ が : 流行 し て いる 。 


a 行っ て b 行っ て c 流れ て d は や っ て 
3. 英語 を 日 本 語 に 通訳 する 。 - i 
a 訳す b 通す c 訳す る d 通じ る 


試合 の 前 は 、 と て も 演 張 し た 。 
a きび し く な っ た b お も く な っ た c か た く な っ た d つよ く な っ た 
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5. 西洋 の 文化 に 尋 味 が ある 。 


a 


外国 b 海外 c 国際 d 欧米 


想 つぎ の こと ば の 言い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つ を えらび な さい 。 


1. 発明 


a 
b 
d 


いな く な っ た 子ども が 発明 され た 。 
3.000 年 前 の 動物 の 骨 が 発明 され た 。 
新しい 星 が 発明 され た 。 

これ は 20 世紀 に 発明 され た 通 1 


2. 滋 滞 


a 
b 
で 
d 


3。 
a 
b 
d 


レス トラ ン が 渋 潮 し て いる の で 、 入 れ そ う も な い 。 

映画 館 が 渋 薄 する の は 、 夜 の 6 時 か ら だ 。 

高速 道路 が 渋 凍 し て いる の で 、 新 幹線 に 乗っ た ほう が いい 。 
電車 が 渋 浴 し て いる と き は 、 バ ス で 行く こと に し て いる 。 


自信 
私 は 健康 に 自信 が ある 。 
この 料理 は 私 の 自信 だ 。 
彼 は 買っ た ば か り の さい ふ に 自 信 を 持っ て いる 。 
彼女 は いつ も 息子 の こと を 自信 し て いる 。 


4. 応援 


a 


b 


きのう は クラ ス メ ー ト の 宿 因 を 応援 し た 。 
友人 の いる チー ム を 応援 し た が 、 負 け て し まっ た 。 
同 條 の 残業 を 応援 し た 人 が 、 社 長 に ほめ られ た 。 
お 年 寄り が 荷物 を 持つ の を 応援 し た 。 


5. 解決 


Ao wn 


テス ト の 問題 は と て も 難し か っ た が 、 解 決し た 。 

アン ケー ト の 質問 に 解決 し て 、 プ レ ゼ ント を も ら っ た 。 
電気 店 へ パ ソコ ン を 持っ て 行っ て 、 故 障 を 解決 し て も ら っ た 。 
クラ ス で ずっ と 話し 合っ て いた 問題 が 解決 し た 。 
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( = 411 ~ 510 
Uni 05 屋 語 記 ES) 


411 と どく < 自 > ガ 届 く i ed reach / 才 到 : 夏 寿 者 グ 現 対 引 叶 , 埋 叶 
D ・ 次 か ら 手紙 が 届い た 。 
2 ・ 本 棚 の 上 の ほう に 手 が 届か な い 。 
412 と どけ る < 他 〉 ラ 届 ける 2 
1 ・ 隣 の 家 に 旅行 の お みや げ を 届け た 
9 ・「 住 所 が 変わ っ た 場合 は 、 す ぐに 
(名 ) 届け ー =_ を 出す 
413 か く ラ か く 
①D ・ 各 を か く 。 ・ か ゆい と ころ を か いた ら 血 が 出 て き 
2 ・| あ せ プ いび き …| を か く 。 
③ ・ は じ を か く 。 
414 つか む ラ つ か む を 
① ・ 電 車 で 突然 腕 を つっ か まれ て びっ くり し た 。 
う ・ コ ン テ ス ト で 優勝 し て 、 歌 手 に な る チャ ンス を つか ん だ 。 
宝くじ が 当たっ て 、 大 人 金 を つか ん だ 。 ・ こ の 文章 は 難し く て 、 意 味 が つか みにくい 。 
415 に ぎる ラ 所 る grip, squeeze (one's hands) 閥 住 : 反 ブ 作 中 。 半 中 
- ど も は こわ が っ て 母親 の 手 を 強く に ぎっ た 
は よ カ ラオ ケ が 大 好き で 、 マ イク を に ぎる と 離さ な い 
[ 関 | に ぎり ( ず し ) 、 お に ぎり 
2 ・ 赤 ちゃ ん が ベッ ド の 上 で 、 手 を に ぎっ た り 開 いた り し て いる 。 
4] 6 お さ える ラ 押さ える pat oe hn on ~; hold open プ 投 、 失 年 呈 中 , 芝 
・ あ の 人 は お な か を 押 き えて 座っ て いる 。 腹痛 だ ろう か 。 
・ 後 ろ の 人 の た め に ドア を 押 き えて 待っ た 。 


学校 に 届け て くだ さい 」 


uffer (humiliation) プ 援 。 失 : 
言 中 . 寺 相 中 . 登 中. 引 中 


pporunitx meaning.etsJ:acduire (iches, 
きせ 四 を 引 中 。 村 引 


1 
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417 ちか づく < 自 > ヵ カ 近 づく approach / 概 交 : 聞 下 だ 作 記 幸 中 2 ト S 中 
① ・ 目 前 好 | が ノド | 基づい て きた 。 ・ ・ 公 殿 が 日 本人 人 
⑨ ・ 巻 休み が 近づい て きた 。 ・ 上 帰国 の 日 が 近づき 、 忙し い 。 


近づく 。 


418 ちか づけ る (< 凶 〉 ラ 近づけ る iors (romething nesret MiE FZ el A , 
・ 年 を 道 の わ き に 近づけ る 。 ・ 絵 に 顔 を 近づけ て よく 見 る 。 
2 あう 合う SRE 


@① ・ ふ と 謝 を 上 上げる と 、 先生 と 日 が 合っ て て し まっ た 。 
② ・ 彼 婦 と は 度 見 / 藻 / 旭 味 / 包 …| が 合わ な い 。 
③ ・ こ の スー ツ に 合う ネクタイ が ほし い 。 
・「 お 口 に 合わ な いか も し れ ま せん が 、 ど う ぞ めし 上 が っ て くだ さい 」 
④ ・ 倫 度 や り 直 し て も 計算 が 合わ な い 。 
420 あわ せる < 他 〉 ラ 合 わせ る enolngs odin beet ot i A 
① ・ み ん な で 力 を 合わ せ て が ん ば り ま し ょ う 。 ・ 手 を 合わ せ て 祈る 。 
② ・ 店 年 の 私 に は 、 落 い 学 生 た ちと ノ に 話 を 合わ せる の は 難し い 。 
③ ・ 新 し い ス ー ツ に 合わ せ て くつ と バッグ も 買っ た 。 
回 ② 符 え 合 わせ 、 3 間 み 合わ せ 
④ ・ テ レビ を 見 て 時 計 の 時 間 を 合 合わ ゎ せ た 。 
421 あたる (〈@) ヵ 当 た る rT 
① ・ ポー ル が 当たっ て 総 ガ ラス が 制 れ た 。 
⑨ ・ 居 気 予報 ノ か ん ノ 室 くじ | が 当たる 。 
園 は ずれ る pmz494 (名 ) 当たり ー 大 
Q ・ うち の 南側 に 人 目 が 当たら な く な っ た 。 
④ ・1 同 戦 で 半年 の 優勝 ナー ム と 当たる こと に な っ た 。 
422 あて る 〈⑯ 当て る Rent i 
① ・ 相手 入手 の ポー ル が 媒 い の で 、 ラケット に 当て る る の も 大 < 
⑨ ・ ク イズ の 答え を 当て る . 
較 は ず す 495 
9】 ei いす 。 
④ ・ ひ た い に 手 を 当て て 、 熱 が な いか どう か 確か め る 。 
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423 くら べ る ラ 比 べ る compare プ 光 六 の 引 記 計 中 

・ 東 京 と 大 阪 の 面積 を 比べ る 。 ・ 寺 年 | と に | 比べ て 、10 セン チ も 背 が 伸び た 。 
424 に あう ガ 似 合う look good on, match 相 森 、 相 配 / 引 千 可 中 

・ 彼 女 は 着物 が よく 似合う 。 ・ 彼 に 似合い そう な ネクタイ を さがし た 。 
425 に る (< 邊 > ガ 似 る resemble 析 委 圧入 全 中 中 研 叶 中 


・ 彼 放 は 母親 に よく 似 て いる 。 ・ 彼 女 は 弟 と よく 似 て いる 。 


と 中 国語 の 文法 は 少し 似 て いる 。 ・ 親 子 は 声 が 似る こと が 多い 。 


426 に せる < 他 > ラ 似 せる imitate 歓 信 、 季 ご 革 引 四 、 豆 叶 科 
・ ア イド ル に 党 型 を 似せ る 。 ・ 歌 手 に 声 を 似せ て 歌う 。 


427 わか れる < 自 〉 ガ 分 か れる be divided / 分 千 。 分 基 を 司 史 叶 。 な 本 中 

・ ト イレ は 、 男 性 用 と 女性 用 に 分 か れ て いる 。 

・ ク ラス で 二 つ の チー ム に 分 か れ て サッ カー を し た 。 

・ 誠 灯 に つい て は 、 人 々 の 意見 が 分 か れ て いる 。 
428 わけ る <⑯ 2 分 ける に CEA 
3 人 の 子ども に 分 ける 。 ・ ク ラス で チー ム を 二 つ に 分 け て サッ カー を し た 。 
ご み を 分 け て 進む 。 
42 の 9 た す ラ 足 す add 池間 四 、 可 詩 中 
① ・ 味 が 泊 か っ た の で 載 を 足し た 。 ・ 風 呂 の 湯 が 少な く な っ た の で 、 足 し て お いた 。 
②③ ・4 に 6 を た す と 10 に な る 。 ・4 た す 6 は 10 だ 。 

呈 コ ラム 8「 数 字 ・ 計 算 ] p.65 


430 ひく 引く ETO TT TT 
① ・「 こ の ドア は 押す の で は な く 、 引 いて 開け る ん で す 」 
対 押す 


② ・ カ ー テ ン を 引い て 系 る 。 ・ 子 ども の 手 を 引い て 歩く 。 

③ ・ レ スト ラン で ウェ イタ ー が いす を 引い て くれ た 。 

④ ・ わ か ら な v に 線 を 引く 。 ・ フ ライ バン に 油 を 引く 

③ ・10 か ら 8 を ひく と 2 に な る 。 ・10 ひ く 2 は 8 だ 。 
字 コ ラム 8 「 数 字 ・ 計 算 ] p.65 

⑥ ・| か ぜ ノ 辞書 ノ 興 味 …| を ひく 。 


431 ふえ る (中 ガ 増 える inerease プ 替 あ ン 合 中. 乾 引 中 
・ 路 訟 体重 人 口 …| が 増え る 。 

類 増加 xr、 増 す 時 減る 

432 ふやす < 他 > ラ 増 や す increase プ 価 …… 理 が だ 全 可 中 を 本 
・| 財 人 泡 / 体 和 / 人 日 …| を 増やす 。 

類 ぅ 増す 半 っ 減らす 

433 へ る (> が 減る as フキ タン 

庄 多 体重 人 日 …| が 減る 。 

類 減少 メル 閉 増え る 


434 へ ら す (<⑯> ラ 減 ら す decrease プ 全 …… 湊 9| 由 
・ 時 多 体重 人 日 …| を 減ら す 。 

閉 増やす 

435 か わる < 自 / 他 〉 ガン ノラ 変わ る change 生化 間 寺 中 中 

〈 自 〉 


・ | 季節 ン 時 代 ン 場所 法律 / 性 格 …| が 変わ る 。 ・ 信 号 が 背 か ら ボ に 変わ っ た 。 
〈 他 〉 
・「 す み ま せ ん が 、 席 を か わっ て くだ さい ませ ん か 
436 か える 4 ラ 変え る dhange 放 寺 。 計時 計 四 。 中 中 
D3 場所 法律 …| を 変え る 。 ・ 今 の 人 生 を 変え た い 。 
・ 彼 女 は 最近 淫 の 色 を 茶色 か ら 人 金色 に 変え た 。 
437 か わる < 昌 / 他 > カノ ラ 替 わる ノ 代 わる 換わる S88eeeoe 6 2a 
〈 自 〉 
・4 月 に 店 長 が か わっ た 。 
〈 他 〉 
・「 ち ょ っ と 出かけ て くる の で 、 し ば らく 受付 の 仕事 を か わっ て くだ きい ] 
438 か える <⑯) ラ 替 える 代え る ノ 換 える WT AE 
・ 千 円 札 を 百 円 玉 に か えて も ら っ た 。 ・ 古 く な っ た 電導 を 新しい の と か えた 。 
回 着 (きか が える )、 は き _、 取 り _、 乗 り _ 
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439 か える < 引 > ヵ 返 る aa ノン ele 中 
・ 友 だ ち に 貸し た お 金 が 返っ て きた 。 
440 か えす (<) ラ 返す em ノ 生 和 、 更 人 中 。 計 


この 本 は 2 辿 間 以内 に 図 普 館 に 返さ な けれ ば な ら な い 。 
・ 使 い 終 わっ た も の は も と の 場 』 fF に 返し て く だ さい 。 


ve: pass on 若 ( 座 ): 辻元 。 
RE! 


441 ゆず る ニ + ラ 譲る HG 
・ 電 還 の 中 で 、 お 年 より に 麻 を ゆず っ た 。 
② "7 する の で 、 家 具 を 友だち ( ゆず っ た 。 


3 ・ 時 産 を 子ども に ゆず る 。 ・ 彼 は 社長 の 地位 を 息子 に ゆず っ て 、 引 退 し た 。 


442 た すか る < 自 > ヵ 助 か る SS bibi 筆 教 : 者 力 。 変 軽 松 入 9 叶 中 


お 


1 ・ 飛 行 機 が 落ち た が 、 3 人 が 助かっ た 。 
の ・ こ の へ ん は 物価 が 安く て と て も 助かる 。 
・「 そ の 番 類 、 コ ピー し まし ょ うか 」「 あ り が と う 、 助 か り ま す 」 
443 た すけ る < 他 〉 ラ 助 ける AIRS ep 才 動 : 事 助 、 融 性 取引 吐 , 番 
D ・ 川 に 落ち た 子ども を 助け た 。 ・「 だ れ か 助け て ー」 
類 救助 する 
う ・ 際 っ て いる と き 、 友 だ ち が 助 け て くれ た 。 
・ お 年 より が パス を 降り る の を 助け て あげ た 。 
(名 ) ①②@ 助 りー を 呼ぶ ノ 来 め る | 


444 いじ め る ヲ ラ い じ め る bully 区 負 、 胡 電装 番 肖 中 
・ 障 ノ ネコ …| を いじ め る 。 
(名 ) いじ め … が ある な い 、 前 いも の __ 


445 だ ます ラ だ ます deceive プ 天 次 英勝 だ 寺 ] 中 
役 だ 」 と だ まし て 5 人 の 女性 と つき あっ て いた 。 
・ プ ラン ド 品 だ と 思っ た ら に せ も の だ っ た 。 だ まさ れ た 。 


446 ぬ す お ラ 盗 む steal プ 答 。 倫 ご 


留守 中 に どろ ぼう に 入ら れ て で 、 お 金 を ぬ す まれ て し まっ た 。 


(名 ) ぬ す み 一 _ を | する / は た らく |] 
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447 ささ る ( 自 > 
・ 指 に と げ が 刺さ っ て 痛い 。 
448 さす (⑯ ヲ 刺 す 
・ 指 に と げ を 刺し て し まっ た 。 


ガ 刺 さる 


be stuck in 所 上 、 間 上 / 叶 居 中 . 受 本 中 


$ 死体 に ナ イ フ が 刺 き っ て いた 。 


stick, stab / 擬 。 章 、 列 中 


・ 歩い て いた ら 、 い き な り 知ら な い 男 に 測 さ れ た 。 


449 ころ す ラ 殺 す 


・ ゴ キ プ ブリ を スリ ッ パ で た た いて 殺し た 。 


きっ つじ ん 。 じ 


( 較 親和 人 、 自 殺 ( う ) メ ル (名 ) 殺し 


kil ネプ 芋 引 中 . 入局 引 


・ 戦 争 で 、 多 く の 人 が 殺さ れ た 。 


450 か くれ る < 自 〉 ガ 隠 れる 


・ 逃 げた 犯人 は 塗 き 家 に か くれ て いた 。 


451 か くす <⑯〉> ラ 隠す 


hide 多 。 多 項 一 舎 品 


・ 月 が 


hide 


か くれ て 見 えな く な っ た 。 


葉 起 , 工 在 , 放 工 , 


社 争 中 , 香 外 


・ お 人 金 を 引き 出し の 和典 に か くし た 。 


・ 子 ども は 恥ず か し が っ て 、 滑 子 


で 痢 を か くし て し まっ た 。 


452 うま る (中 ガ 埋 まる be buried  ( 徹 ) 埋 上 電導 ご 介 千 針 叶 相対 
・ 山 が くず れ て 家 が うま っ て し まっ た 。 
453 うめ る 〈 他 > ラ 埋 め る SM 析 …… 揚 趣 打 : 把 …… 寺 上 . 
① ・ あ な を 搬 っ て ご み を うめ た 。 
② ・ 土 を 入れ て あな を うめ た 。 
・( テ スト で ) 解 答 欄 は いち お う 全 部 うめ た が 、 自 信 が な い 。 
454 か こむ ラ 囲む surround, circle 国 、 国 半 , 放 ご 闘 肖 外 四半 時 中 
・ テーブル を 開 ん で 座る 。 ・「 正 し い 符 え を 〇 で 囲み な さい 」 
まわ か こ 
・ 日 本 は 周り を 海 に 囲ま れ て いる 。 
単位 Units  ( 寺 和 ) 洛 公 : (科目 ) 学 分 ご 民間 
読み 方 を 書き まし ょ う 。 
長き ①km( ) ②m ( ) 
$ cm ( ) ®@ mm ( ) 
Dt ) 6 kg ( ) の g( ) 
基 1( ) ® ml ( ) 
面積 ⑩ mi ( ) 体 穂 ⑪m( ) 
稲 告 ① キ ロ ( メ ー ト ル ) ② メ ー ト ル ③ モ ンチ (メー トル ) ④ ミ リ ( メ ー ト ル ) ③ ト ン 
キロ (グラム) ⑦ グ ラム ⑧ リ ッ ト ル ⑨ ミ リリ ッ ト ル 9 平方 メー トル ⑪ 立 方 メー トル 
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455 つま る < 自 〉 ガ 詰 まる レス ー ャ ー に LR 堪 客 。 不通 
① ・ か ば ん に た くき ん 荷物 が つま っ て いて 重い 。 ・ 来 月 末 ま で 巴 


定 が つま っ て いる 。 


⑧ * か ぜ を ひい て 区 が つま っ て いる 。 
③ 差 が つま っ て きた 。 
456 つめ る (人 ラ 詰め る pe breduee (aiitaieg thoeton 需 。 抹 入 : 的 近 。 


① ・ か ば ん に 荷物 を つめ る 。 ・ 弁 当 
回 _ 込 む 
②③ ・ 前 の 単 と の 館 離 を つめ る 。 ・ ズ ボン の | ウエ スト ン 交 | を つめ る 。 
457 ひら く ガ ノ ラ 開 く HMVSDMYDOMTTWTYWTMAHTM 
〈 自 〉 
① ・ ドア が 開く 。 
対 閉まる 、 閉 じ る 類 開く 
② ・ 花 が 開く 。 
⑧ ・1 位 と 2 位 の 差 が 、 ど ん どん 聞い て いっ た 。 
対 詰まる 455 
(⑯ 
① ・ カ ー テ ン を 開く 。 ・ 本 を 開い て 読む 。 
対 閉じ る 類 7 開け る 
⑧ ・| 傘 ノバ パー ティ ー …| を 開く 。 
③ ・ 光 は 駅 前 に クリ ー ニ ング 褒 を 開い た 。 
458 と じ る ガン ノラ 閉じ る dlose / 美 : 半 上 : 希 素 芝 半 の 民 前 四 . 理加. コ 叶 衝 中 
< 邊 
・ エ レベ ー タ ー の ドア が 閉じ た 。 
対 開く 、 開 く 類 閉まる 


に ご は ん を つめ る 。 


① ・ 楽 い の で ドア を 閉じ た 。 公園 の 門 は 夜 に な る と 閉じ られ る 。 
・ ドン ノ 還 を IO 朋 じ る / メ 月 め る |。 

② ・ 売 り 上 上げ が 減っ た の で 、 店 を 閉じ る こと に し た 。 

対 ① ぅ 開け る 、①② ぅ 開く 舌 ①② ぅ 閉め る 


459 と ぶ <@ ヵ 搬 ER 
① ・ 島 が 窪 を 飛ん で いる 。 

®⑧ ・ み か ん の 計 が 飛 。 ・ ポー ル が 飛ん で き て 、 頭 に 当たっ た 。 
③ ・ 子 ども が 事故 に あっ た と 聞い て 、 病院 へ 飛ん で 行っ た 。 
④・ 
⑤ 


か の じ 


彼女 は 彼 を 追っ て バリ へ 隊 ん だ 。 
・ 資 料 の ペー ジ が 飛ん で いな いか どう か 、 確 認 し て くだ さい 。 
類 抜け る 786 
⑥ ・ パ ソコ ン の デー タ が 飛ん で し まっ た 。 
460 と ば す (⑯> 飛ばす に tm で YE ad 
ゃ ・ 線 誠 行 機 を 飛ば す 。 ・ 風船 を 飛ば す 。 
②③ ・ つ ば を 飛ば し て 話す 。 ・ 風 で 洗たく 物 が 飛ば され て し まっ た 。 
3 ・ 文 意 を 1 行 飛 ば し て 読ん で し まっ た 。 ・ 並 ん で 待っ て いた の に 、 順 番 を 飛ば きれ た 。 
類 ラ 抜か す 


| ー 中 「 ち ゅ う 」 と 「 じ ゅ 3」 


1 [じゅ う ] 意味 : の 間 ず っ と 時 を 肖 
1 年 中 夏休み 中 1 日 中 一 晩 中 午後 中 


2 「 ち ゅ う (じじ ゅ う ) 中 株: の 著 わ り まで に 時 
前 日 中 に 今日 中 に 侯 体 み 中 に 


『、ー し て いる と ころ で ある _ - 
使用 中 仕事 中 出張 中 営業 中 准 人 中 授業 中 工事 中 


| 4 「 じ ゅ う ] 意 
世界 中 国 中 町 中 
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動詞 B 
| 練習 問題 I 
1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 


バス で 、 お 年 知り (  ) 席 (  ) 誤る 。 

内 を くし し (  ) 刺し て 焼い た 。 

能 に ゴミ (  ) 埋め た 。 

日 本 は ( ) 開 ま れ て いる 。 

邊 分 の 国 の 物価 (  ) 日 本 の 物価 を 比べ る 。 
女の子 は 有線 ( ノ  ) 似る こと が 多い 。 
円 札 を 細か い お 金 (  ) 律 えて も ら っ た 。 
。 ク ラス を 三 つ の チー ム (  ) 分 けた 。 


w ~ 


oo ささ の の A の 


033 


TT 下 の 表 を 完成 させ な さい 。 


反 いっ し ょ に 使う こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1.( ) を 閉じ る 。 2.( ) が ささ る 。 
3.( ) が 当たる 。 4.( ) が ふえ る 。 
5. ( ) が 合う 。 6. ( ) を うめ る 。 
7. ( ) を か く 。 

と げ 究 気 日 潤 予想 貯金 
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動詞 。 | 他動詞 。 | 自動 他 動 調 | 
| 1. 近づく 9. 分 ける | 
2. と どく 0 * ぇ る | 
| 3. 合う ln ーー へ ら す | 
4. 当たる 12. 助け る | 
5 | 夫 ぇ る 13 | 返す | 
6 か くす PE 
7. | っ ゅ る |1s. | 2 ぁ る | 
8. 似る | le きき る | 回 


TY いっ し ょ に 使う こと ば を ( ) の 中 か ら 三 つえ ら び な さい 。 


プレ モント 花 話 手紙 子ども 〕 が と どく 。 
チー ム パー トナ ー 仕事 体重 〕 を 分 ける 。 

ね こ パラ ロボ ッ ト 了 虫 島 〕 を いじ め る 。 ー 
バ パーティー オ リンピック 会 議 結婚 式 入学 試験 〕 を 開く 。 
滑 線 Ui 〕 を 引く 。 

丈 差 身長 中 離 〕 を つめ る 。 


nr co や = 


V つき の こと ば の 対義語 を 書き な さい 。 


1. へ ら す @( ) 。 2. 本 を ひら く 本 を ( ) 
3. 足す る @( ) 4. くじ が 当たる @ く じ が ( ) 


て きとう 


M ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん て 適当 な 形 に し て 書き な さい 。 


1. 引っ 越し を し た の で 、 役 所 に ( ) を 出し た 。 

2. 夏 に な っ た の で 、 個 次 を ( ) みょう 。 

3. 悪い 人 に ( ) て 、100 万 円 と られ た 。 く や し い 。 

4. 子ども が 川 に 落ち た の で 、( ) を 呼ん だ 。 

5. きっ き 貝 を た た いて ( )。 

6. うち に どろ ほう が 入っ て お 金 を ( ) し まっ た 。 

7. この 作家 の 文章 は 意味 が ( ) に くい 。 

8. 強い 風 が 吹い て きた の で 、 ぼ うし が ( ) ょ うに 、 手 で 
( )。 

9. 多 親 は 子ども の 手 を ( )、 道路 を 渡っ た 。 

10. 私 の 学校 で は 、 上 級 生 か ら 下 級 生 へ の ( ) が 多く て 、 間 題 に な っ て 
いる 。 

11. 料理 人 が ( ) ら 、 客 が へ っ た 。 

12.「 そ の 着物 、 あ な た に よく ( ) いま すね 」 


いじ め る お さえ る か える か わる ころ す 
た すけ る だ ます つか むち む と どけ る と ぶ 
に ぎる に あう ぬ す む 


461 ふる ラ 振る Fo sprinkle: reject 和 誠 搬 把 多 を 富 中 . 装 可 中 。 


① ・ 手 を ふる 。 ・「 こ の 飲み 物 は 、 よ く ふ っ て か ら お 飲み くだ さい ] 
の "次 に 増 を ふる 。 
⑧ ・ 久 思い の 彼 交 に 番 白 し た が 、 ふ られ て し まっ た 。 


462 めく る ヲ め くる tum over / 尊 ノ すす | ト 
"4 カー ドア ペー ジ / カ レン ダー …| を めく る 。 


463 みか ける ラ 見 か ける see, come across 基 包 大 見 中 , 本 
・ 街 で 個 然 、 普 の 友だち を 見 か けた 。 ・ 最 近 、 公 人 衆 電話 を 見 か け な く な っ た 。 
(名 ) 見 か け ( 例 . こ の りん ご は 見 か け は 甘 そ うだ っ 


、 食 べ て みる と すっ ぱか っ た 。) 


464 た し か め る ラ 確か め る check, confirm 価 入 時 
・ フ ァ ッ クス が 届い た か どう か 、 租 手 に 電話 し て 確か め た 。 
・ 飲み 会 の 参加 人 数 を 確か め た 。 
9 ky 
類 ヲ 確 認 す る sz371 確か な gw571 


465 た めす ラ 試す try, test ご 和 。 室 送 プ 人 憶 計 9 見 
が 人 人 うか どう か 、 着 て 試し て みた 。 


・ 正 の 実力 を 試す た め に 、 テス ト を 受け た 。 ・「 ど う ぞ お 話し くだ さい] 
類 試み る | 試し に ( 例 . 似 合 うか どう か 、 試し に 着 て みた 。) 


466 くりかえす ヲ 繰 り 返 す repeat / 事 気 。 太 気 グ 名 1 計 中. 電 詩 計 叶 
・「 同 失 敢 を くり 返し て は いけ ませ ん 」 
・ こ の 本 は 大 好き な の で 、 く り 返 し 読み まし た 。 

(名 ) 繰り 返し 


467 くす ラ 訳す translate 押手 ノ 斉 dk 


類 a ・ w 343、 ラ 通訳 (2) する 342 
(名 ) 訳 ( 例 . 英語 の 文 に 日 本 語 の 訳 を つけ る 。) 


468 お こ な う ヲ 行 う に 実行 遂行 抽 行 々 半 中 . 
・| 就 験 ノ 会 議 ノ スピ ー チ ノイ ベン ト …| を 行う 。 
※「 す る 」 より 改まっ た 言い 方 

(名 ) 行い っ _ が いい る 悪い 


EE 
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469 まち が う < 自 / 他 > ガン ノラ 間違う be nenestiervng spin sistR 村 。 不 正夫: 
だ 

・ こ の 計算 は 画 進 っ て いる 。 

・ お 人 金 が あれ ば 幸せ に な れる と いう の は 間 人 祝っ た 考え だ 。 


⑯ 
・ 人 簡単 な 計算 を 間違っ た 。 

(る ) 間違い 

470 まち が える (⑯) ラ 間違え る AH mistake for 表層 、 搭 代休 可 2 計 四 。 符 
・ テ スト の 稚 え を 癌 違え た 。 ・ 塩 と さと う を 間違え て な べ に 入れ て し まっ た 。 

471 ゆる す ラ 許す et lo 富吉. 朱門 : を 洗 、 浴 手合 対 計上. 計 


① ・ ひ どい こと を 言わ れ て けん か に な っ た が 、 相 手 が 謝 っ た の で 許し て あげ た 。 
・ 罪 を 証 さ れる 。 
② ・ 子 ども に は 、 CREE Woh a 
類 ラ 許可 する (名 ) 許し っ (①②. を 与え る ら 得 る 、② を も ら う 
472 な れる (中 方 慣れ る 時 民 : 列 聞 の 引 依 直 中 . 
① ・ 日 本 へ 来 て 羊 年 た っ て 、 生 活 に も 慣れ た 。 ・ 生 の 際 を 食べ る の に は 慣れ て いな い 。 
回 使い 、 は き ( 例 、. は き な れ た くつ )、 住 み 。 (る) 慣れ 
② ・ サ ー カ ス の 動物 は 、 よ く 人 に 慣れ て いる 。 
473 な ら す < 他 > ラ 慣 ら す の 人 2308 市 
3 し て 体 を 慣らし て か ら ブ ー ル に 入っ た ほう が いい 。 
6) a 
474 たつ < 自 > ガ 立 つ stand,be put up / 区 。 奈 : 滞 和 ユノ 
① ・「 名 前 を 呼ば れ た ら 立 っ て くだ さい ] ・ 抽 業 中 、 先 生 は ずっ と 立っ て 話し て いる 。 
② ・ 店 の 前 に 大 き な 看 板 が 立っ て いる 。 ・ 丘 の 上 に 自 い ホ テル が 立っ て いる 。 
475 た て る < 他 > ラ 立 て る put up, stand 一 笠 直 合計 伸 科 中 
・ 展 根 の 上 に アン テ ナ を 立て る 。 ・ 玄 関 に か き を 立て て 臣 く 。 
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476 たつ < 性? ヵ 建 つ be construeted / 赴 。 党 ノ 4 

* 家 の 前 に 大 き な マン ショ ン が 建っ た 。 
477 た て る 〈⑯〉 ラ 建 て る construct プ 生 大 介 科 中 2 

・ 都 に 家 を 建て る の ( うち の 会 社 は 今年 新しい ビル を 針 て た 。 
478 そ だ つ < 自 〉 ヵ 育つ growi be trained / 衣 育生 k: 成 ネ 外相 計 


桶 つ の を 望ん で いる 。 


① ・ 肌 が 多い 年 は 、 米 が よく 育つ 。 ・ 親 は 子ども が 
類 成長 する sz18 

③④ ・ あ の 大 学 で は 優秀 な 研究 者 が た くさ ん 仏 っ て いる 。 

479 そだて る (> 育て る Po 
・ 征 は 5 人 の 子ども を 診 て た 。 ・ 朝 蜂 水 を や っ て 草花 を 育て て いる 。 


② ・ あ の 会 社 は 人 村 を 育て る の が 上 手 だ 。 

480 は える (> カ 生 える Ge gr too met ia Zt KR KZ 
・ 障 ノ ひ げ ノ 牙 / 曹 ノ か び ぴ …| が 生え る 。 

481 は や す < 他 > ラ 生 や す grow Ga beard) 企 … 生 仙人 | 中 
8 ひげ を 生やす 。 

482 よこ れる < 自 〉 ガ 汚 れる be dirty プ 息 / 可 選 中 


の 攻 れ た と ころ に は 住み た く な い 。 
[ 剛 潜 い (名) 沙 れ 一 = が つく ・=_ を つけ る 、_ が 落ち る ・_ を 落と す 


483 よ ご す 〈 ラ 汚 す dirty, pollute ご 乾 区 等 骸 四 
・ どろ 遊び を し て 服 を 汚し た 。 ・ 川 の 水 を 汚さ ない よう に し よう 。 

484 こわ れる < 自 〉 ガ 壊 れる Break プ 球 、 例 場 ご 革 対 到 中 。 台 谷 明 由 
・| 家 家具 ノ 和 気 製品 …| が 壊れ る 。 ・ 壊 れ た 時 計 を 直し て も ら っ た 。 


485 こわす < 他 > ラ 壊す アー で と ビビ 
D ・ 際 ノ 家 内 電気 製品 …| を 壊す 。 

・ 皿 子 は 新しい お も ちゃ を すぐ に 玩 し て し まう 。 
② ・ 飲 み 過 ぎ て 体 を 壊し て し まっ た 。 
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486 われ る 〈 自 〉 ガ 割 れる に 120 破 長 、 筆 : 分 散 、 分 虹 プ 列 2 呈 . 谷 叶 
① ・| ガ ラス ノン 中 ンコ ッ プ …| が 割れ る 。 
② ・ 羊 の ひ づ め は 先 が ニ つ に 割れ て いる 。 
・ み ん な の 意見 が 割れ て 、 な か な か 決ま ら な か っ た 。 
487 わる < 他 〉 ラ 割 る edNMd9 井 古 : 分 、 協 : 除 プ 列 中 、 各 中 . 呈 キ 
・| ガ ラス ン 了 コッ プ …| を 割る 。 ・ 卵 を 割っ て ボウ ル に 入れ る 。 
・ り ん ご を 二 つ に 割っ て 二 人 で 食べ た 。 
・10 を 5 で わる と 2 に な る 。 ・10 わ る 5 は 2 だ 。 
呂 コラ ム 8 「 数 字 ・ 計 算 ] p.65 
488 お れる ( 自 > ガ 折 れる break, snap /。 新 学 可 2 中 
・ 強 い 風 で 村 が 折れ た 。 
489 お る < 他 > ラ 折る break fold 表 導 : 白 休学 可 正 可 中 。 須 中 
① ・ ス キー を し て 、 足 の 骨 を 折っ た 。 
② ・ 使 せん を 三 つ に 折っ て 詩 仙 に 入れ た 。 
回 折り紙 
490 や ぶれ る < 自 〉 カ 破 れる be ripped プ 避 。 六 民有 91 包 中 
・ 区 ご 本 / 鈴 / 服 …| が 破れ る 。 


OO 


491 や ぶる (> ラ 破 る shrek (a uiuly0ios3) ZR, Ms EA: 
① ・ 荻 フ ノ ー ト ノ 鈴 服 …| を 彼 る 。 
② ・ 胸 東 規 則 …] を 破る 。 


知っ 守る 

すう ・ 水 泳 の 世界 記録 が 破 ら れ た 。 

492 ま が る < 自 > カ ガ 曲 が る turn, curve きす 
・ 曲 が っ た 道 ・「 こ の 角 を 石 に 曲がっ て 50m ほど 行く と 、 銀 行 が あり ます ] 
・「 ネ クタ イ が 曲がっ て いま す よ 」 ・ 懇 の 曲がっ た お ば あさ ん 

493 まげ る 〈⑯> ラ 曲 げ る bend, curve / グ 穫 き 。 折 き ノ 〒 半 本 叶 慎 


ま 


・ 膨 金 ノ ひ ぎ ノ 懇 …| を 曲げ る 。 


r 半 可 2 下 . 秋 村 . 奏 中 2 中 
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494 は ずれ る ( 自 > 方 外れ る PD ER 
① ・ ボ タン が は ずれ る 。 
② ・ 天 気 予報 が は ずれ る 。 ・ 宝 くじ が は ずれ た 。 ・ 矢 が 的 を は ずれ る 。 
千 当たる 421 (名 ) は ずれ 当たり 
⑧ ・ け が を し た 手 は 、 チー ム の メン バー か ら は ずれ た 。 
495 は ず す (〈⑯ ラ 外 す ETT Ei 
① ・| メ ガ ネ ノ 腕時計 / ポ タン …| を は ず す 。 
③④ ・ 予 想 を は ず す 。 ・ 的 を は ず す 。 
対 っ 当て る sz422 
③ ・ 驚 橋 は 、 け が を し た 選手 を ナー ム の メン バー か ら は ず し た 。 
496 ゆれ る ( 自 〉 ガ 揺 れる shake, waver プ 反 、 援 葛 、 勃 挫 ご を 告 可 中 
・ 風 で 木の葉 が ゆれ て いる 。 ・ 地 震 で 、 地 面 が 大 きく ゆれ た 。 
・ 彼 と 圧する か し な いか 、 気持 ち が ゆ れ て いる 。 
(名 ) 揺れ ーー が 大 きい 小さ い ( 例 . 地 恩 の ゆれ が 大 きい 。) 
497 ゆら す < 他 >〉 ラ 揺らす push (a swing) / 接 区 。 使 …… 反 第 グ を 登 叶 
子ども の 乗っ た プラ ンコ を ゆら し て 遊ば せ た 。 
498 な が れる <@) 流れ る OTN 
0 RR 


3 ・ 川 に た くさ ん の ご み が 流 れ て いる 。 
④ ・ 彼 の 部 屋 に は いつ も 音楽 が 流れ て いる 。 
5 ・| う わき / 情 報 …| が 流れ る 。 


499 な が す < 他 > ラ 流 す tt re te pe eit ee CT SR 
① ・ 洛 れ た 水 を 川 に 流し て は いけ な い 。 ・ ト イレ の 水 を 流す 。 


5 ・| う わき / ノ 情報 
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500 ぬれ る < 引 > が 濡れ る 

・ 雨 に ぬれ て 、 か ぜ を ひい た 。 
ぬら す < 他 〉 ララ 濡らす 

・ 水 を こぼし て 、 服 を ぬら し て し まっ た 。 


501 


・ 水 が こ 


become wet ご 澤 、 江 澤 婦 中 
ほれ て 、 服 が ぬれ て し まっ た 。 


wet プ 井 遂 人 中 


502 ま よ う 


ガ 迷 う 


【 す る か 、 
(名 ) 迷い ーー が ある ら な v 


become lost; vacillate 。 球 、 寺 失 方 向 : 荻 稚 , 国 あ / 絢 


本 tt. 避 針 9]t 


・ 委 山 で 迷っ て し まい 、 も う 少 し で 死ぬ と ころ だ っ た 。 
国 に 帰る か 、 迷 っ て いる 。 


\ 


503 な や む 
① 


Go 


悩む 
・ 絶 剛 す る か 、 人 汰 学 する か 、 人 悩ん で いる 。 
② ・ 交 は 肌 痛 で 悩ん で いる 。 
(名 ) ①② 悩み ー が ある な い 、 


be troubled: suffer 頑 衝 、 偽 藤 筋 : ( 生 競 ) 癌 到 導 者 
エ SlaHr. 喜作 寺 中 


・ 彼 女 は 苦し い 


悩ん で いる 。 


・ 甘い と きか ら 頭 痛 に 悩ま され て きた 。 
= を 打ち 明け る 


504 あわ て る ガ 慌 て る 


hurry; panic ご 拉 摘 、 朱 球 付 革 中 生計 中 


・ 学校 に 遅れ を そう に な っ て 、 あ わ て て 家 を 出 た 。 


・ 店 で きい ふ が 見 つか ら な く て あわ て た 。 
拓 慌 て ( 例 . 大 あわ て で 家 を 出 た の で 、 


きい ふ を 忘れ て し まっ た 。) 


se 
駅 ・ 
ticket gate 松竹 ログ 玖 祝子 


platform 誠信 月 


vending machine 


基 
回 数 券 
乗り か え 


commuter pass 


transfer 換 生 盲信 谷中 革 


types of trains / 別 本 約 香 表 
limited express 特 反 ご 中 守 
express 久生 本 生計 間 
rapid 閉 生 末寺 


を 半 信 本 伸 引 お 針 。 


local 


に 


fare adjustment (machine) / 昔 才 (44) 


going beyond one's destination 
inboundiupbound (train).outbounddownbound {train) "上 お 


Stations, Trains / 牛 ・ 別 キノ 9 / 当 千 


な 分 人 


(自得 ) 供 季 机 ズ (久生 ) 志 本 2 


いる /| 


チケ ッ ト ノ 切符 ticket プ 生 ご 可 夫 / 生 
プリ ペイ ドカ ー ド prepaid card " 預 付 キア 包 を 外 ェ 


月 率 プ る | せ 
coupon ticket 本 ル 聞 。 到 下 


季 立 芳村 外 記入 下り 3 
列 )・ 


用) 人 直 ( 店 ) 計 (店 ) 


に た さ 


に いる し 
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OE 


505 さめ る < 邊 > 
① ・ 放 夜 は 圭 く で 、 夜中 に 何 度 も 日 が 覚め た 。 

の 】 酔い が 覚め る 。 ・ 夢 1 が ン か ら | 覚め る 。 

506 さま す 〈〉 ラ 覚 ます vat yp obec up 弄 確 : 使 …… 清 本 の 列 中 . 列 省 引 
① "日 を 覚ます と 、 も う 10 時 だ っ た 。 

⑨ ・ 少 し 酔い を 党 ま し て か ら 釧 ろう 。 


め る wake up; sober up プ 和 、 本 未 : 基 三 、 流 硬 ご 列 中 3 
宮入 葉 可 中 


に ね むる ガ 眠 る sleep 時 時 だす 和 


入試 の 前 の 日 、 緊 央 し て よく 限れ な か っ た 。 
類 寝る ※「 邊 る ] に は 「 横 に な る 」 と いう 意味 も ある 。 


(名 ) 眠り っ _ に つく 、_ に 落ち る 、_ が 浅い 深い 


508 いい の る ラ 祈 る pray 新区 ご 2 中 計 中 Sa 
・ 家 族 の 仙 を 神 に 折っ た 。 ・ 衝 は 別れ で も 彼 の : せ を 祈っ て いる 。 


(る ) 祈り (年. 私 の 折り が 神 に 通し た の か 、 交 の 手術 は 成功 し た 。) 


509 いわ う ラ 祝う Celebrate 大 刻 。 放 今時 
新年 目 ノ 成功 …| を 税 っ て 乾杯 し た 。 
⑲ 祝い ( 全 若 の (お ) 撤 い に ワイ ンク ラス を も ら っ た 一 前 + 入 (人 


510 かんじ る ラ 感じ る feel 競 。 癌 贅 。 高 飲 プ と 中 
. 隊 き ン 落 み 科 且 人 み ン ゅ れ を 感じ る 。 
・ 私 の ミス で 試合 に 負け て し まい 、 資 任 を 感じ て いる 。 
・ 子 ども た ち が 独 立 し 、 直 親 は 棚 し く 感 じ て いる よう が 。 
・ あ の 父親 に は 子ども へ の 愛情 が 感じ られ な い 。 
(を ) 感じ ー ー が する ( 例 . 彼女 は 少し 冷た い 感じ が する 。 きょう は 何 か い いこ と 
が 起こ り そ う な 感じ が する 。)、_ が いい @ 悪 い ( 例 . 彼 は 感じ の いい 人 だ 。) 


"| 
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お 金 に 関係 する 言葉 「 一 代 ・ 一 料 ・ 費 ・ 一 賃 」 Money / 衝 ノミ 


補 | モノ ・ 手 間 ・ サ ービス な ど と 引き か え に 払 うお ぉ 金 代金 


E34 


【 衣 】 洋服 代 clothing bil / 基 信和 盆 
【 食 】 角 
【 住 】 


food bi 人 美 伸 、 径 擬人 中 
し room charge を 信任 谷 、 電 気 代 dleeuriqty bil も を 2| 引き 、 
gas bill 欄 所 伸介 可 呈 、 永 道代 water bill 示談 
phone bill だ 衝 時 だ 香 計 可 全 
bus tare プ 全 六 生 の 由 可 言 、 タ クシ ー 代 taxi fare 上 下 本 引 人 本 
し train fare 本 全て 盆 


か 本 


チケ ッ ト 代 ticket charge 季 倫 可 基 六 、 本 人 
薬代 change for medicine 六 旬 間伐 ご 計 健 、 治 療 


修理 代 repair charge 條 理生 可 肖 


jk expenses 甘 事 筐 、 事 伸 / 選 健 、 


人 treatment fee 光二 中 、 


一 料 | モノ ・ 設 備 な どの 利用 に 対し て 拡 うお 金 利多 


【 衣 】 
【 儲 】 - 
【 儲 】 electricity bill も 伸和 2| 生計 、 ガ ス 料 金 gas bill 款 利 條 人 全 叶 、 
水道 料金 waterbil ノ ネ き ノ を る すき ) 
[交通 料 多 bus fare プ 公 女 本 プ 中 生計 、 タ クシ ー 和 料金 taxi fare 貞 陽 本 本 ) 
【 学 校 】 tuition プ 学 貸 。 珠 時 介 プ 本 情 


入場 


admission fee 入場 利信 


et 

【 そ の 他 】 使 用 料 usage fee 人 用 人 
< 

service charge 手 潜 人 


Nn shipping fee 笑 革 ま 足 、 
、 レ ンタ ル 料 rentalfee / 加 全 プ 届 軸 中 9 本 兄 


postage 部 介 、 迄 電 


| 次 | ある 目的 の た め に 使う お 金 偶 用 

【 衣 】 衣料 人 dlothing expenses 展 半 夫人 引 滞 中 
【 食 】 食費 food expenses 人 捧 信介 、 公 化 人 
【 任 】 信 
【 交 通 】 交通 費 traveling expenses 交通 党 / 豆 王 可 
[学校 】 
【 そ の 他 】 


偶 cnergy expenses 拉 も 人 


housing expenses 具 2、 


school expenses ご 学舎 中 
費 medical expenses 攻 葛 名 評 M|、 
交際 費 entertainment expenses - 計 合 利 。 凛 麻 電 台中 


living expenses ご 生活 介 - 加 引 、 


へ 筑 | 仕事 に 対し て 設備 な どの 利用 に 対し て 拡 うお 金 


【 衣 】 

【 食 】 

【 住 】 house rent 上 竹 。 生化 補記 

【 交 通 】 train fare も 和 を を て 伴 中 、 運 貸 are 中 を 、 生 を 


【 そ の 他 】 借り 備 rent,rental fee 用 全 。 相 作用 。 包 條 、 貸 し 賃 rent。rentalfee / 全 人 全 / 旬 、 評 
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動詞 B 401 ー~ 510 
練習 問題 a 


1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 


テス ト を 提出 する 前 に 、 符 え (  ) よく 確か め る 。 
甘 語 の 文章 を 日 本 本 ( ) 訳す 。 

邊 多 は 今 、 恋 (  ) 悩ん 々 で いる 。 

父 の 80 歳 の 誕生 日 ( 。 ) 祝う 。 

動物 聞 の ライ オン は 、 人 (  ) な れ て いる 。 


ww ~ 


の ww 


I 下 の 表 を 完成 させ な さい 。 


| 他動詞 | 自動 詞 | 他動詞 

| 1. 立っ | 8. われ る | 

2. 育っ | |s. | はずす 

3. は える | 10. | 人 覚ます 

4. まげ る 11. こわ れる 

5. ゆれ る | 12。 や ぶれ る | 
1 6. | ぬら す |13. | ょ こす 
| 7. な が れる 14。 お れる 


いっ し ょ に 使う こと ば を 下 か ら え ら び な さい 。 


1 ( ) が は える 。 2 ) が 曲がる 。 
3. ( ) が は ずれ る 。 4. ( ) が さめ る 。 
5. ( ) が 建つ 。 6.( ) を めく る 。 
7.( ) を 行う 。 8. ( ) を いわ う 。 
9.( ) を 感じ る 。 10. ( ) を まち が える 。 


容 腹 計算 こし 新年 スピーチ 
| 
| ひげ ビル ペー ジ ボタ ン 酔い 
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IV ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 
1.( TN Zt ) が お れ た 。 
2.( ) ノ ( ) ノ ( ) が こわ れ た 。 
に ) デ ) が や ぶれ た 。 
4. ( ) 〆 デ ( ) が われ た 。 
えん び つ カメ ラ スカ ー ト パソ コン ま ど ガ ラス 
本 え だ ほ ね さら 本 だ な 


V いっ し ょ に 使う こと ば を 〔 


) の 中 か ら 三 つえ ら び な さい 。 


1.( くつ し た ほう し めがね ゆび わ ポタ ン 〕 を は ず す 。 
2.【 うわ さ あせ 詩 話 音楽 〕 を 流す 。 
8 


[ イン ター ネッ ト カー ド テー マ ノー ト パン フレ ッ ト 〕 を めく る 。 


W ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 適当 な 形 に し て 書き な さい 。 
1.( ) より も 中 身 が 大 切 だ 。 
2. 「 き よ ょ なら ] と 手 を ( ) 別れ た 。 
3. 私 は 道 に ( ) や すい 。 
4. 友だち を 把 ら せ た が 、( ) も ら っ た 。 
5. 外 国語 の 勉強 は 、 毎 日 の ( ) が 大 切 だ 。 
6. 家 の 前 に 高い ビル が (し )、 日 当たり が 悪く な っ た 。 
Ti ) が 浅く て 、 つ か れ が と れ な い 。 
8. お いし いか どう か 、( ) に 食べ て みた 。 
9.( 、 。 ) 家 を 出 た の で 、 き いふ を 忘れ て し まっ た 。 
10.「 あ な た の 成功 を お ( ) いま す 」 
11. テス ト の 答え に ( ) が な いか どう か 、 よ く 
12. け き 、 地 震 の ( ) で 日 を ( 
あわ て る 。 い の る くり か えす さま す た つ た めす ね も むる 
ふる まち が う ま よ う みか ける ゆる す ゆれ る 
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動詞 B 411 て 510 

練習 問題 II 

1 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、a・b・cC・d か ら ー つ えら びな さい 。 
1. スキ ー で 足 の 骨 を ( ) し まっ た 。 


a 折っ て b 割っ て c 破っ て d 壊し て 
2. 上 司 と 話 を ( ) の は 大 変 だ 。 

a 合う b 合わ せる c 当て る d 当たる 
3. 父 は いび き を ( ) 寝 て いる 。 

a か いて か で c ひい で d だ じ で 
4. 山 が くず れ て 、 家 が ( 9 

a 壊し た - b 隠れ た c 詰まっ た d 埋まっ た 
5. 風 で 桜の 木 の 枝 が 大 きく ( ) いる 。 

a 飛ん で b ゆれ て c よごれ て d 流れ て 
6. 毎日 教会 で 神 に 平和 を ( ) いる 。 

a いわ っ て b い の っ て c た の ん で d ね むっ て 
7. 地図 が わか り に くく で て 、 道 に ( » 

a 悩ん だ _b あわ て た c 迷っ た d 変わ っ た 
8. 電車 で ボ ち ゃ ん を 抱い た お 母さん に 席 を ( 0 

a 譲っ た b 返し た c か えた d 助け た 
9. 電話 番号 が 正しい か どう か 、 友 だ ち に ( ) みた 。 

a 頼ん で b 試し て c 見 か け て d 確か め て 
10. 新しい 月 に な っ た の で 、 カ レン ダー を ( )。 

a ふっ た b 飛ば し た c めく っ た d 閉じ た 

I ” に 意味 が 最も 近い も の を 、a・b・C・d か ら 一 つえ ら び な さい 。 

1. 帰国 する 友人 に 自転 車 を 安く 譲っ て も ら っ た 。 

a 売っ て b も ら っ て c あげ て d お くっ て 
2. 学校 で タリ スマ スパ ー テ ィ ー が 開か れ た 。 

a され た b 行わ れ た c 行か れ た d 開け られ た 
3. 会 社 が 倒 道 す る か も しれ な いと いう 、 う わき が 流れ た 。 

a ぬれ た b 行っ た c 広まっ た d 届い た 
4. 進学 する か どう か 、 悩 ん で いる 。 

a あわ て て b 感じ て c 迷っ て d 困っ て 
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5. 
a 


道 を 歩い て いて 、 他 の 人 と 肩 が 当たっ て し まっ た 。 
合っ て b 届い て c つけ で て 


中 つぎ の こと ば の 言い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つ を えらび な さい 。 


dis 


a 
b 
C 
d 


oe wn» 


4. 


ao se 


Lo nm 


見 か ける 

貴 夜 友だち と 映画 を 見 か けた 。 

家 へ 帰る 途中 、 選 準 の ポス ター を 見 か けた 。 
仕事 の あと 、 美術 館 に 寄っ て 絵 を 見 か けた 。 
家 へ 帰っ て か ら 、 テ レビ を 見 か けた 。 


・ 育つ 


この 10 年 間 で 財産 が よく 査 っ て いる 。 

長く 育っ て いる 背 を 大 切 に し て いる 。 

あの 研究 所 で は 、 多 く の 学者 が 育っ て いる 。 

地下 鉄 が で き て か ら 、 こ の 町 の 交通 は 便利 に 育っ て いる 。 


- 破る 


友だち と の 約 東 を 破っ て し まっ た の で 、 反 省 し て いる 。 
急 に 用 事 が で き て 、 レ スト ラン の 予約 を 破っ て し まっ た 。 
私 一 人 が 反対 し て 、 み ん な の 意見 を 破っ て し まっ た 。 

法律 を 破っ て し まっ た ら 、 攻 護 士 に 相談 し た ほう が いい 。 


つま る 
カッ プ に コー ヒー が つま っ て いる 。 
夏休み な の で 、 映 画 館 が つま っ て いる 。 
あの ビル は 窓 が ラス が つま っ て いる 。 
スケ ジュ ー ル が つま っ て いる の で 、 大 変 だ 。 


. 足す 


本 に カバ ー を 足し た 。 
味 が うす い の で 、 塩 を 足し た 。 

パソ コン に 足し た マウ ス が 動か な い 。 
チー ム に 新しい メン バー が 足し た 。 


d ぶつ か っ て 
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暗証 カタ カナ ム 1 一 550 


511 クラ ス メ ー ト duamate mF 4 

・ ク ラス メー ト と 件 よく する 。 
512 グル ー プ mp 
1 ・3 人 の グル ー プ で 旅行 を する 。 

関 ] ペア 


語 と ナ 形 容 詞 の 二 つ の グル ー プ に 分 か れる 。 


team / 団 区 小吉 ズ 旧 
・ 私 た ちの チー ム が 勝っ た 。 ・ チ ー ム を 組ん で 調査 する 。 
回 を 組む 回 _ プ レー、 ワー ク 、 メー ト 、 陸 球 フサ ッ カー …| キチ ー ム 


514 プロ フェ ッ シ ョ ナル > プロ professional 取 
・ プ ロ の サッ カー 選手 に な り た い 。 ・ 彼 女 の 料 理 は プロ 並み だ 。 
回 プロ + 墜 球 フ レス リン グ …] 困 アマ (チュ ア ) 天 くろ うと 


515 アマ チュ ア > アマ amateur / 革 全 寺 手 。 革 全 委 時 者 プ o ト m ト , ool] 


・ こ の 絵 は ア マチ ュ ア の 作品 と は 思え な い ほ どす ば らし い 。 
回 アマ チュ ア + 野球 ノ 写 真 家 …| 閉 プロ (フェ ッ シ ョ ナル ) 


類 し ろう と 


516 トレー ニン グ トレ ー ニ ング ( ラ ) ス ル training 株 う 。 拓 竹生 間 引 は を 
・ 勝 つた め に は 反日 の トレ ー ニ ング が 必要 だ 。 
類 ラ 練 習 (スル 、 訓練 ( ヲ ) ス ル 


517 マッ サー ジ ヲ ラマ ッ サ ー ジ ( ヲ ) ス ル messege - 鞭 衝 4 


a! > 。 
・ 頭 を マッ サー ジ し て も ら う と 気持 ちがい い 。 


518 アド バイ ス ニア ドバイ ス ( ヲ ) ス ル advice / め を . 計 を 。 邊 邊 |Mo1 1 
に 仕事 の や り 方 に つい て アド バイ ス を する 。 
・「 何 か アド バイ ス を いた だ け ま せん か ] 


回 = を 合え る 、= ヵ ラ を も ら う 、= ノ カラ _ を 受け る 
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519 アイ デア アイディア idea の きま 子 。 大法 olelcl 
・ い い ア イデ アァ が 浮か ん だ 。 
3 ge N 
が 浮か ぶ 、_ を 思い つく 回 グッ ドー 
520 トッ プ TT TT 


① ・ 彼 は クラ ス で トッ プ の 成績 だ 。 ・ 日 本 の 科学 技術 は 、 世 界 の トッ プレ ベル に ある 。 
・ 高 橋 選手 が トッ プ で ゴー ル し た 。 
回 クラ ス 、 レベ ル 類 1 位 、 首 位 、 先 豆 

③④ ・「 こ れ か ら ス ピー チコ ン テ ス ト を 始め ます 。 ト ッ プ は 中 国 の チン さん で す 」 
・ 新 聞 の トッ プ を 見 る 。 
回 ー パ バッター、_ ニュ ー ス 類 最初 一 番 

521 スピ ー ド speed / 巡 度 グ へ 本 豆 寺下 
・「 進 畔 洗 さ ん 、 も う 少 し スピ ー ド を 上 げ て くだ さい 」 
・ 先 生 の 話す スピ ー ド が 速 すぎ て 理解 で き な い 。 

_ が 速い 遅い 、 が 出る ・_ を 出す 、_ を 上 げ る 落と す 

回 _ 違反 、 ー ア ッ プ スル 、_ オー バー 


522 ラッ シュ rush, rash hour / 准 閣 : 聞 振 寺谷 。 避 人 (9H 半 ) 
① ・ 年 年 始 は 、 帰省 ラッ シュ で チケ ッ ト が と り に くい 。 


電車 に 乗る の は 


⑬ ・ ラ ッシュ (< ラッ シュ アワ ー) の 時 間 淀 
人 
回 通勤 、 通 学 


523 バイ ク motorcycle ご 彦 慈 本. 中 ule] . 千家 
類 オー トバ イ 、 原 付く 原動機 付き 自転 車 自転 車 
524 ヘル メッ ト helmet 天 胡 美人 福 香 史 


・ バ イク に 乗る と き は 、 ヘ ル メ ッ ト を か ぶる 。 
を か ぶる @ ぬ ぐ 、_ を と る 
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525 コン タク トレ ンズ > コン タク ト contactlens 人 形 最 科 
回 を ける 入れ る は め る / つ ける | @ | は ず す と る | めがね 


トド 


526 ガラス glass, pane 臣 騙 叶 、 入 本 
・ ボ ポール を ぶつ け て 疲 ガ ラス を 割っ て し まっ た 。 

を グラ ス 

527 プラ ステ チック plastic / 斉 特 プ き 本村 
・「 プ ラス チッ ク 製 品 は 生 ご み の 中 に 入れ な いで くだ さい 」 

回 名品 ビニ ー ル 、 ビ ニー ル 袋 、 ポ リエ チレ ン 、 ポ ボリ 袋 


528 ペラ ンダ baleony Za@。 まる watt 


類 バル コニー 
529 ペット pet 和香 
・ ア パー ト な の で 、 ペ ベッ ト が 飼え な い 。 ・ ベ ペッ ト の 犬 に か まれ た 。 
ー を 飼う 回 ショ ッ プ 、_ フード 
530 ベン チ bench ご 革 発 。、 共 燈 ご 半 記 


うえ ん 


・ 公 園 の ペンチ で 休む 。 ・ 駅 の ホー ム の ベン チ に すわ る 。 


531 デザ イン ラ デ ザ イン ( ラ ヲ ) ス ル design 計 ( 較 人) 章 作 2 
・ あの ドレ ス は 人 色 も デザ イン も いい 。 ・ お し ゃ れ な デザ イン の プー ツ 
・ 私 た ちの 学校 の 制服 は 、 有 名 な デザ イナ ー が デザ イン し た も の だ 。 
回 グラ フィ ッ ク _、 イ ン テ リ ア _  [ 関 | デザ イナ ー 
532 パー ゲン セー ル > バー ゲン セー ル ae 大 衝 ま 、 大任 括 0 
・ デ パー ト で 今 パ ー ゲ ン セ ー ル を し て いる 。 ・「 こ の バッ グ 、 バ パー ゲン で 買っ た の ] 


rt-time job: part プ 針 上 京 工 , 要 エ : 部 ご 村 下 時 1g] 
533 パート Danime jobipa 


① ・ 挟 は 週 三 日 、 ス ー パ ー で パー ト を し て いる 。 ・ バ ー ト で 働く 。 
回 _ タ イム 、 タイ マー 
② ・ 谷 唱 で ソプラ ノ の パー ト を 歌っ て いる 。 
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534 コン ビニ エン スス ト ア > コン ビニ convenience store 後 科 記 。24 小 時 訪 涯 当 人 


535 レジ < レジ スタ ー cash register 入谷 。 攻 任 


列 対 . 列 社 四 


・ ス ー パ ー で レジ の アル バイ ト を し て いる 。 ・ レ ジ に 並ぶ 。 ・ レ ジ が 込ん で いる 。 
連 _ を 打っ 
536 レシート receipt 区 。 攻 殺 

・ レ ジ で お 金 を 払っ て 、 レ シー ト を 受け 取る 。 
537 イン スタ ント instant 下條 、 所 束 (食品 ) 1 人 へ 思 叶 詩人 


・ イ ンス タン ト 食 品 は 便利 だ 。 
回 ラー メン 、_ コーヒー、_ 食品 


ド 4 


538 ファ スト フー ド fast food プ 挨 代 の 一 呈 生 
・ そ ば は 江戸 時 代 の ファ スト フー ド だ っ た 。 
回 - 閉 ハン バー ガー、 フ ライ ド チ キン 


539 フル ー ツ fruit / ネ 季 グ 衣 
ほか いと ころ に は 、 い ろ い ろ な フル ー ツ が ある 。 
回 ジュ ー ス 、 ケー キ 類 くだ も の 


540 デザ ー ト dessert 介 あ 24 
・ デ ザー ト に アイ スク リー ム を 食べ る 。 


541 イン ター ネッ ト 
・ イ ンタ ー ネ ッ 


Internet / 同 夫 。 較 料 同 ブ 1 還 
ト で 世界 の 陣 境 問題 に つい て 調べ た 。 

・ き の う は 1 日 中 イン ター ネッ ト を し て いた 。 
回 を する 、_ に つなぐ 、_ に 接続 する 回 _ カ フェ 


パソ コン く パ ー ソ ナル コンピ ュー ター、 ホ ー ム ペー ジ 、 ニ メー ル ( ヲ ) ス ル 、 


ブロ グ 


542 チャ イム chime 想 特 。 符 の 下 蛋 名 中 
・ 授 業 が 始ま る と き 、 チ ャ イム が 鳴る 。 
ー が 鳴る ・ を 鳴ら す ベル 、 ブ ザー 
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543 アナ ウン ス アナ ウン ス ( ラ ) ス ル announcement プ た 持 ご 半 を 
・ 電 車 の 中 で アナ ウン ス を 開く 。 ュー ス を 校内 で アナ ウン ス す る 。 


いう な い し ゃ を ない 


回 場内 _、 車 内 アナ ウン サー 


message 留 す 、 ロ 信 : 政 疑 ノ 可 旬 旬 , 本 
電話 に メッ セー ジ を の こす 。 ・ メ ッ セ ー ジ と いっ し ょ に 花束 を 送る 。 
を 残す 、=_ を 頼む 、= を 伝え る 類 伝言 
② ・ 大 統領 は 国民 に メッ セー ジ を 発表 し た 。 

・ こ の 曲 に は 、 平 和 へ の メッ セー ジ が こめ られ て いる 。 

ニー を 伝え る 


545 パン フレ ッ ト pamphlet, brochure 庄子 選別 
・ 旅 行 会 社 で バン フレ ッ ト を た くさ ん も ら っ て きた 。 
[ 個 ] カタ ログ 、 ち らし 


546 カー ド card “キノ 
回 | キャ ッシュ ンク レジ ッ ト ノ テレ ホ ポン …| + カー ド 


547 イン タビ ュー イン タビ ュー( ヲ ) ス ル interview ネネ 疹 a 


・ 勝っ た チー ム の 選手 に イン タビ ュー する 。 ・ 記 者 の イン タビ ュー に 答え る 。 
ー を 受け る 、_ に 答え る 回 _ 串 査 


548 アン ケー ト questionnaire / 洒 才 ノ 列 下 
・「 ア ン ケ ー ト に ご 協力 くだ さい 」 ・ ア ン ケ ー ト を し て 学生 の 生活 を 調べ る 。 
ニ = を する 、_ を と る 、_ に 答え る 回 調査 


54 の 9 デー タ data Zk 6Aoldl 
・ 研 究 の た め に 、 デ ー タ を 和 集め て いる 。 
_ を 集め る 、_ を と る 回 _ ベ ー ス 、_ バ ンク 


550 パーセント (%) percent 百分比 ズ 本 4 


回 数字 + パー セン ト 割 (1 割 = 10%) 
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を パソ コン の 種類 
デス クト ッ プ (パソ コン ) 
ノー ト パ ソ コン 


を パソ コン の 部 分 : 
ディ スプ レイ 
キー ボー ド 
マウ ス 
CD/DVD ドラ イプ 
ハー ドア ディ スク 
メモ リー 
we s 

人 周辺 機器 : 
プリ ンタ 
ィ インク 


バ ソ コン Computers も 藤 作 半 可 


desktop computer ご 合 式 医 ご 二 ヨ 生 秋田 
laptop computer 後 提 丈 及 、 和 名 二宮 叉 だ 生生 革 ( 


ap】 


display monitor 朋 示 生井 可 | 

keyboard / 代 硫 グ 下野 豆 久吉 

mouse / 息 経 プ 中 を 

(CD/DVD) drive / (CD / DVD) 名 (CD. DVD) 中 叶 | 
hard disk 次 食 / 引 ミク 

memory ご 企 待 が 


printer ご 有名 的 半 可 
ink / 且 ホラ 
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カタ カナ A 
Unif 06 練習 問題 


1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 


パー ゲン セー ル ( ) カー ペッ ト を 買っ た 。 
仕事 に つい て 後 滞 (  ) アド バイ ス す る 。 
オリ ン ビ ピッ ク の 代表 選手 (  ) イン タビ ュー する 。 


母 は パー ト (  ) 働い て いる 。 
友だち と 5 人 グル ー プ ( ) 旅行 し た 。 


nw to ピ 


II 「 す る 」 が つく こと ば に 〇 を つけ な さい 。 


アナ ウン ス カー ド スピ ビード チャ イム デザ イン トレ ー ニ ング 


下 (  ) に 下 か ら えら ん だ 語 を 書い て 、 一 つの こと ば に し な さい 。 


1. フル ー ツ ( ) 2. ペッ ト ( ) 
3. イン スタ ント ( ) 4 パート. ( ) 
5. チー ふ . ( ) 6. デー タ ( ) 
の St ) カー ド 8: ホッ が ) 
9 り 。 ジラ タ シミ ( ) 

ゲー クラ ス クレ ジッ ト ケー キ タイ マー 


TV 意味 が 近い こと ば を 、 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1. プロ フェ ッ シ ョ ナル ( )、 2。 ペラ ンダ ( ) 
3. トッ プ ( ) 4. フル ー ツ ( ) 
5. レシ ー ト ( ) 6. アマ チュ 7 ( ) 


いち ば ん くだ も の くろ うと し ろう と 
りょう し ゅ うし ょ バル コニー 


V つき ぎの こと ば の 短い 形 を 書き な さい 。 


1. アマ チュ ア ( ) 2. プロ フェ ッ シ ョ ナル ( 
3. コン タク トレ ンズ ( ) 4. バー ゲン セー ル ( ) 
5. コン ビニ エン スス ト ア ( ) 
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VI つぎ の こと ば に は 「 一 」 や 「 ッ 」 が 一 つ 入り ます 。 人 適当 な と ころ に 入れ な さい 。 


A 「」 
た ラ ス メ ト 2、 ダ ンチ 
S$. ト レニ ン 4 パ ン 

B 「 ッ ] 
1. へ ル ヌメ ト 2. ググ チ グ 
ンク 4。 パシ フ レト 
志 メ も セ ーー 


VI 正しい こと ば を ( ) の 中 か ら ー つ えら びな さい 。 


wR = 


o コ の の Rw や = 


アイ ディ ア が 【〔[ うか ぶ うく 出す 〕。 

レジ を 〔[ お す な ぐる うつ )〕。 

イン ター ネッ ト を 【[ つなぐ つけ る も す ぶ 〕。 
コン タク トレ ンズ を 【 つけ る きる か ける )〕}。 
スピ ー ド を 【〔 お と す 下がる 切る )。 


) に 入る こと ば を 下 か ら えら ん で 書き な さい 。 


ハン パー ガー や フラ イド チキ ン は ( ) と 呼ば れ て いる 。 
倫 ( ) を ふい て 、 き れい に する 。 

家 へ 帰る 途中 、( ) に 寄っ て 雑誌 を 買っ た 。 

この スカ ー ト は 人 色 も ( ) も いい 。 

( ) に 乗っ て 会 社 へ 行く 。 

公園 の ( ) で 休 も 。 

食事 の あと 、( 。 ) に アイ スク リー ム を 食べ る 。 

( ) で 花 を 育て る 。 


ガラ ス コン ビニ デザ イン デザ ー ト 
バイ ク ファ スト フー ド ベラ ンダ ベン チ 
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形容 詞 B | 2 


55 1 a し ゝ 濃 し い FT ee (flavor), thick, heavy (beard) 涼 , 
・| 衝 / 味 フ コ ー ヒ ー ン お 茶 化 粧 プ ひげ …| が 濃い 。 
回 渡 ょ 園 薄い 


552 うすい 薄い 


r, makeup), weak (coffee), thin (beard) 
+. 証 


2 ・| 色 ノ 味 ノコ ュー ヒ ー ズ お 茶 ズ 化粧 ひげ …| が 薄い 。 
回 の ① る 薄 き 著 ① 厚 い 、④ 濃 い 
553 すっ ぱい 酸っぱ い sour プ 散 中 合計 中 
・ レ モン は すっ ぱい 。 ・ 吉 い 生乳 の パッ ク を 開け た ら 、 す っ ぱい 匂い が し た 。 
回 酸っぱ さ 、 革 二 っ ぱい 


554 くさ い 臭い stinky 人 
な っ と う は くさ いか ら 嫌 い だ と いう 日 本 人 も 多い 。 
・ 負 を 焼い た の で 台所 が くさ く な っ た 。 
回 四 さ 、 臭 み 、[ 名 詞 ] くさ い ( 例 . ガス くさ きい 、 か びく きい ) 
[ 敵 | に お い 
555 お か し い mst 
1 ・ 出 夫 若 は 、 授 業 中 に いつ も お か し いこ と を 言っ て みん な を 笑わ せる 。 
回 お か し さ 類 お も し ろ い 
う ・ パ ソコ ン の 調子 が お か し い 。 ・ 彼 女 は 彰 か ら ず っ と 様子 が お か し い 。 
3 ・「 う ちの 会 社 、 子 ども が で きた ら や め な きゃ いけ な い の よ 」「 そ ん な の お か し いよ ょ 」 
類 ②③ 変 な 
556 か っ こい い < く か っ こう が いい cool, mifty 部 。 挫 。 生 の 因 引 
先 齋 は 、 か っ こい い の で 人 気 が あ る 。 ・ サ ッ カ ー で っ こよ く ゴ ー ル を 決め た 。 
分 の 夢 を 追い か ける の は 、 か っ こい い 生 き 方 だ と 思 
回 か っ こよ さ 野 か っ こ 勲 い 
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557 うまい CPP 
① ・ 二 は 料理 が うま い 。 ・ こ の 前 の スピ ビー チコ ン テ ス ト で は 、 と て も うま く 話 せ た 。 
回 うま さ 舌 上 手 な 
⑨ ・ 仕事 の あと の ビー ル は うま い 。 
回 うま さ 、 う まみ 類 お いし い ※「 う まい ] は くだ けた 言い 方 。 
③ ・「 面 接 は うま くい きま し た か 」「 ま あま あ で し た 」 
・ 彼 は 恋人 と あま りう まく いっ て いな いよ うだ 。 
うま くい く 
558 し た し い 親しい intimate ご 夫 室 、 束 近 、 率 編入 計 中 。 外 符 中 
私 は 田中 さん と 親しい 。 ・ 彼 と は 留学 し た 大 学 が 同じ で 親しく な っ た 。 
親友 な の で 、 家 放 同 士 も 親しく つき 合っ て いる 。 
回 親 し さ 、 親 し みっ = を 感じ る 、= を 持つ 、= が ある ( 動 ) = 親しむ 
559 くわ し い 詳し い dt a 香 知 : 蒸 電 、 病 通 千 詩 中 。 


① ・ こ の 地図 は と て も くわ し い 。 ・「 先 生 、 も う 少 し くわ し く 説明 し て くだ さい 」 


< 
回 詳し さ 

② ・ 刀 は 映画 に と て も くも し い 。 

560 こま か い 細か い Coie errr 


① ・ 新 聞 の 字 は 細か く て 、 お 年 より に は 読み づら い 。 ・ 玉 ね ぎ を 雷 か くき ざん だ 。 
③④ ・ こ の 番 類 を 章 く と き に は 、 細 か い 注 意 が 必要 だ 。 

回 ①② 細か さ 
③ ・「130 円 で す 」「 雷 か い お 金 が な い の で 、1 万 円 で お つり を くだ さい] 

類 ①③ 小 さい 、 こ ぜ に 88 


561 あさ い 浅い shallow / 減 、 決 : 不 深 。 減 落 プ サ 叶 , 2 党 四 
① ・ こ の 川 は 小 い の で 、 子 ども が 泳い で も 危な く な い 。 
・ 地 幸 は 地下 の 小 い と ころ で 起こ っ た 。 
・ ナ イフ で 刺さ れ た が 、 傷 が 浅く 、 命 は 助かっ た 。 ・ い す に 洪 く 岸 る 。 
④ ・| 史 り 経験 ノ 知 識 / 考 え ノ 関係 つき 合い …| が 浅い 。 
対 ①② 深い 
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562 か た い 固い 硬い ECO 
[ 簡 い ] 
① ・ こ の パン は と て も 固い 。 ・ 私 は 斬 が 問い か ら 、 い い ア イデ ア が な か な か 浮か ば な い 。 
半 業 ら か い [人 顎 が 、 ロ が 
② ・ 園 い 胸 手 約束 ノ 決心 …| ・ び ん の ふた が 固く て な か な か 開か な い 。 

・ こ の 室内 で 火 を 使う こと は 固く 禁止 きれ て いる 。 

・ が ん ば れ ば 夢 は 実現 する と 
[ 谷 ぃ ] 


個 く 借 し て ぃ る 。 


で 用 に 使わ れ て いる 。 
(② ア 

回 ①② 符 。 ①② 業 ら 5 かい 

563 ぬるい Takewarm / 混 / グ ml 記さ 


・ ぬ る い コ ー ヒ ー は お いし く な い 。 
・ 冷 や し た ビー ル を 冷蔵 庫 か ら 出し た まま に し て お いた ら 、 ぬ る く な っ て し まっ た 。 
回 ぬる さ 
564 まぶし い dazzling 義昌 、 半 日 、 多 昌 年 半 人 
・ カーテン を 開け た ら 、 太 陽 が まぶし か っ た 。 
・ 彼女 は 、 最 近 ま ぶし い ほ ど 美しく な っ た 。 
回 まぶし さ 
565 むし あぁ つい 蒸し 暑い sultry 有 導 半 中 
・ 日 本 の 牙 は 、 蒸 し 算 い 。 
回 鞭 し 量 さ 湿気 76、 湿 度 yy75 
566 せい けつ な 清潔 な clean ズ 千 掌 的 。 浦 法 約 ノ 社 逢 中 
・ 深 湊 な 服 を 身 に つけ る 。 ・ ト イレ は いつ も 清 涯 に し て お きた い 。 


せい けっ ゃ いけ ふり っ 


回 消 湊 さ 、 清 湊 感 ー _ が ある な い 関 不潔 な 
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567 し ん せん な 新鮮 な PT 
① ・ 新 季 な 魚 は お いし い 。 ・「 こ の 誰 蔵 庫 は 野菜 を 新鮮 に 和 儲 ち ます 」 
② ・ 山 で 新鮮 な ト 吸い こん だ 。 
③ ・ 新 鱗 な 気持 ち で 新 学 期 を 同 え た 。 
・ 旅 行 で 初め て 行っ た 沖縄 は 、 何 も か も 新 鍵 だ 
括る oo 新台 
568 ゆたか な 豊か な abundant, rich ご キキ 富 的 。 富 的 半 寺 中. 相 六 91 
・ 僅か な 了 激 ノ 自 狼 / 緑 ノ 財 産 / 暮 ら レ ノン オ 能 / 個 性 表情 ・…| 
・ こ の あたり は 、 国 で も っ と も 豊か な 地方 だ 。 ・ 人 生 を 豊か に 生き る 。 
・ 彼 女 は 相 像 力 が 豊か だ 。 
回 章 か ょ 、[ 個 性 ノ 地 能 / 緑 …] 十 豊か な 


569 りっぱ な 立派 な は 
① ・ り っ ぱな | 仕事 成績 建物 …| 
回 立 泊 さ 


⑨ ・「 あ な た も りっぱ な 大 人 な の だ か ら 、 自 分 の こと は 自分 で 決め な さい 」 
・ 徹 は 最後 まで りっぱ に リー ダー と し て の 役目 を 果たし た 。 
③④ ・ い じ め は 、 り っ ぱな 犯罪 だ 。 
570 せい か く な 正確 な exact, accurate, punctual 正 間 的 、 准 病 的 作詩 中 
・ 正 礁 な 数 は わか ら な い が 、 こ の 観客 は 5.000 人 ざら い だ ろう 。 
・ 計 邊 は 維 え を 正確 に 出 き なけれ ば な ら な い 。 
・ 出 本 さん は 時 間 に 正確 で 、 待 ち 合 わせ に 絶対 信 れ な い 。 


回 正確 
57 1 た し か な 確か な イア Tp probably 浴 柄 贅 送 9、 克 番 的 : 博 定 。 


① ・ 新 聞 は 傘 か な 事実 だ け を 伝え な けれ ば な ら な い 。 

・ 確 か に か ば ん に さい ふ を 入れ た は ず な の に 、 い くら さがし て も 見 つか ら な い 。 
・「 あ の 会 社 、 倒 産 す る らし いで す よ 」「 そ れ は 確か で すか 

(名 ) 確か と 類 確実 な う 欠 か め る 464 


② [( 便 ) 確か ]・「 レ ポー ト の し め 切 り は 、 和 確か 15 日 で し た ね ] 
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572 じゅう よう な 重要 な important / 事 本 約 グ る 多 引 叶 
・ き ょ う は 午後 か ら 重 要 な 
・ 情 報 技術 は 、 将 来 ます ます 重要 に な る だ ろう 。 
・ 食料 間 題 は 回 に と っ て と て も 重 当 だ 。 


会 


回 重要 さ 、 重 概 性 束 大 事 な 、 大 切な 
573 ひつ よう な 必要 な necessary プ 必 委 約 理 負 中 
・ 子 ども に 必要 な の は 、 親 の 温か い 愛 博 だ 。 
な っ た 。 
・ タ クレジット カー ド を 作る に は 、 勿 行 口座 と 身分 を 証 罰 する も の が 必要 だ 。 


ひっ よう せい 


回 必要 性 ー _ が ある な い 半 | 不 必要 な 、 不 要 な 
(名 ) 必要 … が ある な い ( 例 .・ 小 学校 で 英語 を 教え る 必要 が ある の だ ろう か 。 
・「 必 要 が あれ ば 、 こ の コピー 機 を 合っ て くだ さい )) 
574 も っ た いな い 64 
・ 流 行 遅 れ で も まだ 着 られ る 服 を 捨て る の は も っ た いな い 。 
・ こ ん な つま ら な い 会 議 ば か り し て いて は 、 時 間 が も っ た いな い 。 
・ せ っ か く 党 し た の だ か ら 、 一 生 落 命 生 綴 し な いと も っ た いな い 。 


ーッ 」 人 : ineredible, great 万 滞 六合 下層 
575 すご い EEE 


① ・ き の う の 台 風 は すご か っ た 。 ・ 注 次 が 終わ る と 、 す ご い 措 手 だ っ た 。 
・「 味 、 ど う ?」「 う ん 、 す ご く お い し い 」 
⑨ ・「 コ ン テ ス ト で 優勝 し た ん で す 」「 そ れ は すご い ! 」 
回 ①② すご さ 
576 ひど い Ferre PT I 
① "一 人 を お お ぜ い で いじ め る と は ひど い 。 
- 人 の 女性 と 同時 に つき 合っ て いた な ん て 、 ひ どい 男 だ 。 
[ 個 ] _ 自 に ぁ う 
② ・ 今 学期 の 成績 は ひど か っ た 。 
③④ ・ か くれ て た ば こ を 吸っ て 、 先 生 に ひど く 把 られ た 。 
・「 ど うし た の 、 顔 色 が ひど く 悪 いよ 」 
回 ©① る 9 ひど さ 
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577 は げ し い 激しい リア ジー の 上 泊 妨 , 衝 屯 : 万 宏 、 程 
① ・ 陣 ノ 風 戦い ノ 感 展 導 み …| が 激しい 。 
・ 大 試 に 失敗 し て 、 今 まで 勉強 し な か っ た こと を 激しく 後 梅 し た 。 
② ・| 族 化 ノ 基 | が 激しい 。 
回 ①② 激 し ょ 
578 そっ くり な look-alike グー 村 一 冬 約 。 級 像 約 ズ 守 上 叶 
・ 葛 は 父 に 顔 も 声 も そっ くり だ 。 ・ 胃 を 切っ た ら 、 母 親 と そっ くり に な っ た 。 
・ 有 名 な 画家 の 絵 を まね し て そっ くり に 描い た 。 
・ 友だち だ と 世 っ て 声 を か けた ら 、 そ っ くり な 別人 だ っ た 。 
(名 ) そっ くり ( 例 . 本 物 そ っ くり の 偽 プ ラン ド バ ッ グ ク ) 
579 きゅう な 急 な TET TT TTR 
急 に 歯 が 将 みだし た 。 道路 に 飛び 出し て は 危な い 。 
・ 急 な 骨 事 が で き て 、 国 へ 帰る こと に な っ た 。 


か る 


®⑧ 
③ ・ 当 な 孤 道 / 科 邊 フカ ー ブ …| 


対 ②③ 緩やか な 
580 て きとう な 適当 な RN 
① ・ 家 放 数 師 を 探し て いる が 、 適 当 な 人 が な か な か いな い 。 
・ 先生 に 手紙 を 書く と き は 、 名 前 に 「 様 」 で は な く 「 先 生 ] を つけ る の が 適当 だ 。 
千 不適 当 な 
② ・ 了 肉 と 野菜 を 適当 な 大 き さ に 切っ て カレ ー を 作る 。 
・「 途 中 で 適当 に 休憩 を と っ て だ さい 」 
⑧ ・ 親 が 結婚 し ろ と うる さく て 、 そ の た びに 適当 に 返事 を し て いる 。 
・「 あ の 人 は 適当 な 人 だ か ら 、 あ まり 信用 し な い 方 が いい よ 」 


て きとう 


回 適当 < 類 いい か げん な 
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581 く ペ っ な 圭史 な special; particular / 桂 線 的 : 特別 ズ 号 志 計 下 


90 


っ て いる こと が 多い 。 
@ 0 拉 2 の 攻 は 業 い が きょう は 特別 案 い 。 類 ② 特 に 859 


582 か ん ぜん な 完全 な oapiatstotal 生 作 的 。 完全 人 的: 国 満 。 御成 和久 計 


会 


全 だ っ た の に 、 時 く な か っ た 。 
対 不 完全 な 
② ・ 試 谷 は 私 た ちの 完全 な 勝利 だ っ た 。 ・ 実 験 は 完全 に 失敗 し て し まっ た 。 
583 さか ん な 盛ん な eT Oe 
① ・ 私 の ふる さと は 農業 が 底 ん だ 。 ・ 日 本 で 海外 旅行 が 夏 ん に な っ た の は 80 年 代 だ 。 
・ 航 容 は 歌手 に 夏 ん な 折 手 を 送っ た 
®・ 今 「 グ ロー バル 化 と いう こと が 刻ん に 言わ れ て いる 。 
・ 最近 大 学 で は 2 | 講座 が 刻ん に 開か れる よう に な っ た 。 


584 さま ざま な 様々 な Yarious 名 特定 的 人 2 中 
・ イ ンタ ー ネ ッ ト か らき さま さま な 情報 が 得 ら れる 。 ・ こ の ガラ ス は 光 の 当たり 方 で 
きま ざま に 色 が 変わ る 。 ・ 何 を 着せ と 思う か は 、 人 に よっ て さま ざま だ 。 
類 いろ いろ な 


585 か の うな 可能 な possible 有 宮 能 角 、 可以 徹 列 的 ルオ 生 中 
科学 が 進歩 し て 、 今 まで 不可 能 だ っ た こと も 可能 に な っ た 。 
・ こ の 成 般 な ら 希 望 の 大 学 に 合格 する こと は 十分 可能 だ 。 
・ 成功 の た め に は 可能 な か ぎり 何で も する つも り だ 。 
回 可能 特 か ある / 高 い / 大 きい | @ | ない ノ 低い ノ 小 さい | 
千 不可 能 な 類 可 (不可 ) ( 例 . ペッ ト 可 、 縦 災 持 ち 込み 可 ) 


586 ふか の うな 不可 能 な impossible 不可 能 約 。 食 不 到 的 き 人 を 店 
・ 不 可能 な 計画 な ら は じ め か ら 立 て な い ほう が いい 。 
・ 1 カ月 で この 実験 を 終わ ら せ る の は 不可 能 だ 。 


対 可能 な 天 無理 な 、 不 可 ( 可 ) ( 例 . 飲食 不可 ) 
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587 き ほ ん て き な 基本 的 な basic / 基 本 的 。 基 感 約 ノ 2 芯 対 ol 
・ パ ソコ ン の 区 森 的 な 合い 方 は マニ ュ ア ル に 書い て ある 。 
・ う ちの 会 社 は 、 基 本 的 に 9 時 か ら 18 時 まで が 勤務 時 間 だ 。 

(名 ) 基本 663 

588 こく さい て き な 
・ 東京 で 国際 的 な アニ メ フ ェ ステ ィ バ ル が 開か れ た 。 
・ あ の ビア ニス ト は 国際 的 に 活躍 し て いる 。 
・「 こ の 大 学 は 暫 学 生 が 多く で と て も 国際 的 で すね 」 

(名 ) 国際 406 

589 ぼ ばらばら な PT oattered 分 炒 約 , 衝 乱 9 ンプ 2 伸 介 | 
・ みん な の 意見 が ば ら ば ら で 、 な か な か 結語 が 出 な い 。 
・ 今 は 、 家 族 が ば ぱら ば ら に 幕 らし て いる 。 

590 ほろ ほろ な TP 
・ ほ ぼろ ほろ | な ノ の | 嘱 ノ 
・ ひ どい 目 に あっ て 身 も 心 も ほ ろ ほ ぼろ に な っ て し まっ た 。 


EZ 公共 の 施設 Public Facilities 公共 波 天 ご すぎ 人 


Tokyo Metropolitan Government office 京都 基 論評 利 (店) 
prefectural office / 募 庁 。 募 蔵 府 章 将 

prefectural office (Osaka, Kyoto) 一 符 石 、 大 散 診 衣 攻 訴 臣 答 一 芝 (や 付 外 . 評 ) 
prefectural office (Hokkaido) 北 澄 間 革 府中 3( 和 ま 引 9| モ ) 

city office 市 玉 答 市 式 プ 人 | 

ward office / 民 式 府 プ 子 


immigration bureau / 入 回 管理 入 対 革 革 


際 的 な international, cosmopolitan 回 除 化 約 。 回 除 杜 的 ノ 
列 肝 | 中 


police department 一 傘 率 圧 、 公 補記 4 秋 人 
消防 午 。 消息 
public health center 保 符 半 光 


の 


fire department 


police box, substation 一 六 当 導 、 
police box 衝 欠 肖 キ 叶 
community center / 文化 備 、 
| 
museum / 村 物 修 


art museum / 美 林 修 可 
theater 章 院 。 胡 和 。 彩 院 革 介 
movie theater / も 玉 相 3 


(concert) hall / ( き 系 ) 所 
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形容 詞 B 551 ~ 590 


練習 問題 I 
1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 


1. 私 は 田邊 さん (  ) 親しい 。 
2. 彼女 は アニ メ (  ) くわ し い 。 
3. 彼 は 時 間 (  ) 正確 だ 。 
4 
5 


子ども (  ) 必要 な の は 、 温か い 愛情 だ 。 
. 第 は 父 ( ) 顔 が そっ くり だ 。 


正しい こと ば を ( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


1.[ こい 強い ゆたか な 〕 コー ヒー が 好き だ 。 
2. 階段 が 【 急 で ひど く て は げ し く て ) oR Fou, 

3. いじ め は 【 ゆたか な りっぱ な て きとう な ) 犯 

4. [ 少ない 小さ な 細か い 1 面 律 を え し て も ら っ た 。 
5 

6 

7 


5 


° 


5 日 が 〔 か た い _ 強い 動か な い _ 
台風 は 、 関 東 地 方 に 上 際 す る 〔 意 い 
. 車 を 買う こと に な っ た の で 、 すう 必要 重要 自由 〕 が ある 。 


mr ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。(  ) の 数 字 は えら ぶ 数 で す 。 
( 二 度 使う こと ば も あり ます ) 


EE 〕 が あさ い 。(4 ) 
2.〔 〕 が うす い 。(2 ) 
Sw't 〕 が か た い 。(2) 
4.【 〕 が は げ ば しい 。(2 ) 
5 〕 が ゆ ゅ た か だ 。(3) 


色 痛み 化粧 少 考え 経験 
自然 眠り 表情 文章 変化 
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o ささ の の Rw や = 


て きとう 


) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 適当 な 形 に し て 書き な さい 。 


た いよ 


天 陽 が ( )。 


松 南 時 基 は ( 
婚 は 、 き さっき から 
あの 先 悲 は ( 
時 間 が た っ て お 茶 が ( 
この オレ ンジ は ( 


うす 
何 か 様子 が ( 


)。 
)。 
) の で 人 気 が あ る 。 
) な っ て し まっ た 。 
) すぎ て 食べ られ な い 。 


この 部 屋 は 長い 間 使 っ て いな い の で 、 か び ( )。 
流行 時 れ で も 、 まだ 着 ら れる 服 を 捨て る の は ( - )。 


最近 、 仕 事 が ( 


) いか な く て 悩ん で いる 。 


お か し い 
まぶし い 


うま い 
ぬる い 


か っ こい い 


くき さい すっ ぱい 


むし あつ い も っ た いな い 


ちほ う の うき ょ 


この 地方 は 農業 が ( 


( ) 国 か ら ! 


事情 が あっ て 家族 が ( 


) 魚 は きしみ に で きる 。 


)。 
: が や っ て 来る 。 
) 暮らし て いる 。 


( ) トイ レ は 使っ て いて 気持 ちがい い 。 


長い 間 使 っ て いる きい ふ が ( 


あの 俳優 は 国内 で は 有名 だ が 、( 


畔 が 起こ り そ う で す 」「 そ れ は ( 


) な っ た 。 


) は 無名 だ 。 


こく さい て き さか ん さま ざま し ん せん 
せい けつ た し か ば ら ば ら ぼろ ぼろ 
彼 の 話 に ( ) だ まさ れ た 。 
( - ) 帰国 する こと が 決ま っ た 。 
仕事 の 間 に ( ) 休憩 を と っ た 。 


15 歳 の 子ども が ( 
彼 は 最後 まで ( 


転 す る こと は ( 
「 喘 画 は どう だ っ た ? 1「( 


・ うち の 会 社 は 、( 


) 大 学 の 入学 を 許さ れ た 。 
) リー ター の 資 任 を は た し た 。 
) 禁止 され て いる 。 
) お も し ろか っ た よ 」 
) 9 時 か ら 6 時 まで が 租 務 時 間 だ 。 


か た い 
すご い 


か ん ぜん 


て きとう 


き ほ ん て き 
と くべ つ 


きゅう 
りっぱ 


) で すか 」 
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Un (形容 詞 A・B 259*298/551*590 
| 07 mn | 


I (  ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、a・b・cC・d か ら ー つ えら びな さい 。 


1. 姉 は ( ) 趣味 の アン ス を や っ て いる 。 

a 得意 に b 熱心 に c 満足 に d 夢中 に 
2. 彼 は 友だち は 多い が 、 恋 愛 に は (  )。 

a お と な し い b 地味 だ c 消極 的 だ d 普 手 だ 
3. マッ サー ジ を し て も ら っ た ら 、 体 が ( 。 ) な っ た 。 

a 元気 に _b や わら か く c ゆる く d 楽に 
4.「100 メー トル を 9 秒 8 で 走る と は 、( ) 記録 で すね え 」 

a 大 きい b すご い c ひど い d 激しい 
5. カラ オケ の 嫌い な 彼 が 、 む か し 歌手 だ っ た と は ( 5 

a 案外 だ b 不可 能 だ c 意外 だ d 当然 だ 
6. 地震 で 水 が 止ま っ て 、 し ば らく ( ) 生活 を し た 。 

a 不 自由 な b 完全 な c 不 必要 な d 不満 な 
7. この カー ブ は ( ) の で 、 ス ピー ド を 出す と 危な い 。 

a か た い b きび し い ce 急 な d 強い 
8. この オフ ィ ス で 一 番 パ ソコ ン に ( ) の は 、 山 本 さん だ 。 

a くわ し い b 細か い c うま い d 得意 な 
9. 先生 は 時 間 に ( )、 毎 朝 9 時 ちょ うど に 教室 に 入る 。 

a 確実 で b 正確 で c 確か で d 正しく て 
10. (店 で ) 「 一 度 使用 し た 商品 を お 返し に な る こと は 、( ) お こと わり し ます 」 
a か た く b きび し く c 強く d は げ し く 

TT ”。 に 意味 が 最も 近い も の を 、a・b・C・d か ら 一 つえ ら び な さい 。 

1. この 子 は 正直 だ 。 

a 頭 が いい b うそ を つか な い c が まん づ よ い  d まじ め だ 
2. 私 の 仕事 は 楽 だ 。 

a お も し ろ い b 少な い c 簡単 だ d 楽し い 
3. 彼 は 高橋 さん と 親しい 。 

a いつ も 一 緒 だ  b 近所 どう し だ  c 親 せ きだ d 伸 が いい 
4. ジュ ー ス が ぬる く な っ た 。 

a 温まっ た b 熱く な っ た c 冷め た d 冷え た 
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5. 


a 


こん な 課題 は 学生 に は 無理 だ 。 


いや が る b 不可 能 だ c や さき し く な い d 理由 が な い 


中 つぎ の こと ば の 言い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つえ ら び な さい 。 
1. 清潔 な 


a 
b 
MM 
d 


この タオ ル は と て も 清潔 だ 。 

彼 は 清潔 な 心 を 持っ て いる 。 

きょう は 、 空 が 清潔 に 晴れ て いる 。 

この 川 の 水 は 清 潔 で 、 水 の 底 ま で 見 える 。 


2. まし な 


a 
b 
c 
d 


日 本 に 住む 外国 人 の 数 は 、 年 々 を まし に な っ て いる 。 

秋 は 食べ も の が お いし く て 、 食 事 の 量 が まし に な る 。 
ひど いせ き が 出 て いた が 、 薬 を 飲ん だ ら ま し に な っ た 。 
彼女 は 昔 か らき れい だ っ た が 、 最 近 さ ら に まし に な っ た 。 


3. 盛ん な 


a 
b 
て 
d 


焼き 肉 の 火 が 弱かっ た の で 、 も っ と 盛ん に し た 。 
将来 の た め に 、 お 人 金 を 店 ん に 貯金 し よう と 決め た 。 
ニ 十 歳 の 誕生 日 に 、 盛 ん に バー ティ ー を 開い た 。 
大 学 で 箇 学 生 と 日 本 人 学生 の 交流 が 忠 ん に 行わ れ て いる 。 


4. うら や まし い 


a 
b 
で 
d 


テス ト で 1 和 間 だ け で き な く て 、 う ら や まし い ぃ 。 

むか し 一 緒 に 遊ん だ 友だち が 、 今 で も うら や まし い 。 

あの 人 は いつ も 私 の じゃ ま を する の で 、 う ら や まし い 。 

友人 の 会 社 は 給料 が よく て 休み も 多い そう で 、 う ら や まし い 。 


5. お と な し い 


Ao ws» 


彼女 は 、 い つも と 違っ て きょう は お と な し い 服 を 着 て いる 。 

この 子 は 、 小 学生 と は 思え を な い お と な し い 考 え 方 を する 。 
友だち と けん か を し て 、 つ い お と な し いこ と を 言っ て し まっ た 。 
お い に ひ さ し ぶ り に 会 うと 、 す っ か りお と な し い 年 に な っ て いた 。 
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Unit 08 同 司 上 の ~ _635 


て いと の sp ふく し 
1 程度 や 量 を 表す 副詞 Adverbs for Expressing DegreeQuantity < 本 未 程 度 表 生 約 刷 抱 ノ 足り は 対人 を り 可 MM 半 人 


591 ひじ ょ うに 非常 に very; urgency 半 信 、 特 別 : 委 人 錠 の 分 剖 人 


1 価 な も の で す の で 、 気 を つけ て 運ん で くだ さい 。 


類 と て も 、 大 変 (に ) 
・ FN この 下 の レ バー を 引い て くだ さい 」 
ー 階段 、 ー バ ル 


4 


592 SYO (GO 大 朗 ( に ) terribly, greatly 芋 党 。 万 富 、 7 
計画 が 中 止 に な っ た の は 大 変 残念 だ 。 


話 に な り ま し た 」 
類 と て も 、 非 常に 
③④ [ け 和 形 ) 天変 な ] "281 


593 ほとん ど nearly; hardly 大 贅 、 大 部 分 : 所 手刀 可 半 
1 ・ 人 準備 は ほとん ど で き た 。 ・ 村 上 春樹 の 小説 は ほとん ど 読 ん だ 。 
(を ) ほとん ど ( 例 . この 学校 で は 、| ほ と ん どの 子ども た ち が プ 子ども た ちの ほとん ど が | 
語 を 持っ て いる そう だ 。) 
2 ・ 来 日 し た と き 、 日 本 語 は ほとん ど わ か ら な か っ た 。 
・ あ の 人 と は ほとん ど 話し た こと が あり ませ ん 。 
※ 耕 定 的 な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 


594 だ いた い 大 体 most; about 大 琉 。 大 部 分 : 大 釣 ズ 村 州 、 本寺 
D ・ き ょ う の 試 験 は だ いた いで きた 。 

・ だ いた い の 人 が その ニュ ー ス を 知っ て いた 。 
の ・1 カ ヵ月 の 収入 は だ いた い 15 万 円 ぐら いで す 。 

類 お よそ 


595 かなり fairl quite 軍 き 、 療 交 . 分 叶 計 
・ 頭痛 の 楽 を 飲ん だ ら 、30 分 ぐら いで か な り よ く な っ た 。 
・ き の う の 台 風 で 、 九 州 で は か な り の 披 害 が 出 た そう だ 。 
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596 ずい ぶん ey 非 省 、 自 , 相当 相当 所 室堂 條 . 避 坪 
・ し ば らく 会 わな い 問 に 、 チ ン き ん は ずい ぶん 日 本 語 が 上 手 に な っ て いた 。 
・「 け が の 具 谷 は どう で すか 」「 ず いぶ ん よく な り ま し た が 、 ま だ 運動 は で きま せん 」 

※「 思 っ た 以上 に 」 と いう 気持 ち が 入 る 。 

597 けっ こう pretty, very / 粒 寺 。 人 等 プ 刻 則 

① ・ 甘 訣 晶 な の で 込ん で いる か と 思っ た ら 、 け っ こう すい て いた 。 

た 料理 だ が 、 け っ こう お いし く で きた 。 

て どう だ っ た か と いう と き に 使う 。 

②④ [ば 形 ) 結構 な ] te 289 

598 だ いぶ だ いぶ ん 大 分 mostly, fairly 本 、 徐 。…… 香 多分 吾 . Wil 
・ 病 気 は だ いぶ よく な っ た 。 ・ 仕 事 が まだ だ いぶ ん 残っ て いる 。 

類 か な り 

599 も っ と more プ 更 。 更 が 。 理 病 代 プ 可 . 圭 可 
・ リ ン ゴ より イチゴ の ほう が 好き だ 。 で も 、 メ ロン は も っ と 好き だ 。 

-「 も っ と 大 き な 声 で 話し て くだ さい ] ・ こ れ だ け で は 走り な い 。 も っ と ほし い 。 

600 すっかり completely, quite 完全 、 全 部 ご 叶 、 科 計 
・ き くら の 花 は も うす っ か り 散っ て し まっ た 。 ・ 友 人 と の 約束 を すっ か り 】 
・「 病気 の 具合 は どう で すか 」「 お か げき まで 、 す っ か り よ く な り ま し た | 


みん ぜん 


れ て いた 。 


ot 


類 完全 に 
601 いっ ぱい 一 杯 fl 和 多 : 清 大江 | 全 、 全 称 プ 2 生 。 半 中 
①・ は 子ども た ちがい っ ぱい いて 、 と て も に ぎ や か だ っ た 。 
> 
※ 会 話 的 な 言葉 。 類 た くさ ん 


② ・ も う 、 お な か が いっ ぱい だ 。 ・ 姉 の 部 屋 は 本 で いっ ぱい だ 。 

③ [いっ ぱい に ] ・ 窓 を いっ ぱい に 開く 。 

回 ①②③ [名 詞 ] + いっ ぱい ( 例 . 部 屋 い っ ぱい に 日 が 差し て いる 。 ・ 坊 いっ ぱぃ ノ 
精いっぱい | が ん ば る つも り だ 。 ・ き の う の テ スト は 難し く て 、 時 間 い っ ぱい か 
か っ て し まっ た 。 ・「 お か わり は ? 」「 も うお な か いっ ぱい だ よ 」) 
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602 ぎり ぎり barelythe last minute ご 業 大 大 間 和 
走れ ば 、 9 時 の 電車 に ぎり ぎり 間に合う だ ろう 。 
・ ぎ り ぎ り ま で 待っ た が 、 田 中 若 は 来 な か っ た 。 し か た な く 、 発 に 行く こと に し た 。 


exactly; closely; perfectly; suddenly / 
移 全 一 区 完 企 信太 実 然 件 下 / 李 。 圭 


603 ぴっ た り (と ) 
・7 時 びっ た り に め ぎ ざま 
5 橋 さ ん は いつ も 、 約 東 の 時 間 び っ た り に や っ て くる 。 
③④ ・ 二 人 は びっ た り と くっ つい て 、 離 れ よ うと し な か っ た 。 
・ 候 を ぴっ た り 閉 め て くだ さい 。 ・ 二 人 の 意見 は ぴったり 一 致し た 。 
③ ・「 そ の ネクタイ 、 き ょ う の ス ー ツ に ぴっ た り だ ね 」 
・ こ の バッ グ は 2 3 日 の 旅行 に びっ た り の 大 き さ だ 。 
④ ・ 子 ども が 生ま れ て か ら 、 夫 は | ぴったり ノ / び た り と | た ば こ を や め た 。 
・ 楽 を 飲 な と せき が び ぴたり と や ん だ 。 
※ 後 ろ に 動詞 が ある と き は 、「 び た り と 」 の 形 も 使え る 。「 び っ た り 」 の ほう が 会 苦 的 。 


次 時 : 江 密 。 
円 


と まみ do < し 
II 時 に 関係 の ある 副詞 Time-related Adverbs ) 5 叶 河 細美 谷 届 洒 の 対語 半 叶 委 半 人 


604 た いて い eid 大 都 分 、 大 多 : 一 般 . 大 部 分 ズ 可 旭 
・ 昌 曜日 は た いて いう ち に いま す 。 
・ た いて い の 人 が 田中 さん の 意見 に 多 成 し た 。 

類 ほとんど 


605 どう じ に 同時 に ンー sii) hand 同一 時 同 、 立 天 : 
① ・ 二 人 は 同時 に ゴー ル し た 。 ・ 電気 が 消え た 。 回 叶 に 非常 ベル が 也 り 始め た 。 

・ そ の コン サー ト の チケ ッ ト は 、 同上 に 売り 切れ た 。 

(@) 同和 (人 : 人 の ゴー ル は 回 時 た 。) 
の ・ 駅 か ら 和 近い アパ ー ト は 便利 だ が 、 回 時 に 、 家 人 高い 。 

・ 彼 女 は 私 の 美 で ある と 同時 に 、 仕 事 の バー トナ ー で も ある 。 


606 まえ も っ て 前 も っ て in advance 預 を , 事 を 避 
・「 も し 欠席 する 場合 は 、 前 も っ て ご 連絡 し ます ] 
・ デ ー ト する と き は 、 い い レ スト ラン を 前 も っ て 調べ て お く よ う に し て いる 。 
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607 すぐ (に ) immediate(ly): right 市 、 二 上 : 用 近 の 
① ・ チ ャ イム を 鳴ら す と 、 す ぐに ドア が 開い た 。 ・「 火 事 で す 。 す ぐ 来 て くだ さい 
③④ ・ う ちの すぐ 近く で 殺人 事件 が あっ て 、 と て も 屈 か っ た 。 
608 も うす ぐ son プ 慈 圧 、 反 得 、 全 上 守 、 可 21Wio 
・ 日 本 へ 来 て 、 も うす ぐ 3 年 に な る 。 ・ も うす ぐ 夏 休み だ 。 
609 と つ ぜ ん 突然 suddenly 天 拓 。 多 然 視 オ 
・ 子 ども が 突然 飛び 出し て 米 た の で 、 急 プレ ー キ を か けた 。 
・ 友 人 が 亡くな っ た 。 突然 の こと で 、 ま だ 信じ られ な い 。 
610 あっ と いう ま ( に ) あっ と 言う 間 ( に ) inafash プー4em. 一 中 i ン を 4 る せ Cal) 
・ 子 ども の 成長 は 早い 。 あ っ と いう 間 に 、 も う 小 学生 だ 
・ 駅 で か ば ん を と られ て し まっ た 。 あ っ と いう 間 の で き ご と だ っ た 。 
・ 栄 し い 時 間 が 過ぎ る の は 、 あ っ と いう 間 だ 。 
611 いつ の ま に か いつ の 間 に か eS 不知 不 党 沿 不知 件 名 時 備 プ 9 と. 
・ い つの 間 に か 、 外 は 購 く な っ て いた 。 
・ 子 ども は いつ の 間 に か 、 私 より 背 が 高く な っ て いた 。 
※「 い つの 千 に 」 は 蜂 購 文 に 使う 。( 例 . いつ の 結 に こん な に お 金 を 使っ て し まっ た の だ 
ろう 。) 
612 し ば らく ed 会 ルル 、 匠 時 不 久 作 人 1。 
・「 た だ 今 窓 日 が 込ん で いま す の で 、 も うし ば らく お 待ち くだ さい ] 
・( 友 人 の 子ども に ひさ し ぶり に 合っ て ) [し ば らく 合わ な いう ち に 大 きく な っ た ね 」 


I 変化 や 経過 に 関係 の ある 副詞 Adverbs for Change or Transition / ち 二 化 / 半 笠 箇 甘 約 着 3/ 電 時 財 4 赴 外 半 詩 弄 半 
613 ずっ と by rven Me 昌 、…… 得 多 : 扱 久 : 一 在 
の ・ パ バス より も 地下 鉄 で 行く ほう が ずっ と 償い 。 地球 より も ずっ と 大 きい 。 
②③ ・ あ の 人 と は ずっ と 前 に 一 度 会 っ たこ と が ある 。 ・ ず っ と 遺 くに 船 が 小さ く 見 える 。 
⑥) ・ 私 は 小 き いこ ろか ら ず っ と ピア ノ を 習っ て いる 。 
・ き の う は 体調 が 悪かっ た の で 、 ずっ と 疫 て いた 。 

614 あい か わら ず 相変わらず トト 昧 四 . 信 四 . 慰 入党 一 本 相 有 大 . 

・ あ の 女優 は 、 年 を 取っ た 今 も あい か わら ず き れ い だ 。 

久しぶり に 合っ た が 、 彼 女 の 気 の 強 き は あい か わら ず だ っ た 。 
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OE 
615 つぎ つぎ に と 次 々 に / と A 
・ 新 し い タ イプ の イン スタ ント 食品 が 次 々 に 発売 きれ て いる 。 
・ あ の 小説 家 は 次 を と 新しい 作品 を 発 家 し て いる 。 
616 どん どん a pd met RE 
① ・ き ょ う は 体調 も よく 、 仕 事 が どん どん 進ん だ 。 
・「 待 っ て 」 と 頼ん で も 、 彼 は どん どん 先 に 行っ て し まっ な た 。 
・「 お な か が すい て る で し ょ 。 ど ん どん 食べ て 」 
⑨ ・ ド ンド ン と ドア を ノッ ク す る 大 き な 音 が 聞こ えた 。 
617 ます ます FE 
・ 萌 か ら 降 っ て いた 雨 は 、 午 後に な る と ます ます 強く な っ た 。 


・「 彼 女 、 子 ども の ころ か ら か わい か っ た けど 、 最 近 ま すま すき れい に な っ た ね ] 
618 や っ と nay barely 哲子 、 地 不 鶴 移 : 和 妙 紅 須 グズ 包 衝 . 外 


① ・30 分 も 待っ て 、 や っ と バス が 来 た 。 
・ ず いぶ ん 探し て 、 や っ と (の こと で ) 目的 地 に 着く こと が で きた 。 
② ・ 安 い 給料 し か も ら っ て いな い の で 、 生 活 が 普 し く 、 食 べ て いく の が や っ と だ 。 
・ う ちの 子 は まだ 小さ く て 、 電 車 の つり 曹 に や っ と 手 が 届 くぐら い の 身 長 で す 。 
619 と うと う ci 珠子 珠 究 : 到底 / 叶 者 
①・ 長い 間 便 っ て いた 詩 た く 機 が と うと う 填 れ て し まっ た 。 
・ と うと う 人 間 が 月 へ 行け る 日 が や っ て 来 た 。 
② ・3 時 間 待 っ た が 、 彼 は と うと う 来 な か っ た 。 
※ 和 定 的 な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 


620 つい に に ra the end 草子 , 到 底 衣 到 療 居 中 91 . 


Q① ・ 神 い こ ろ の 沙 を つい に 央 現す る こ と が 
兄 は 土日 も 休ま ず 働 き 続 け 、 つ い に 


きた 。 
倒れ て し まっ た 。 
会 に 出場 する こと は で き な か っ た 。 
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T 気持 ちや 主 鉛 を 表す 副詞 


Adverbs That Express Feelings and Subjective Impressions / 表現 ご 情 与 主 現 息 信 的 刷 河 伸 対 9] 財 施 韻 合 主 笠 和 モ 半 邊 
621 も ちろ ん of course, naturally / 才 誠 。 不 骨 小 プ 香 季 

・ マ ンション を 買っ た 。 も ちろ ん 、 ロ ー ン で だ 。 

・「 あ し た の パー ティ ー に 行く ? 」「 も ちろ ん 」 

・ 彼 は 中 国 に 10 年 住ん で で いた か ら 、 も ちろ ん 中 国語 が 話せ る は ず だ 。 
類 当然 時 287 


622 や は り YR all プ 具 電 . 束 電 : 昧 昌 :( 朋 的 
① ・ や は り A チ ー ム が 勝っ た 。 予 想 通 り だ っ た 。 
・「B が 犯人 だ っ た そう だ 」「 や っ ぱり ね ] 
②④ ・「 色 の ふる き と で は 、 今 で も や は り 旧 騰 で 正月 を 補う ん で す 」 
③ ・「 比 い の が いい な あ 。 あ 、 甘い の も いい か な あ SPP や っ ぱり 赤い の に し ょ う 」 
※「 や っ ぱり 」 は 「 や は り 」 の 会 話 前 な 言 
623 _ きっ と A fail / 第 定 : 一 定 。 必定 9 枯 負 9| . 


-「 あ な た な ら 、 き っ と 合格 で きま す よ ] 
④ ・( お 金 を 備 し て くれ た 友人 に ) 「 来週 中 に は きっ と 返す よ 」 

・( 帰 園 す る 友人 に ) 「 今 度 日 本 へ 来 た ら 、 う ち に 泊まっ て くだ さい 。 き っ と で す よ 」 
類 ①② 必ず 
624 ぜひ We to do), by all means 一 定 , 玩 池 各 何 。 

・ 着い と き に 、 で ぜひ 留学 し た いと 思っ て いる 。 

・「 日 本 へ いら っ し ゃ っ た ら 、 ぜ ひ 私 の うち に 泊まっ て くだ さい 」 

※ ふ つう 、「 一 た い 」 「 こ て ほし い 」「- て くだ きい 」 と いっ し ょ に 使う 。 
625 な る べく as much as possible // 尺 茹 、 尺 可能 プ 外 対局 中 苗 

・「 な る べく 辞書 を 見 な いで 、 こ の 本 を 読ん で みて くだ さい 」 

・ か ぜ が は や っ て いる と き は 、 人 の 多い と ころ へ は な る べく 行か な い ほ うがい い 。 
626 あん が い 案外 surprisingly 意 不 到 . 肖 手 佑 料 可 3|( 走 ) 村 当 
は くも っ て いる が 、 委 外 上 カ ヽ 。 ・ 道 が 込ん で いた が 、 委 外 叶 く 苦 いた 。 
続く こと は 少な い 。 *x 委 外 合格 し た 、x 案外 来 た 
類 意外 に py288 
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IO 24 ) 


627 i maybe る 首 、 表 才能 31 列 四 圭介 
、 も し か する と 、 あ し た 休む か も し れ ま せん 。 
この ご 2 剛 っ て きた か ら 、 も し か し た ら T 大 に 5 
・「 北 村 き ん 、 も し か し て 河内 さん の こと が 好き な ん じゃ な い ? 」 
※「 も し か する と > も し か し た ら > も し か し て 」 の 順に 会 話 前 に な る 
「 ひ ょ っ と する と > ひょっと し た ら > ひ ょ っ と し て 」 は 、 よ り 会 話 前 に な る 。 


4 で きる か も し れ な い 。 


628 まさ か yeneeedi 0 を る 会, を る 可能, 万 没 
・「 あの 二 人 、 蔵 謗 する そう だ よ 」「 ま きか ! あん な に 視 が よかっ た の に 」 
・ あ の 成績 の いい 小林 さん が 、 まさ か TT 大 学 に 落ち る と は 思わ な か っ た 。 


629 うっかり うっ か り ス ル absentmindedly 不動 衝 、 不 小 大 時 物 流 旬 時 
・ う っ か り し て 、 さ きとう と 幸 を 章 進 えて 入れ て し まっ た 。 
・ 買 い 物 に 行く の に 、 う っ か りさ いふ を 忘れ て 出かけ て し まっ た 。 


630 つい ite ofoneself involuntarily 不 員 自 主 地 、 不 英 


・ 閑 巡 し よう と 思う の だ が 、 食 事 の 後 な ど に つい 吸っ て し まう 。 
・ 疲 れ て いた の で 、 会議 中 に つい 大 限り し て し まっ た 。 


631 お も わ ず 思わ ず Sencdvi tooww30ndy 甘 不 住 。 不 得 / 引 神社 
・ 夜 道 で 急 に 肩 を た た か れ 、 思 わ ず 「 ワ ーッ 」 と 叶 ん で し まっ た 。 

632 ほっ と ほっ と スル relieved,to my relief 区 さ 。 松 気 調合 
・| 吉 験 が 終わ っ て ノ ズ ガ ン で は な いと わか っ て …| ほっ と し た 。 

633 いら いら いら いら スル immitated 共 多 。 拓 寺 包 珠 プ ぐ [ 和 半 和 四 
・ 急 いで いる の に パス が な か な か 来 な く て いら いら し た 。 

934 の ん びり の ん びり スル 公夫 > 


3 ど と で も 忙し か っ た 。 温泉 へ で も 行っ て の ん びり し た い 。 
定 4 退職 後 は ふる さと へ 才 っ て の ん びり (と ) 杖 ら し た い 。 


・「 準 備 で きた ? 」「 ま だ 」「 の ん びり し て る と 間に合わ な いよ 」 
635 じつは 実は か の 人 滋 胡 的 。 滋 実 在 的 事実 上 , 
・「 き の う 言っ た こと は 、 実 は うそ な ん で す 」 


・「 あら 、 鈴 木 きん 。 何 か ご 用 で すか 」「 え え 、 実 は 、 お 願い が あっ て ……」 
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て es 
空欄 に 適当 な 言葉 を ひら が な で 入れ な さい 。 
PRD3 = に 
ふつ う の 表現 | ① の つ ) 3 ③④ ® 
BZ eS iS 
牙 まっ た 表現 昨日 ト 日 
x - = 
ふつ う の 表 現 | ⑥ の 8 
PH73 DS 
数 まっ た 表現 年 
と 
TI. 漢字 の 読み か た を ひら が な で 書き な さい 。 
① 早 朝 ( ) 正午 ( ) 深夜 ( ) 真夜 中 ( ) 
early morning 大 、 済 長 プ noon / キ キ 。 正 キ late night /※ 誠 / Yo} middle of the night, midnight 
生生 gl d ト 視 る る キ 衣 。 生理 財 を 
OTH ( ) 休日 ( ) 
weekday キー 選 day of holiday 衝 休 中 
| 
3 年 末 ( ) 月 末 ( ) 週末 ( ) 
end of the year 年 斉唱 end of the month 月 weekend / 周 林 
PD 
③④ 上 名 ( ) 中 旬 ( ) 下旬 ( ) 
early part of the month middleofthe month ご の late part of the month で 
3 る を 和 引 を 
4 99 pgA 
自 . 普通 の 表現 を 書き な さい 
D 移 日 the other day 上 間 えま る (は)( ) 
recently 一 業 送 記せ 信人 ( 
hereafter 信太 の 計 キ 、 介 ( ) 
Av いみ ckg 
W. 反対 の 意味 の 言葉 を 書き な さい 。 
① 以前 previously 以前 9l 社 ( ) 
る 直前 immediately before 昌和 生 … え 章 人 4 和 ( ) 
beforehand ご 可 莉 ご 作 ( ) 
in life, before death 生音 人 ( ) 
before eating 後半 穫 衣 人 ( ) 
end of the year 年 本 計 ( ) 
the day before 導 一 計る ( ) 


解 逢 : 1. ① お と と い ② き の う ③ き ょ う ③ あ し た ③ あ きっ て ⑥ お と と し ⑦ き ょ ね ん ⑧ こ と し 
1 ① そ うち ょ う し ょ う ご し ん や ま よ な か へ いじ つ きゅう じ つ ③ ね ん まつ げ つ まつ し ゅ うま つ 
めじ し ょ うじ ゅ ん ちゅ うじ ゅ ん げじ ゅ ん 
四 .、① こ の あい だ / こ の まえ ② 近 ご ろ ノ この ご ろ 
NV. ① 以 後 ② 直 後 3 事後 ① 死 後 ③ 食 後 
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Unit 08 


の ら oo で の の rR ww 


副詞 A 591 ~ 635 
練習 問題 1 | s | 


右 の の 中 か ら 同 じ 意 味 の こ と ば を えら び 、 例 に な ら っ て ( ) に 書き な さい 。 


か た いこ と ば ーー 
例 ( いっ ぱい ) 一 ( 多く  ) ちっ Ha お よそ 
( ) 一 ( ) だ いた い つい に 
( jt ) と て も 
( ) 一 ( ) や っ と 


正しい こと ば に 〇 を つけ な さい 。 答え は 一 つと は か ぎり ませ ん 。 


「 ゎ か り ま し た か ] 
「 は い 、( だ いた い ほとん ど 九 
「 い いえ 、[ だ いた い ほとん ど 
.「 か ぜ の ぐあい は どう で すか 」 
[あり が と う 。( か な り すっ か り だ いぶ 〕 よく な り まし た ] 

台風 で [ か な り ずい ぶん た い へ ん 〕 の 被 省 が 出 た 」 

験 は [ だ いた い けっ こう た いて い 〕 で きた と 思う 。 

あの 喫茶 店 に 行け ば 、[ た いて い だ いた い )〕 北原 さん に 会 える 。 

A チー ム と B チ ー ム を 比べ る と 、A チー ム の ほう が 【[ ずっ と も っ と 〕 強い 。 
夜 に な る と 、 雨 は [ 次 々 に と うと う ます ます J 強く な っ た 。 

長い 間 は いて いた くつ に 、【 と うと う や っ と 〕 突 が あい て し まっ た 。 

この ソフ ァ は 小 き いか ら 、3 人 座る の が [ つい に と うと う や っ と 〕 だ 。 
符 度 も オリ ン ビ ピック に 出場 し た が 、[ つい に と うと う や っ と 〕 メダ タル を 取 
る こと は で き な か っ た 。 

。 神父 が 入院 する と 、 親 せき が 決 々 と だ ん だ ん ) 見 差 い に 玉 た 。 

久しぶり に で も 行っ て ( いら いら の ん びり 〕 し た い 。 

駅 で 、 と な り に 立っ て いた 人 が [ あっ と いう 間 に と つ ぜ ん 〕 倒れ た の で 、 管 
いた 。 

。 い つも 遅 記す る 中 村 さ ん は 、 き ょ う も 【〔 きっ と や は り 〕 通れ て 玉 た 。 

。「 今 度 の パー ティ ー に は 、[ きっ と ぜひ ) 参加 し た いと 思っ て お り ま す 」 

.「 あ し た は 【 和泉 外 な る べく 〕 早く 来 て くだ さい 」 

電車 の 中 で きのう 見 た テレ ビ 番組 を 思い 出し 、【( うっ か り つい 〕 突っ て し ま 


っ た 。 


〕 わか り ま し た 」 
〕 わか り ま せん で し た 」 


、 約束 の 時 間 [ ぴったり いっ ぱい ぎり ぎり ] に 着い た 。 


19. [ 訪 い で いる の で 、 〔 すぐ に も うす ぐ ] 持っ て 来 て くだ さい - 
20. 西田 さん が 不 合格 に な っ た の は 〔 委 外 意外 〕 だ っ た 。 


本 つき の 表現 や こと ば と 、 よ くい っ し ょ に 使う こと ば は どれ で すか 。 下 か ら えら ん で 記 
号 を 書き な さい 。 
A 
1. ( 。) て くだ さい 2.( 。) ~ か も し れ な い 3.(  ) ~ し て し まっ た 
4. (  ) と お り だ っ た 5. (  ) ~ な ん て ! 6.(  ) ~ し て お く 
a うっかり b. ぜひ c. ま えも っ て 
d まさ か 。。。 ec も し か する と {上 や っ ぱり 
B 
1. ぎりぎり (  ) 2. び っ た り (  )(  ) 
3. すぐ ( ) 4. ずっ と ( ) 5 6 ) いっ ぱい 
合う b. く っ つく に そば 力も か し 【 向 に 合う 
MV ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 
1 . 最初 は ぜん ぜん 日 本 語 が で き な か っ た が 、( ) する と 話せ る よう 
に な っ た 。 
2. 心配 し て いた こと が ( ) うま くい き 、( ) し た 。 
3. こ = な っ て いた ら 、(  ) 夕方 に な っ て いた 。 
4. ) 列車 が 入っ て きた 。 
5. 0 「( ) で す 。 な か な か 熱 が 下がら な く て 」 
6. 「 太 場 ご 希望 の 方 は 、 ) 整理 券 を お 取り くだ さい 」 
7.「 北 野 さ ん 、 どう a 顔色 が 恒 い で す よ 」 「( )、 き の う 、 
腰 て いな いん で す 」 
8. 私 は 着い ころ か ら 絵 が 大 好き で 、「 バ パリ へ 行き た い 」 と ( ) 思っ 
て いた 。 
9.「 こ の 仕事 、 や っ て も ら える ?」「( ) で す 。 ぜ ひ や ら せ て くだ さい ] 
10. あし た は も う 容 式 だ 。( : は 
11. 暗い と こ ろ で 急 に 声 を か けら れ 、 ( ) 大 声 を 出し て し まっ た 。 


あい か わら ず あっ と いう ま いつ の ま に か お も わ ず 
けっ こう じつは し ば らく ずっ と どう じ に 
ほっ と まえ も っ て も ちろ ん 
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直上 名 詞 C 636 ~ 715 


636 どく し ょ - 読書 ( ラ ) スル reading / 潜 考 。 押 湊 ノ 号 針 


・ 協 味 は 読書 だ 。 ・ 休 日 に 読 革 を する 。 


637 えん そう ラ 演奏 ( ヲ ) ス ル 
楽器 を 演 克 する 。 


し ゃ 


回 者 、 会 


638 げ い じゅ つ 芸術 art ン を ネン 
・ 美 術 、 普 楽 、 文 学 、 演 劇 な ど は 、 み な 、 芸 術 の 一 種 で ある と 言え る 。 
回 _ 視 品 、 家 、 的 な 
63 の 9 けん さ ラ 検査 ( ラ ヲ ) ス ル inspection, (medical) examination 栓 本 松 維人 
肖 プ 製品 50 、 必ず 持ち 物 の 検査 が ある 。 


を | し た ノ 愛 けた !。 
しない 


回 _ を 受け る 回 生体 - 


640 けつ えき 血液 blood ノ 生 涼音 当 
・ 体 の 中 を 血 溢 が 流れ て いる 。 
回 類 血 


641 ちり ょ う ラ 治 療 ( ヲ ) ス ル treatment 次 
・ 病 気 を 治療 し た 。 ・ 東 歯 の 治療 を | し た ノ 受 けた | 。 
回 を 受け る 較 っ 治す 


642 し ょ うじ ょ う 症状 symplom ZMH, Ak る 4 
・ か ぜ の 症状 は 、 然 、 せ き 、 募 水 な ど だ 。 

回 が 軽い e 重 い 、 が 出る 

643 よ ぼ う ラ 予防 ( ヲ ) ス ル prevention 後半 
・ か ぜ の 予防 ・ 炎 利 を 予防 する 。 

回 注射 、 接種 


142 


644 えい よう 栄養 nutrition 秋 共 8 人 
・ 江 療 の ある 食べ 物 ・ 健 康 の た め に 、 栄 差 に 気 を つけ まし ょ う 。 
_ が ある や な い 、_ を と る 、_ が つく ・_ を つけ る 回 _ 不足 、_ 状態 
645 し ゅ じゅ つ ラ 手 術 ( ヲ ) ス ル aurgeryr operation プチ ネ ノ 企 人 
・ 肖 の 手術 を | し た ノ 受 けた | 。 
回 を 受け る 回 外科 _、 整 形 、 移 植 
646 し ぼう 死亡 スル death ご 死 議 人 
・ 人 死亡 の 原因 を 調べ る 。 ・ 事 政 で 3 名 死亡 し た 。 


回 者 率 
647 いのち 命 Hife の ま 久 、 仁和 の 人 四 、 半 合 
・ 合 は 大 切 に し な けれ ば な ら な い 。 
類 生命 
648 いっ し ょ う ー 生 (whole) life; forever ノー 生 。 一 畔 チン | 介 。 羽 介 


① ・ ピ カ ソ の = 


649 ご か い ラ 誤解 スル misunderstanding ズ 活 許 。 送 会 ノ 多 前 
・ 誤 解 が な いよ うに する に は 、 よ く 話 し 合う こと が 大 
・ テ スト で 章 題 の 意味 を 誤解 し て 徐 え を 間違え た 。 

650 こう か い ラ 後悔 スル regret / 司 橋 グ 和 キ 羽 
・ 私 は 若い ころ に 勉強 し な か っ た こと を 、 と て も 後悔 し て いる 。 
651 わけ 訳 reason: meaning 理由 。 原 回 : 間宮 。 間 文 1 笛 。 疾 
① ・ 進 侯 し た わけ を 話す 。 ・ 二 人 が 別れ た わけ を 知り た い 。 
深い 頸 理由 、 事 情 
② ・ 彼 が 言っ て いる こと は 、 わ けが わか ら な い 。 
類 意味 、 理 くつ 
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652 _ た い ど 態度 attitude お 度 、 表 現下 中 
・ あ の 学生 は 、 授業 中 の 態度 が 悪い 。 ・ あ いま いな 態度 を と る 。 
・ 好 きか 怒 い か 、 胡 度 を は っ きり させ る 。 

加 が いい っ 量 い 、[ あ いま いな ノ ふ まじ め な ノ き び し い / 准 た い …] 


653 くせ 癖 habit プ 茶 仁 。 妨 描 。 も 問 由 有 。 
・ 私 の くせ は 、 困 っ た と き 頭 を か く こと だ 。 
・ 正 し い 形 を 見 て 練習 し な いと 、 字 に へ ん な くせ が つく 。 

団 が ある ら な い 、_ が つく 、_ に な る 、 悪 い 。 回 ロ (< ち ぐ や ) 


654 れい ぎ 礼儀 etiquette プ 入 公 。 入 。 紗 衣 引 
・ 目 上 : の 人 へ の 社 人 ・ あ の 人 は 礼儀 を 知ら な い 。 
舌 _ 正しい 、 作法 、 _ 知ら ず 類 エチ ケッ ト 、 マ ナー 815 


655 も ん く 文句 complaint: words, passage 意 多 。 宇 藤 : 抽 の 。 沙 洛 
D ・ 給 料 に 文句 が ある 。 ・ 店 に 商品 に つい て 文句 を 言う 。 
EF ニ =_ が ある な い 、 = ニ _ を つけ る 


656 ひょう じょう 表情 (facial) expression / 表 本 グ 簡 3 
・ 顔 の 実情 ・ あ の 人 は 表情 が 豊か だ 。 ・ 表 情 を 変え る 。 
[ 剛 ] 笑 句 泣き 導 


657 ひょう めん 表面 surface 表面 / 症 1 
・ 水 の 表面 。・ あ の ビル は 表面 に タイ ル が 張っ て ある 。 


・ あ の 人 は 実 面 は や さ し そ うだ が 、 実 は いじ が 晶 い 。 
回 _ 約 々 


658 きん えん 禁煙 スル no smoking, quitting smoking 党 光 、 胡 灯 ご 宇 
・「 こ の 部 屋 は 3 


殺 条 で す 」 ・ 子 ども が 生ま れる の で 、 准 畠 す る こと に し た 。 
回 ー 席 、 _ 車 対 喫煙 スル 吸い が ら 
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659 きん し 


prohibition 華 直 人 


『 館 の 中 で は 、 上 きれ て いる 。 
・「 館 内 へ の 食べ 物 、 飲 み 物 の 持ち 込み は 禁止 で す 」 
回 息 車 、 立 入 _ 
660 か ん せい 完成 スル ompletion 大 入 せ 
・ 灯 物 ズ 作 品 …| が 先 成 し た 。 ド か け て 論文 を 完成 きせ た 。 


661 か だ い 課題 issue: (school) assignment / 深 英仁 考 : 問 昨 ノ 局 刻 
® ・ 現 符 の 日本 に は 、 高齢 化 、 ご み 間 題 な ど 、 多く の 課題 が ある 。 
② ・ 鈴 木 先生 の 授業 で は 、 毎 週 課 題 が 出さ れる 。 
回 を 出す 
662 れい が い 例外 exception 7 dl] 
・ ど ん な 規則 に も 例外 が ある 。 ・ 休 むと 試験 は 受け られ な い が 、 病 気 の 場合 は 例外 だ 。 
回 テー | に / ズ と | する 、_ を 認め る 回 的 な 、 な < 
663 き ほ ん 基本 fundamentals, basis 基 大 、 基 ネプ 外 も 
・ 何 の 練習 で も 、 共 本 が 大 切 だ 。 
回 な 587 
664 きろ く ラ 記 録 ( ヲ ) ス ル record 人 、 地 束 : (上 和 め ) 球 
の ・ 先週 の 会 識 の 記録 を 読ん だ 。 ・ こ の 事件 を 記録 に 残す 必要 が ある 。 
ー に 残す 
② ・ 北 記 選 手 は 世界 新 記録 で 優勝 し た 。 ・ き の う の 十 量 は 過去 最高 を 記録 し た そう だ 。 
ー を 破る 回 新 、 世 界 、 的 な ( 例 . 記録 的 な 大 軸 ) 


665 じょうたい 状態 condition, state ご 半分 明 
・ あ の 会 社 は 、 い ま 経 営 の 状態 が よく な い 。 
回 伴 康 、 精 神 _ 頸 状況 
666 でき ご こと 出来 事 happening 事情 。 事 待 プ 和久 . 軸 る 


・ 大 き な で き ご と ・ 毎 日 の で き ご と を ブロ グ に 書く 。 
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667 ば めん 場面 emony gh seene (of drama) 坦 画 : 電 党 


1) ・ 目 の 前 で トラ ッ ク と バス が 衝突 し た 。 その 場面 が 夢 に 出 て きた 。 
2 ・ ド ラマ の 場面 が 変わ る 。 
如 ② 名 _ 舌 ①② シー ン 


博幸 


668 きか い 機会 opportunity グ 級 会 | 鹿 
・ 彼 女 と - - 人 で 話し た い の だ が 、 な か な か 機会 が 
・ パ レン タイ ン デ ー は 腎 の 告白 の いい 機会 だ 。 
_ が ある ぷら な い 、 い い _ 類 チャ ンス 


な い 。 


669 き ょ り 距離 distanee 下 あ 2 避 
・ 駅 か ら の 肉 を 測る 。 ・ こ こ か ら 学 校 まで は 、 か な り 距 離 が ある 。 


ん きん 


_ が ある 回 遠 e 近 _ 


670 て いあ ん ニ + ォ ラ 提 案 ( ラ ヲ ) ス ル proposal 採集 。 奨 波 グ 刻 et 
議 で 提 括 を する 。 ・ 入 長 に 新しい 計画 を 提 括 する 。 


| 


671 やりとり ヲ や り 取 り ( ヲ ) ス ル exchange / 交 失 . 次 潜 グ 和 ネエ 
・ 友 だ ちと メー ル を や り と りす る 。 ・ 情 報 の や り と り 
類 3 交換 (の メル 


672 ち し き 知識 knowledge 各所 プス 
・ 本 を 読ん で 知識 を 身 に つけ る 。 


_ が 豊富 だ ら 逐 し い 、_ が 身 に つく ・_ を 身 に つけ る 、_ を 得る 回 専門 


673 じ つ り ょ く 実力 の 
・ 試合 で 実力 を 肌 す 。 

回 が ある ら な い 、_ が つく ・_ を つけ る 、_ を 出す 、_ を 発揮 する 

924 し ゅ だ ん 手段 means 手長, 方 法 ノ 直 
・ 間 題 を 解決 する た め に 必要 な 手段 を と る 。 ・ 日 的 の た め に は 手段 を 選ば な い 。 
・ 手 術 は 最後 の 手段 だ 。 

回 | 必要 な / 強 引 な …| を と る 回 交通 舌 方 法 
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675 だ いひ ょ う ラ 代 表 ス ル ヤツ representation 代表 、 彼 代 表 : 有 代 
の ・ ク ラ ス の 代表 と し て 会 議 に 参加 する 。 結婚 式 で 友人 を 代表 し て スピ ー チ する 。 
・ 矯 勝 し て 、 日 本 の 代表 に な っ た 。 
回 | 旧 本 学校 代表 


・ こ の 喘 画 は A 監 怪 の 代表 的 な 作品 
て き きく 
回 9 な 、_ 作 


ジャ ン ル Genres 休 長 付 叶 


literature 文学 / 至 征 
ネネ 
poem, poetry ご 千 人 ご 人 4 
ン ホ 此 ( 醒 多 う 者 I( 全 民 ) 
et | 


novel だ ホ 3 


reviewcritique 洋館 ご 層 き 
musie プ 音 氷 合 侍 

classical music プ す 圧電 系 ご 語 避 信 
Jazz プ 代 二 衝 三 

pop musie / 流行 5 
rock 抑 涼 生生 
enka (Japanese ballad) 湾 革 
movie 彩 / 信 計 

action 革 作 旧 プ 紀和 


行 球 箇 プ 合 


seience fiction / SF ( 科 幻 ) 月 プ SF 
horror の 導 ご 学生 

comedy / 寿 刷 和 本 

romance / 食 靖 入 プ ol 

アニ メ animation の 芝 玉 9 中 叫 引 久 加計 8 計 


テレ と 番組 TV program / も 竹 ノ 本 本 可 区 更 ユ 
ニュ ー ス news / 新 賠 要 邊 グ 闘 
ドラ マ drama プ 素 簡 机 ご モ 9 
ドキ ュ メ ンタ リー documentary 所 守 生 還 相 相 
クイ ズ quiz show 更 参 一 邊 三 


Yariety show 妹 る / 会 し 
sports telecast 体育 特 持つ 人 王 る 列 
weather forecast 系 所 務 援 2| 本 中 
stage / グ 指令 ノ 竹村 

play, drama / 惑 側 / 作 

musical / 午 系 抽 プ 往 旬 人 

opera / 珠 制 ノルト き / を 鹿 慎 

ballet る 著 / 叶 避 
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Unit 09 5 036 ~ 075 


練習 問題 I Step 3 1 
1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 
。 や っ と 作品 (  ) 発 成 し た 。 


1 
2. 後 は 上 本 (| ) 新 商品 の 開発 ( 。 ) 提案 し た 。 

3. 私 は 外国 の 友人 ( ) 手紙 ( ) や り 取 り し て いる 。 

4. 阿 が 変 な に お い が し た の で 、 買 っ た 唐 ( ) 文句 ( ) 言っ た 。 

5.「 キ ャ ン セ ル は で きま せん が 、 事 履 ・ 病 気 の 場合 は 例外 ( ) し ます 」 


例外 


B 上 か ら 「 的 」 の つく こと ば を 六 つ えら ん で ( ) に 書き な さい 。 
( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 


T 正しい こと ば を ( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


記録 を [ こわ す や ぶる わる 〕。 

、 症状 が 〔 大 きい 深い 重い 〕。 

・( 大 きい 深い 重い 〕 わけ が ある 。 

・ 駅 まで 朗 苑 が ( ある 大 きい 広い )。 
適当 な 手段 身 を ( 行う する と る 〕。 


. 失礼 な 態度 を 【 行う する と る )。 


nw いや = 
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の mam Rw や = 


コ さ = よー 


ら o の am oO や = 


〕 が ある 。 (3) 

〕 を 写 え る 。(2) 
〕 を 受け る 。(3) 
〕 を つけ る 。(3) 
〕 を と る 。 (2) 

〕 が ゆたか だ 。( 2 ) 


染 半 ( 。 ) 2.(  ) 草 次 3.(  ) 陳 鍵 
血液 (  ) 5. 禁煙 ( ) 6. 死 亡 (  ) 
(  ) 場面 8. 礼儀 (  ) 


) の 中 か ら え ら び な さい 。( ) の 数 字 は えら ぶ 数 で す 。 


1 [に し た い 。 
生き 物 の ( ) を 大 切 に し ょ う 。 

) し て オリ ン ビ ピッ ク に 出場 し た 。 
で 写真 を 搬 る こと は ( ) され て いる 。 
人 と けん か し た こと を 、 と て も ( ) し て いる 。 
友だち は 私 の 言っ な こと を ( 。 ) し て 無 っ て し まっ た 。 
環境 を どの よう に し て 宰 る か は 、 世 界 全体 の ( ) だ 。 


父 と 母 が ひど いけ ん か を し て いる ( ) を 見 て し まっ た 。 


今年 は 、 私 に と っ て 大 き な ( 
体 の 調子 が 悪 


彼女 に は 、 湖 え て いる と き に 胃 を さわ る ( ) が ある 。 


) が つぎ つぎ に 起こ っ た 。 

いな ら 、 病 院 で ( ) し て も ら っ た ほう が いい 。 
。 ど ん な スポ ー ツ で も 、( ) が で き て いな けれ ば うま く な 
は 天気 の ( ) が 変わ りや すい の で 、 登 出 は 注意 し て くだ さい 」 


ょ ら な い 。 


いっ し ょ う いのち か だ い き ほ ん きん し くせ 
こう か い ご か い じょう た い だ いひ ょ う で き ご と 


けん さき 
ば めん 
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676 えい きょう 影響 スル infuence の 彩 才 の 8 
両親 の 影響 で 私 も 子 ど も の ころ か ら 絵 を か き 始め た 
・ ア メリ カ の # + 影響 を 合え た 。 ・ 親 の 考 
回 = が ある ら な い 、=_ を 号 え る や = カラ を 受け る 、=_ が 出る 


677 こう か 効果 effect / 交 生 グ 革 
・ こ の 楽 を 飲ん だ ら 、 す ぐに 効果 が 出 た 。 
名 が ある ら な い 、_ が 出る 、 が 現れ る 、_ が あがる ・ を あげ る 、_ が 高い 


回 8 な 


678 いん し ょ う 印象 apreesion kA 
・ 彼 婦 と 初め て 会 っ た と き 、 人 短 し そう な 人 だ と いう 印象 を 受け た 。 


・ 彼 は 普 、 よ く 先 生 を られ て いた と いう 削 象 が ある 。 
回 = 叱 い プー そう な …| を 合え る 受け る 、_ に 残る [a 的 な 
679 し る し 印 a sign, pledge 光二 。 弥 所 : 株 志 、 生 企 プ 琴 人 | 
G① ・ 地 図 の 目前 地 に し る し を つけ る 。 は 訓 備 選 の し る し だ 。 


= を っ ける 回 自生 


② ・ ハ ト は 平和 の し る し だ 。 ・ 区 の し る し に 恋人 に 指輪 を 山 る 。 

680 あい ず 合図 ( ヲ ) ス ル signal な を 
・ 友 だ ち に 日 で 褒 図 する 。 合図 を 送る | 。 

回 - を が る 

681 きょう つう 共通 スル 
* ー 人 の 共通 の 趣味 は 音 ・ 
は に 人 

回 人 奈 

982 きょう ちょ う ララ 強調 スル emphasis 多 表 分 

大 事 な 点 を 強調 し て 説明 する 。 

683 し ょ うり や ゃ く 省略 スル abbreviation, omission 者 吉 ど 人 
・ く わし い 説 明 を 省略 し て 簡単 に 話す 。 

省く 


684 ちょ う せ ん 挑戦 スル challenge 革 


・| む ず か しい 課題 ノ ナ チャンピオン …| に 挑戦 する 。 ・ 世 界 記録 へ の 挑戦 


回 者 
685 や る き や る 気 motivation、willingness 千 芝 だ 鞭 可 守 


・ や る 気 の あ る 人 ・ ほ め ら れ て や る 気 に な る 。 


a ーー が ある な い 、_ が 出る ・_ を 出す 、_ に な る 、_ が な く な る ・_ を な くす 


回 陸 : 


686 ゆう き 勇気 courage プ えき 
・ 閑 難 に 立ち 向かう 勇気 男気 を 出し て プロ ボーズ す る 。 
回 が ある ら な い 、_ が 出る ・_ を 出す 


687 し か く 資格 qualification: being worthy 資格 条件 : 孝 分 プ オ L 斉 


の ・ 誠 上 の 次 を 取る 。 

を 取る 、 ー を 与え る 回 _ 試験 

② ・ 彼 女 は 人 学 金 を も ら う 資格 が 十分 ある 。 

⑧ ・「 あ な た も 同じ こと を し た の だ か ら 、 あ な た に 彼 を 悪く 言う 資格 は な い ] 
②③_ が あぁ る ない 


688 し ん せい ヲ 申 請 ( ヲ ) ス ル application 天久 
・ パ スポ ー ト の 単語 ・ 天 像 笛 で ビザ を 旦 請 する 。 
回 書類 、 書 
689 ほん に ん 本 人 the person in ausetion, (be said perecn 人 ノ せ や 


・ 通帳 は 貯金 を する 本 人 が 作 ら な けれ ば な ら な い 。 
回 _ 控 認 、[ 名 詞 】 者 寺本 人 ( 例 . 申し 込み 者 本 人 ) 


690 けい や く ヲ 契 約 ( ヲ ) ス ル contract 稀 釣 、 左 多 2 叶 
・ ア バー ト を 2 年 間借り る 契約 を し た 。 
・ わ が 社 は 今度 、A 社 と 契約 を 結ぶ こと に な っ た 。 
ー を 結ぶ 、_ を | 取り 消す ノ キ ャ ン セ ル す る | 、_ が 切れ る 、_ に 違反 する 


ゃ くそ く 


[ 関 ] 約束 スル 
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691 し ょ うめ い ララ 証明 ( ヲ ) ス ル evidence / 拉 本 ノ る 

・ 依 行 口座 を 開く と き に は 、 身 分 を 証明 する も の が 導 要 だ 。 ・ 無 実 を 証明 する 。 
回 侍 、 身 分 こ 
692 へ ん こう ラ 変更 ( ヲ ) ス ル change 交 、 表 潜 / 当 


きき わっ 


先 を 沖縄 か ら 】 


・ 定 ノ 計 画 進 路 …| の 変更 を 行う 。 ・ 旅 
回 和宏 、 進 路 類 ぅ 変え る 


693 ほぞ ん ラ 保 存 ( ヲ ) ス ル preservation 矯 、 保 在 ご 時 
・ 食料 の 保存 ・ パ ソコ ン に アー タ を 保存 する 。 
_ が きく 回 冷凍 、 食 


conservation, protection; guardianship; (social) security (人 
ヲ 保 護 ( ヲ ) ス ル 其 、 筐 圭 伯 ) 作 か : (会 全 征 約 ) 集 か: (生活 等 伯 ) 集 阿 ノ 時 を 


・ プ ライ バシ ー の 保護 


3 で 秋 e 保護 を 受け て いる 。 
四 を まり る 回 生活 - 

695 か ん きょう 環境 environment / 素 乾 グ 埋 
・ 都 心 よ り 、 環 境 の いい 序 外 に 住み た い 。 

回 を 守る 回 自然 、 問題 、 保護 

696 し げん 資源 resources 半 枯 革 和 


・ 資源 を 有効 に 利 川 する 。 


_ が | 豊か だ / 豊 富 だ | @ 逐 し い 回 天然 、 地 下 _ 馬 油 、 石 炭 


697 ふ そ く 不足 スル shortage ご 不 え 、 不 称 / 半 主 
・ 野菜 が 不足 し た 食事 ・ 戦 争 で 食料 が 不足 する 。 


うん と う けい 9 ん 


回 運動 、 究 、 睡 眠 、 経 験 (O 〇 ぶ そ く ) 
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average unvaried / 千 均 : 用 鞍 不 大 羽 記 


平均 1800 キロ カロ リー の 食事 を と る 。 


・ 商 品 の 質 が 平均 し て いる 。 
回 的 な ( 例 . 私 は 平均 的 な サラ リー マン だ と 思う 。) 


699 わり あい 割合 ratio. relatively 光 旨 分光 贅 和 下 林 DE: 理 に 2 
① ・ デ パー ト の 和 客 は 女性 の 割合 が 高い 。 ・ 年 に 10% の 割合 で 売り 上 上 げ が 他 び て いる 。 


が 大 きい 小さ い 、_ が 高い や 低い 類 比率 
②[() 割合 (に )] ・ 試 験 は 宰 合 (に ) 簡単 だ 


ひ か く て で き 


類 わり に 、 比 較 的 


700 商売 ( ヲ ) ス ル business 基き 和久 


し て いる 。 


701 商品 produet / 育 % ノ 4 


・ 店 に 商品 を 並べ る 。 


702 し つ 質 quality ご 措 生 、 喝 着 - 玉 
質 が いい 。 


回 が いい っ 量 い 、 が 高い 、 が 上 が る ら 下 が る ・ を 上 げ る ら 下 げ る 、_ が 落ち る 


区 量 [ 剛 品質 


703 か た 型 model プ 青 、 型 革 、 式 幸 ご 民有 ヨ 
・ 新 し い 型 の パソ コン を 買っ た 。 


お お うす タ み 


回 天 小 、 新 、 薄 、 髪 、 血 液 ( 〇 〇 が た ) 


704 せい さん ラ 生 産 ( ヲ ) ス ル production ご また 人 
・ 日 本 は 農作物 の 生産 が 少な い 。 ・ 工 場 で カメ ラ を 生産 
回 者 量 、 高 、 大 量 。 半 っ 消費 2) スル 


705 しょう ひ ラ 消 費 ( ラ ヲ ) ス ル の | 
・ 生 乳 の 消費 が 減っ て いる 。 ・ 運 動 し て カロ リー を 消費 する 。 
回 者 、 税 、 量 開 っ 生産) スル 


153 


706 ぶっ か 物価 prices プ 物 向き 
・ 東 京 は 物価 が 高い 。 
回 が 高い ら 安 い 、_ が 上 が る 下がる 値上がり メル の 値下がり メル 
707 と うさ ん 倒産 スル bankuptey 例 沿 。 民 だ 中 社 。 計 入 
・ 会 社 が 倒産 する 。 


708 けい た い ラ 携帯 スル carrying / 搬 考 ノ キ 
・ 外 国人 は いつ も 外 E を 携帯 し て いな けれ ば な ら な い 。 
・ 私 は た ば こ を 吸う の で 、 い つも 携帯 用 灰皿 を 持ち 歩い て いる 。 


ょ う 


回 電話 、_ 用 


709 げん だ い 現代 the present age 政信 
- i 
回 人 、 社会 類 全日 [ 剛 近 信 ・ 和 申 葉 ・ 大 代 、 現 在 


710 せい き 世紀 century / 和 を 紀 ノ 』 コ | 
・21 世 紀 が 始ま っ た 。 


711 ぶん か 文化 culture 文化 だ を 対 


city 者 訓 、 環 証人 


y ・ 新しい 都市 を 午 設 する 。 

大 _、 [工業 商業 …| + 都市 、 部 類 都会 (っ いなか) 都心 
回 
713 ちほ う 地方 oe 地方 、 地 区 : (相対 中 内 未 況 9) 
① ・ 雨 が 多い 地方 で は 、 植 物 が よく 肥 つ 。 


ほ く か ん と う ほう ちい き 


回 | 東北 / 関 東 ノ 熱帯 …|+ 地 方 類 地域 
【 の ) ・ 地 方 か ら 都 会 へ 出 て 働く 。 
回 都市 自治体 半 中 央 。 類 いな か 都会 
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714 せん そう 戦争 ( ヲ ) ス ル war プ 大 ね お 
・A 回 と B 国 の 間 で 戦争 が 起き た 。 ・ 了 戦争 が 終わ っ て 平和 に な っ た 。 
回 朋 験 。 周平 和 


715 へ いわ 平和 peace / や 年 : 時 大 手羽 放 

① ・ 世 界 の 平和 を 等 る 。 

前 な ( 例 . 争い を 平和 的 に 解決 し た ) 関 | 戦争 

②【[ け 形 ) 平和 な ] ・ 平 和 な ・ 平 和 に 暮らす 。 
類 穏やか な 


郵便 | 
envelope / 信 対す 半 
stationery writing paper / 佐 気 。 信 終 ノ 謀 針 
posteard 明信 旧 憶 信 
stamp / 誕 業 グ 和 笠 
special delivery, express delivery / 挟 達 , 挟 信 抽 件 ズ 寺 写 
registered mail / 共 号 ( 佐 ) / 合 2| 半音 
pareel も 表 、 半 も 
mailing 導 、 寺 、 導 者 
postage 半 、 計 人 


sea/surface mail / 海 知 ご 介 当 馬 人 
air mail / 空 生き 馬 人 を 


parcel delivery service / 送 深 情 才 ノ 可 員 


shipping fee / 迄 4 
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1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 
1. 水 (  ) 不足 し て いる 。 
2. これ は 全員 ( ) 共通 する 問題 だ 。 
3. こ ちら か ら 村 手 ( 。 ) 合図 し た 。 
4. 引っ 越し を し 1 
5。 むずかし ぃ 衣 学 の 前 重 ( ) 挑戦 し た 。 
6.CD(  ) 音 楽 (  ) 保存 し た 。 
7 な ) し る し (  ) っ けた 。 
8. 試験 が 8 日 (  ) 9 日 ( ) 変更 され た 。 


676 ~ 715 


I 
A 「 す る 」 が つく こと ば に 〇 を つけ な さい 。 


影響 印象 環境 強調 携帯 現代 効果 資格 
源 証明 商売 消費 省略 申請 戦争 地方 
平均 平和 物価 所 


B 上 から 「 的 」 が つく こと ば を 六 つ えら ん で ( ) に 書き な さい 。 


( ) ( ).i( ) ( ) ( ) ( ) 
T 正しい こと ば を 〔( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 

1. 男気 を 【 引く あげ る 出す )。 

2. 資格 を [ と る つか ち つけ る J。 

3. 契約 を [ つなぐ も むすぶ か ける 〕。 

HO 
4 . 影響 を 【 や る あげ る あたえ る 〕。 
5. 印象 を [ も ら う 受け る つけ られ る )。 


MV (  ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1. 質 が ( )。 

2. や る 気 が ( ) ン ( 8 

3. 物価 が ( ) ン ( 0 

4. 割合 が ( ) ン ( 骨 

5. 影響 が ( ) ノ ( ) ノ ( )。 

6. 効果 が ( ) ン ( ) ン ( ) ン ( )。 


大 きい 高い 安い ある 出る 


V ( ) に 下 か ら えら ん だ 語 を 書い て 、 一 つの こと ば に し な さい 。 


.( 。 ) 悪 2.(  ) 芝 化 3.(  ) 環 畑 4.(  ) 像 識 


1 
5.(  ) 資 流 6.】 ) 7. 消費 (  ) 8. 霞 (  ) 
9 


部 


か テ PR 


異 過 髪 税 高 点 自然 


VI つき ぎの こと ば の 対義語 を 書き な さい 。 
1. We ( ) 2. 平和 e ( ) 3. 


MI ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1.( ) は 捕 報 化 が 進ん で いる 。 

2. 20 年 前 、( ) か ら 東京 に 出 て きた 。 

3。 こ の 手続 き に は ( RR ) の 写真 : 

4.( ) 用 の 灰 孔 を いつ も 持ち 歩い て いる 。 

5. 会 社 が ( ) し て 、 仕 事 を 失っ て し まっ た 。 

6.21( ) は 、 平 和 な 時 代 に な る よう に し た い 。 

7 大事 な と ころ を ( 。 ) する た め に 、 大 き な 声 で 話し た 。 

8. 文章 が 長く な ら な いよ う 、 必 要 の な い 部 分 は ( ) し た 。 
9. 子ども の た め に 、( ) の いい 場所 に うち を 建て て 住み た い 。 


か ん きょう きょう ちょ う けい た い げん だ い し ょ うり ゃ く 
せい き ちほ う と うき さん ほん に ん 
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Un 09 練習 問題 


名 詞 C 636 一 715 


I (  ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、a・b・c・d か ら ー つ えら びな さい 。 


1. これ は 、 経 験 が ( ) し て いて は で き な い 仕事 だ 。 


b 不満 c 不足 d 不満 足 
パ ど ろ ぼ ぽう を 追い か け て いる ( ) を 見 た 。 
b 場合 c 場所 d 場面 
3. 今年 、 わ が 家 で は うれ し い ( ) が た くさ ん 起こ っ た 。 
a 事件 b 事故 c で き ご d ニュ ー ス 
4. 胃 の 調子 が 悪い の で 、 病 院 で ( ) を し た 。 
a 検査 b 実験 c 体験 d 調査 
5. A 社 と B 社 が 取り 引き の ( ) を 結ん だ 。 
a 看 約 b 条件 c 条約 d 約 東 
6. ( ) を 出し て 彼女 に プロ ポー ズ し た ら 、OK の 返事 を くれ た 。 
a 元気 b 平気 c や る 気 d 範 気 
7. メモ の 一 部 を ( ) し た いと き は 、 赤 の ペン を 使っ て いる 。 
a 効果 b 印象 c 強調 d し る し 
8. うち か ら 学 校 ま で は 、 け っ こう ( ) が ある 。 
a あい だ b 距離 c 長き d は ば 
9. 東京 は 、 世 界 の 都市 の 中 で も ( ) が 高い ほう だ 。 
a 値段 b 消費 c 契約 d 物価 
10. 新しい ゲー ム の 発売 が 、8 月 か ら 10 月 に ( ) され た 。 
a 変更 b 交換 c 準備 d 変化 
IT ”。 に 意味 が 最も 近い も の を 、a・b・cC・d か ら 一 つえ ら び な さい 。 
1. 現代 は 情報 の 時 代 だ 。 還 
a きょう b 現在 c 今日 d 最近 
2. わけ が あっ て 日 本 へ 来 た 。 
b 理由 c 目的 d 目標 
店 さん に は 、 共 通 の 趣味 が ある 。 
a ふつ う の b そっ くり な c 同じ d 似 た 
4. 文章 の 大 事 な 部 分 に し る し を つけ た 。 
2 ゲー タグ b デザ イン c マー ク d ポイ ント 
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5. 会 議 で きま ざま な 情報 を 交換 し た 。 
a 交流 し た b 取り か えた c 交ぜ た d や り 取 り し た 


想 つぎ の こと ば の 言い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つえ ら び な さい 。 


1. 保護 

地 ほか ら 家 を 保護 する 。 

称 包 が 迷子 を 保護 する 。 

サッ カー の 試合 で ゴー ル を 保護 する 。 
運転 する と き は 交通 ルー ル を 保護 する 。 


mo nm 


2. 影響 

環境 は 子ども の 性 格 に 影響 する 。 

親 は 子ども に 影響 を や る も の だ 。 

世界 経済 の 影響 が 日 本 に 行っ て いる 。 

私 は 学校 の 先生 か らい い 影 響 を も ちら っ た 。 


os» 


3. くせ 

最近 、 自 転 車 で 通勤 する の が くせ だ 。 

この 村 は 、 秋 に お 祭り を する の が くせ だ 。 
私 は 、 笑 うと き 手 で 口 を か くす の が くせ だ 。 
この シャ ツ は 、 汚 れ が すぐ 落ち る の が くせ だ 。 


os» 


4. 質 

この 会 社 の 製品 は 質 が 落ち て きた 。 

この 種類 の 犬 は 質 が いい の で 飼い や すい 。 

秀 は 60C て ぐら いで 固まり は じ め る 質 が ある 。 
妹 は 積極 的 な 質 で 、 ど ん な こ と で も 挑戦 する 。 


ow os» 


5. 課題 
a 「 仕 事 は 進ん で いま すか 」「 は い 、 何 も 課題 は みり ませ ん 」 
b 進学 し た ほう が いい か 就職 し た ほう が いい か 、 そ れ が 課題 だ 。 
c イン フル エン ザ の 流行 が 課題 に な っ て いる 。 
d 社長 か ら 社員 全員 に 課題 が 出さ れ た 。 
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( = 716 ~ 795 
Unit 10 島 馬 le a 


716 の ぼる ガ 上 る 

D ・| 隙 自 / 坂 / 川 …| を 上 る 。 ・ 東 京 タ ワー に 上 る 。 ・ 煙 が 空 に 上 る 。 
諸 下る (名 ) 上 りー 列車 

う ・ 地 震 の 死者 は 、5000 人 に 上 っ た 。 

717 くだ る ガ 下 る go down フチ 。 ま ン 引 時 


・ 了 明川 山 …| を 下る 。 ・ 階 彼 を IO 降り る /x 下 る |。 
上 る (る) 下り 一 _ 列車 


(a number) / グ 上. 旋 , 谷 上 盾 ( 束 闘 ) 送 列 、 
Er 


718 すすむ (> ヵ 進 む 


D ・ 出 日 に 向かっ て 進む 。 ・「 1 歩 前 に お 進み くだ さい 」 
対 下がる 


・ チ ー ム は 決勝 戦 に 進ん だ 。 

6 ・ 病 気 は か な り 進 ん で いる 。 ・ 近 視 が 進ん だ 。 

719 すすめ る 〈〉 ぅ 進め る FUWZFPTEE て T で や 
1D ・「 も う 少 し 昔 を 前 に 進め て くだ さい 」 


衝 下げ る 


・ オ フィ ス の コン ビュ ー タ 化 を 進め る 。 
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720 と お る < 四 ) が 通る ET Te 
① ・ こ の 道 は 車 が た くさ ん 通る 。 
②③ ・ 履 札 を 通っ て ホー ム に 上 が る 。 
⑧ ・ 私 の 町 の 真ん中 に 大 き な 道 が 通っ て いる 。 
(を) 通り ( 例 . 道 り を 上 く 。 ) 一 天 (お ぉ お お ぉ どおり ) 
④ ・ この 内 は ょ 火 が * 通 っ て いな い 。 
jt、 試験 に 通っ た 。 
・ 千 順 で の 意見 が 通っ た 。 


と お す ガン ノラ 通す PFUPMTBFTMTDOMTYR 
だ 
・ カ ー テ ン を 通し て 光 が 部 屋 の 中 に 入っ て くる 。 
⑯ 


① ・ こ の 布 は 、 傘 気 は 通す が 水 は 通さ き な い 。・ ぶ た 了 肉 は よく 火 を 通し て 食べ た ほう が いい 。 
② ・ 針 に 糸 を 通す 。 


③ 
④ 
⑤ 
® を 人 放し た い 。 
722 こえ る ガ 越 える / 超 える cross: surpass 超 。 起 辻 。 坦 半 2 中 , 避 
・ こ の | 山川 を 越え る と 隣 の 県 だ 。 店 培 を 
・ テ ス ト の 平 は 80 葉 を 超え た 。 ・ 最 営 欠 温 が 30 度 を 超え る 日 を 真 旭日 と いう 。 
※ 一 般 的 に 、 前 が 数 字 の と き は 「 超 」 を 使う 。 
723 すき る (中 ガ 過 ぎる peee byselapee 近 。 反 乏 : (時 同 ) 所 ま ン 2 中 中 


① ・ 列 車 は 広島 駅 を 過ぎ た 。 ・ デ モ 行 進 が 過ぎ て 行っ た 。 
回 造り _ 

② ・ 約 東 の 時 間 | が / を | 過ぎ て も 友だち は 来 な か っ た 。 
・ 東 京 に 来 て か ら 10 年 が 過ぎ た 。 


724 すご す (<: ラ 過ごす spend (time) プ 誠 。 誠 辻 の 2 中 中 中 
・ 大 学 時 代 を 東京 で 過ごし た 。 ・ 日 曜日 は 家 で テレ ビ を 見 て 過ごす こと が 多い 。 
回 座 、 業 り _ 
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move, relocate; (ilness) is transmitted / 折 到 、 移 到 , 
ガ 移 る 押 贅 : 件 委 よ 9| 和 を 計時 。 全 中 


② ・ か ぜ を ひい た 。 た ぶん 、 田 中 きん か ら う つっ た の だ と 量 う 。 
726 うつ す 〈 他 > ラ 移 す Re jness) プ 移 移動, 持物 
① ・ 本 祉 を 大 阪 か ら 東京 に 移し た 。 ・ 母 を も っ と 設備 の いい 】 
② ・ 田 中 さん に か ぜ を うつ きれ て し まっ た 。 
727 つれ る ラ 連 れる take/bring (someone) だ 芝 、 谷 ご 本 避 、 交 剛 四 
ーー っ 連れ て + 移動 動 
・ 子 ども を 動物 園 へ 連れ て 行っ た 。 ・ 犬 を 連れ て 設 歩 する 。 
・ あ し た 娘 が 恋人 を 家 に 連れ て 来る こと に な っ て いる 。 
回 子 、 親 子 。( 〇 〇 づれ ) (名) 連れ 
728 よる < カ ヵ 寄る yeninhieri eo 
① ・ 夫 の そば に 寄っ て 外 を 見 た 。 
③④ ・「 ポ スタ ー が 左 に 寄っ て いま すか ら 、 直 し て くだ さい 」 
回 [名 調 ] + 寄 り ( 例 . 左 客 り 、 
③ ・ 会 社 か ら の 狂 り に 、 雑 誌 を 買い 
回 きり 次 
729 よせ る (> ヲ 寄 せる move toward 人 人 人 太 聞 ノ 外 外 el 可 中 
・ 地 志 の と き は 、 車 を 道 の 左 休 に 寄せ て 止め な けれ ば な ら な い 。 
730 あたえ る ニ + ラ 与え る Be Oe; ane 鈴 。 欠 予 、 投 予 : 后 政 。、 合 ……… 人 


① ・ 歳 績 の よい 学生 に 美学 会 を 与え る 。 ・ 犬 に えさ を 与え る 。 
・ | 課題 時 間 ノ チャ ンス …| を 三 え る 。 

② ・ | 影響 被害 ノ 印 象 …| を 与え る 。 

彫る ② 受 ける 

731 える ラ 得 る obtain 在 、 香 介 : 計 往 8 中 . 叶 中 
・ 踊 入 / 情 報 ノ 知識 …| を 得る 。 


か い ぎ 


・ 会 議 で は 、 語 会 者 | の / か ら | 許可 を 得 て か ら で な けれ ば 発言 し て は いけ な い 。 
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732 むく 〈 自 〉 方 向く SR 画 . 朝 。 沿 : 地 合 グ 圭司. 対 圭 引 
① ・ 私 の 部 屋 は 、 東 去 を ノロ | 向い て い ・「 こ ちら を 向い て くだ さい 」 
g [方 向 ノ 方角] 十 向 き ( 例 . 左向き 、 南 向き ) (名 ) 向き ( 例 . 向き を 変え る 。) 
② ・ 彼 女 は 子ども が 好き だ か ら 、 和 半 の 先 生 に 向い て いる 。 
・ 新 し い ゲ ー ム は 、 子 ども より も 大 人 に = 向い て いる 。 
回 [ 笑 詞 + 向き ( 例 . 子ども 向き 、 夏 向き ) 
733 むけ る <〉 ラ 向 ける は ャ ar 
① ・ 狙 を 石 に 向け る 。 ・ 世 界 に 向け て ニュ ー ス が 報道 され る 。 
・ オ リン ビ ピック に 向け て 練習 を する 。 
の ・ 化 粧品 会 社 が 、 女子 高 向け て リッ プク リー ム を 発売 た 。 
回 [名 議 ] + 向け ( 例 . 男性 向け の 化 燥 、 中 国 向 け の 輸出 品 
734 すす め る ラ 勧 め る recommend; offer 区 。 幼 衝 : 提供 やき 由 
① ・ ダ イエ ッ ト し で いる 友人 人 に 、 いっ し ょ に ウォ ー キ ング を し よう と 勧め た 。 
(る ) 勧め (i. 親 の 勧め で 公務 員 に な っ た 。) 
②③ ・ 容 に お 茶 を 勧め た 。 
735 すす め る ラ 薦 め る recommend, suggest / 挫 基 、 推 汰 、 拳 共 ご 久幸 計上 
・ 先 生 に すす め ら れ た 本 を 買っ た 。 
・「 議 長 に は だ れ が いい で すか 」 「 山 田 さん を すす め ま す ]」 
・「 お すす め の 店 が あっ た ら 教 えて くだ さい 」 
736 _ まかせ る ヲ + ニ 任せ る entrust, leave it to 一 要 往 、 落 等 中 
・ 次 任 の 重い 仕事 を 新人 任せ て みた 。 
・「 パ ー テ ィ ー の 司会 、 よ ろ し く 頼 む よ 」「 作 せ て くだ さい 


737 まもる ラ 守 る respecti protect / 補 字 : 保 め 、 保 エン 2 中 
① ・ 陸 祥 / 規 昌 ル ー ル ノ 約 東 …| を 年 る 。 


・「 順 番 を 年 っ て 並ん で くだ きい] 
半 | 法律 規則 ノル ー ル | に 違反 する 、| 法 律 / 規 則 / ル ー ル ノ 約 東 | を 破る 
④ ・ 環 境 を 等 る 。 ・ 子 ども を 危険 か ら 汗 る 。 


163 


738 あら そう ラ 和 争う OCN 少 条 . 多 ツ ツ : 多 を . 人 多年 叶 . 
②③ 1 
(名 ) ①② 和 争い っ 激しい 


739 の ぞ む ラ 望 む wish / 希 埋 。 品 雪 ノ 本 

・ 茶 業 後 は 、 教 師 に な る こと を 望ん で いる 。 ・ 享 ん で いた も の が 手 に 入っ た 。 

・ あな た の 未来 が 明る いも の で ある よう 望み ます 。 ・ 世 界 が 平和 に な る こと を 望む 。 
類 ぅ 希望 する 66 
(名 ) 望み ( 例 . 私 の 望み は 子ども が 元気 疹 っ て くれ る こ と だ 。) 

ー が ある な い ( 例 . 手術 を すれ ば 助かる 望み が ある 。) 

740 し ん じ る ラ 信 じ る も ano 柚 信 : 芯 位 : 信任 : 信 
① ・「 き の う 、 ゆ うれ い を 見 た よ 」「 う そ ! 信じ られ な い !」 
②③ ・ が ん ば れ ば 成功 する と 代 し て いる 。 


⑥ ・ 友 人 を 信じ て お 人 金 を 質 け た 。 
類 ③ ぅ 信用 する 
閉 の ①②③ 疑う 
④ ・「 私 は 仏教 を 信じ て いま す 」 
類 。 ラ 信仰 する 、 宗教 > 409 
741 つう じ る ガ 通 じ る FFP の て で CT 二 因 


① ・ 日 本 に 来 た とき 、 私 の 日語 が 通じ る か どう か 心配 だ っ た 。 
・ 全 も 言わ な けれ ば 、 気持 ち は 通じ な い 。 
・ 山 田 さん は まじ めす ぎ て 、 宛 談 が 通し な い 。 

③④ ・ こ の 人 地下道 は 駅 に 通じ て いる 。 

③ ・ コ ン サ ー ト チケ ッ ト 和 申し 込み の 電話 が や っ と 通じ た 。 

742 あき る 飽き る be tired of プ 航 珈 、 拓 畑村 、 唐 中 
・ 好 き な も の で も 、 毎日 食べ る と あき て し まう 。 ・ も うこ の ゲー ム に は あき た 。 
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743 お も いつ く ラ 思 いつ く think of (名 然 ) 聞 到 、 超 起 介 谷中 相本 宮中 
・| ア イデ ィ ア ン 才 え / 方 法 …| を 思い つく 。 
・ ス ピー チ を 頼ま れ た の だ が 、 な か な か いい 表現 | が / を | 思い つか な い 。 
(名 ) 思い っ つき 
744 お も いや る ヲ 思 いや る be considerate of ご 休 東 。 体 嘆 語 o ト el 叶 . 翌 村 四 
次 親 の 言葉 は 厳し か っ た が 、 そ の 言葉 に は 子ども を 思い や る 気持 ち が 実 れ て いた 。 
(名 ) 思い や りー が ある ら な い 
745 ね っ ちゅ うす る 熱中 する ba si ba a babiy); be ietedin 地表 子 、 入 
・ 衣 は 今 カラ オケ に 熱中 し て いる 。 
・ テ レビ の ポ ボク シン ク 中 継 に 握 中 し て 、 つ い 大 声 を 出し て し まっ た 。 
x 舗 中 に な る 
746 くらす ガ 暮 ら す live.get by 生活. 壮 チ 合 中 。 入 oH 
・ 都会 で 暮らす の は 便利 だ が 、 お 金 が か か る 。 ・ こ の 給料 で は 暮らし て いけ な い 。 
回 [ 老 軸 暮らし ( 例 . 一 人 間 ら し 、 都 会 輩 ら し ) 類 生活 する 27 
(名 ) 暮らし ( 例 . いい 甘 ら し を する 。) 
747 まく ラ 巻 く wrap, wind up を 、 国 、 表 谷中 


・ マ フラ ー を 背 に 巻く 。 ・ 指 に 名 淀 を 巻く 。 コー ド を 巻い て 片づけ る 。 
748 も むすぶ 。 結ぶ ーー 


① ・ く つの ひも を 結ぶ 。 ・ ネ クタ イ を 結ぶ 。 ・ 胡 を リボ ポン で 結ぶ 。 
諸 ほど く 


ざこ ク を 結ぶ 飛行機 は 、 1 日 何 便 で すか 」 

③ ・| 打 約 ノ 契約 …| を 結ぶ 。 

749 すむ < が 済む Crier 
D ・ 仕 事 が 済ん だ ら すぐ 帰る 。 

② ・ き ょ う は 明か いか ら 、 コ ー ト を 着 な いで すん だ 。 ・ き ょ う の 昼 食 は 300 円 で すん だ 。 
750 すま せる / す ます (< 和 他 > ラ 済ま せる ノラ 済ま す Pan る 
D ・ お 金 の 支払 い を 済ま せる 。 ・ 仕 事 を 済ま せ て 早く 帰ろ う 。 

2 ・ 勧 は パン と 午 乳 で すま す 。 
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751 で きる ガ 出 来る a Cry rh nen 
① ・ 駅 前 に 新しい スー パー が で きた 。 | 突 礼 し ます 」 

・ | 用 だ ち ノ 子ども に きび …| が で きる 。 

[ 剛 生じ る 、 発 生 する 
② ・2 時 間 も か か っ て 、 や っ と 料理 が で きた 。 

類 免 成 スル 
③ ・ 偽 記 試 験 は で きた の だ が 、 面 接 で 失敗 し て し まっ た 。 

・ 彼 女 は 仕事 も で きる し 、 性 格 も よい 。 

・ こ の お も ちゃ の 取 は よく で き て いる 。 ま る で 本 物 の よう だ 。 

(名 ) で きっ が いい 悪い ( 例 . 今年 の 米 は で き が いい 。) 
④ ・ こ の いす は 木 で で き て いる 。 
752 きれ る ガ 切 れる 
① ・ こ の は きみ は よく 切れ る 。 
定期 賞味 期限 有効 痕 契約 | が 切れ る 。 
・ 電 池 が 切れ て 、 ラ ジオ が 聞こ えな く な っ た 。 ・| イ ンク ン 燃 料 | が 切れ る 。 
④ ・ 料 理 を 作ろ うと し て 、 堪 が 切れ て いる こと に 気がつい た 。 


ire: ran down/out / 挟 。 特 利 : 到 期 : 用 完 。 
。 叶 局 叶 . 理 9] 久 叶 


753 きら す ラ 切 ら す run out of 月 完 。 用 中 説 中 、 思 1 中 
・ う っ か り し て いて 、 | きとう せっ けん トイ レッ トペ ー バ パー …| を 切ら し て し 
まっ た 。 
・( 名 刺 交 換 で ) 「 則 し 説 あり ませ ん 、 名 刺 を 切ら し て お り ま し て ……」 


※ 自 動詞 は 752 3 
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ひき だ し の 典 に は さ み が あり ます 


[か ど ] 


位置 を 表す 言葉 Fosition 人 在 証 章 到 
[ 機 、 と な り 、 正 面 向かい 、 な な め ] 
D さ ん  B さ きん C き ん 
© 横 ノ と な E さ ん 、F さん が いま す 
A さん の | 向かい / 正 面 | に B さ ん が いま す 
KM A さん の | な な め 前 / な な め 向 か い | に C さ ん 、 D き さん が いま す . 
F さ ん A さき ん E さ ん 
ca eo 
[手前 、 向 こう ] 
—, < 
wa, どん ぶり の は し が あり ます 
ウツ どん ぶり の 向 に コッ プ が あり ます 
ーー 


家 の 典 に 風呂 、 ト イレ が あり ます 


た な の 筑 に 人 形 が あり ます 
[すみ ] た 
(つく る ) ( 箱 部 屋 ) 
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動詞 C の 
Unit 10 Ee OT 


1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 


1. ) 進ん だ 。 

2. ) あき た 。 

3. ) 起 え た 

4. 0 熱中 し て いる 。 

5. 彼 は 医者 (  ) 向い て いる 。 

6. 約束 の 時 間 ( ) 過ぎ た 

7. ペ ッ ト ( 。 ) ぇ き (  ) 

8. 首 ( ) マフ ラー ( ) 

9. お 客 様 ( ) お 茶 ( ) 

10. 先生 ( ) 許可 ( 

1. E(  ) 試験 日 ( に 

12. A 選手 は B 選 手 ( ) 1 位 ( ) 筆 っ た 。 

13. 私 は 子ども ( 、。 ) か ぜ (  ) うつ きれ た 。 
14. 上 ) 住 事 ( 。 ) まかせ た 。 

15. ) 日 本 ( ) 伝わっ た 。 
16. 浜 ) 移っ た 。 
17. ) 顔 ( ) 向け た 。 


他動詞 自動詞 
| 1. うっ る | | 4. 時 
| 2. よる | 5. 進む 
3. 向く 6. 過ぎ る 


T 正しい こと ば を 〔( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


1. 友だち が 【 で きる 作ら れる 生ま れる )。 

2. 子ども ゃ が 〔 で きた 生ん だ 生ま れ た 〕。 来 年 の 1 月 8 日 が 予定 
3. 契約 が 〔 や も 切れ る な く な る )〕。 

4. いい 考え を 〔 感じ る うか べ る 思い っ く 〕。 
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多く の 知識 を える と る つけ る 〕。 
条約 を [ つなぐ も す ぶ 通す 〕。 
ガソリン を 〔 


の a 


TV ( ) の 申 から 正しい こと ば を えら びな さい 。 
( 昌夫 環境 
( 影響 環 放 
。 線 
( 


電話 
電話 


ww ko = 


話 法律 


影響 現 境 


v つの と と は の 陣 栓 を きい. 


な くし て 落と し て 切ら し て 〕 車 が 運転 で き な い 。 


( ) の 数 字 は えら ぶ 数 で す 。 


約束 〕 を 等 る 。(3) 


| ) 
2. 階段 を あがる 階段 を ( 0 
3. 人 を 信じ る や 人 を ( ) 

4 影響 を 与え る @ 影 響 を ( I 
5. ひも を むす ぶら ひも を ( ) 
6. 規則 を 守る 規 則 を ( )。 

w ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 、 適 当 な 形 に し て 書き な さい 。 
1. きのう の 朝 ご は ん は 、 ヨ ー グ ルト だ け で ( )。 
2. ( ) の な い 平 和 な 世界 を つく り た い 。 

3. この 国 は 、 ロ ボッ ト 研 究 が ( ) いる 。 
4 日 本 に 来 て 、 も う 20 年 が ( ) 
5. 彼女 は ( ) の ある や き し い 人 だ 。 
6. 、 学 校 か ら の 帰り に 友だち の うち に ( )。 
7 し た ら 、 海外 で (6 ) た い 。 
8. あき ら め ず に 和 勉 弧 すれ ば 、 谷 格 の ( ) が ある 。 
9. 台風 で 、1000 万 円 に ( ) 被害 が 出 た 。 
10. 救急 車 が 来 た の で 、 車 を 道 の は し に ( ) 止め た 。 
11. この カー テン は 、 光 を ( ) な い 。 
12. 雪が に の で 、 子 ども を 病院 へ ( ) 行っ た 。 
13. )、 こ の パソ コン を 買っ た 。 
あら そう お も いや る くら す = すぎ る すす も 
すす め る すま せる つれ る と お す の ぞ ち 
の ぼる よせ る よる 
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754 つた わる < 正 ) 伝わる 人 人 キロ 
® ・ 彼 が 3 『 婚 する と いう う わき が 伝 わっ て きた 。 

② ・ こ の 地方 に は 和 普 か ら 伝わる 不思議 な 話 が ある 。 

・ 溢 字 は 中 回 か ら 伝 わっ て きた 。 

準 気 が な いと 音 は 伝わら な い 。 


(④ 
755 つた える 〈〉 ラ 伝 える Fe ho CE 桂 送 。 特 千 価格 伯 的 


* 介 話 で 骨 事 を 伝え る ・( あ いさ つ ) 「 み な さん に よろ し く お 伝 え く だ さい 」 
③④ ・ ふ る さと の 料理 を ヽ 人 に 伝え e 


④ ・ ザ ビエ ル が キリ ス ト 教 を 日 本 に 伝え た 。 
・ 次 悦 は 鍵 を よく 伝え る 。 
756 つづ く < 自 〉 ガ 続 く xp 果 扶 、 舌 扶 : 拉 轄 
I の 日 が 続く 。 ・ 美 し い 砂浜 が 続い て いる 。 
② ・ 地 震 が 続い て 起こ る 。 ・( 駅 で ) 「 前 の 人 に 続い て お 乗り くだ さい 」 
(名 ) 続き ( 例 . こ の まん が の 綻 き が 早く 読み た い 。) 
757 つづ ける <@⑯) 続け る A BNR. 
① ・ も う 3 時 間 も 会 議 を 続け て いる 。 ・「 国 へ 帰っ て も 日 本 語 の 勉強 を 続け て くだ さい 」 
② ・3 較 癌 け て 遅刻 し て 、 先 生 に 終ら れ た 。 
758 つなが る 〈@) カ つ な が る rt 
①・ 本 州 と 四国 は 橋 で つなが っ て いる 。 
② ・ こ の 道 は 駅 に つなが っ て いる 。 ・ 労 力 が 合格 に つなが っ た 。 
③ ・ 渋 沙 で 車 が 1 キロ も つなが っ て いる 。 
⑪ ・ や っ と 電話 が つなが っ た 。 
(名 ) つなが り ( 例 . 人 と 人 の つなが り を 大 切 に し た い 。) 
759 つなぐ < 他 〉 ラ つ な ぐ FT 系 , 失 , 進 控 技 (手技 ( 串 池 ) プ 9 
① ・ こ の 橋 は 本 州 と 四国 を つない で いる 。 ・ パ ソコ ン に プリ ンタ ー を つなぐ 。 
園 っ 結 ぶ 
る ・ 恋 人 と 手 を つない で 歩く 。 
号室 を お 願い し ます 」「 は い 、 お つなぎ し ます 」 


③ ・ 
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760 つなげ る <〈⑯〉 ラ つ な げ る tieto 灯 。 直 株 9 中 3 計 中 
・ こ の チャ ンス を ぜひ 成功 に つなげ た い 。 
※ 自 動詞 は 758 ② 
761 の びる ガ 伸 びる ET ET 
® ・ 情 / 引 ノ ひげ ・ コ が 促 び る 。 
る ・ 体 探 を し た ら 、 ty 
記録 売り 上 げ …| が 伸び る 。 
(名 ) 伸び っ _ が 大 きい @ 小 さい 
④ ・ ラ ー メ ン が の びる 。 ・ 下 着 の ゴム が の び て は け な く な っ た 。 
762 のばす <⑯) ラ 伸 ほす Tire rr 
① ・| 北 ノ ひ げ ズ 身長 …| を 伸ばす 。 
② ・ ア イロ ン を か け て し わ を 伸ばす 。 ・ 腰 を 伸ばす 体操 
③ ・ 練 習 し て 、 水 泳 の 記録 を 伸ばす 。 
763 の びる < 自 > カ 延 びる PE 
レポ ー ト の し め 切 り が 芽 び て よかっ た 。 
・2 時 間 の 予 会 識 が 延び て 3 時間 に な っ た 。 


日 本 で は 、 命 が 延び て いる 。 
③ ・ 鉄 道 が 、 と な り の 市 まで 延び た 。 
764 のばす < 他 > ララ 延 ば す et 伸 生還 


・ チ ケッ ト が 中 れ な か っ た の で 、 帰国 の 日 を 延ばし た 
② ・ み ん な が 終ら な い の で 、 先 生 が テス ト の 時 間 を 10 2 
③ ・ 道 路 を 20 キロ 先 ま で 延ばし た 。 

類 ① う 延期 する ②③ 延長 する 


延ばし て くれ た 。 


765 、 か さ な る 〈@> カ 重 な る MAR RY 
① EF 紙 が 2 枚 重なっ て 出 て きた 。 

9 ya と 、 次 の 月 曜日 が 休み に な る 。 

766 かさね る <@> ラ 重 ね る ーー TT 


① ・ 画 を 重ね て 葉 い て お く 。 ・ 楽 か っ た の で 、 セ ー タ ー を 2 枚 乗 ね て 着 た 。 
② ・ | 練習 ノ 経 験 ノ 無 理 ノ …| を 重ね る 。 
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(©, 5e ) 
767 ひろ が る < 自 > カ 広 が る widen: flare; spread: stretch across / 刻 覚 、 芝 定 ま 大 : 


音 延 : (面板 ) 大 の 凡 相 2 中 千村 呈 民族 久 


① ・ 往 幅 が 広がっ て 、 歩 きゃ や すく な っ た 。 ・1 位 と 2 位 の 選手 の 送 
・ 最近 、 す そ が 広がっ た アザ イン の スポ ン が は や っ て いる 。 


② ん 広 パ まっ て いる 。 
3 株 草原 …| が 広がっ て いる 。 


768 ひろげる 〈 他 〉 ラ 広 げ る open more (stores), widen, broaden, open up プ ザ 大 。 


拓 覚 : 拓 弁 。 井 局 枯 中 . 選 下村 。 選 中 


① ・ お 容 き ん が 増え て いる の で 、 も っ と 店 を 広げ た い 。 
* | 往路 勢力 視野 ン スペ ー ス …| を 広げ る 。 
② ・ 机 の 上 に 新聞 を 広げ て 読む 。 ・| 両 手羽 か さき ノ 本 …| を 広げ る 。 
769 の る ( 邊 > カ 載 る fit in (a ear): be published 筑 。 硝 : 全 胡 天谷 可 


中 


① ・ こ の 荷物 は 大 きす ぎ て 、 私 の 車 に は の ら な い だ ろ う 。 
② ・ 新 聞 に 、 私 の 書い た 記事 が 載っ た 。 
770 の せる < 他 > ラ 載せ る put on; publish 聞 迄 、 表 所 : 刊 座 / 党 中 久 


中 


載せ ます か ら 、 が ん ば っ て 書い て くだ さい 」 
771 そろ う (中 カ そ ろう gather; be collected together: match プ 半 。 到 電 : 相同 。 


圧電 : 一致 グズ 叶 社 製 9] 呈 o| 中 分 本 引 12 中 8 到 科 中 


① ・「 全 員 が そろ っ た ら 出 発し まし ょ う ] 
・ こ の まん が の シリ ー ズ は 、 全 部 は そろ っ て いな い 。 
・ こ の 森屋 に は パソ コン 関係 の 本 が そろ っ て いる 。 
の ・ カ ー テ ン と カー ベット の 人 色 が そろ っ て いる と 、 部 屋 が きれ い に 見 える 。 
(名 ) (お ) そろい ( 例 . くつ と そろ い の バ パック ) 
③④ ・ み ん な の 意見 が な か な か そろ わな い 。 ・ 声 が そろ っ た 美しい コー ラス 
772 そろえ る <@⑯> ラ そ ろ える サン 


は 


mh 外人 


入湯 
D ・ マ ー ジ ャ ン を する た め 、 メ ン バ ー を そろ えた 。 ・ 料 理 の 前 に 材料 を そろ えて お く 。 
② ・ カ ー テ ン と カー ベッ ト の 人 色 を そろ える 。 

3 ・ 脱 いだく つ は そろ えて で おく の が エチ ケッ ト だ 。 
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773 まとまる 〈 員 〉 カカ まとまる COPY がけ TyTNEHERWYHI 
・ 3 時 間 話 し 合っ て 、 や っ と クラ ス の 意見 が まとまっ た 。 
- あし た スピ ー チ を し な けれ ば な ら な い の に 、 な か な か 考え が まとまら な い 。 
・ | 匿 ノ 文 章 ノ チー ム …| が まとまる 。 
(名 ) まとまり 一 _ が ある や な い 
774 まとめ る <⑯〉 ラ ま と め る ir HRT 
・ 引 っ 意 し の 前 に 、 いら な く な っ た も の を まとめ て 捨て た 。 
・ 話 す 前 に 考え を を まとめ て お く 。 ・ 小 学校 の 先生 は 、 ク ラス を まとめ る の が 大 変 だ 。 
・ 来 月 まで に 論文 を まとめ な けれ ば な ら な い 。 
・ 騰 ノ 孝 え ノ 支間 プチ ー ム ノ 荷 物 …| を まとめ る 。 
(名 ) まとめ (例会 議 の 最後 に 司会 者 が 内 容 の まとめ を し た 。) 
775 っ <⑯ < RMSD 
① ・ け が を し て シャ ッ に 血 が つい た 。 ・ 新 し い バ ッ グ に すぐ きず が つい て し まっ た 。 
(の)】 ・ ウ ォ ー キ ング を 毎日 し た ら 体力 が つい た 。 
・ 日 本 へ 来 て いろ いろ な 知識 が 身 に つい た 。 
③④ ・ こ の お か し に は お まけ が つい て いる 。 ・ こ の 本 に は 英語 の 訳 が つい て いる 。 
・ 最 近 は 子ども の 受験 に 親 が つい て いく こと が 多い 。 
④ ・ こ の スー プ に は 味 が つい て いな い 。 
776 つけ る <⑯> ラ 付け る bat eR ri 
① ・ パ ン に ジャ ム を つけ る 。 ・ 口 紅 を つけ る 。 
② ・ 日 本 へ 来 て いろ いろ な 知識 を 身 に つけ た 。 
ラ 身 に 
③ ・ 美 語 が で き な い 人 に は 通訳 を つけ ます 。 
④ ・ 壇 で スー プ に 味 を っ ける 。 ・ 採 用 の と き 、 い ろ いろ と 条件 を つけ られ た 。 
®⑤ ・ 毎 日 日 記 を つけ て いる 。 
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777 た まる < 引 > カ た まる NZ 
・ 1 お 金 / 水 プ ご み プ スト レス …| が た まる 。 
778 た め る 〈 他 〉 ラ た め る Ss Genome pile 存 . 私 存 . 條 伴 プ 呈 る 中 、 可 時 


・ | お 金 水 プ ご み プ スト レス …| を た め る 。 
・ 容 題 を た め て し まい 、 休 み の 最後 の 日 に まとめ て や っ た 。 
779 まじ る < 性) ガ 交 じ る 混じる be mingled with 大 が 入 : 挫 人 。 沙 用 | 
D ・ 女の子 が 見 の 子 に 多 じ っ て サッ カー ー を し て いる 。 
[a] [名 詞 】 交じり ( 例 . 白 引 交 じ り 、 英 語 交じり 、 冗 談 交 じ り ) 
・ 谷 格 発表 の 前 は 、 期 待 に 混じっ て 褒 ち 痢 か な か っ た 。 
※ 一 般 前 に と け 合 わな いま じ り 方 の と き は 「 交 ]、 と け 合 っ た まじ り 方 の と き は 「 混 ] 
を 使う 。 
780 まざる < 自 > ガ 交 さる / 混 さる be mixed together 混合 況 奈 、 授 人 | 
① ・ 男 婦 が 交 ぎ ざっ て サッ カー を し た 。 
Wi a お いし い ケ ー キ は で き な い 。 
・ 碧 い ペ ン キ に 青 が 混ざっ て な っ て し まっ た 。 
78] まぜ る <〈⑯ es ix sir mk: iR 


まめ 


る ・ 


語 を 交ぜ て 話す 。 

② ・ 湖 と 黄色 を 混ぜ る と オレ ンジ 人 色 に な る 。 ・「 き と う を 入れ て よく 混ぜ て くだ さい ] 
回 ヵ き _ 

※ 江 字 の 使い 方 は 779 と 同じ 。 

782 と ける < 自 〉 ガ 解 ける / 溶 ける RG TG dmit 解 井 : 喜 化 : 小 化 ノ き 司 叶 . 

1 ・3 時 間 か か っ て 、 や っ と 前 是 が 解け た 。 ・ 長 い 間 の 疑 間 が 解け た 。 

③④ ・ 春 に な っ て 当 が と けた 。 


を 交ぜ て た いた 。 


③ ・ こ の 洗剤 は 浴 た い 水 に 沙 け に くい 。 


solve melt dissolve 解 井 : 使 …… 寺 化 人 
ee 導 化 / 番 中. 生 | 中 


② ・ 電 子 レ ンジ で バタ ー を と か す 。 
③ ・ コ ー ヒ ー に さと う を 溶かす 。 
④ ・ 卵 を と いて フラ イ バ ン に 流す 。 


784 ふくむ ラ 含 む ontain, inctode プ な ・ も 人 、 も 中 
・ レ モン は ビタ ミン C を 多く ふく ん で いる 。 ・ こ の 値段 に は 消費 税 が ふく まれ て いる 。 
785 ふく め る ラ 含 め る include 名 藻 、 名 今 プ 生 妊 中 


・ う ちの 家族 は 、 私 を ふく め て 5 人 で す 。 


・ 第 日 の 昼食 代 は 、 飲 み 物 も ふく め る と 1000 円 ぐら い だ 。 


786 ぬけ る < 邊 > 

① ・ の 毛 が 抜け る 。 

② ・ タ イヤ の 容 気 が 抜け た 。 

③ ・ こ の 番 類 は 3 ペー ジ 目 が 抜け て いる 。 
類 飛ぶ 459 


ガ 抜 ける 


・ 下 選手 


fall out, come out, leak out: be missing, leave 脱落 
区 和え: 貴光 、 不在 の 時 中 。 叶 選 中 


よわ 


< 坂 け て 、 チ ー ム が 席 く な っ た 。 


787 ぬく 〈⑯) 


ラ 抜く 
ビー ル の せん を 抜く 。 


③④ マラ ウン で 。 前 の 3 人 を 抜い て 、 


トッ プ に な 


pull out, remove; relax (ones body); skip; overtake / 疲 失 
机 太 : 者 時 : 直 辻 倫 中 中 四 . 商 中 . 肖 言 中. 党 呈 中 


な っ た 。 


788 あら われ る < 自 〉 カ 現 れる 


・ 新 し い 柴 の 効果 が すぐ に 現れ た 。 

789 あら わす < 他 〉 ラ 現す 

( ・ 深 が な く な っ て で 、 人 Il が 次 を 現し た 。 
② ・ 新 し い 薬 が すぐ に 効果 を 現し た 。 


・ 犯 人 は 金 を 取り に 現れ た と ころ を 示 捕 きれ た 。 


appear; (signs) are shown / 出現: 量 玩 ご MT 


・ 法 の 間 か ら 月 が 現れ た 。 


appear; show (signs) 現 剖 表現 当り 可 中 


790 あら われ る < く B〉 ヵ 表 れる 

・ 彼 の 顔 に は 合格 し た 章 び が 実 れ て いた 。 
791 あら わす (〈〉 表す 
① ・ 気 持ち を 請 葉 ノン 絵 ノ 
② ・ 地 図 で は 「〒」 は 鞭 便 局 を 表す 。 


PH 


…| で 表す 。 


show (on one's face) ご 表現 中 は 叶 


express; represent / 表現 、 表 送 : 禁 明 、 砕 も プロ 村 由 
中 
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792 ちる < 邊 > ガ 散 る 
・ 風 で 桜 が 散 っ て し まっ た 。 

回 鐘 び _ 

793 ちら す (> ラ 散 ら す 
・ 凡 が 桜 を 散ら し て し まっ た 。 


fall; be scattered 茂 、 痢 。 油 疾 / 理 引 2 中 . 2 中 


spread,scatter 電光 。 吹 米 ご 埋 呈 可 可 。 土 9] 半 


794 あけ る ガ 明 ける 
・| 彼 年 / 橋 坪 | が 明け る 。 


し 


回 [上 / 年 梅雨 + 明け 


(dawn) comes, (new year) starts, (rainy season) ends 
系 売 , 天守 人 中 。 汗 相 。 合 中 


795 さす < 自 / 他 ) ガン ノラ 差す 
だ 

・ 雨 が や ん で 、 日 が 差し て きた 。 
(⑯ 

・ か さき を きす 。 ・ 目 薬 を さす 。 


(sun) shines, open up (an umbrella), apply (eye drops) 
時 射 引 列 中 . 科 中 . 還 中 
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を 身 に つけ る も の : 
「 着 る ] も の … シャ ツ T エ シャツ プラ ウス 
4 


「 は く 」 も の … ズボン プ パ ン ツ スカ ー ト くつ し た ノ ソ ックス スト ッ キ ング 
Hm? A 
パン プス ハイ セー サン ダル 
る みみ タク あめ 
[如く ン す る 」 も の … マフ ラー 「 し め る ノ す る 」 も の … ネ クタ イ ベル ト 
る 党 5 
「 は め る ノ す る 」 も の … [つけ る する 」 も の … ア クセ サリ ー [か ぶる 」 も の … 涯 子 


め @ 


※「 下 着 」 は 「 着 る 」「 つ ける 」「 は く 」 を 使う 


を 衣服 の も よ 
無地 し ま も よ う プ し ま が ら プス トラ イブ チェック 
rr っ 
衣服 の 材質 : a 
統 プ コッ トン 麻 ポリ エス テル 
cotton hemp polyester 
移 直 ノ 稀 内 3 
中 、 3 人 基本 中 相 豆 
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1 ( 


Uni 10 ta 宗 


| 練習 問題 I 
) に 助詞 を 書き な さい 。 


「〒」 は 、 地 図 で は 法 便 過 (  ) 表す 。 
た な ( ) 荷物 ( ) の せ た 。 
コー ヒー ( ) きとう ( ) と か し た 。 


シャ ッ ( ) よごれ ( ) つい て いる 。 

この 橋 は 、 本 州 (  ) 四国 (  ) つない で いる 。 
生ま れ た 子ども ( 。 ) か わい い 名 前 (  ) つけ た 。 
この 値段 ( 。 ) は 、 消 費 税 ( ” ) ふく まれ て いる 。 


し め 切 り が 8 日 ( 。 )20 日 ( ) の び た 。 


033 


TT 下 の 表 を 完成 させ な さい 。 


754 ~ 795 


| 衝動 店 。 | 他 呈 
| 1. 5. | と か す 
2s そろ え 2 6. 続く | 

3. た まる 7. つなが る | _ 

4. ちる 8. 広がる 


把 正しい こと ば を 【 ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


の の トト の Co や ピ 
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夜 が [ あく あけ る ひら く )。 

雨 が や ん で 日 が [ 見 られ る 来る さす )。 
新聞 に ニュ ー ス が 【〔 の る 見 える 現れ る 〕。 
問題 を [ と く わか る 答え る 〕。 
毎日 日 記 を 【 と る つけ る の せる )。 
デール の せん を [ と る ぬく は ず す 〕。 
練習 を [ の せる な ら べ る か さき ね る 〕。 


いっ し ょ に 使う こと ば を えら びな さい 。(  ) の 数 字 は えら ぶ 数 で す 。 


1.( 療 考え 光 和 〕 が 広がる 。(2) 
2.( 永 技術 左 簡 ) が と ける 。 (2) 
3.〔[ スト レス 疲れ 定 〕 が た まる 。(3) 
4.〔 定 〕 を の ば す 。(3) 
5.〔 1 ) を そろ える 。 (3) 
6.〔 レポ ー ト 坊 考え 荷物 予定 〕 を まとめ る 。(3) 
v ) に 入る こと ば を 下 か ら え ら び 、 適 当 な 形 に し て 書き な さい 。 
1. 8 
2. に ) 行っ た 。 
3。 き っ き 深 が 切れ て 、 太 陽 が ( 8 
4 次 色 と 彰 色 を ( ) と 、 緑 色 に な る 。 
5. 強い 風 で 桜 が 全部 ( _) し まっ た 。 
6. 人 と 人 と の ( ) を 大 切 に し た い 。 
7. 子ども の 中 に 大 人 が 一 人 ( ) サッ カー を し て いる 。 
あら われ る = ちる つく つなが る と ける まじ る まぜ る 
B そく 
1. うち の 家族 は 、 私 を ( ) 6 人 いる 。 
2. 10 回 も か け て 、 さ っ き や っ と 電話 が ( )。 
3. 今週 の テレ ビ ド ラマ の ( ) を 早く 見 た い 。 
4. 会 議 の 内 容 を メモ に ( )、 上 上 高 に 伝え た 。 
5. 東 歯 を その まま に し て お いた ら 、( ) し まっ た 。 
6. 私 の クラ ス は 、 みん な が ば ら ば ら で 、( ) が な い 。 
7. 効 稚 園 旧 た ち が 、 お ( ) の ほう し を か ぶっ て いる 。 


そろ う つづ く つなが る ぬけ る 
ふく め る まとまる まとめ る 
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Unit 10 Es 6 一 729 


練習 問題 | s | 
I (  ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


1. 年 が ( ) 2015 年 に な っ た 。 上 

a 空い て b 明け て c 開い て d 開け て 
2. 和正 髪 を 見 つけ て (  )。 

a 取れ た b は ず し た c 引い た d 抜い た 
3. いく ら 考 えて も いい 方 法 を ( )。 

a 思え な い b 思い 出さ な い c 思い つか な い d 思い や ら な い 
4. 留学 し て いろ いろ な 経験 を ( )。 

a 合わ せ た b 重ね た c 続い た d な ら べ た 
5. この ご ろ 、 仕 事 が 忙し く て 疲れ が ( ) いる 。 

a 強まっ て b 高まっ て を た まっ て d 増え て 
6. 毎日 、 新 聞 に た くさ ん の ニュ ー ス が ( )。 

a の る bb の れる c 見 える d 見 られ る 
7. 唯 年 の 地震 の 披 害 は 1 借 円 に (  )。 

a あがっ た b すす ん だ c くだ っ た d の ぼっ た 
8. 定期 が ( 。 ) いる の に 気がつか な か っ た 。 

a 切れ て b 終わ っ て c 消え て d 済ん で 
9. クラ ス 会 で は 、 昔 の クラ ス メ ー ト が 全員 ( )。 

a か た づい た  b そろ っ た c な らん だ d まとまっ た 
10. あの 人 に は 、 こ ちら の 気持 ち が な か な か ( )。 

a 通じ な い b 通せ な い c 通ら な い d 通れ な い 

II  。 に 意味 が 最も 近い も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 

1. 仕事 を すま せ た 。 

a 終え た b 成功 させ た c 始め た d や め た 
2. 数 学 の 問題 が 解け た 。 

a 直し た b 終わ っ た c 足り た d わか っ た 


3. この 時 計 は 進ん で いる 。 

a 時 間 が 早い  b 質 が いい c 人 気 が あ る  d 値段 が 高い 
4. 台風 の た め 、 旅 行 の 予定 を の ば し た 。 

a や め た b あと に し た  c が まん し た  d は ず し た 
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5. トン ネル が 北海 道 と 本 州 を つない で いる 。 
a 合わ せ て b 付け て c 結ん で d 引い て 


想 つぎ の こと ば の 言い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つえ ら び な さい 。 


1. あき る 

a 給料 に あき た 。 も っ と 上 げ て も らい た い 。 
b ゲー ム に あき た 。 し ば らく や り た く な い 。 
(J 
d 


体 に あき た 。 疲 れ が と れる まで 少し 休 も う 。 
意味 に あき た 。 わ か りや すく 話し て ほし い 。 


2. 与え る or 
a 地 癖 が この 地方 に 大 き な 被 害 を 与え た 。 
b この 喘 画 は 多く の 人 に 感動 を 与え させ た 。 
に 恋人 か ら 誕 生日 の プレ ゼン ト を 与え られ た 。 
d 私 は 山本 きん に 強い 印象 を 与え きせ られ た 。 


3. 伝わる 
a イン ター ネッ ト は 世界 中 に 伝わっ て いる 。 
b 窓 を 通し て きわ や か な 風 が 伝わっ て いる 。 
c この 喫茶 詩 に は 、 い つも 音楽 が 伝わっ て いる 。 
d この 会 社 は 危な いと いう うわ さき が 伝わっ て いる 。 


4. まとめ る 
a 家賃 を 1 年 分 まとめ て 払っ た 。 
b 入 、 油 、 酢 を まとめ て マヨ ネー ズ を 作っ た 。 
c 国民 が 力 を まとめ て 政治 を 変え る こと が 大 切 だ 。 
d いつ も スー ツ の 人 色 に まとめ て ネクタイ を 選ん で いる 。 


5. ふく め る 

スー プ に も う 少 し 塩 を ふく め て 、 味 を 濃く し た 。 

この 工場 に は 、 バ パート を ふく め て 500 人 の 労働 者 が いる 。 
ドア が 開か な い の で 、 強 く 力 を ふく め て 引っ ぱっ た 。 

ひさ し ぶり に 会 っ た 喜び を ふく め て 、 友 だ ちと 抱き あっ た 。 


A wn» 


181 


W 目 昌 カ タカ ナ B の てら OO 


796 パー トナ ー Partner 伏 件 。 信条 オン 聞 号 
・ あ の 人 は 仕事 の いい バー トナ ー だ 。 
・ う ちの 犬 は た だ の ペッ ト で は な く て 、 私 の バート ナー で す 。 
797 リー ダー leader 人 、 よそ DE っ ト も | 
・ グ ルー プ の リー ダー を 決め る 。 ・ こ の 国 に 新しい リー ダー か 
回 _ シ ッ プ 、 テ ァ ー 
798 ボラ ンティア Yolunteer も 多才 オオ を 條 ( 電 ) 


生 し た 。 


EA あし 
ホー ム で ボラ ンティア を し て いる 。 ・ ボ ラン ティ ア で 日 本 語 を 教え て いる 。 


回 を する 回 _ 当 
799 コミュニ ケー ショ ン コミ ュ ニ ケー ショ ンス ルー EN 
と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と っ た ほう が よい 。 


ケー ショ ン が 少な い 。 


humor / 晶 式 / 香 可 

・ ユー モア が ある 彼 は クラ ス の 人 気 者 だ 。 ・ 旅 行 の 話 を 、 ユ ー モ ア た っ ぷり に 話す 。 
回 、 が ある ら な い 
801 ショ ッ ク 
① ・ 彼 女 に ほか の 恋人 が いて 、 シ ョ ッ ク だ っ た 。 
② ・ シ ー ト ベル ト を すれ ば 、 シ ョ ッ ク が 小さ く な る 。 
回 ①② が 大 きい 小さ い 、=_ を 受け る 、=_ を 与え る 
802 スト レス stress SHAE, WE カン Wa 

・ ス トレ ス が た まっ た と き は 、 カ ラオ ケ に 行く 。 ・ ス トレ ス で 肖 に 穴 が あい た 。 
回 。 が 大 きい ら 小 さい 、_ が た まる ・_ を た め る 、_ を 与え る 、_ を 発散 する 、_ を 和解 
消す る 回 ( 園 プレ ッ シ ャ ー 
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803 バラ ンス balance / 科 術 。 均 導電 届 全 . 冬 斉 
・ 筑 差 の パラ ンス が いい 食事 を する 。 ・ こ の デザ イン は 左右 の バラ ンス が 臣 い 。 
が いい の 悪い 、_ が と れる ・_ を と る アン バラ ンス な 
804 レベ ル | 
・ マ リア さん は 日 本 語 の レベ ル が 高い 。 ・ レ ベル 別に クラ ス を 分 ける 。 
回 が 高い ら 低 い 、、 が 上 が る の 下がる ・ を 上 げ る 下げ る 
回 _ ア ッ プ ら ー ダ ウン 
805 アッ プ アッ プス ぇ メル up, increase: up close / 匠 高 : 特 の 3 人 
① ・ 時 給 が アッ プ し た 。 
回 | し ベル プイ メー ジン スピ ー ド …| + ア ッ プ ぇ ル 開 ダウ ンス メル [ 関 ] 上 が る 
区 を アッ プ で と る 。 
806 ダウ ン ダウ ンス メル Te ng da ith i SB 下 隆 : 例 
① ・ 給 科 ダ ウン で 生活 が 普 し い 。 
回 | し ベル プイ メージ ンス ピー ド ノ コ スト …| + ダ ウン メル 関 アッ プス ル 
下がる 
③④ ・ か ぜ で ダウ ン し た 。 
807 プラ ス ラプ ラス スル 
808 マイ ナス ラコ マイ ナス スル Des OF RGR Ei Tinpeck 避 沙 駐 換 不利 
① ・ ま じ め に 働い て いた ら 、 時 給 が 20 円 プラ ス さ れ た 。 
・ 今 月 の 給料 は 1 万 円 の マイ ナス だ っ た 。 
② ・ 今 月 の 収支 は | プラ スン マイ ナス | だ っ た 。 
③④ ・ 普 字 を 覚え る こと は 、 日 本 語 の 勉強 に プラ ス に な り ます 。 
・「 こ ん な こと を し て いた ら 、 あ な た に と っ て マイ ナス に な り ま す よ 」 


5 
②③ ・ 写 


rsurplus: positive impact 増 か : 急 全 : 有 地 


①②③ ニ _ に な る 回 ③ 評価 、 苑 打 
809 イメ ー ジ ライ メー ジス ル image 地形 回 


・ 私 は この 曲 か ら 広い 海 を イメ ー ジ し た 。 ・ イ メー ジ が いい 女優 を CM に 合う 。 
_ が いい 悪い 、_ が 淳 か ぶ 、_ が アッ プ す る ら ダ ウン する 
_ チェ ンジ 、_ アッ プ ら _ ダ ウン 


183 


810 


・ ス ピー チ の コ 


コン テス ト contest 索 東 。 北 一 計 練 呈 、 可 選 
スト で 優勝 し た 。 
ー に 出る ノ 出 場 する | 、_ に 参加 する 回 スピ ー チ 、 写真 類 コン クー ル 


・ こ の ニュ ー ス は マス コミ ( 


マス コ ミ < く マス a コ ミュ ニケ ー シ ョ ン oc 新聞 妹 体 , 媒 休 
E 日 きれ て いる 。 ・ マ スコ ミ 関 係 の 仕事 が し た い 。 
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プラ イバシー の | 
[会 で は 個人 の プラ イバシー が 補 ら れ な いこ と が 多い 。 


る 


を 守る 、_ を お か す 、_ の 侵害 


オフ ィ ス office / グ か 公 富 ノ ゃ 局 


回 _ 街 、 ビル 図 事務 所 
814 ルー ル rule 提唱 生 。 志 


連 


サッ カー の ルー ル を 覚え る 。 ・ 交 通 ル ー ル は 国 に よっ て 焦 う 。 
を 等 る ら 破 る 、_ に 違反 する 、 に 従う 回 - 條 反 類 規則 


815 


連 


マナ ー manners 六 答 、 密 久礼 本 還 。 引 人 
フラ ンス 料理 の マナ ー は 難し い 。 
の を se eg Wa 
__ が いい 悪い 、_ を 守る 、__ | が ノ に | 厳し い 回 _ 違反 、 テ ー ブ ル 


類 エチ ケッ ト 、 礼 儀 x 654 
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ミス ラミ ス ( ラ ヲ ) ス ル mistake 内 球 。 午 潤 。 内 表 ノ 相克. 刈 外 
試合 で ミス を し て 、 負 け て し まっ た 。 
_ を お ぉ かす 回 計算 、 ジャ ッ ジ 、 プリ ント 失敗 


817 


り 


スケ ジュ ー ル schedule 時 同 表 日 相 補 守 人 列 人 


今週 の スケ ジュ ー ル を 確認 する 。 


回 を 立て る 、 を 組む 回 _ 表 、 


② ・ 


週 来 は スケ ジュ ー ル | が ノ で | いっ ぱい だ 。 
Of 定 
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818 タイ トル title / 枯 義 ノブ ol 昔 . 光生 
・ タ イト ル を よく 見 て か ら 文章 を 読む 。 ・ 有 名 な 映画 の タイ トル が 思い 出せ な い 。 
類 題名 yz382 


819 テーマ theme, topic 主 起 。 平 思 電 の 可 中 。 誰 


・ こ の 喘 画 の テー マ は 「 芝 」 だ 。 区 の テー マ が 決ま ら な い 。 


回 _ ソ ンク 、_ 普 楽 、- バ パーク 天 主題 

820 スト ー リ ー story プ 訪 事 捕 玉 ご 人 中 可 。 人 2 可 
・「 あ の 映画 の スト ー リ ー を 教え て くだ さい ] 

[ 剛 あら すじ 

821 ヒッ ト ヒッ トメ ル Ne lm 
・ あ の 責 手 の 新曲 は ヒッ ト し て いる 。 

回 昌 、_ 商品 、 天 ぇ ル 

822 ブラ ンド brand ズ 姓 子 。 名 中 本 番 。 半 直下 
・ 海 外 で プラ ンド の バッ グ を 買っ た 。 。・ 彼 婦 は 一 流 プ ラン ド の も の し か 使わ な い 。 

回 _ 品 、 も の 、 一 流 _ 

823 レン タル ラ レ ン タル スル rental 世相 。 和 信人 ノ 相 軸 9 


・ こ の スー ツケ ー ス は レン タル だ 。 ・ パ ー テ ィ ー ド レス は レン タル する こと に し た 。 
回 _ ビ デオ ォ 、 ショ ッ プ 、_ 料 レン タカ ー、 レ ンタ サイ クル 
824 リサ イク ル ラリ サイ クル ( ラ ) ス ル recycling 入 寺 間 月光 笠 肖 侍 和 

・ 十 く な っ た 服 を リサ イタ クル に 出し た 。 

・ 新聞紙 は リサ イク ル さ きれ て 、 ト イレ ッ ト ペ ー パ バー など に な る 。 


回 > に 出す 回 運動 、 ショ ッ プ 上 類 ぅ 再 利用 (の メル 
825 ラベ ル label 株 矯 / 可 四 。 人 9 

・ ビ ン の ラベ ル を は が し て 、 リ サイ クル に 出す 。 
826 タイ プ type. sort の 圧 補 全 時 


① ・ こ の クラ ス に は いろ いろ な タイ プ の 学生 が いる 。 ・ 彼 女 は 私 の 理 福 の タ イプ だ 。 
②③ ・ こ の タイ プ の パソ コン は も う 売 っ て いな い 。 


みた 


類 型 
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827 スタ イル style / 休 型 。 身 村 ノ 中 
・ 彼 女 は スタ イル を 気 に し て ダイ エッ ト し て いる 。 
_ が いい @ 悪 い 回 ヘア 、 ラ イフ _ 


828 セッ ト ラ セ ッ トス ル set, setting (a clock) プー 旨 。 一例 役 。 測 好 放 
① ・ テ ー ブ ル と いす を セッ ト で 買う 。 ・ こ の グラ ス は 5 個 で 1 モット で す 。 

回 [数字] + セッ ト 
④ ・ 自 覚まし 時 計 を 6 時 に セッ ト し た 。 


829 ウイ ルス virus プ 交 、 導 苗 Mel 
・ こ の 病気 は ウイ ルス に よっ て 起こ る 。 
ウイ ルス が 入っ て パソ コン が 故障 し た 。 

回 イン フル エン ザー 


830 ロボ ッ ト robot 衝 語 の 

・ 子 ども は ロボ ッ ト の アニ メ が 好き だ 。 ・ ロ ボッ ト は 工場 で 危険 な 作業 を する 。 
回 業 _ 
831 エネ ルギー energy 蓄 湊 。 双 、 六 カン 羽生 オ 


・ 地 款 で は さま ざま な エネ ルギー が 不足 し て いる 。 
・ 機 徹 を 動か す に は エネ ルギー 
・ 仕 吾 で 開 れ て し まっ て 、 も う エ ネル ギー が 残っ て いな い 。 

回 原子力 / 熱 / 天 陽 …| + エ ネル ギー、 演 > 省エネ 、_ 不足 、 資源 


832 デジ タル digital 大和 
- デジ タル の 時 計 は 見 や すい 。 
回 _ カ メラ > デジ カメ 、_ 時計 還 アナ ログ 
833 マイ ク < く マイ クロ ホン microphone た を 、 六角 9| ヨ 


・ み ん な の 前 で マイ ク を 持っ て 話す 。 


[ 剛 スピ ー カ ー 
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834 ブレ ー キ brake 首 生 正和 、 鍋 キ 当 避 人 | 
① ・ プ レー キ を 踏ん で スピ ー ド を 蓄 と し た 。 

回 を か ける 、_ を 踏む 、_ が きか な い 回 る _ 

( 図 。 アク セル 、 ハ ンド ル 、 ヘ ッ ド ライ ト 、 タ イヤ 、 パ ンク 
④ ・ 硬 河 の 値上がり で 、 経 済 の 発展 に プレ ー キ が か か っ た 。 

・ 弟 の いた ずら が ひど いと き は 、 プ レー キ を か ける よう に し て いる 。 

ーー が か か る ・_ を か ける 


835 ペン キ paint ブ 油 洲 プ 用 SIE 
ン キ を 塗る 。 
回 を 塗る 、 が は が れる 


・ か べ 
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カタ カナ B 
Uni 11 


1 (  ) に 助詞 を 書き な さい 。 


796 ~ 835 
| sep | | 


1. 写真 の コン テス ト (  ) 2 位 に な っ た 。 

2. 音楽 を 聞い て 、 ヨ ー ロ ッ パ の 風景 (  ) イメ ー ジ し た 。 
3. 彼 は ユー モア (  ) あっ て 、 ク ラス の 人 気 者 だ 。 

4. か べ ( 。 ) ペン キ を ぬる 。 

5. ボラ ンティア ( ) 日 本 語 を 教え て いる 。 


II 「 す る 」 が つく こと ば に 〇 を つけ な さい 。 
ゲッ プ ショ ッ ク スケ ジュ ー ル スタ イル スズ トー リー セッ ト 


テー マ パー トナ ー ヒッ ト マイ ク マイ ナス レン タル 


相 (  ) に 下 か ら え らん だ 語 を 書い て 、 一 つの こと ば に し な さい 。 


1. レベ ル ( ) 2. ミス ( ) 
3. オフ ィ ス ( ) 4. デジ タル ( ) 
5. リー ダー ( ) 6. リサ イク ル ( ) 
7。 【 ) ウイ ルス 

カメ ラ コン ビュ ー タ ー シッ プ ジャ ッ ジ 


ショ ッ プ ダウ ン ビル 


IV 意味 が 近い こと ば を 、 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1. コン テス ト ( ) 2. ルー ル ( ) 
3. リサ イク ル ( ) 介 マー ( ) 
5. タイ プ ( ) 6。 スケ ジュ ー ル ( ) 


か た き そ く きい り よ う よ て い エチケット コン クー ル 


V つき ぎの こと ば の 対義語 を 書き な さい 。 


1. デジ タル @ ( ) 2. ダウ ゥ ンタ ( ) 
3. マイ ナス @ ( ) 
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VI つぎ の こと ば に は 「 一 」 が 一 つ 入り ます 。 適 当 な と ころ に 入れ な さい 。 


バー シ 


イ 
キ 


MI 正しい こと ば を ( ) の 中 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


RC NN RR = 


ご ご ど 


ら oo の ma Rw RM ピ 


バラ ンス が 【 いい 高い 強い 〕。 
レベ ル が [ いい 高い 大 きい 〕。 
ショ ッ ク が 【 いい 高い 大 きい 〕。 
マナ ー が 【 いい 高い 強い 〕。 
イメ ー ジ が [ 出る うか ぶ うく 〕。 
プレ ー キ を 【〔 お す ふむ 切る )〕。 
ルー ル を 〔 あう し た が う まもる 〕。 
スケ ジュ ー ル を 【 か ける 立て る 取る J。 


) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


長く 付き 合え る ( ) に 出会う の は 難し い 。 
「 と どん な ( ) の 男 の 人 が 好き で すか ] 
た くき ん 残業 し た の に 、 給 料 は ( ) に な っ た 。 
喘 画 の ( ) を 忘れ て し まっ た 。 
が ん ば っ て 働い た の に 、 給 料 が ( ) し て し まっ た 。 
て いる こと も ある 。 
也 が 書い て ある 。 
ーー) も いい 。 
、 ) 萬 を 買う 日 本 人 が 多い 。 
( ) 解消 に は 、 カ ラオ ケ が いい 。 


、 危険 な 仕事 は ( ) に や ら せ る 。 
。 テー ブ プル と ソフ ァ ー を ( ) で 買っ た 。 


スタ イル スト レス セッ ト タイ トル タイ プ ダウ ン 


パー トナ ー プラ ンド マイ ナス マス コミ ラベ ル 


ロボ ッ ト 
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) を 残し た 。 


a イン タビ ュー b 。 マッ サー ジ c アナ ウン ス dg メッ セー ジ 
2.「 こ の すばらし い 経 験 は 、 あ な た の 人 生 に と っ て ( ) に な る で し ょ う 」 

3 グラ スズ b マイ ナス c ゲタ アズ d ダウ ン 
3. 映画 の ( ) ソン グ を 歌う 。 

a タイ トル b テー マ c スト ー リ ー d ラベ ル 
4. 結婚 し て 、 人 生 の 大 切な ( ) を 得 た 。 

a リー ダー b チー ム c ペット d パー トナ ー 
5. も っ と ( ) が 高い クラ ス で 勉強 し た い 。 

a レベ ル b ラベ ル c アッ プ dd ゲラ ス 
6. 飛行 機 事故 の ニュ ー ス を 見 て 、( ) を 受け た 。 

a ユー モア b イメ ー ジ Cc 。 ショック d スト レス 
7. 正しい ( ) で 食事 を する の は 難し い 。 

a ルー ル b マネ ー c マナ ー d セッ ト 
8. 遅刻 し そう に な っ た の で 、 車 の ( ) を 上 げた 。 

a スピ ー ド ID ウッ ツェ c トッ プ d プラ ス 
9. ( ) が 破れ て し まっ た 。 

a ガラ ス b ビニ ー ル c プラ スチ ッ ク d ヘル メッ ト 
10. 役所 で 日 本 語 の 通訳 の (  ) を 券 集 し て いる 。 

a レシ ー ト b リサ イク ル c ボラ ンティア  d アマ チュ ア 

II に 意味 が 最も 近い も の を 、a・b・C・d か ら ー つ えらび な さい 。 

1. 入学 式 に 着る 服 を レン タル し た 。 

a 借り た b 貸し た c 買っ た d 使っ た 
2. 見 が 病気 で ダウ ン し て し まっ た 。 

a さき さがっ て b お り て c た お れ て d ひい て 
3. 来週 の スケ ジュ ー ル が まだ 決ま っ て いま せん 。 

a 予定 b 約 東 c 事件 d 記録 
4 . 先生 に 相談 し て 、 論 文 の タイ トル が や っ と 決ま っ た 。 

a 課題 b 問題 c 題名 d 内 容 
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5. 旅行 の 話 を ユー モア た っ ぷり に 話す 。 


a た いく つ に b お も し ろく c つま ら な そう に d うれ し そう に 


想 つぎ の こと ば の 言い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つえ ら び な さい 。 


1. コン テス ト 

写真 の コン テス ト に 参加 し た 。 

マラ ソン の コン テス ト で 優勝 し た 人 に イン タビ ュー を し た 。 
「 来 週 スピ ビー チ を コン テス ト し ます 」 

学校 で は コン テス ト な 行事 が ある 。 


oO ご 


2. デザ イン 
a この 歌 を デザ イン し た の は 有名 な 作曲 家 だ 。 
b きのう 和 宿題 で 詩 を デザ イン し た 。 
あの 手紙 を デザ イン し た の は 、 そ の 会 社 の 社長 だ そう だ 。 
この アク セ サ リ ー を デザ イン し た 人 は 、 来 月 パリ に 店 を 開く そう だ 。 


に <) 


3. リサ イク ル 
父 の 会 社 で は 、 退 職 し た 人 の リサ イク ル を 行っ て いる 。 
リサ イク ル の た め に ペッ ト ボ トル を 集め る 。 

近所 の 食堂 で は 、 フ ルー ツ の リサ イク ル が 盛ん だ 。 
ペッ ト の リサ イク ル の 店 が ある 。 


oo 


4。 セッ ト 
a 自転車 の プレ ー キ を セッ ト し た 。 
b モッ ト し た バイ ク が 牙 隊 し た 。 
寝る 前 に 話 飯 器 の タイ 
d 新しい スー ツ と くつ を 


5. ラッ シュ ー 
a 今 は 食堂 が ラッ シュ の 時 間 だ 。 
b ラッ シュ の ホテ ル を 予約 する の は 難し い 。 
c ラッ シュ の 飛行 機 に 乗っ て 、 と て も 疲れ た 。 
d ラッ シュ の 時 間 に バ ス に 乗る の は 大 変 だ 。 
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E83 人 料理 の 動詞 836 ~ 845 


836 た ける < 自 > カ ヵ 炊 ける (rice) js cooked プ 示 好 。 共 好 212 中 
・ ご は ん が た けた 。 
837 た く (<9 ラ 炊 く cook rice) グ 示 ( 錠 )。 季 (2 中 
・ ご は ん を た く 。 
838 に える < 阜 > カ 煮 える boil cook, simmer 表 、 素 孝 、 素 寺谷 2 中 
839 に る (> ラ 煮 る boil, stew プ 半 。 地 、 基 の 谷中 。 生 避 中 


・「 こ の 野菜 を スー プ で 煮 て 、 煮 えた ら 載 で 味 を つけ て くだ さい 」 
回 才 も の 


840 いためる ヲ 炒 め る fry frizzle ノ 消 。 茂 。 井 革 中 
・ フ ライ バン に 油 を ひい て 、 了 肉 と 野菜 を いた め る 。 
回 いた めも の 、 野 業 い た め 


841 や ける 〈 自 〉 ガ 焼 ける he cog; ke baked basestsd 茨 負 、 北 蒸 プ 章介 
・ よ く 焼 け て いな いぶ た 肉 は 食べ な い ほ うがい い 。 
842 や く < ラ 焼 く cook, bake, roast / 埼 。 周 ノ 中 


・ フ ライ バン で オム レッ を 焼く 。 ・ ト ー ス ター で パン を 焼く 。 
・ 恋 火 で | 際 ン 魚 | を 焼く 。 
回 焼き | 肉 ノ 灸 |、 政 焼き 


843 ゆで る ラ ゆ で る boil プ 聞 半 。 幸生 中 本 
・ 括 い 湯 で 央 ノ 野 菜 …| を ゆで る 。 
回 ゅ で 系 


844 あげ る (> ラ 揚げ る deep-fry の 池 玉 の 弄 中 
・ 油 で 天ぷら を あげ る 。 
回 ぁ げ も の 


845 むす ラ ヲ 燕 す steam 系 用 中 
・ 湯 を わか し て 、 そ の 湯気 で ギョ ー ザ を むす 。 
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お 斑 じ ゃ くし し ゃ も じ 。。 ほう ちょ う ナイフ まな 概 


し ょ う ゆ みそ 酢 
soy sauce miso, soybean paste vinegar 
・ め 編 香油 昔 . 大 番 . 主 得 
せな 1 AP 
es ~ 
~~ 
ソー ス マヨ ネー ズ ケチ ャ ッ プ ドレ ッ シ ン グ 
sauce mayonnaise ketchup dressing 
沙紀 : (本 装用 ) 油 味 汁 EE 和香 河 味 汗 
へ NE 用 4 
8 3 B a ds : 自 
© に 3 
Js 
人 食器: 
川 (お ) ちゃ わん (お ) わん どん ぷり 湯のみ コッ プ 
カッ プ グラ ス は し スプ ー ン ナイ フ 


ers f 
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当 の 


ュー 。 同 語 馬 ーー 
Un 1 活 体 詞 ・ 接 続 詞 0 


I 行為 の 様子 を 表す 副詞 Adverbs for Describing Action ま 示 落 伯 行 許 子 誠 
846 _ ぐっ すり soundly 基 叶 本 時 (時 待 ) 信和 
・ 子 ども は ぐっ すり 眠っ て いて 、 起 こし て も な か な か 起き な か っ た 。 

・ ぐっ すり 六 た の で 疲れ が 取れ た 。 
847 きち ん と きち ん と スル 
・「 背 日 を まっ すぐ に し て 、 き ちん と 座り な さい ] 

・ 鈴木 きん は いつ も 言わ れ た こと を きち ん と や る 人 だ 。 
・ あ し た は きち ん と し た 服 で 来 て くだ さ 
※「 ち ゃ ん と 」 は 「 き ちん と 」 の 会 話 的 な 表現 
848 し っ か り し っ か り ぇ メル 
1 ・ ま ず 茶 礎 を し っ か り (と ) 身 に つけ る こと が 大 切 だ 。 
・ し っ か り | 常 え る / 働 く ノ 和 勉強 する …|。 ・ 二 人 は し っ か り (と ) 
3 ・ 長 婦 は し っ か り し て いる と よく 言わ れる が 、 未 当 だ ろう か 。 
・( 仙 れ で いる 人 に )「 だ いじ ょ うぶ か 。 し っ か り し ろ ! 


849 は っ きり は っ きり ぇ ルー a 
高士 山 が は っ きり 見 える 。 ・ 音 が は っ きり (と ) 開 こ える 。 
・ 出 田 さ ん は イエ ス か ノー か は っ きり (と ) 言わ な いか ら 困 る 。 
・ か ぜ 柴 を 飲ん だ せい か 、 頭 が は っ きり し な い 。 ・ 態 度 を は っ きり させ る 。 
850 じっと じっと ぇ ル CE MK 
"上 っ と る 考え る が まん する …|。 
・ 算 く で て 、 じ っ と 座っ て いて も 洋 が 出 て くる 。 
・ 小 さい 子ども は な か な か じっと し て いな い 。 
851 そっ と そっ と スル rer br 
1 ・ 閑 て いる 人 を 起こ さ な い よう に 、 そ そっ と 部 屋 を 出 た 。 
2 ・ 壊 さ な い よう に 、 そ っ と 持っ て くだ さい 。 
3 ・「 今 は だ れ と も 話し た く な い の で 、 そ っ と し て お いて くだ さい 」 


人 す 可 理財 中村 を 半生 


冶 六 正 正 好 。 地 好好 。 疾 交 


| 


definitely / 済 地 、 量 細 地 
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852_ べつ べつ に 別々 に separately / を 自 地 。 分 別 地 ノ 叶 品 叶 理 
・「 チ ョ コレ ー ト と クッ キー は 別々 に 包ん で くだ さい 」 
[( 名 ) 別々 ] ・ 今 まで は 二 人 で や っ て きた が 、 こ れ か ら は 別々 の 道 を 行く こと に し た 。 
853 それぞれ each, respective 各自 釣 。 分 剤 地 。 不 同好 人 人 
・ み ん な は それ ぞ れ 意見 を 言っ た 。 ・ こ れ ら の 絵 に は 、 そ れ ぞ れ よ いと ころ が ある 。 
[( 名 ) それ ぞ れ ] ・ う ち は 家 族 の それ ぞ れ が パソ コン を 持っ て いる 。 
854 た が い に と の each other 配付 呈 
"彼ら は 申 い に は び ま し 合 さっ て 練習 し た 。 
[( 名 ) 営 い ] ・ 国 際 理 解 の た め に は 、( お ) 写 い の 文化 を 忠 散 し な けれ ば な ら な い 。 
( 較 お 孔 い 欄 
855 ちょ くせ つ 直接 directly, on one's own / 葬 要 グ 対 守 
林間 放 は 、 関係 者 か ら 直 接 を 開く 必要 が ある 。 
・ 集 合 時 間 に 洋 れん た の で 、 一 人 で 直接 目的 地 に 行か な けれ ば な ら な か っ た 。 
回 9 な (= 間接 的 な ) 


まう 6! う げん て い 50 


I 識 調 や 限定 を 表す 副詞 Emphatic and Limiting Adverbs 表示 殺 表層 的 割 列 ご 分 季 り 電 計 人 還 四 を 半生 
856 _ ほん と うに 本 当 に really; to tell the truth / 太 。 容 在 : 内 的 交 の 人 電 呈 
① ・ 優 騰 で き て 、 本 当 に うれ し い 。 

②③ ・「 私 は 本 当 加 


\K い こと は し て いな いん で す 。 信 じ て く だ きい 」 

・「 今 度 テ レビ に 出る ん だ よ 」「 え っ 、 本 当 (に ) ? 」 

※ 会 話 で は 「 ほ ん と に 」 の 形 に な る こと も ある 。 

[@) 夫 当 ] ・「 李 当 の こと を 話し て くだ きい ] ・ 彼 の 話 は 本 当 だ っ た 。 

⑧ [本 当 は ] ・ 行 く と 痢 事 を し た が 、 本 当 は 行き た く な い 。 
類 実は 

857 か な ら ず 必ず NT ーー 用 征 , 衣 定 プ 半 王 人 | 。 

① ・ こ の 番 類 は あし た 必ず 出し て くだ さい 。 
・「 あ し た の パー ティ ー に ぜひ 来 て くだ さい 」「 わ あ 、 う れ し い 。 必ず 行き ます 」 
類 きっ と 、 絶 対 ww 858 

④ ・ 私 は 毎朝 必ず 牛乳 を 飲む こと に し て いま す 。 
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858 ぜったい (に ) 絶対 (に ) absolutely; never / グ 名 対 : 一 芝 。 好 対 記 ノ 科 本 理 
① ・ 今 7 年 は 門主 (に ) 1 谷 笑 ける つも り だ ノ し た い ノ レ な けれ ば な ら な い | 。 
・「 約 東 は 年 っ て くだ さい 。 絶 対 で す よ 」 
類 必ず 857 


② ・ あ し た は 大 事 な 試験 だ か ら 、 絶対 六 嘱 で き な い 。 
・「 絶対 に 見 る な 」 と 言わ れ て いた の に 、 見 て し まっ た 。 
類 決し て 862 
859 と くに 特に especially, in particular / 埋 列 グ 同居 , 呈 電 居 
D ・ く だ も の は 価 で も 好き で すか が 、 笑 に メロン が 好き で す 。 
・ か ぜ が は や っ て いる 。 牡 に 子ども と お 年 知り は 注意 が 必 
類 特別 581 
② ・「 街 か ほし いも の 、 あ る ?」「 特 に な いよ 」 
類 別に gz871 
860 た だ jmshony ァ 
① ・ 子 ども は 何 を 聞い て も た だ 泣い て いる だ け だ っ た 。 
・「 私 は た だ 、 あ な た を 助け た いと 思っ て 手伝っ た の で す 」 
② ・ そ の 学校 で 、 私 は た だ 一人 の 日 本 人 だ っ た 。 
※「 た っ た 」 は くだ けた 形 。 sz 872 
861 すく な く と も 少な く と も atleast / を みか 。 紀 向 グ 記 信和 
・ こ こ か ら 駅 まで 歩い た ら 、 少 な く と も 30 分 は か か る だ ろう 。 
・「 毎 日 予 史 を し て くだ さい 。 少な く と も 、 は 調べ て き て くだ さい 」 


4 | 


I 決ま っ た 形 の 文 に 使う 副詞 Adverbs Used in Set Phrases を 電 人 和合 を 人 人 計 半 人 
862 _ けっ し て 決し て never / 決 ( 不 )。 地 時 ( 不 ) 人 穫 、 人 加計 
・「 こ の こと は 、 決 し て ほか の 人 に は 言わ な いつ も り だ ] 
・「 最 後 ま で 決し て あき ら め る な 」 
0 給 対 858 
な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 
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863 すこ し も る 少し も (not) at all ゲー を ル も ( 不 )。 基 愛生 
・ 伝 日 運動 し て いる の に 、 少し も 休 章 が 渋 ら な い 。 
・ あ の 人 が うそ を つい て いる と は 、 少 し も 思わ な か っ た 。 

※ 谷 定 前 な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 

類 ちっ と も (会 話 的 な 表現 ) 、 ぜ ん ぜん 、 ま っ た く 

864 ちっ と も る (not) at all ゲー まあ ル も ( 不 ), 記 (を) プ 色 写 足 . 介 対 
・「 あの 二 人 、 付き 合っ て いる らし いよ ] へ た ちっ と る 知ら な か っ た 」 
・ ま わり が うる さい の で 、 ち っ と も 勉強 が 進ま な い 。 

※ 会 語 的 な 言葉 。 耕 定 的 な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 

類 ぜん ぜん 、 ま っ た く 、 少 し も 


全く (not) at all; completelysreally / 完全 。 全 状 : 毅 真 : 人 
寺 在 佑 計 . 入 | . 中 


帰国 し た こと を 、 私 は 全く 知ら な か っ た 。 
と いっ し ょ に 使う 。 。 類 ぜん ぜん 、 少 し も 、 ち っ と も 
②④ ・ こ の 二 つ は 全く 同じ よう に 見 える が 、 実 は こち ら は 僧 物 な の だ 。 
③ ・ 上 田 若 は 勉 強 も し な いし 欠席 も 多い 。 全 く 困 っ た 学生 だ 。 
・「 最 近 の 苦い 人 た ちの マナ ー は ひど いで すね 」「 まっ た く で すね え 」 
866 と て も Fa 後 、 非常: 名 名 選 . 玩 館 知 何 名 / 可 全 。 
① ・ こ の レポ ー ト は と て も よく 書け て いる 。 ・「 こ の ケー キ 、 と っ て も お いし い 」 
な 仕事 、 私 に は と て も | で きそう も な い / 無 理 だ | 。 
※ 知 定 的 な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 
※「 と っ て も 」 は 「 と て も 」 の 会 話 前 な 言葉 。 
5297 で に Zr 
1D ・「 ど うし て 連絡 し て くれ な か っ た の ? どん な に 心配 し た か 、 わ か る ? 」 
※「 ど ん な に か 」 の 形 で 使う 。 
③④ ・ ど ん な に が ん ば っ て も あの 人 に は 勝て な い 。 
※「 ど ん な に て も 」 の 形 で 使う 。 (①② と も 「 ど れ ほ ど 」 よ り 会 話 的 。 
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(©, 61 ) 


868 どう し て も 1 


① ・ こ の レポ ー ト は どう し て も あし た まで に 完成 さき せな けれ ば な ら な い 。 
・ あ し た の パー ティ ー に は どう し て も 行き た い 。 
回 ・ こ の 章 是 が ど と うし て も わか ら な い 。 
% 的 な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 


869 まる で に Ta all / 地 像 。 門 借 …… 


① ・ ま だ 5 月 な の に 、 ま る で 真 濾 の よう に 細い 。 

・ 宝 くじ が 当たっ た 。 ま る で 匠 を 見 て いる みた いな 気分 だ 。 
(の 】 ・ き ょ う の 試 験 は 謀 し く で 、 まる で で き な か っ た 。 
的 な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 


ー 村 完全 , 全 


870 いっ た い ー 体 whatin the world 到 太 、 移 寺 


・ あ の 人 は いっ た い 何 を し て いる の だ ろう 。 
いた い の で すか 」 


・「 あ な た は いっ た い 千 


871 人 yg 


と < 
類 特に 


※ 耕 定 的 な 表現 と いっ し ょ に 使う 。 859 
ん ない し 

V 連 体調 PrenominalAdiectivals 人 当 億 人 

872 た っ た just プ 久 仙人 役 思 、 


・5.000 人 の 会 場 に 、 た っ た (の ) 100 人 し か お 客 さん が 米 な か っ た 。 
・ イ ンス タン トラ ー メ ン は 、 湯 を 注い で た っ た (の ) 3 分 で で きる 。 
・ あの 人 に は た っ た 一度 会 っ た だ け な の に 、 な ぜ か 忘れ られ な い 。 
※ 数 字 と いっ し ょ に 使う 。「 た だ 」 の 音 が 変わ っ た も の 。 sz 860 
類 ほん の 、 わ ず か 
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873 ほん の ey Chk 令 硫 。 一点 各 苗 違 .o ト 対 呈 . 革 
ここ か ら 隣 町 まで 、 パス で ほん の 5 分 し か か か ら な い 。 
・ あ の 子 は まだ ほん の 子ども で 、 何 が 悪い か よく わか っ て いな い 。 
・「 お 志 詳 に な り 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 こ れ は ほん の 気持 ち で す が 、 ど う ぞ お 
受け 取り くだ さい 」 
・ ず っ と 日 照り が 続い て いた が 、 き の うほ ん の 少し 雨 が 降っ た 。 
類 た っ た (後ろ に 数 字 が 続く 場合 )、 わ ず か 


せっ そく し 


V 接続 調 Conjuncione 衝 夫 当 生生 
874 それ で so, then // 周 区 。 軸 西 : 太 人 。 居 林 ブ コ 可 器 富 、 コ 避 信 
① ・ け き 駅 で 事故 が あっ た 。 そ れ で 、2 - 3 時 間 電 車 が 遅れ た 。 
・「 彼 、 イ ン フ ル エ ン ザ な ん だ っ て 」「 そ れ で 、 こ の 1 週間 お 休み だ っ た の か ] 
類 だ か ら 、 そ の た め 
② ・「 き の う 、 役 遅く 帰っ た ん で す 。 暗 い 道 を 一 人 で 歩い て る と 、 後 ろか ら 、 変 な 和男 が 」 
「 ぇ っ 、 そ れ で ? 」 
・「 今 の 仕事 、 辞 め よ うか と 思っ て いる ん だ 」「 そ れ で 、 そ の 後 どう する つも り ?」 
類 そし て 
※ 合 話 前 な 言 
875 そこ で and so プ 子 征 、 同 交 ご コ 避 八 . コ 外 革 る 坪 
・ 新 し い パ ソコ ン が 必要 に な っ た 。 そ こ で 、 銀 行か ら 貯 倫 を 少し お ろ す こと に し た 。 
・ 今 まで の 楽 で は 治ら な か っ た 。 そ こ で 、 新 し い 薬 を た めし て みる こと に し た 。 
876 その うえ what's more プ 叉 市 際 、 か 上 王寺, 列 加 オオ 
・ 彼 女 は 優衣 な 研究 者 だ 。 そ の う 、 作 格 も いい の で 、 みん な か ら 疲 淫 さ れ て いる 。 
・ か ぜ を ひき 、 そ の うえ 、 お な か も こわ し て 、 結 局 試験 を 受け られ な か っ た 。 
類 さら に 、 し か も 


o 
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877 また and: or; also 又 、 乏 、 笛 . 同 時 プ 正 . 列 中 
・ 役 は 行員 で 、 また 、 有 名 な 作家 で も ある 。 
・ お 洗 は 、 飲 み 方 に よっ て 、 筆記 の た め に も な り 、 ま た 常に も な る 。 
・ 正 月 は 、 多 く の 人 が うち で お 視 い を する 。 ま た 、 最 近 で は 旅行 先 や 海外 で 過ごす 人 


も 増え て いる 。 
878 また は エン 表 。 胡 者 表地 中 

・「 こ の 番 類 は 、 時 また は 青 の ペ ン で 災 く こ と 」 

・「 試 験 に 欠席 し た 人 は 、 追 試験 を 受け る か 、 ま た は レポ ー ト を 出し て くだ さい 」 
類 ある い は 
879 それ と も or 生生 の oh. コ 92 WS 


・「 コ ーー に し ます か 、 それ と も る 紅茶 に し ます か ? 」 
1 国 に 帰る か 、 そ れ と る 日 本 で 就職 する か 、 迷 っ て いる 。 


※ 疾 問 区 に 使う 。 
880 つま り that is, in other words / 就 基 沈 / 革 . 信 九 可 


・ 彼 は 、 父 の 姉 の 息子 、 つ まり 私 の いと こ に あたる 。 
・「 こ の 仕事 は 、 知 識 と 経験 が 必要 だ と 思い ます が 、 私 に は あり ませ ん 」「 つ まり 、 あ 
な た に は 無理 だ と いう こと で すか 」 
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風 中 ( 場 ) バス 
トイ レン お 手洗 い 
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天井 、 床 、 た た み 、 フ ロー リン ダグ 
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カー ペッ ト 
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IINLLRSSGME 02 ご 890 


1 (  ) に ひら が な を 1 宇 ずつ 書き な さい 。 


。 給料 は 、 少 な く と も 月 に 20 万 円 ( ) ほし い 。 

どん な に 高く ( 。 ) (  ) 買う つも り だ 。 

私 が どん な に うれ し か っ た ( )、 こ と ば で は 言え な い 。 

「 私 は た だ 、 冗 談 を 言っ た (  ) (  ) な ん で す 。 そ ん な に 怒ら な いで くだ さい ] 


mw や = 


TI 「 す る 」 が つく こと ば に 〇 を つけ な さい 。 
いっ た い きち ん と し っ か り じっと けっ し て ちっ と も は っ きり 


み 


把 右 の 口 の 中 か ら 同 じ 意味 の こと ば を えら び 、 例 に な ら っ て ( ) に 書き な さい 。 


か た いこ と ば 
例 ( ちょ っ と ) 一 ( 少し ) た だ を ュー を 
( Ce ) に - コ その た め 
( 0 ua ¥ ) それ で まっ た く | 
( ) — ( ) た っ た ちっ と も 


TV 正しい こと ば に 〇 を つけ な さい 。 答え は 一 つと は か ぎり ませ ん 。 


うち の 子 は ( じっと そっ と 〕 し て いる こと が 沙 手 だ 。 
「 風 が 入ら な いよ うに 、 ド ア は 〔 きち ん と そっ と 〕 閉め て くだ さい 」 
「 ぃ や な らい や と 、[ し っ か り は っ きり ]〕 言っ て くだ さい ]」 
人 着 は まだ 5 工 だ が 、 と て も 【 し っ か り は っ きり 〕 し て いる 。 
小野 さん は 【〔 きち ん と は っ きり 〕 し た 人 だ か ら 、 何 で も 安心 し て 頼め る 。 
こん な 難し い 仕事 、 私 に は 〔[ と て も けっ し て 必ず 〕 で きそう も な い 。 
この 本 は 【 どう し て も と て も ほん と うに ) 難し く て 、( 少し も 
ちっ と も まっ た く まる で 〕 わか ら な か っ た 。 
8. 〔[ けっ し て と くに べつ に 〕 人 1 を 言っ て は いけ な い 。 
9.「 食 べた いも の 、 あ る ? 」「[ 特別 に 》 
10.「 私 は [ ぜったい 必ず 特に 〕 カン ニン グ な ん か し て いま せん ] 
Ry ご 人 は 【 それ ぞ れ た が い に ] 助け 合 っ て 暮らし た 。 
12. 今年 は ま は 【 いっ た い ぜったい どう し て も ) 優勝 し た い 。 

』 で 電車 が 30 分 も 止ま っ た 。[ そこ で それ で その た め ) 信 刻 し て し まっ た 。 


No nn we = 


14.「 ア メリ カ へ 行っ た と き 、 パ スポ ー ト を な くし て し まっ て ね ] 
「( そこ で それ で その た め 〕 どう し た の 」 

15. 入所 が 回 く な り 、 学 費 が 払え な い 学生 が 増え た 。[ それ で その うえ そこ で )、 
大 学 は 新しい 侍 学 交 制 度 を 作る こと に し た 。 

16. きょう は 仕事 で ミス を する 、 雨 に 降ら れる 、[ その うえ その た め それ と も )〕 
電車 の 中 に か ば ん を 忘れ る と 、 悪 いこ と ば か り の 1 日 だ っ た 。 

17. 財田 さん は 友人 で あり 、【〔 また また は 〕 ライ バル で も ある 。 

18.「 メ ー ル 【[ また また は 〕 ファ ックス で 申し 込ん で くだ さい ] 


V よく いっ し ょ に 使う こと ば を 下 か ら え ら び な さい 。 


1. ぐっ すり ( ) 2. は っ きり ( ) 
3. じっと ( ) 4. まっ た く ( ) 
5. そっ と ( ) 6 し っ か り ( ) 


言う 同じ だ が まん する きわ る 疲 る 働く 


W ( ) に 入る こと ば を 下 か ら え らん で 書き な さい 。 


1.「 そ ん な だ いじ な こと は 、 人 に 頼ま な いで 、 相 手 に ( ) 言っ た ほう 
が いい で す よ 」 
2. どの 子 に も ( ) よい と ころ が ある 。 
3.「 毎 日 下 ば か り で いや で すね ぇ 」 「( ) で すね ぇ 」 
4. その 女の子 の ほお は ( ) りん ご の よう だ っ た 。 
5.「( ) どう し て 、 そ ん な こと を し た ん で すか 」 
6.「 え っ 、 こ の 仕事 を ( ) 3 日 で や っ た ん で すか 。 す ごい ! 」 
7. 私 は お 洒 に 弱く て 、( ) 少し 飲ん だ だ け で 酔っ て し まう 。 
8. 行き は ( ) だ っ た が 、 帰 り は いっ し ょ だ っ た 。 
9. 友だち が 泣い て いる 。 し ば らく ( ) し て お いて あげ よう 。 
10.「 そ の 日 は ちょ っ と つ ご う が 悪 く て で ……」 
「( )、 欠 席 だ と いう こと で すね 」 


いっ た い そっ と それ ぞ れ た っ た ちょ くせ つ 
つま り べつ べつ ほん の まっ た く まる で 
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1 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、a・b・cC・d の 中 か ら ー つ えら びな さい 。 


1 今度 の 地 漢 で は ( ) の 被害 が 出 た よう だ 。 


a けっ こう b だ いぶ ん c ずい ぶん d か な り 
2. 9 時 の 新幹線 に ( ) 間に合っ た 。 

a ぎり ぎり b. と うと う c 同時 に d いっ ぱい 
3. 彼 が な か な か 結論 を 言わ な い の で ( 7 し た 。 

a ほっ と b の ん びり c し っ か り d いら いら 
4. 下田 さん は (  ) テニ ス が 上 手 に な る の に 、 私 は いつ まで た っ て も 下手 だ 。 

a も っ と b ずっ と c どん どん d どれ ほど 
5.「 あ の 二 人 、 上 兄弟 な の に ( ) 似 て いま せん ね ] 

a と て も b 少し も c 少な く と も d どう し て も 
6. 医者 に 注意 され 、 父 は ( ) 酒 を や め た 。 

a 相変わらず b も うす ぐ c ずっ と d ぴた り と 
Te ) こ ん な と ころ で 部 長 に 会 うと は 思っ て いな か っ た の で 、 あ わ て て し まっ た 。 

a も し か し て b まさ か c きっ と d や は り 
8. 時 間 が か か る だ ろう と 思っ て いた が 、( ) 早く で きた 。 

a 思わ ず b 案外 c も ちろ ん d つい 
9. スポ ー ツ は 何で も 好き だ が 、( ) 水泳 が 好き だ 。 

a 特に b 絶対 c も っ と d 大 変 
10. 胸 ( ) に 新鮮 な 空気 を 吸い 込ん だ 。 

a た くさ ん b ぎり ぎり c いっ ぱい d ぴったり 

I  。 に 意味 が 最も 近い も の を 、a・b・cC・d か ら ー つ えら びな さい 。 

1. 学費 は 1 年 で だ いた い 80 万 円 ざら いか か る 。 

a た いて い b お よそ c ほとん ど d か な り 
2. 先輩 が 何 に 色 っ て いる の か 、 私 に は まっ た くわ か ら な か っ た 。 

3 っ の し b すっ か り c ぜん ぜん d ぜったい 
3. と つ ぜ ん 近く で 大 き な 音 が し て 、 び っ くり し た 。 

a すぐ に b も うす ぐ c まもなく d 急 に 
4. 案 気 が する 。 も し か し て 、 か ぜ を ひい た の だ ろう か 。 

a うっ か り し て  b は っ きり し て  c ほっ と し て d ひょっと し て 
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5. 出張 に 行く 予定 だ っ た 林 き ん が 入院 し た 。 そ れ で 、 私 が 代わ り に 行く こと に な っ た 。 
a その た め b - ま た c つま り d そし て 


中 次 の こと ば の 言い 方 と し て 最も よい も の を 、 一 つ 選び な さい 。 


1. ずっ と 
a うち の ずっ と 近く に コン ビニ が ある の で 便利 だ 。 
b 私 は 色 の 中 で 赤 が ずっ と 好き だ 。 
c 最後 に ん と 会 っ た の は 、 も うず っ と 前 だ 。 
d 去年 か ら ず っ と 結婚 し た 。 


2. は っ きり 

「 そ ん な 10 年 も 前 の こと 、 は っ きり 覚え て いま せん よ ] 
「 は っ きり 見 て くだ さい 。 こ こ に 小さ な 傷 が あり ます 」 

「 彼 女 は と て も は っ きり し た 頭 を し て いま すね 」 

「 最 近年 の すい か 、 は っ きり 忘れ て し まっ て 困る ん で す 」 


と o ど 


3. けっ こう 

チン さん は と て も けっ こう な レポ ー ト を 書い た 。 
[お茶 は も うけ っ こう で すか 」 

答 張 する か と 思っ た が 、 け っ こう に リラ ックス で きた 。 
難し い 試験 だ っ た が 、 け っ こう で きた と 思う 。 


ao es 


4. つい 
a テレ ビ を 見 な が ら 料 理 を し て いた ら 、 つ い 塩 を 入れ すぎ て し まっ た 。 
b つい 電車 の 中 に か さ を 忘れ て し まっ た 。 

c が ん ば っ て 練習 し て 、 つ い 優 勝 す る こと が で きた 。 
d 1 カ月 働い て 、 つ い 5 万 円 し か も ら え な か っ た 。 

5. まさ か 
a いろ いろ 悩ん だ が 、 ま さか A 社 に 就職 する こと に し た 。 

b 彼 は 厳し そう に 見 えた が 、 話 し て みる と 、 ま さか 優し か っ た 。 
て 
d 


まさ か 私 が 合格 で きる と は 思わ な か っ た 。 
国 へ 帰っ て も 、 ま きか 日 本 の こと は 忘れ ませ ん 。 
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